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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき

　特別付録　文庫未収録ショートショート












　むかしむかし

　せんごくじだいの　ひのもとの　おはなしです

　きたぐにの　えちごに　うさぎのようにまっしろなはだと　あかいひとみをもった　ゆきのおひめさまがおられました

　ゆきのおひめさまの　ちちぎみは　いくさで　たくさんのひとをころしました

　じぶんのあるじである「えちごしゅご」や「かんとうかんれい」も　ころしました

　あるとき　ちちぎみは　「いっき」におそわれ　ひんしのじゅうしょうを　おいました

　おやしらずのとうげで　ゆきのおひめさまは　むしのいきになったちちぎみに　いくさのかみ「びしゃもんてん」と　みまちがえられました

　おれを　じごくへおとさないでくれと　ちちぎみに　おびえられました

　こころやさしい　ゆきのおひめさまは　「びしゃもんてん」のふりをして　そなたのつみをすべてゆるすと　ちちぎみに　つたえました

　ちちぎみは　やすらかなえがおで　てんごくへめされました

　たったいちどついた　うそを　まことにするために

　ちちぎみが　おかした　つみを　つぐなうために

　そのときから　ゆきのおひめさまは

「びしゃもんてん」として　いきていかなければ　ならなくなったのです









　　　巻ノ一　上うえ杉すぎ謙けん信しん、立つ







　時は戦国。舞ぶ台たいは、北近江おうみの長なが浜はま城。

　われらが相良さがら良よし晴はるの居城。

　天下布ふ武ぶを掲かかげて戦乱の世を統一すべく奔ほん走そうしている姫ひめ武将・織お田だ信のぶ奈なにお仕つかえする相良良晴は、未来から来た。現代日本からなんらかの理由でこの戦国の世に流れ着き、そこで出会った織田信奈と恋こいに落ち、ついには天下が見守る前で信奈と愛を誓ちかった──はずだった。

　しかしこの日、長浜城下町のうどん屋では、相良家が誇ほこる二大天才少女軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えと黒くろ田だ官かん兵べ衛え（洗礼名『ドン・シメオン』）が、ふかーいため息をついていた。

　この二人、性格は半兵衛が気弱・官兵衛が強気で正反対、外見も色白できゃしゃな半兵衛とこんがり日焼けして健康的な官兵衛とで正反対、半兵衛は陰おん陽みよう師じ軍師で官兵衛は南なん蛮ばん科学軍師と本業の方向性までもが正反対なのだが、実の姉妹以上に仲がよく、最近はどこへ行くにもいつもこうして二人で連れ立っている。

「困りましたね、官兵衛さん。信奈さまの悪い噂うわさを消すために、良晴さんと今いま川がわ義よし元もとさまに噓うその祝しゆう言げんをあげていただくという話だったのに、このままでは噓から出た真まことになってしまいそうです。くすんくすん」

「シメオンは、男と女の恋話は苦手なんだ。そもそも恋というものは男女の間に限られるものなのか。女の子同士で恋しちゃダメなのか？」

「ひうっ？　かかか官兵衛さん？　わわわわたしは官兵衛さんにこここ好意を抱いだいていますが、こここ恋心というのとは少しちちちち違ちがいますから、そのっ、女の子同士でそういうのはいけませんっ」

「どどどどうして半兵衛が照れるんだよ？　ももももののたとえだろっ？」

「かかか官兵衛さんこそっ」

「ううう。やっぱり苦手だああ。恋、という言葉を口にしただけで心の臓が締しめ付けられて息が荒あらくなってくるよう」

「まあ、官兵衛さんの場合はまだ『恋に恋して』って段階じゃないでしょうか。ふふ」

「どうして恋の経験者みたいな口ぶりなのさ半兵衛」

「い、いえ、わたしはなにも。くすんくすん」

「ああっ？　もしかして男に恋したりしてるのかっ？　シメオンのたいせつなおもちゃである半兵衛を奪うばおうとする男が出てきたら、許さん！　そういう輩やからは退治するっ」

「ええ？　わたしって官兵衛さんのおもちゃなんですか。お友達じゃなかったんですか。しくしく」

「……はあ。もしかして、恋って熱病みたいなものなのかな。恋という言葉を口にするだけで知ち恵えは曇くもるし判断力は落ちるし感情は先走るしで、これで本格的に恋の病やまいにかかったら軍師の座から転落だよ。半兵衛はほんとうにだいじょうぶなんだろうな？」

「ふふ。わたしは片思いですが充じゆう分ぶんに幸せですから、だいじょうぶですよ。こうして人を想う気持ちだけで、たくさん生きる力をいただいています」

「片思い～？　そんなの苦しいだけじゃないのかなあ？　要は、自分はずーっと天下第二軍師だって宣告され続けて天下一軍師になれないようなものだろう？」

「官兵衛さんにはまだ難しいかもしれませんが、現世で相手と結ばれる恋だけが恋というわけじゃないんですよ。恋にも、いろいろな形がありますから」

「むう、やっぱり大人ぶってる……その半兵衛の想い人がシメオンじゃないというのが、つまらないな」

「ででですから、おおお女の子同士でそういうのは、いいいいけませんよぅ？」

「よし決めた。今から半兵衛をいぢめて、半兵衛の所有者が誰だれであるかを身体からだに教えてやる！　むふー！」

「いいいいけません、やめてくださ～い！　いぢめないでください！」

「あーそうだ半兵衛。堺さかいで大量の本を買い込んでおいたぞ。シメオンは南蛮の戦記や史書をかたっぱしから読み漁あさる。きみは明みんではやっている『三さん国ごく志し演えん義ぎ』でも読め。シメオンは、最強の武たけ田だ騎き馬ば隊に対たい抗こうする戦術は南蛮にあり、と踏ふんでいるんだ。ふふふ」

「ふええ。わたしはどうして『三国志演義』なんですかあ？　それ、兵法書じゃないですよね。物語ですよね？」

「きみは、いにしえの唐から国の姫武将のあざとかわいい台詞せりふと仕草でも研究するんだな。で、南蛮の最新戦術は原書を直接読めるこのシメオンが独どく占せんする。翻ほん訳やくは、してあげない。ふふふ。これで半兵衛に勝てる！　黒くろ官かん一流！」

「ふええ。いぢわるです～」

　いぢめられっ子の半兵衛といぢめっ子の官兵衛がじゃれあってわいわいと騒さわいでいる隣となりでは、良晴の幼い妹・ねねが巨きよ大だいなしいたけを載のせた「のっぺいうどん」をすすりながら、うどん屋の店主とこの新商品について話し込んでいた。

「兄さま一押しの焼き鯖さばそうめんも捨てがたいですな、しかし『のっぺいうどん』もなかなかいけますぞ！　こうして新しい名物料理を増やしていけば、長浜の町おこしに役立ちますな！」

「へえ。相良の殿との様さまが考えた『長浜町おこし計画』によりますと、町おこしに必要なものは三つ。その一つが、『びいきゅうぐるめ』。未来語というものはさっぱり意味がわかりませんが、ありていに言えば町の名物となる食べ物のことだそうで。長浜と言えばなんといっても鯖ですが、昨今ではうどんがあなどりがたい勢力ですんで足してみました」

「四国では、『うどん国』が台頭していますからな！」

　ちなみに、町おこしに必要なあと二つの要素は「聖地」と「ゆる伽きや羅ら」だと良晴は教えているのだが、戦国時代の長浜の人々にはこの二つの概がい念ねんはあまりにも難解すぎた。

「お隣の安あ土づちでは、まもなく天下一の名城・夢の安土城が完成してお祭りが開かれるそうで。わたしども長浜の商人は、最初は『安土に人が集まれば隣の長浜も繁はん盛じようするで』と喜んでおったんですが、毛もう利り家から織田家へお戻もどりになった相良の殿様が『甘い！　信奈は安土を世界に冠かんたる新しい巨大観光都市に育成するつもりだ。いまや、東西南北津つ々つ浦うら々うらから安土へ至る街道が急ピッチで整備されつつある。ストロー効果で長浜の観光客も安土に吸い取られてしまうぞ！　このままでは長浜はゴーストタウンだ！　急いで町おこし策を練って安土に対抗するんだ！』とずいぶん警けい戒かいしてはりまして。まあ、なにを言うとるのか言葉の意味はさっぱりわからんのですが」

「安土山の山頂にそびえる安土城の天主は、それはそれは高い塔とうだそうですな！　晴れの日ならば、富士山まで見み渡わたせますかな？」

　そんな中、良晴に仕える忍しのびの五ご右衛え門もんは、うどん屋の天てん井じようにぶらさがりながら「念願の安土城が完成し、最強の敵・上杉謙信が織田家に宣戦布告。相良氏うじにとっていよいよちょうねんばでござるな」と舌足らずな声でつぶやいていた。

「……すべての実を抱かかえ込んでもはじけ飛ばぬような大きな器うつわに、相良氏がにゃれるかどうか。もうりけでちんちんともにひとまわりちぇいちょうちたとはいえ、こんどのおあいてはあにょ、うえちゅぎけんちん。はてちゃて、みものでごじゃる。ふ、ふ、ふ」

　相変わらずなにを言っているのかさっぱりわかりませんぞ、とねねが陽気な声をあげて五右衛門を指さしていた。

「う、うるさいでござる！」




　　　　※




「相良良晴？　これから安土城へ向かいますわよ！　まもなく天主が完成して、盛大なお披ひ露ろ目めの式典が行われるそうですのよ！　日ひノ本もと中から物見の客が到とう来らいするのだとか！」

「安土城をお披露目？　上杉謙信に宣戦布告されたばかりなのに、信奈はだいじょうぶなのかな。ずいぶん余よ裕ゆうのようだけど」

「いいえ。むしろ上杉謙信さんと武田信しん玄げんさんが同時に上じよう洛らく軍を興おこした今こそ、余裕があるふりをしてみせなければ、足あし下もとで反乱が起こりますもの。さすがは信奈さんですわね」

「そういうものかな。ところで義元ちゃん、俺にくっつきすぎ……」

　ちょうどいいですわ！　信奈さんの安土城お披露目式典を、わらわとあなたとの祝言の式にしてしまいますわよ、と征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・今川義元は瞳ひとみをらんらんと輝かがやかせながらわれらが相良良晴の腕うでに抱きついていた。

　今川義元は、本来ならば桶おけ狭はざ間まの戦いで織田軍に首を盗とられる運命だった、かつての「東海の覇は者しや」。相良良晴が「美少女だ」という理由で助命したため、今は織田信奈のもとでお飾かざりの将軍をやっている。

　性格はわがまま・厄やつ介かいごとを他人に丸投げする怠なまけ者・天然と欠点が多い義元だが、長い黒くろ髪かみに白い肌はだ、勝ち気そうな大きな瞳、整った顔立ち、きゃしゃな身体に似合わぬ大きな胸と、外見だけならばあの織田信奈と「天下一美少女」の座を争うほどの完かん璧ぺきぶり。

　その今川義元が、相良良晴の許嫁いいなずけとなってこうして笑顔で抱きついてきて長い手足を絡からめ、自じ慢まんの巨きよ乳にゆうを遠えん慮りよなく押しつけてくるので、良晴は男としての本能が暴走しそうになるのを抑おさえるのでいっぱいいっぱい、青あお息いき吐と息いき。

「なぜ俺は、義元ちゃんに茶室で押おし倒たおされているんだっ？　そもそもどうして俺と義元ちゃんが祝言をあげることになっちまったんだっ？　わけがわからねえ！」

　そう。

　紆う余よ曲きよく折せつがあり、相良良晴はよりにもよって征夷大将軍・今川義元と許嫁の仲にされてしまったのだ。

　良晴の身を案ずる相良家か臣しん団も、この茶室には近寄れない──義元が勢いだけで追おい払はらってしまったのだ。

「ほんとうに人生は不思議なもの。なにが起こるかわかりませんわね。はじめてお会いした時には、このような野や蛮ばんで下品な少年に身も心も捧ささげることになるとは夢にも思っていませんでしたわ。あ・な・た」

「よよよ義元ちゃん？　これはお芝しば居いなんだろ？　ほら。天下人びとの信奈と未来人の俺とが恋こい仲なかだって日ノ本中に知られちまったおかげで、信奈の評判はガタ落ち。やまと御ご所しよ簒さん奪だつの疑いまでかけられて、四方八方敵だらけだ。そこで、この悪い噂をうやむやにするために、俺と信奈以外の姫とに祝言をあげさせるという策が採用された。だがしかし、祝言と言ってもあくまでも世間の目を欺あざむき信奈の悪評を消すためのお芝居であって」

「あら。信奈さんは天下布武の道を選んだのですわ。美しく若い姫武将が天下も恋もどちらも手に入れようなど、どだい無理な話。武士の多くは男ですもの。信奈さんは男武士連中に忠誠を誓わせるためにあなたをあきらめねば。さもなくば連中は『相良良晴なんて得体の知れないサルがどうして』と納得しませんわよ？」

　越えち後ごの上杉謙信さんなどは、家臣どもが美しい謙信を自分の嫁よめにしたいがためにえんえんと謀む反ほんと反目を繰くり返しているのですわ、これまでは姫武将で身内を固めることでその種の問題を巧こう妙みように避さけてきた信奈さんも、版はん図とを広げた結果今やそういう立場になってしまったのですわ、と義元が笑った。

「あの武田信玄さんよりも戦いくさに強い上杉謙信さんが関東平定も上洛もできぬままでいる理由は、信濃しなのの川かわ中なか島じまに固こ執しつし武田信玄さんと何度も戦い続けたこともありますけれど、越後の家臣団が彼女を巡めぐってずっと不和だったからなのですわ」

「上杉謙信を巡って、家臣団が反目、か……たしかに、いちど出会っただけだが謙信はこの世の人とは思えないほどに神秘的で、美しかった。まるで地上に落ちてきた天てん女によか、神のように」

「ええ、ええ。信奈さんや信玄さんは、自分と同性の姫ひめ武将を育成することでうまくかわしてきましたけれど、信奈さんはあなたに落ちてしまったからもうダメですわねえ」

「うーん。天あまの岩いわ戸と開きの際に二人の仲を公おおやけにしてしまったからなあ。あれで、もう言い逃のがれできなくなった」

「あの信奈さんから相良良晴を奪い取ることができるほどの姫武将など、そうはいませんもの。いたとしても謎なぞの未来人が相手ではまず身分が釣つり合わない。でも降こう将しように身をやつしたわらわならば身分の問題もなく、器量は信奈さん以上。天下一ですわ」

　ま、まあ、外見だけならばたしかに、と良晴は思わず納得してしまう。

「わらわの魅み力りよくにひれ伏ふさない殿との方がたは、幼女に命を賭かけていた山やま本もと勘かん助すけくらい。わらわならば、信奈さんからお前を奪い取っても不思議ではない。むしろ当然。日ノ本の誰もが納得しますわよ。そうですとも。今こそ、わらわの出番が来たのですわ。ええ、ええ。天下は信奈さんが、恋こいはわらわが。二人で一組となって二つの野望をともに達成しますのよ！」

「だからってどうして義元ちゃんが俺に本気になってるんだよ？　待て。落ち着け。胸が当たってるから落ち着け」

「当てていますのよ」

「どうしてええええ、なぜええええ？」

　良晴は義元だけでなく、自分まで全身が熱くなっていることに気づいた。

　良晴はおっぱい好きだが、浮うわ気き性しようではない。むしろ恋には一いち途ずな性格だ。義元に浮気心を抱いだいたわけではないが、どうやらそれとこれとは別の次元の話らしく、身体のほうが義元に惹ひかれて熱くほてっているらしかった。

「お前には桶狭間で命を救ってもらったんですもの。他にも理由はいろいろありますけれど、ともかく天下一の男とわらわが認めてあげたのですわ。わらわは天下はもう信奈さんにお任せしましたけれど、その代わり恋のほうはわらわが成就いたしますわ。信奈さんの事実上の人ひと質じちに身をやつした結果、相良良晴と釣り合うところまで格が落ちたことが、まさかこういう形で幸いするとは思いませんでしたわね。おーほほほほ。まさに、負けるが勝ちですわ！」

「おほほほじゃない！　もっとほら、男前とか身分の高い殿方とかいくらでもいるだろうが！　なんで俺なんだよっ？」

「お前がわらわの命を助けたから。当然でしょう？」

「それとこれとは別だよ！　俺は見返りが欲しくて義元ちゃんを助けたんじゃないよ！　いくら戦国時代でも女の子が首を盗られる姿なんて見たくないんだよ、それだけなんだよ！」

「それは未来人の理り屈くつですわね。でも、そのどうしようもなく情が深いところが、戦国の世の姫武将にはたまらなく魅力的に映るのですわ。わらわとて、あの時の見返りで妻になろうだなんて思っていませんことよ。いつしか、そういうお前の優しさに心を奪うばわれていたのですわ」

「ひえぇ～っ。俺の心はもう信奈のものだから！　頼たのむよ、こんなところを信奈に見られたら二人とも殺されちまう！」

「考えもなしに乙女おとめの命を次々と救いまくっているお前には、因果応報。いい薬ですわ。あの毛利家の小こ早ばや川かわ隆たか景かげという姫武将も、ずいぶんとお前にご執しゆう心しんだそうですわね。さんざん優しくされて心を奪われたあげく子種も授けられずに放り投げられるだなんて、かわいそうですわねえ。わらわも、同じですわ」

　小早川さんの名前を聞くと、良晴の胸がずきりと痛んだ。

　一時期、良晴は戦場で重傷を負い、記き憶おく喪そう失しつになって毛利家に仕つかえていた。

　信奈のこともすべて忘れてしまっていたその頃ころの良晴は、自分の命を救い親切にしてくれた小早川隆景に報むくいるため、「小早川さんを守る！」と奮ふん闘とう努力していた。

　小早川隆景は奥手だったし、良晴も恋れん愛あい経験値がゼロにリセットされていた。

　そんな二人がお互たがいにためらいながらも激しい恋こい心ごころを抱くようになったところで、良晴が突とつ然ぜん記憶を回復し、織田家へ帰参するという運命のいたずらのようなどんでん返しが起きたのだ。

　今でも小早川さんの寂さびしそうな横顔を思いだすと、良晴は「うっ」と胸を押さえてしまう。

「小早川隆景と親密だった時のお前は記憶を失っていたのでまだ情状酌しやく量りようの余地がありますけれど、わらわはもっと哀あわれですわよ」

「じゃあ、これからは死にそうになっている女の子を放置しろ、と？　そんなこと俺にはできねえよ！　たとえその結果、後でどうなろうが、それだけはできない！　たしかに義元ちゃんを助命した時は、今川義元を助けたら歴史がどう狂くるうかとか、そういうことはいっさい考えてなかったけどさ……」

「ふふ。戦国武将失格と言えるほどに愚おろかだけれども、相良良晴。あなたのそういうところが素敵なのですわ。さあ、安土城に参りましょう。それとも、祝言より先に子作りします？　子作りの方法は、わらわも南なん蛮ばんの読み本で勉強いたしましたわよ」

「な、南蛮の読み本？」

「ええ。南蛮渡わたりの活版印刷本というものが、堺や京で出回っておりますの。そ、その中には、子作りの教本も含ふくまれていますのよ……た、たとえば、む、胸を使うと南蛮の殿方は喜ぶとか……ひ、日ノ本ではあまり聞いたことのない話ですけど……」

「胸を押しつけながらきわどい台詞せりふを吐はいて恥はじらわないでくれ！」

　なにしろ良晴は、信奈とはまだ一度も結ばれたことがない。

　その上、しばらく村むら上かみ水軍で海かい賊ぞくとしてさんざん鍛きたえられてきたので、身体からだも一回り大きくなり、体力気力が以前にも増してありあまっていて、男性ホルモン過か剰じよう状態。さりとて浮気などしたら信奈に殺されるのでなにもできず、しかも以前の良晴は柴しば田た勝かつ家いえや山やま中なか鹿しか之の助すけを通じて巨乳にはある程度免めん疫えきができていたはずなのに毛利家で記憶喪失になっていた時にその巨乳への免疫がリセットされてしまったらしく、つまり良晴はそろそろ健康優良戦国少年として──限界だった。

「あらあら。信奈さんの胸くらい触さわったことがあるでしょうに。かわいいお方」

「お、お、大きさが、ち、違ちがうんだよ。り、林りん檎ごと西瓜すいかぐらい、ち、違う。胸から伝わってくる重量感と存在感がぜんぜん違うんだ。林檎は地に引かれて落ちてくるな～って感かん触しよくだけど、西瓜は西瓜そのものが宇宙！　世界！　っていうくらい違う。ってやばい、こんな台詞を信奈に聞かれたらほんとうに命がない」

「まあまあ。わらわは着やせしますから、当然ですわね。そもそも十じゆう二に単ひとえ姿では胸の大きさはわかりませんしね。おーほほほ」

「そ、そんなに大きいンデスカ？」

「ええ。おそらく、柴田勝家さんといい勝負ですわ。密度と形ではわらわのほうが上ですわね。信玄さんふうにわらわの胸を評するならば、山は崩くずれぬぞ、とでも言いましょうかしら」

　どや顔で、義元が自慢してきた。

「……さ、触るくらいなら……罰ばちは当たらないかな……」

「あなただけの胸ですわよ」

「いや待て！　そうだよ。勝家の胸を触っていたら、お約束のように信奈に見られてひどい目にあったことがあったじゃないか。信奈と十じゆう兵べ衛えちゃんは、俺が女の子になにかしようとすると鋭するどい嗅きゆう覚かくでかぎつけてやってくるんだよ！　それに、たぶん西瓜に触ったら俺の理性が飛ぶ！」

「飛べばよろしいのですわ。殿方には触ふれさせたことがありませんのよ。あなただけですわ」

　天然なだけに、義元の囁ささやき声の破は壊かい力は大きい。

　もうダメだ……頭の血が沸ふつ騰とうして失神しそうだ、と良晴はうめいた。

「こ、こういう時は、あらゆる宗教のフレーズを連呼するんだ。落ち着け相良良晴。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏！　南無妙みよう法ほう蓮れん華げ経きよう！　観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ行ぎよう深じん般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た時じ、照しよう見けん五ご蘊うん皆かい空くう、度ど一いつ切さい苦く厄やく！　天にましますわれらの父よ、願わくは御み名なの尊まれんことを、御み国くにの来たらんことを、御み旨むねの天に行わるる如ごとく地にも行われんことを！　御旨……みむね……み胸ええええっ？　胸、見てえええええ！」

　もうダメだああああ！

　浮気心は我が慢まんできても、巨きよ乳にゆうだけは、無理！　心とは関係なく、身体が勝手に反応する！

　小早川さん！　十兵衛ちゃん！　信奈あああ！　　誰だれか、俺の暴走を止めてくれえええ！　十代男子ってどうしてこうも元気が余ってるんだああ？　困る！　破は滅めつする！

　良晴は自分が唱えた聖書の一節に勝手に発情して、自じ爆ばくした！

　男子高校生あるある。

　良晴が「うわああああ」と吠ほえて義元の胸に顔面から飛び込もうとしたその時。

「さてと、牛ぎつ車しやを調達して安土城へ行きますわよ。わらわは、早く天主が見たい！　安土城の天主は、とてもとても高いのだそうですわ！　登ってみたいですわね！」

　天然な義元は、さらりと立ち上がって良晴の突とつ進しんを何の気なしに避よけていた。

　もう、その大きな胸と甘い囁きで良晴を惑まどわせていたことを、忘れている。

「ふぐえええ。鼻が、鼻が！」

「あら、どうしましたの相良良晴？」

「……いえ。天てん誅ちゆう天てん罰ばつが下っただけです。すみません」

　そうだよ義元ちゃんってこういう人だよなあ、と良晴は鼻血まみれになった顔をぬぐい、（女の子の命を救うと同時に心を奪っちまう、もしもそんなことをあちこちで繰くり返しているとなるとまずいぞ俺は）と義元から教えられた自覚なき自分の行動の因果にため息をついた。

　同じ織田家の仲間である半兵衛や官兵衛、鹿之助を救っても、厄やつ介かいな問題にはならない。「家族」にも等しい「仲間」という関係が、半兵衛たちとの間にはある。しかし毛利家の小早川さんとの恋は、毛利家と織田家に抜ぬき差さしならない因いん縁ねんを、簡単には解消できそうにない対立の原因をもたらしたのではないか。

「足あし利かが偽にせ将軍・上杉・武田・毛利による第二次織田包ほう囲い網もうが完成間近、ですわね。信奈さんったら、こんな時に安土城をお披ひ露ろ目めだなんて、たいした大物ですわねえ」

「……なんてこった。本ほん猫びよう寺じを史実より早く脱だつ落らくさせた代わりに、史実では武田信玄と組むことは決してなかった上杉謙信が包囲網に……今までも、俺が奔ほん走そうして歴史を改変してもどこかで歴史の帳ちよう尻じりが合ってくるという傾けい向こうはあったが、これはもう帳尻合わせどころじゃねえぞ！　どうすればいいんだ」

　義元は「まあまあ。このわらわを破った信奈さんに任せておけばなんとかなりますわよ。おーほほほ」と一向に気にしていないようだった。

　もしかして義元ちゃんが戦国時代でいちばんの大人物かもな、と良晴は思った。




　　　　※




　越後、春日かすが山やま城。

　上杉謙信の居城。

「越後の龍りゆう」上杉謙信は、これまで戦いのほとんどを東国で繰り広げてきた。

　好敵手「甲か斐いの虎とら」武田信玄との、信濃川中島での五度に及およぶ合戦。特に、謙信と信玄が雌し雄ゆうを決せんとした「第四次川中島の合戦」は、甲こう越えつ両軍の将兵のほとんどが負傷、数割が討うち死にするという、戦国時代にも希まれな総力戦となった。

　また、関東管かん領れい上杉家を再興するために繰り返した関東出兵では、関東平定を悲願とする北ほう条じよう氏うじ康やすを敵としてきた。

　上杉謙信の元の名は「長なが尾お景かげ虎とら」。

　越後守護代・長尾家の出身で、上杉家は主しゆう筋にあたる。

　ある時、北条に追われて越後へ逃にげ込んできた関東管領上杉憲のり政まさから「上杉家のすべてをそなたに譲ゆずる。北条を関東から追おい払はらい上杉家を復興してほしい」と乞こわれて上杉家を継つぎ、自ら関東管領となり、上杉謙信と改名し、関東出兵を繰り返すことになったのだ。

　上杉謙信の戦いは常に義を示すためのものであったので、領土は増えない。

　信濃を侵しん略りやくする武田信玄や、関東を奪おうとする北条氏康に鉄てつ槌ついを下すやいなや、謙信は風のように越後・春日山城へと帰き還かんするのだった。

　彼女は、領土欲よくとは無む縁えんという、希け有うな武将だった。

　彼女の家臣たちも、いくら戦っても領土が増えるわけではなく、いわば無む償しようの義戦に連年駆かり出され続けてきた。

　軍神とも毘び沙しや門もん天てんの化け身しんとも呼ばれるその天才的な戦場での強さがなければ、謙信はすでに滅ほろびていただろう──しかし現実はどうだ。無敵無敗の上杉謙信は、居城・春日山城に一度たりとも攻せめ込まれたことがなかった。

　ただ、諸将に乞われるがままに武田信玄と北条氏康の両りよう雄ゆうと同時に戦わねばならなかったため、謙信はこれまで川中島でも関東でも最終的な「雌雄」を決することができなかった。

　信玄も氏康も戦国を代表する名将だが、謙信の戦の才ははるかに神がかっていた。あの武田軍を支えてきた名軍師・山本勘助でさえ、周しゆう到とうに準備を重ねながら、謙信が持つ異常とも言える戦場での直感力の前に敗やぶれ去った。

　信玄と氏康は、単独ではとても謙信の猛もう攻こうを防ぎきれなかったので、お互いを嫌きらいあっていながらも手を結ぶしかなかったとも言える。

　だがその謙信には、やはり戦国武将とは思えないような致ち命めい的てきな奇き癖へきがある──降こう伏ふくした者を決して罰せず、無条件で許すのだ。降将から領土を奪うばわない。たとえ何度裏切っても、降伏すれば何度でも許す。

　なぜならば謙信は人にあらず、神──毘沙門天であるからだ。

　義を知らしめるために戦い、悪人を慈悲によって改心させ善人となす、それが謙信の戦の目的だったからだ。

　信玄と氏康は、だから調略によって上杉家臣団の和を乱すことで、謙信の進しん撃げきを阻はばんできたと言える。

　謙信は、乞われればどこへでも義を示すために出兵した。

　浅あさ井い朝あさ倉くらに乞われ、天下人となった織田信奈と雌雄を決するべく上じよう洛らく軍を興したこともあったが、その時は武田信玄に横よこ槍やりを入れられて邪じや魔まをされた。それに、当時の謙信には織田信奈に私し怨えんがあったわけでも、上洛して天下人にならんとする野望があったわけでもなかった。

　その謙信が、あの天岩戸の奇き跡せきを目もく撃げきするなり突とつ如じよとして「わが生しよう涯がい最後の敵は織田信奈」と思い定め、仇きゆう敵てき・武田信玄と北条氏康の二人と和わ睦ぼくし、第二次織田家包囲網の要かなめとなる「甲こう相そう越えつ三国同盟」が成立した経けい緯いは、戦国の奇跡としか言いようがなかった。




　京の都に単身上洛して織田信奈に宣戦布告をしてきた謙信は、今は春日山城の毘沙門堂に籠こもり、琵び琶わを弾ひいていた。

　謙信は戦をしていない時間の多くを、毘沙門堂で過ごす。

　生まれつき身体の色素を持たない謙信は、日の光に弱いためだ。

　だがそれだけではない。

　出兵が近づいた時、謙信は毘沙門堂に籠もって「毘沙門天」からの「声」を待ち続けるのだ。

　上杉家には、家臣団を勢せい揃ぞろいさせる軍議などはない。

　戦のすべては、謙信自身が、毘沙門天からの「声」を聞き、一人で決定する。

　若き新軍師として抜ばつ擢てきされた姫ひめ武将・直なお江え兼かね続つぐだけが、その毘沙門堂の扉とびらの前に立って謙信を守ることを許されていた。

「謙信さまは、上洛の障害となってきた武田信玄と和を結び、信玄と同時に上洛軍を出しゆつ立たつさせることとなった。まもなく、その時が来る。謙信さまが上洛軍に大号令をかけるその時が」

　越後から近江へ至る上洛路に立ちはだかる北陸の一いつ揆き衆は、大おお坂さか本猫寺が織田家と和睦して武装解除したことを受けて、主力をなしていた本猫寺門徒の多くが帰農したため、弱体化していた。

　謙信の父も祖父も、北陸の一揆勢との戦いで命を落としている。

　それゆえに謙信は運命的に一揆勢と相あい容いれることができなかったし、かといって乱世の絶望の中を生きるために信しん仰こうに救いを見いだした門徒たちを根絶やしにするような残ざん虐ぎやくな真ま似ねもできなかった。

　謙信の優しさは、「義」と「慈じ悲ひ」を貫つらぬくという信念は、戦国の世では常に「敵を滅ぼせぬ甘さ」として彼女自身の理想を実現する上での足かせとなってきた。

　現実主義者の武田信玄が、何度も北陸の一揆勢を動かして謙信の義戦を妨ぼう害がいしてきたが、それでも謙信は一揆勢を滅ぼせなかった。

　だがいまや、その一揆勢から門徒のほとんどが抜け、残るは一部の抗こう戦せん派門徒と、土地に根付き上杉家による支配に抵てい抗こうする国こく人じん豪ごう族ぞくのみとなった。

　北陸一揆勢という巨きよ大だいな軍事力を半ば失った越えつ中ちゆうの神じん保ぼう家。

　謙信派と織田派とで家臣団が揉もめている能の登との畠はたけ山やま家。

　謙信の上洛を防ぐために越えち前ぜん・加か賀が支配を進める、織田家の筆頭家老・柴田勝家。

　この三者を順番に倒たおしてしまえば、織田信奈と決戦することができる。

「甲相越三国同盟によって、関東管領上杉家復興の悲願は事実上達成された。川中島の領有問題も、解決した。今こそ謙信さまは、他国の領土を──越中、能登、加賀を武力で奪い取るという重い決断を下さねばならない」

　上杉謙信は百戦百勝でありながら、他国の領土を奪わない。

　そういう意味で彼女は、いまだに戦国大名ではなかった。

　ただ一いち途ずに、戦乱の世に義を示すために、不義を討うち人々の悪あく心しんに鉄槌を下して善人として生まれ変わらせるために、欲も益えきもない戦を続けてきたのだ。

　その謙信が、今回だけは、上洛途と上じようにある他国を次々と併へい吞どんしていかなければならない。

　従来のように、土着の国人豪族たちに忠誠を誓ちかわせ彼らの土地をすべて安あん堵どするという毘沙門天のやり方では、織田信奈との決戦の地・近江まで到とう達たつすることはできない。

　謙信が義と慈悲の心をもって北陸の上洛路をゆっくりと進んでいるうちに、永遠の好敵手・武田信玄が怒ど濤とうの勢いで近江へと到達してしまうだろう。

　武田信玄は、躊ちゆう躇ちよしない。容よう赦しやしない。

　動かぬと決めれば山の如く泰たい然ぜん自じ若じやくとして微び動どうだにしないが、好機と見れば電光石火の行軍速度で敵国を蹂じゆう躙りんしていく。

　侵略すること火の如し、だ。

「謙信さまは、これまでの生き方を、やり方をすべて変えねばならない。遅おくれれば武田信玄を利するだけ。乱世に義を知らしめようと孤こ独どくな戦いを続けてきた謙信さまがまことの正義であったのか、それとも人間としての野心と欲を隠かくそうともしない武田信玄が勝者となるかは、この上洛戦で決まる」

　直江兼続は、待った。

　奇跡の「甲相越一いち和わ」。

　甲斐・相さが模み・越後の間で締てい結けつされた三国同盟。

　甲斐の武田信玄。

　相模の北条氏康。

　越後の上杉謙信。

　この三者が「織田家包囲網」を結び同盟するに至る経緯を、兼続は回想していた──上杉謙信が武田信玄、北条氏康と鎌かま倉くらで三者会談を開かい催さいした時、兼続は不ふ慮りよの事態に備えてずっと謙信の隣となりに侍はべっていたのだ。




　　　　※




　時間を少しさかのぼる。

　上杉謙信と武田信玄が、北条氏康を仲立ちとして歴史の奇跡と言われる甲相越三国同盟を結んだ「鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうの会かい盟めい」。

　この歴史的な空間に、謙信の補ほ佐さ役として直江兼続は同席を許された。

　相模国のくに・鎌倉にある鶴岡八幡宮は、坂ばん東どう武士にとっての聖地。

　日ノ本における最初の武家政権・鎌倉幕府の政庁は、この鎌倉にあった。

　まだ「長尾景虎」と名乗っていた時期の上杉謙信が、関東制せい覇はをもくろむ北条氏康に追われて没ぼつ落らくした関東管領上杉家からその家名を譲り受けたのち、関東に攻め入いって北条氏康を小お田だ原わら城へ押し込め、関東管領就任の儀ぎ式しきを強行した場所もまた、この鶴岡八幡宮だった。

　直江兼続は、戦国関東の覇は権けんを争い続けてきた三人の姫大名が一堂に会するというありえない光景を目まの当たりにして、身体からだの震ふるえが止まらなくなった。




「先の将軍の妹ぎみ・足利義よし昭あきさまこそが正統な将軍。わたしは関東の秩ちつ序じよを乱したお前たち二人に天てん誅ちゆうを下さねばならない。でも、その足利義昭さまのご命令とあらば上洛しなければならない。それに織田信奈は、許しがたい強ごう欲よくな女。天岩戸を開き、天下を奪い、身分違ちがいの恋こいも摑つかみ取ろうなどと、あの者の野望には果てしがない。武田信玄、お前よりも強欲よ」




　越後の毘沙門天・上杉謙信。

　兼続が敬愛する、雪のように白い肌はだと兎うさぎのように紅い瞳ひとみを持つ異い形ぎようの姫武将。

　領土欲はない。ゆえに謙信は戦国武将ではない。義と秩序を回復するために戦ってきた。弱っている者に頼たのまれれば、見返りなしに義戦を行う。

　そして、兼続が小こ姓しよう時代から見守ってきた謙信は、とても孤独な人だった。

　謙信は、父も兄も早くに失った。父代わり・兄代わりとなって謙信を支えてきた家臣たちも、次々と鬼き籍せきに入っていた。毘沙門天の化身として生きるために「生涯不ふ犯ぼん」を誓い、男を遠ざけ、己おのれに恋を禁じ、家臣たちも一人また一人と倒れていき、謙信の孤独は増すばかりだった──。




「ふん。もう二度と会うことはないと思っていたが、相変わらずだな上杉謙信。それほど人の欲が憎にくいか？　あたしたち三人がこうして東国で戦っているうちに、織田信奈は完全に一歩抜ぬけたようだ。本猫寺の開城は大きい。天下盗とり争いの勝者は、織田信奈になる。お互たがいに、上洛するならば今が最後の機会だ」




　甲斐の虎とら・武田信玄。

　義ぎ将しよう・謙信とは対照的に、他国を遠えん慮りよなく侵略し領土を広げることで戦国大名として台頭し、次の天下人候補第一と言われるまでに上り詰つめた姫武将。

　謙信を相手に、川中島で五度に及およぶ激げき闘とうを繰くり広げてきた名将。

　両りよう雄ゆう一歩も譲ゆずらず、武の謙信と知の信玄が互いに死力を尽つくした戦いにはついに決着がつかぬまま、急激に勃ぼつ興こうしてきた織田信奈が天下に王手をかける段階を迎むかえるに至った。

　ゆえに、信玄もまたありえない決断を下そうとしていた。

　この時、上杉謙信は、室内に踏ふみ込んできた武田信玄の赤みがかった髪かみを見ると同時に、白い頰ほおをうっすらと赤らめていた。

　それは、ほとんど他人には気づけないほどの小さな変化ではあったが、常に謙信を見つめてきた直江兼続は（いつもの物静かな謙信さまとどこか違う）と驚おどろいていた。

　物静かで、悲しげで、感情を表に出さず、常に「毘沙門天の化身」として振ふる舞まっているはずの謙信が、武田信玄を目の前にしただけで、まるで童女のように自分の感情をもてあまして戸と惑まどっている。

　一方の武田信玄は、仇敵・上杉謙信に手を伸のばせば触ふれられるほどの距きよ離りに腰こしを下ろしながらも、泰然自若としている。

　完成された名将・武田信玄の姿を、直江兼続はたしかにそこに見た。

　両者の間で長い沈ちん黙もくが続いた後、はじめに相手へ向けて語りかけた者は、意外にも上杉謙信だった。

「武田信玄。お前はわたしに先を越こされたくない一心でわたしの上洛を阻み、織田軍に攻せめられていた浅井朝倉を見殺しにしたの？」

「ああ、そうかもな」

「浅井朝倉は、お前と同盟してともに織田と戦っていた仲間だったはず。同盟破は棄きがお前のお家芸とはいえ、どこまでも自分勝手な」

「違うな謙信。お前が川中島であたしを討ち取らなかったから、こうなったのさ。怒おこるというなら、自分に怒るがいい。それとも、あたしたちは生きて再会できたことを喜ぶべきかな。ありえないことが、こうして起きている」

「…………」

　謙信は無言で、手にした青竹をびしっ！　と床ゆかに叩たたきつけていた。

「ならば、今から最後の決戦をはじめよう。川中島で、六度目の合戦を」

「やれやれ。戦を通じてしか人と語り合えないとは相変わらずだな、上杉謙信」

「お前には言われたくない。わたしは毘沙門天だ。義のために戦い不義を討ち、悪人を改心させ善人となす。そのためだけに生きてきた。それを、貴様のような欲よく深ぶかな女が。自分の父親を追放して甲斐一国を奪うばうような女が。わたしの義を、いつも欲で汚けがそうとする」

「……謙信。今いま更さら繰り言ごとか？　あたしもお前もあの天岩戸開きを見た瞬しゆん間かんに、最強の天下人の座へと駆かけ上った織田信奈をこそ最後の宿敵と定めて、織田信奈と戦うと決めたはずだ」

「お前の顔を見た瞬間に、考えが変わった。信玄。なぜ、川中島であれほどの犠ぎ牲せいを出していながら、わたしに恨うらみ言を言わない？　わたしは、お前の妹を討った仇かたきだ」

「そうだな。あたしたちは、もともと相あい容いれぬ運命。今更ともに天を抱いだくことなど、無理な話だしな。ならば、ともに戦って滅ほろびるか？　川中島で」

「お前が、それを望むならば」

「……ふん。冗じよう談だんだ。なぜあたしが、お前と心中してやらなければならない？　川中島で散っていった面々が、それこそ無む駄だ死じにになってしまう」

「違う。信玄、お前が信濃を侵しん略りやくしなければなにも起こらなかった。二人が戦場で争うこともなかった。なにもかも、お前の欲と野望のせいだ」

　信玄は、目を細めながら謙信を見下ろしていた──信玄は女としては大おお柄がらな姫ひめ武将だが、謙信は小柄で、こうして信玄と顔をつきあわせているとまるで大人と子供のように見える。

「謙信。あたしはお前と違って、ただの人間だ。毘び沙しや門もん天てんでも不ふ動どう明みよう王おうでもない。人間の乱世を治めるものは、人間さ。神でも仏でもない。もうそんなものは人を救わない、とっくの昔に人を救う力など失っている。お前は毘沙門天を気取り、義を示すために無む償しようの戦いを続けて、戦えばすなわち勝った。勝ち続けた。お前はいまだに、負けを知らない。だが、それでなにを得られた？　結局、関東は北条氏康のものとなり、信濃はあたしのものになった。お前はいったいなにを得た？　ただ人間であることをやめて、誰だれよりも孤独になっただけではないのか？」

「武田信玄。お前は、わたしのすべてをそうやって否定するのか」

「違うな。お前が、あたしのすべてを否定したんだろう。お前は、あたしと父との関係のなにを知っている。どこまで理解している？　あたしが、嬉き々きとして自分の父親を甲斐から追放したとでも思っているのか？」

「親不孝者め。武田信玄。お前はやはり、許しがたい悪だ。わたしは、お前が憎い。狂くるおしいほどに」

「気が合うな。あたしもそうだ、上杉謙信。毘沙門天を名乗る越後の小こ娘むすめ。戦いくさの天才、軍神と呼ばれる最強の姫武将。しかし戦国の世に、最強は一人で充じゆう分ぶんだ。あたしは毘沙門堂の扉とびらをこじ開けて、お前を天界から引きずり下ろしてやりたくてたまらない」

「できもしないことを。いちどでも、わたしが待ち受けている本ほん陣じんへ一騎き駆がけしたことがあるか？」

「それを言うな謙信。あたしはお前のような神がかりではないぞ！　武田家の当主には、大勢の一族郎ろう党とう、家臣団、領民に対する責任がある。そんな無む謀ぼうなわがままが許されるか！」

　毘沙門天としての冷静さの中に怒いかりの感情を爆ばく発はつさせつつある謙信に呼応するように、徐じよ々じよに信玄までが外交の場では本来隠すべき感情を表しはじめていた。兼続は戸惑った。甲斐の虎と越後の龍りゆう。距離は、お互いの息が顔にかかるほどに近づいている。一いち撃げき必殺の壮そう絶ぜつな斬きり合いがはじまってしまう！　川中島の合戦の続きが、今この場ではじまってしまう！




「待ちなさい！　二人とも！　ここは宣戦布告の場じゃないのよ！　三国で同盟を結び、織田信奈を滅ぼすために集まっているのよ！　落ち着きなさい！」




　長く美しい黒くろ髪かみと冷たい視線が印象的な、相模の国主・北条氏康が、一いつ触しよく即そく発はつの信玄と謙信をけんめいに止めながら、話を本筋に戻もどした。

「あなたたち二人は離はなれて！　川中島問題についても解決策があるのよ！」

　北条氏康は「将軍足利義昭からのお手紙」を頭上に掲かかげて、まず権けん威いに対して忠実な謙信を黙だまらせた。

　信玄も、謙信が静かになれば、それ以上挑ちよう発はつはしない。

「私はこれまで、風ふう魔まから厳選した忍しのびの者を送り込むなどして、織田家家臣団に不和の種を蒔まいてきたわ。戦わずして勝利を収めるのが北条の流りゆう儀ぎだもの。でも、本猫寺の降こう伏ふくが私の予想よりも三年は早かったわ。このままでは不和の種が花として咲さき誇ほこるよりも早く、織田信奈は天下を盗ってしまう。それもこれも上杉謙信と武田信玄、あなたたち二人が意地を張り合って歩調を合わせないからよ。漁ぎよ夫ふの利を攫さらわれるとはこのことだわ」

　関東の覇は者しや・北条氏康が「相模国主」と呼ばれることが少なく「小田原城主」と呼ばれることが多いのは、なにかあれば天下の巨城・小田原城に籠ろう城じようしてしまうからだ。

　上杉謙信の猛もう攻こうを受けた時も、今川義元なきあとの駿する河がの領有権を巡めぐって武田信玄と対立した時も、氏康は決戦を避さけ、小田原城に引きこもり敵をやりすごすことで老ろう獪かいにも危機を逃のがれてきた。

　上杉謙信と武田信玄。この戦国最強の両雄に攻められながら生き延び、それどころか広大な関東を着々と北条領に変えていっている北条氏康の耐たい久きゆう力と政治力は異常と言っていい。

「今まで私たち三人は、東国を巡って戦い続けてきた。その隙すきに泥どろ棒ぼう猫ねこのように上じよう洛らくを果たして畿き内ないを着々と平定しているのが、あの憎い織田信奈よ。奥州の覇者・伊だ達て政まさ宗むねと天下人・織田信奈に東西から挟はさまれている私たちは今ここに甲相越三国同盟を結ぶべきよ。私は単身で伊達政宗を食い止めるわ。小田原城の守りはさらに鉄てつ壁ぺきとなった。奥州軍が再度襲しゆう来らいしようとも、一年は持ちこたえられる。その間にあなたたちは上洛軍を興おこし、織田軍を粉ふん砕さいするの」

　氏康は「今までのいきさつはすべて忘れましょう」と信玄・謙信をけんめいに説得した。

　今川義元が織田信奈に桶狭間で敗やぶれ降伏した後、北条と武田は旧今川領を巡り一時は不仲となったが、今は以前よりも堅かたい同盟を結び直している。

「信玄。あなたは川中島で最愛の妹・信のぶ繁しげを失った。謙信と決着をつけたいという気持ちはわかるわ。でも、それは織田信奈を滅ぼしてからにしなさい」

　この北条氏康の言葉に激しく反応したのは、謙信のほうだった。

「……信繁どのの菩ぼ提だいは、日々毘沙門堂で弔とむらっている。わたしは武田信玄の首一つを奪うために、愚おろかな戦をした……」

　謙信は、噓うそをつかない。

　直江兼続も、謙信が川中島で敵味方無数の死者を出したことをいまだに悔くやんでいることをよく知っていた。




　第四次川中島の合戦は、日本史上に類を見ない激戦だった。

　無限に続くとも思われた川中島での対戦の繰り返しで、両軍は倦うんでいた。

「御おや館かたさまはただ上杉謙信と会いたい一心で川中島へ出兵しているのではないか」「もしや謙信さまは武田信玄と同じ戦場で時を過ごしたいだけではないか」と、両軍の家臣団が不満と疑念を抱き、爆発寸前となった。

　生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓ちかい男を寄せ付けない上杉謙信と、享きよう楽らく的な性格でありながらなぜか男の噂うわさがなく周囲に姫武将ばかりを集めている武田信玄とは、女同士ではあるが実はそういう関係──恋こい仲なかなのではないか、敵同士となった宿命ゆえに戦と称しようして川中島にお互たがい何度も足を運びひそかに逢おう瀬せを繰り返しているのではないか、とどこからともなくまことしやかな風ふう聞ぶんが伝わり、両軍の家臣たちを動どう揺ようさせていた。

　両者の力は完全に互ご角かく、正面から戦えばお互いに無事ではすまぬ、両軍ともに滅びるやもしれぬ、と信玄と謙信は不満を抱かかえた家臣団をなだめたが、越軍は「義のための戦と思えばこそ無報ほう償しようの合戦に耐たえてきたが、武田信玄との逢瀬などにはつきあえぬ」と納得せず、武田軍も「信濃の片かた隅すみにある猫の額ひたいのような土地・川中島などに何度出兵しても、領地など増えぬ。天下への道も見えてこぬ。これはいったいなんのための戦なのか」と憤いきどおった。

　ついに、信玄、謙信がともに「この戦いで決着をつける」と決断した結果が、第四次川中島の合戦──名将と軍神とが互いのすべてを賭かけて正面から激げき突とつした、空前絶後の総力戦だった。

　深夜ひそかに武田軍を二手に分け、別働隊が妻さい女じよ山さんに籠こもった越軍に早朝奇き襲しゆうを敢かん行こうして八はち幡まん原ばらへと追い落とす。そしてその八幡原には、信玄自身が率いる武田本軍があらかじめ待ち構えている──信玄の軍師・奇き才さい山本勘助が全知全能を振り絞しぼって練り上げた必勝の奇襲作戦「啄木鳥きつつきの策」を、軍神・上杉謙信がその天才ぶりを発現させて突とつ如じよとして見破り、深夜の霧きりに紛まぎれて妻女山を下り八幡原の武田本軍めがけて突とつ進しんしたのが、激戦のはじまりだった。

　上杉謙信は自みずから、八幡原の武田本軍と、妻女山から引き返して来る武田別働隊との間に挟きよう撃げきされる死地へと入ったのだ。

　妻女山が空っぽだと気づいた武田別働隊が八幡原の戦場に到とう着ちやくするまでのわずかな時間に、武田本軍を粉砕し、武田信玄の首を盗とる。

　それが、謙信が挑いどんだ「乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負」だった。

　自ら越軍の先頭に立ち信玄の本陣を目指して突進を繰くり返す上杉謙信、鶴かく翼よくの陣じん形けいを敷しいて越軍の猛攻を防ぐ武田信玄。

　数に劣おとる武田軍は大勢の死傷者を出したが、彼らは総大将・信玄を守るために一歩も退ひかず、「山」と化した信玄の本陣はついに崩くずれなかった。

　そして、妻女山から急行した武田別働隊が越軍の背後に迫せまってその退路を塞ふさいだ時、戦せん況きようは一変し、越軍は壊かい滅めつの危機に陥おちいった。

　追おい詰つめられた謙信は、越軍の陣形を自ら考案しつつも封ふう印いんしていた「車くるま懸がかり」に切り替かえた。全将兵たちが謙信を中心に弧こを成し、各部隊が渦うずを巻きながら回転しつつ全方位からの攻こう撃げきに対処する。武田軍からすれば、一つの部隊と戦っている途と中ちゆうで回転移動してきた次の部隊が襲来し、かつまたその次の部隊が襲おそってくる。各部隊が一個の生き物となったかのように織りなす円移動によって、攻こう防ぼうが、無限に続くことになる。

　この、謙信の独創によって生みだされ、従来の兵法を無視した異様な陣形は、越軍の将兵が疲ひ弊へいしきるまでの時間を稼かせぐことができ、かつ挟撃にも対応できるが、両軍の士気が高い場合は敵味方ともに総員玉ぎよく砕さいするまで壮絶な戦せん闘とうが続くことになる一種の禁じ手であった。

　その禁じ手を用いねばならぬほどに謙信と越軍は追い詰められ、そして信玄と武田軍もまた追い込まれていた。

　越軍、武田軍、ともにほとんどすべての者が死し闘とうの末に負傷し、数えきれぬ戦死者が出た。

　空前絶後の、死闘となった。

　種たね子が島しまがまだ戦場に大量投入されていない時代の合戦としては、日ノ本史上、これほどに死傷者が出た合戦はなかったであろう。

　両軍の将兵たちは、事実上壊滅した。しかし互いに陣形を維い持じすることが不可能となってもなお、彼らは川中島という無限に続くかのような輪りん廻ねを終わらせるために槍やりを取って戦い続けた。

　ついには壊かい乱らん寸前となった武田信玄の本陣に上杉謙信自らが単たん騎き突とつ撃げきし、大将同士の壮絶な一いつ騎き討うちとなった。

　決着は、つかなかった。

　武田信玄の片かた腕うでで、信玄の分身とまで呼ばれた妹・武田信繁をはじめ、大勢の者の命が川中島で散っていった。

　血に染まった戦場を駆かけ抜ぬけながら、謙信は「わたしはなんと愚かな戦をしてしまったのか」と深く悔い、信玄は妹の亡なき骸がらに取りすがって慟どう哭こくした。

　以後、武田信玄と上杉謙信が恋仲である、という風聞は噓のように消えた──。




　信玄と謙信が川中島に思いをはせている間に──。

　北条氏康が、足利義昭将軍の「お手紙」を読みあげ終えていた。

　お手紙将軍ともこども将軍とも揶や揄ゆされる足利義昭。

　今は、西さい国ごくの毛利家に居候いそうろうしている。

　まだ幼女だが、足利家の人間らしく策さく謀ぼうに長たけていて、そして恩賞に関してはとほうもなく気前が良い。

『最初に上洛した者を足利幕府の管かん領れいとするのじゃ』

　上杉謙信、武田信玄、毛利のうち、上洛一番乗りを果たした者を事実上の天下人とする、と義昭はいきなりとほうもない恩賞をぶち上げた。

　戦国の二大英えい傑けつ・上杉謙信と武田信玄を休戦させ、上洛一番乗りを賭けて競わせれば、織田信奈は防ぎきれず遠からず滅ほろびるだろう。

　なにしろ、一歩でも遅おくれれば不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵が天下人になるのだ。謙信も信玄もこれまでとは違ちがい、目の色を変えて上洛軍を進めてくるだろう。

　よくもこんなことを考えつくものだ、幼いとはいえさすがは足利家、と直江兼続は呆あきれるのを通り越こしてむしろ感心した。

　二番目の提案。

『北条氏康の妹を、生涯独身を貫つらぬく上杉謙信の養女とせよ。その姫ひめが、謙信没ぼつ後ごの関東管領となるのじゃ』

　関東の支配権という実利を追う北条家と、関東管領上杉家の復興という義を貫こうとする上杉謙信。両者の名分をともに立てる、絶ぜつ妙みようの奇き策さくだった。

　謙信はやまと御ご所しよや足利幕府の権威を重んじ、古いしきたりと秩ちつ序じよを守ろうとするが、「血」にはこだわらない。「家」という「器うつわ」さえ続けば、それで秩序は維持できると信じている。

　だからこそ、本来は上杉家の家臣筋にすぎない長尾家の生まれである謙信自らが、関東管領上杉家を継ついだのだ。

　一方の北条は、関東の覇は権けんという実利さえ得られればいい。もともと、北条という姓せいすら関東の名家から拝借したものにすぎない。「北条」が「上杉」になっても、関東の支配権を得られるのであればなんら問題はない。

　しかし、三番目、足利義昭が繰り出してきた最後の提案が、問題だった。

『川中島はわが足利家の直ちよつ轄かつ地ちとし、緩かん衝しよう地帯となすのじゃ』

　上杉・武田間の禍か根こんを、「川中島を両者から取り上げる」という奇策によって断ってしまおう、というのだった。

　なにしろ、今の足利将軍には直轄領というものがない。

　立場は、毛利家の居候なのだ。

　ゆえに信玄も謙信も、「足利家に土地など寄進しない」とは言えない。

　だが、これは信玄にも謙信にも、そう簡単に飲める条件ではなかった。

「どうかしら。実にいい提案をいただいたと思わない？　私は乗るわよ。これならば誰だれも損をすることなく、名分を失うこともないわ。ただ、上洛一番乗りを果たす者が上杉謙信か武田信玄か、という一点を除いてはね。一番乗りを果たした方が、川中島合戦の真の勝者というわけね」

　二人の因いん縁ねんの地であるあの川中島を、謙信さまも信玄も決して手放せないだろう、と兼続は思った。

（こうして謙信さまと信玄が奇き跡せきの再会を果たした場に居合わせて、やっと理解できた。ある意味、川中島はこの二人の英えい雄ゆうにとって、絆きずなのようなものだ。互いに激しく憎にくみあい、戦いながらも、同じ時代を、同じ世界をともに生きた証あかしのようなものだ。あの地には武田信繁さまをはじめとする大勢の戦死者たちの想いも残っている。そう容易に、捨て去ることはできない──）

　だが北条氏康は、信玄と謙信に上じよう洛らくを決断させるための切り札を、用意していたのだ。

　むろん、翻ほん心しんさせるべき相手は、実利家の信玄だった。

　信玄がその気になれば、謙信も決断せざるをえない、というのが氏康の狙ねらいであったろう。




「武田信玄。あなた宛あてにもう一通、書状が届いているわ。差出人は足利義昭さまではないわよ。よくご覧なさい」




　その書状をそっと手て渡わたされた信玄の顔色が、一変した。

「……これは、ほんものなのか？」

　氏康は、信玄の心をついに動かしたと確信し、微笑ほほえんだ。

「ええ。正しよう真しん正しよう銘めいの、ほんものよ。足利幕府の権けん威いなどなんとも思っていない武田信玄を立ち上がらせるためには、どうしてもこの書状が必要だったの。書かせるのにとても苦労したわ。さあ、どうするの武田信玄？」

「氏康。お前は、勝つためならなんでもやる女だ。昔からそうだった」

「勝つため、ではないわ。関東独立の悲願を果たすため、と言い直しなさい。私は上杉謙信や武田信玄に百戦百敗しようとも、絶対に生き延びて関東独立王国を造るの。畿き内ないがどれほど戦乱に荒あれようとも微び動どうだにしない、平和な楽園をね。かつて平たいらの将まさ門かどが築こうとした夢の国を。私は、祖父・北条早そう雲うんから受け継いだその志こころざしを、ただの一度も捨てようと揺ゆれたことがない。忘れたこともない。今後もないわ。氷のように心の冷たい女だから。でも、あなたたちは違うようね。信玄。あなたは川中島の記き憶おくにとらわれたまま田舎いなか大名として生しよう涯がいを終えるの？　川中島で信繁を死なせた、と繰り言ごとを言い続けるの？」

「舐なめるな。あたしは今まで、繰り言など言ったことはなかった！　しかし今のあたしは、想定外の状じよう況きように置かれている。二度と相まみえるはずのない上杉謙信が目の前にいる。そして、この書状が……！」

「私が準備していた策はこれで終わりよ。もうなにも手札はないわ。最後は自分の意志で決めるのよ。あなたの人生でしょう。武田信玄」

　それとも、軍師・山本勘助がいなければ決断できない？　と、氏康が冷笑した。

　信玄は一いつ瞬しゆん「この女」と激高しかけたが、踏ふみとどまった。

「大勢の者が、死んだ。勘助も、信繁も。あたしは、死んでいったみんなに、答えを出してみせたい。みんなの死は無意味ではなかったと、自分の生き様を通じて伝えたい。だから、決して死者を振ふり返ったりはしない。死者を思い泣くのは、勢せ多たに武田菱びしの旗を掲かかげた後だ。孫子の旗をはためかせた後だ。あたしはすでに、そう決めていたさ。ただ、期せずして上杉謙信と再会してしまい、不覚にも戸と惑まどっただけだ」

「つまり信玄。あなたは上杉謙信が、それほどたいせつなのね」

　ぴくり、と無言で座していた上杉謙信の肩かたが唐とう突とつに震ふるえるさまを、直江兼続は見た。

「ふ、ふざけたことを言うな！　上杉謙信は、川中島という籠かごに閉じ込められた小鳥だ。龍りゆうでも毘び沙しや門もん天てんでもない！　だがあたしは違う。川中島の呪じゆ縛ばくなどもうあたしにはない。これから行動で証明してみせる」

「あらそう。やっと『山』が動くのね。長かったわね」

「よくぞここまであたしをたぶらかしたな、北条氏康！　いいとも。関東はお前の好きにすればいい。また伊達政宗に攻せめ込まれて泣きを入れてきても次は知らんぞ。あたしは、こんどこそ上洛する」

「上洛する機会は、これが最後よ、武田信玄。あなたは腰こしが重い。戦でたいせつな家族や家臣を失い続けたあなたは、兵を損じる強引な戦い方を避さけるという悪あく癖へきをつけている。とりわけ、川中島のあの激戦以後は。意識しないうちに、兵を死地に送り込むことを避けているのよ。そうでなければ、青二才の松まつ平だいら元もと康やすごとき三み方かたが原はらでとっくに討ち取れていたはず」

「……お前はほんとうに、容よう赦しやのない女だな。北条氏康。味方にすると心強いが、敵に回したらうっとうしいことこの上ない」

「お褒ほめの言葉ありがとう。信玄、あなたは用心深すぎる。でもね。次は、もうないわ。重ねて言うわ。これが、最後の上洛戦よ」

　織田信奈と家臣団の間に亀き裂れつを入れる策は進めている、でも第二次織田包ほう囲い網もうが失敗に終われば、織田家が分ぶん裂れつする前に織田信奈の天下平定は成る、織田信奈を倒たおすならば今が最後の機会よ、と氏康は繰くり返した。

「松平元康も、三方原であなたに叩たたかれて、今は化けているでしょうけれどもね。松平家を離はなれて本猫寺一いつ揆きに参加していた一いつ騎き当とう千せんの家臣たちが揃そろって帰参したという噂うわさだし」

　問題ない、「松平元康」は非情にはなれない女だ、あいつこそ家臣を死地へ送り込めない。どれほどの強つわ者ものや策士を集めても殺すことができないのだから活かすこともできない、と信玄は笑った。

　猛もう虎このような獰どう猛もうな笑顔だった。

　直江兼続は、ひとたび「覚かく悟ご」を固めた信玄のおそろしさを、思い知らされていた。

（武田信玄。決して優しすぎる人ではない、甘い人でもない。この人は、自分の冷れい酷こくさ、残ざん虐ぎやくさ、野望のためならばすべてを犠ぎ牲せいにしてしまえる激しさをこそ、恐おそれているのだ。考えてみれば、謙信さまが率いる上杉家は戦で主おもだった家臣を失ったことがない。謙信さまが、ほんとうにお優しいからだ。常にご自分を矢や面おもてに立たせて、家臣や兵士を失うまいとなされてきた。だが武田家は逆だ。これまで、数え切れないほどの大勢の重臣が信玄を守るために討ち死にしている！　武田信玄はいざとなれば、家臣や家族を、死地へと追いやれるのだ。だからこそ、用心深すぎるのだ！）

　兼続は、上杉謙信が武田信玄を自らの宿敵とした理由も、わかるような気がした。

　二人は、性格も生き様も信念も容姿も、まるで水と油のように、違いすぎる。

　違いすぎるがゆえに、激しく惹ひかれあうのかもしれなかった。

　そして。

　武田信玄が甲相越三国同盟の条件を飲み、上洛を宣言したこの時こそ。

　関東三英雄の最後の一人──上杉謙信が、決断すべき時だった。

　川中島での遺い恨こんを捨て、北条氏康と義ぎ姉妹きようだい同盟を結び、「第だい六ろく天てん魔ま王おう・織田信奈を滅ぼす」という新たな義を示すために信玄との上洛競争に乗り出すか。

　それとももう会うはずのなかった信玄を前にして、再び川中島での決戦を求めるのか。

　小姓時代から謙信に付き従ってきた直江兼続にも、謙信がどちらの道を決断するか、予測することはできなかった。

（武田信玄は、悲しみも後こう悔かいも絶望も、すべてを背負い、あるいは切り捨てて「野望」という名の「未来」へと突つき進む姫武将だ。翻ひるがえって謙信さまは自みずから天下人たらんとする「野望」を持たず、逆にすべてをいにしえの時代へと戻もどそうとなされてきた。関東管領上杉家の復興などもはや不可能なことなのに、謙信さまは愚ぐ直ちよくに邁まい進しんし続けてきた。それは謙信さまが「未来」ではなく、「過去」に固こ執しつするお方だからなのかもしれない。謙信さまが探し求めている理想は「未来」ではなく、「過去」にこそ存在するものなのかも──）

　だとすれば、なんと悲しいお方なのだろう、これほどにお強く、童女のままの清らかな心を持ち、神秘的な異い形ぎようの美しさを持ち合わせてこの世に生まれていながら、謙信さまは「過去」に縛しばられ続けたまま生きねばならぬ定めなのだろうか。

　この兼続には、謙信さまの縛られたお心を解放することはできないのだろうか。

　なぜ、謙信さまはただ一人、孤こ独どくに「過去」を生きるのだろうか。

　なにが、謙信さまを縛っているのだろうか。

　一つにはこの、身体からだの色を持たないお生まれのためだろうが、それだけではないはずだ。謙信さまは、ご自分の外見の異形さなどに縛られ続けるお方ではない。

　お心のほうに、なにか、もっと大きな原因があるのだ。

　なぜ、謙信さまはご自分を毘沙門天だと信じるようになられたのか。なぜ、人ではなくなってしまったのか。なぜ、神となったのか。

　ここに、手がかりがある。兼続は確信した。

　だが、その手がかりから謙信の心を「過去」に縛り付けたなにものかの正体を探っていく時間は、もう残されていない。

　兼続が（謙信さまをお救いする方法はないか）と考え続けている間に、上杉謙信は、決断していた。




「武田信玄。わたしは今こそ、川中島という籠から抜ぬけ出す。上洛軍を興おこし、お前よりも早く織田信奈を滅ほろぼす。神と人、二つの生を同時に生きることなどできないと、織田信奈に思い知らせる。その後の天下などどうでもよい。地上の栄光などは人間であるお前にくれてやる。お前は、決して神にはなろうとしないだろうから。わたしは、わたしが真に毘沙門天の化け身しんであったという証しを最後にこの地上に遺のこして、去る」




　上杉謙信は、いつもの冷静な神将としての表情を、完全に取り戻していた。

　ほんものの神が人の形を取って地上に降りてきたかのような錯さつ覚かくを、兼続は覚えた。

　織田信奈を討ち果たすお覚悟を固められた、と兼続は緊きん張ちようし息をのんだ。

　だが武田信玄は、そんな謙信を悲しげな目で見つめていた。

「謙信、人間の世に嫌いや気けがさして、また高こう野や山さんへ出しゆつ奔ぽんして出家したくなったか？　いつもそれだ。義将として生きることに面めん倒どうになると、お前は心を閉ざして出家に逃にげようとする」

「出奔はしない。わたしが生きていないだろうというのは、出家するという意味ではない。死ぬ、という意味だ。毘沙門天が、わたしに教えてくれた。この国の秩ちつ序じよのすべてを破は壊かいする魔王である織田信奈を討ち果たした時、わたしの地上での使命は終わる。義は、果たされる」

「死ぬ、だと？　謙信！　それでも越後上杉家の当主か！　己おのれの死を、軽々しく口にするな！　ただの一日も人間として生きたことすらないお前が、神を演じたまま美しく死んでいこうなどと──あたしは、絶対に認めない！　このあたしと決着をつけぬままに、無敵不敗の神話だけを遺して勝ち逃げするつもりか？」

　武田信玄は──突とつ如じよとして、取り乱していた。

　真っ青になって、唇くちびるを震わせていた。

　北条氏康から差出人不明の謎なぞの書状を見せられた時よりも、はるかに動どう揺ようしていた。

「この世に毘沙門天など存在しない！　上杉謙信！　お前が頭の中で生みだした、ただの幻まぼろしだ！　お前は、幻に取り憑つかれているだけだ！　お前は神などではない！　ただの人間の小こ娘むすめだ。なぜわからない？　それほどに自分の姿が異形のものに見えるのか？　なぜ自分を、地上の誰だれよりも美しい身体と心を与あたえられて生まれてきた、祝福された人間だと思えない？」

　あの武田信玄が、ほとんど狂くるおしいばかりに叫さけんでいた。

「武田信玄、お前への憎にくしみがわたしを今まで生かしてくれた。お前への怒いかりが、わたしにとっては生きる力だった。お前が憎い、お前を滅ぼしたい、どうしても川中島でお前を討ち果たしたい、その思いだけでわたしは生きてこられた。織田信奈を天上の世界へと連れて行くのは、お前への最後の礼のようなものだ」

　兼続は思った。ああ。謙信さまは、本心とはまるで逆の言葉を語っておられる、謙信さまほど噓うそをつくのが下へ手たな人はいない。

「謙信！　お前の運命は、まだ確定していない！　あたしはあの相良良晴から教えられた。運命とは、決して変えられないものではない、人間は運命に立ち向かうことができる、と！　お前は自分自身の運命に立ち向かわず、『過去』のすべてを逃のがれられない運命として受け入れてしまっているだけの、ただの臆おく病びよう者だ！　臆病を、毘沙門天と言い換かえているだけだ！　たった一日も、人間として生きる勇気を持てないだけだ！　見み損そこなったぞ！」

「相良良晴。あの、織田信奈と情事に耽ふけっていた、少年が」

「そうだ。相良良晴はお前のような特別な力など持たないただの少年だが、あいつは未来から来た。あたしたち姫ひめ武将の未来を、人生の結末を、あいつは知っている。そういう意味で、毘沙門天を自じ称しようしているにすぎないお前よりもはるかに神に近い。しかしあいつは、どこまでも人間だ。人間の力で、運命に抗あらがおうとしている。織田信奈と戦うのならば、まずあいつに会え。相良良晴に。お前が自分の命とともにどうしても滅ぼしたいと怒いかっているものの正体が、わかるかもしれない」

「少年などに、興味はないが……忠告は、聞き入れておこう」

　謙信は、席を立った。

「さらばだ。ほんとうは、お前と決着をつけたかった。武田信玄」

　謙信が、去って行く。

　お前などに討たれた信繁はきっと落らく胆たんしている！　と、信玄は叫びながら立ち上がり、太た刀ちを抜こうとした。

　直江兼続が無言で信玄の前に立ちふさがって、その手を押さえていた。

「なんだ、お前は？　謙信とあたしとの間に入って、邪じや魔まをするな！」

「信玄さまはもしや、謙信さまを案じてくださっているのですか」

「違ちがう。ただ、人間のぶんざいで神を気取るやつが許せないだけだ！　常にあたしを欲よく深ぶかいだの親不孝者だのと断罪してくるが、あいつ自身は何様なのだ！　あたしと同じ、ただの人間の娘だろうが！　そのことをあたしは、謙信に何年かかってでも知らしめてやりたいだけだ！」

「この私にお任せください。必ずや、謙信さまを『過去』の呪縛から解き放つ道を見つけます。謙信さまを、孤独なまま天には還かえらせません。信玄さまと、『人間』に戻った謙信さまを、きっと引き合わせてみせます。その時こそ、川中島に遺されたままとなっているお二人の決着がほんとうにつく時となるはずです」

「……小娘。お前は、いったいなにものだ。ただの小こ姓しようあがりではないな？」

「私は謙信さまから義の精神を受け継ついだ者、直江兼続です」




　　　　※




　兼続の回想は、そこで途と切ぎれた。

　毘び沙しや門もん堂の扉とびらが開いたのだ。

　迷いを吹ふっ切り、毘沙門天の化身となった上杉謙信は、「これより越軍を率いて上じよう洛らくする」と直江兼続に告げた。

　春日山城に詰つめかけていた越後家臣団が、いっせいに兵を率いて城下の平原へと集結してきた。

　越後には、上杉謙信が登場するまで姫武将が存在しなかった。

　ゆえに、今なお越軍の主力は無骨な男武む者しやたちである。

　忠誠無比。

　上杉謙信を毘沙門天の化身と崇あがめ、領土を恩賞として求めず、謙信が信じる義のために命を投げ出して川中島で、そして関東で戦い続けてきた、強つわ者ものどもである。

　あまりにも上杉謙信を崇すう拝はいするゆえに、謙信をわが妻にしようという野心を抱いだいて謀む反ほんを起こした武将もいた。

　謙信が続ける無む償しようの義戦に異を唱えて反旗を翻した武将もいた。

　武田信玄の調略を受けて心を揺ゆらした武将もいた。

　懊おう悩のうする謙信が越後を捨て、高野山へ逃げ込んで出家しようとしたこともあった。

　しかし今、もはや謙信の義の心を疑う者は、越後武士には一人もいない。

　無敵無敗にして無私無む欲よく。真の軍神。上杉謙信さまはまごうかたなき毘沙門天の化身である、と誰もが確信していた。

　かつて、越後には長尾政まさ景かげという全身野望の塊かたまりのような男がいた。

　長尾政景は、上杉謙信と越後国主の座を争った最大の政敵だった。

　謙信の姉を娶めとり、一門衆筆頭・越後軍の副将格として君臨し、それでもなお謙信に逆らい続け刃は向むかい続けた──長尾政景は、謙信に対して異常な執しゆう着ちやくを抱いていたのだ。

「いつか謙信を己の妻にする」という野心を決して捨てようとはしなかった。

　謙信を手に入れるために長尾政景は、何度も謙信に逆らい、何度も追おい詰めた。

　謙信は、そんな長尾政景の謀反・悪心を常に許し続けた。

　それが毘沙門天としての生き方であり、また、最愛の姉・綾あやが長尾政景の妻となっていた以上、長尾政景をあやめたり追放したりすることは謙信にはどうしてもできなかったのだ。

　越後家臣団の長年にわたる不和、謙信と家臣団の摩ま擦さつの多くは、この長尾政景という獅し子し身しん中ちゆうの虫のような男がもたらしたと言っても過言ではない。

　長尾政景ほどの悪人がどれほど好き勝手に暴れようとも、「義将」の謙信さまは決して罰ばつしない。

　ならば、われわれが少々欲よくを出してわがままを言っても、謙信さまは許してくれるはず──。

　そうだ。長尾政景を見ろ。謙信さまは謀反人に甘い。どうせ義戦では所領は増えないのだ、ならばだだをこねたほうが得だ。

　姉だけでなく妹まで妻にしようとは！　長尾政景のような外げ道どうに奪うばわれるくらいなら、いっそ俺が謙信さまを娶る。そのほうが謙信さまも幸せになれるだろう。

　このように、長尾政景という毒の存在は、越後家臣団にさらなる毒を振ふりまき、増ぞう殖しよくさせ、武田・北条との困難な戦いを遂すい行こうする上で謙信の足を引っ張り続ける枷かせとなっていたのだ。

　だが、その長尾政景は、もうこの世にはいない。

　あの第四次川中島の合戦で敵味方に無数の犠ぎ牲せい者しやが出て、それでもなお謙信から「血染めの感状」や多少の銅銭以外の恩賞は与えられず、領土が増えず、「これではわれらは死に損じゃ」「いくら謙信さまのご命令とはいえ、もはや耐たえられぬ」と越後家臣団の不満が爆ばく発はつ寸前となった時に──。

　反謙信派の筆頭であった長尾政景は、不仲で有名だった越後の軍師・宇う佐さ美み定さだ満みつとともになぜか湖で船遊びに興じ、そしてともに溺おぼれ死んだのだ。

　宇佐美定満は、幼かった謙信を越後初の姫武将として育成し、越後国主の座につけ、ずっと謙信を後見してきた男である。謙信の腹心であり片かた腕うでだった。

　あまりにも絶ぜつ妙みようすぎる時期、そしてあやしげな死因。

　暗殺か、という噂うわさも飛んだ。

　ついに謙信さまは義将であることを捨て、おそるべき独裁者となったのか、と家臣団は動揺した。

　むろん、謙信は長尾政景と宇佐美定満の溺でき死し事件に関わりがなかった。

　二人の突とつ然ぜんの死を知った謙信は、一時は激しく取り乱したが、すぐに長尾政景と実姉・綾がもうけていた長女を自らの養女として、「上杉景かげ勝かつ」という名を与えた。

　謙信はあれほど生前自分を苦しめてきた長尾政景の実子に、自分の跡あとを継がせる、上杉家を継がせる、越後守護職を継がせる、と宣言したのだった。

　分家に生まれ差別されてきた長尾政景は、本家である謙信の血筋と家格に常に劣れつ等とう感を抱き、何度挫ざ折せつしても越後守護の座を手に入れようとあがいてきた。謙信が越後・関東における最高の家格を持つ「上杉家」の家名を継ぎ関東管領に就任してからは、ますます彼の謙信に対する劣等感と渇かつ望ぼうは激しくなっていた。

　その長尾政景があれほど欲ほつしていたものが、惜おしげもなく、彼の子に与えられた。

　謙信がほんとうに毘沙門天として「生しよう涯がい不犯」を誓ちかい、私わたくしを捨ててただ義のために戦ってきたことを、越後家臣団はこの時、みな涙なみだを流しながら信じた。その確信はやがて信しん仰こうとなり、謙信の命令を「神の声」として聞きそのことごとくを実行してのける信仰の力を得た越軍は文字通り、戦国最強の軍団となった。

　上杉家に、越軍に、軍議はない。

　毘沙門天の「声」を聞いた謙信自身が、すべてを決定し、家臣団に命令する。

「本ほん庄じよう繁しげ長なが。北きた条じよう高たか広ひろ。色いろ部べ長なが実ざね。斎さい藤とう朝とも信のぶ。鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう」

　謙信は整列する大軍団の面前を馬で駆かけ、それぞれの武将の名を呼びながら、青竹を振って軍団を部隊ごとに切り分けていく。

　この一見直感だけで行っているとしか思えない謙信の采さい配はいに従うことで、越軍は理にかない兵法に則のつとった最強の編制となる。

　誰も、異議を唱える者はいない。

　全員が、「謙信さまがついに天下人・織田信奈を滅ほろぼすために立ち上がった」と感激に震ふるえている。

「諸将よ。わたしは武田信玄のように他国を侵しん略りやくせずと誓い、これまで諸将に無償の義戦を命じてきたが、織田信奈と決戦するためには北陸路を押さえねばならない。ゆえにわたしはこれより、越中、能登を攻こう略りやくする。平定した二国は斎藤朝信に預け、ただちに加賀から越前へ侵しん攻こうして柴田勝家軍を一いつ掃そうし、まっすぐに近江へと突つき進んで織田信奈を討うち滅ぼす。もはや北条と武田は同盟国であり敵にあらず。越軍が、織田との決戦を前にして川中島や関東へ兵を動かすことは決してない」

　今までの報むくわれぬ義戦の数々は、この天下を賭かけた決戦のためにあったのだ、と越後武士たちはどよめいた。

「副将は直江兼続とする。わたしが不在の時は、直江兼続の采配に従え。もしもわたしが上じよう洛らく途と上じようで命を落とした時は、わが養女・上杉景勝を越軍の大将とせよ。わたしがいなくなっても必ずや上洛を果たし、将軍・足利義昭さまとやまと御ご所しよに尽つくせ。都に入っても源みなもとの義よし仲なかのような狼ろう藉ぜきをいたすな。悪心を興おこした時には、わが姿を思いだせ。毘沙門天の目は常にお前たちを見ている。越軍の義を、日ノ本全土に知らしめよ」

　不ふ吉きつな言葉に一堂は驚おどろいたが、それほど謙信さまはこの一戦に賭けておられるのだろう、とうなずきあった。

　そうだ、宿敵・武田信玄も上洛軍を興すのだ、先に都へ到とう達たつしたほうが管領だ、天下人だ！

　謙信さまこそを天下人に！

　武田信玄に後おくれを取ってはならぬ！

　川中島での決着をつけようぞ！

　越後武士たちは、謙信が出しゆつ陣じんの折に口にする、あの言葉を待った。

　神の言葉だ。

　あの長尾政景が憧あこがれ、執着してやまなかった、軍神毘沙門天の声だ。

「運は天にあり、鎧よろいは胸にあり、手て柄がらは足にあり」

　謙信は、唱えた。

　身も心も毘沙門天の化身になりきり、「運命」に直面した時、謙信はこの言葉を唱える。

　自らの、そして諸将の、足軽たちの勇気を奮ふるい起こすための言葉を。

「死なんと戦えば生き、生きんと戦えば必ず死するものなり」

　軍団が、一つの生き物のようにいっせいに咆ほう哮こうした。

　えいえい、おう。

　えいえい、おう。

「毘」の旗が、そして懸かかり乱みだれ龍りゆうを表す「龍」の旗が、いっせいに掲かかげられた。

　謙信は、ただ一騎き、駆けた。

　戦国最強越軍が、その後をけんめいに追う。

『愛』の前立てを輝かがやかせながら、直江兼続は、謙信の姉・綾──夫が溺死した際に出家し、今は「仙せん桃とう院いん」と名乗っている──に「行って参ります」と頭を下げていた。

「兼続。今朝、謙信に今こん生じようの別れを告げられたわ。毘沙門天の『声』に運命を教えられた、と」

「仙桃院さま。この兼続が必ず、謙信さまをお守りし、越後へお戻もどりいただきます」

「変わったわね、兼続。少し前まではあなたも謙信をほんものの神のように崇めていたところがあったのに」

「はい。鶴岡八幡宮で武田信玄と対面した時にかいま見た、愛あい憎ぞうという感情を激しくかき乱されている謙信さまこそが、ほんものの謙信さまなのだと。私は、そう思ったのです。南なん蛮ばん人じんの血をひく奥州の梵ぼん天てん丸まるにあれほど目をかけているのも、幼い頃ころの謙信さまご自身に重ね合わせておられるからではないかと──もっと早く気づくべきでした。謙信さまの人じん智ちを超ちよう越えつした強さと美しさに、目が眩くらんでいたのかもしれません」

　仙桃院は、駆けていく謙信を見つめながら、言った。

「雪のように白い肌はだを持って生まれてきたあの子は、かわいそうなほどに身体からだが弱かった。日に当たるだけで肌が焼け、目が眩む。無理を重ねると、心の臓が痛む。食べられるものも少なかった。酒で滋じ養ようを取らねばならないほどに。月に一度は女であるがゆえに熱を出し、身動きもできなくなる。あの子は常に、死の影かげに憑つかれながら生きてきたの。毘沙門天の声は、謙信自身の心の声。あの子は、自分の身体が限界に近づいていることを、予感しているのだと思うわ」

「いえ。謙信さまのお身体はまだ、限界ではありません。ほんとうに限界なのは、お心なのです。謙信さまは毘び沙しや門もん天てんとして生きるために、次々とたいせつな人を失い続けてきました」

「そうね。あの子は、神が人に恋こいをすれば死ぬ、と言い張ってここまで来た。男たちの求愛をかたくなに拒こばみ続けてきた。そんな謙信だからこそ、神の力も人の恋もすべてを手に入れるというすさまじいまでの情念に燃える織田信奈が許せなくなったのね」

「謙信さまはただの一日も、人間の少女として生きられなかったのです。あのお方ほど孤こ独どくな人を、私は見たことがありません。孤独が謙信さまの心身をさいなんでいる。これ以上、毘沙門天の化身として生きるのは、もう……」

「やっぱりあなたは、謙信が後こう継けい者しやと認めただけの姫ひめ武将だわ。謙信を守り、育て、支えてきた二人の男。軍師・宇佐美定満が見いだし、宰さい相しよう・直江大和やまとが娘むすめとして育てた直江兼続。あなたは、あの二人が孤独な毘沙門天として生きざるを得なくなった謙信に遺のこしてくれた、最後の贈おくり物よ。謙信を、どうか」

　兼続は無言でうなずいていた。

　ともかく、織田信奈に勝つ──この戦いくさに勝たねば、謙信にも越後にも未来はない。

　だが、ただ勝つだけでは、謙信を「運命」から救うことはできない。

　仙桃院には「謙信の身体はまだ限界ではない」と言ったが、心と身体とは実のところ表裏一体で同じものである、と兼続は知っていた。

　謙信の異常とも言える強きよう烈れつな精神力は、謙信の身体にも巨きよ大だいな影えい響きようを与あたえるのだ。たとえば、毘沙門天が実在すると信じればほんとうに毘沙門天の「声」が聞こえてくるように。

　あるいは、謙信の虚きよ弱じやくで敏びん感かんな身体は、精神から激しく影響を受けやすい、とも言える。

（おそらく、謙信さまが「毘沙門天が天に還かえる時が来た」と確信したその時、「運命は成就した」と感じたその時、休みなく出兵を続けて無理に無理を重ねてきた謙信さまのお身体に限界が来る）

　直江兼続は（宇佐美さま。父上。どうか私に力を。お知ち恵えを）と祈いのりながら、謙信の後を追った。

「越中へ入る親おや不知しらずの峠とうげは、危険です！　お一人で走らぬよう、謙信さま！」

　謙信に、追いつけた。

　馬上から越後の海を眺ながめながら、謙信は、兼続に尋たずねていた。

「兼続。あなたは梵天丸との交流と戦いを通じて、愛の前立てを自ら選んだ。愛とはなに？」

　わたしは軍師・宇佐美定満と宰相・直江大和から義と慈じ悲ひという二つの志こころざしを教わったけれど、愛というものがなんなのか、まだわからない。

「天岩戸が開いた際、織田信奈と相良良晴がなぜ接せつ吻ぷんしたのか、破は滅めつへの道だと知りながらなぜ愛を隠かくさなかったのか、理解できない。織田信奈との決戦を控ひかえて、この一点だけが、謎なぞのまま解けずにいる。なぜ自分がこれほど織田信奈に腹を立てているのかも……武田信玄が相良良晴に会えと意味深な言葉を吐はいたから、京の茶店に乗り込んでまで会ってみたわ。でも相良良晴は、なんのへんてつもない少年だった。とても優しそうだったけれど、ただの人間の殿との方がた。信玄や織田信奈がなぜあそこまで相良良晴にこだわるのか、わからない」

「謙信さま。人間の世界のことは、人間と直接関わらなければ、わかりません」

「でも。もう、相良良晴には会ったわ。会話もしたわ」

「ただいちど茶屋で軽く話したくらいでは、相手を理解することはかないません」

「……兼続。越中に入ったらわたしは先行して、安土城の構造を偵てい察さつしたい。柴田勝家は倒たおせる。決戦はおそらく安土城。小田原城に匹ひつ敵てきする難なん攻こう不ふ落らくの巨城だというもの」

「ぜひとも謙信さまご自身が、安土へ。ただし長期不在は上じよう洛らく作戦の進行を遅らせますし、お身体の具合も悪くなりましょう。ただ一日だけ安土で過ごされて、本ほん陣じんへとお戻りください。安土まで兼続が迎むかえに参ります」

「兼続、いいの？　わたしが行くと言えば、危険です、と言って止められると思っていたのだけれど」

「梵天丸との戦で思い知りましたが、私は戦下手です。謙信さまの才の足あし下もとにも及およびません。危機を冒おかしてでも謙信さまご自身が安土城をごらんになるべきです。それに、織田信奈も相良良晴も、完成した安土城で催もよおされる祭りに加わるはずです」

「祭り？」

「はい。安土城完成のお披ひ露ろ目めの祭りを、盂う蘭ら盆ぼん会えにかぶせて開かい催さいするそうです。どのような者であれ、自由に安土の町に入ることを許されるそうです」

「盂蘭盆会。地上に戻ってきた死者の魂たましいを再び天上へと送りだす祭、ね」







　　　巻ノ二　安あ土づち城に行こう！







「相良さがら良よし晴はる？　長なが浜はまから安土までは船を使えばすぐでしたのね。牛ぎつ車しやでしたら丸一日かかりましたわね」

「ああ。琵び琶わ湖こ畔はんに建てられた安土城、長浜城、大おお溝みぞ城、坂さか本もと城は船便でつながってるんだ。安土城と京だって、水路を使えば一日で往復できる。こいつが織お田だ軍の電でん撃げき作戦の要かなめさ」

「まあ、あれが噂うわさに聞く七層の天主というものですの？　安土山の山頂にあんな高い建物を！　どうやって造ったのかしら？」

　盂う蘭ら盆ぼん会えの日の朝。

　相良良晴は、今いま川がわ義よし元もとにせかされて安土城へと来ていた。

　ついに完成した安土城のお披ひ露ろ目めということで、全国各地から観光客が殺さつ到とうし、城下町はたいへんな賑にぎわいを見せていた。

　安土城は、岐ぎ阜ふ城に代わる、織田信のぶ奈なの新しい居城。

　近江おうみ・琵琶湖の南岸に浮うかび上がるようにそびえる安土山の要所要所に、信奈は織田家の総力を傾かたむけた普ふ請しん工事を行って「石いし垣がき」を組み込み、巨きよ大だい城じよう塞さい化かした。

　山頂から伸のびる七層の天主は、これまでの日ひノ本もとの城の常識を覆くつがえす破は天てん荒こうな建物だ。

　山の麓ふもとに広がる城下町は、信奈の潔けつ癖ぺきな美意識を反映した造りとなっている。

　道みち幅はばの広い大通りにはごみ一つ落ちておらず、道の両りよう脇わきには街路樹までが整備されていて、京の都よりも美しい。

　ただし、この日ばかりは天下一の城・安土城と天下人びと・織田信奈を一目見たいと日ノ本各地から集まった観光客と、その客を当て込んだ商売人たちがいっせいに殺到してきたため、大通りは歩くのも困難なほどに混こみ合っていた。

　なにしろ安土の町は楽らく市いち楽らく座ざなので、商売をやるのも自由自在なのだ。

「おおきにまいど！　お集まりの皆みな様さま！　堺さかい名物・今いま井い宗そう久きゆうの揚あげたこ焼きをどうかよろしう！　今なら、格安でのれん分けいたしまっせ！　あんさんも、故郷で一旗あげてみいひんか？　のれん代ですが、値切ってくだされば勉強しまっせ！」

「げふんげふん。堺の元祖本家みそたこ焼き。津つ田だ宗そう及きゆうのみそたこ焼きを、どうか、皆様、お忘れなく。見捨てないでください。うう、いったいいつになれば光みつ秀ひでさまのみそたこ焼きに投資した無む駄だ金がねを回収できるのだ……たこ焼きに、みそなど要いらんのだ！」

　良晴は、二軒けん並ならんでいるたこ焼き屋台を見つけてうなった。ありゃ今井のおっさんと津田のおっさんじゃねーか。この晴れの日に堺から駆かけつけてきてぬかりなく商売にはげんでいるとは、さすが堺商人。

　それにしても、出張イベントの屋台なんて丁稚でつちにでもやらせればいいのに、わざわざ店主本人がやるかなあ。人件費ケチってるのかな。さすが堺商人。

「楽しいですわねえ。わらわは、あの『堺名物・揚げたこ焼き』が食べてみたい！」

「屋台まで辿たどりつくのがたいへんそうだなあ。義元ちゃん、十じゆう二に単ひとえは脱ぬぎなよ。観光客たちに踏ふまれてるぜ」

「あらあらまあまあ。わらわの裸はだかが見たくなったの？　お前が脱がしなさい。ただし、人のいないところで。あ・な・た♪」

「そういう意味じゃねえよ！」

　良晴が義元の手を取って、人混みの中をなんとか進もうと苦心していると。

　あー相良良晴だー！　天下一美女を狙ねらうサルだ！　ほんとうにサル顔だ！　と、田舎いなかから来た子供たちが良晴を指さして突とつ進しんしてきた。

「やべ。俺の顔は全国に知れ渡わたっちまってるからな。逃にげるぜ義元ちゃん！」

「あらあら。わらわたちの新しん婚こんぶりを見せつけるためにわざわざ安土まで来ているのですから、逃げないでいいのに」

　向かいの、広場になっている空間には、妙みような着ぐるみが立っていた。

　琵琶湖で採とれる大ナマズをイメージしているらしいが、造形がどこかおかしいというか、デザインが間ま違ちがっているというか、琵琶湖の湖底から這はい上がってきた邪じや神しんにしか見えなかった。

　よろよろと足あし下もとがふらついているのは、ナマズ顔の頭が大きすぎてバランスが取れないかららしい。

「安土のご当地ゆる伽きや羅ら、琵琶湖を支配すること一千年の湖底の主ぬし、『あづっちー』よ！　皆さん、お姉さまのご尊そん顔がんを拝すれば寿じゆ命みようが二十年延びるわよ！　でも、男はみだりにお姉さまに近づかないで！　呪のろうわよ！」

　良晴からあづっちーに攻こう撃げき対象を切り替かえた子供たちから「邪神だー！」「琵琶湖の物ものの怪けだー！」「倒せ、倒せ！」と総攻撃を食らいはじめたあづっちーが「やっ、やめなさいよ！」とどこかで聞き覚えのあるような声をあげてナマズ髭ひげをぶんぶんと振ふり回し、大人げなく子供たちと戦いはじめていた。

　町おこしをするためにご当地ゆる伽羅を準備しろとアドバイスはしたが、あのぬいぐるみの造形はダメだな。ゆる伽羅はデザインが命なんだ。天下一の絵師・狩か野のう永えい徳とくや長は谷せ川がわ等とう伯はくを雇やとうくらいの予算をかけなきゃあと良晴はため息をつきつつ、これ幸いとばかりに義元の肩かたを抱かかえながら子供軍団から離り脱だつした。

「よしなさい子供たち！　このナマズ髭がぐるぐると回転した時、近江に大おお地じ震しんが来るんだから！　この七本のナマズ髭は黙もく示し録ろくのラッパと連動しているのよ！　ぶおんぶおん！」

　梵ぼん天てん丸まると話が合いそうな邪神だな、と良晴は思った。

　観光客がほとんどその存在を知らない裏通りに入って、やっと一息つけた。

　茶店兼けん休きゆう憩けい所じよを見つけて、義元と一いつ緒しよに座った。

「いやあ、すげえな。至る所、芸人や屋台だらけだ。まるで東京ディズニーランドに来た気分だ。高校時代は彼女いなかったから、行ったことないけどな」

「あら相良良晴。頭とう狂きよう泥でい死じ児に乱らん土どって、なんですの？　おそろしげな響ひびきですわね」

「戦国時代の人たちって、わざわざ不ふ吉きつな当て字をしたがるよな。なんでだ？」

「戦いくさ続きで人の心が荒あれているからですわね。三み河かわでは『厭おん離り穢え土ど、欣求ごんぐ浄じよう土ど』なんて暗い言葉がはやっていますのよ」

「言葉の意味はわからねーが、聞いただけで鬱うつになりそうだな！」

「おーほほほ。苦労続きの元もと康やすさんが妙に気に入っているとか」

「一歩間違えば暴走族のスプレー落書きだなあ。さて、十二単を脱ごうか」

「まあまあ。まだお茶も飲み終えていませんのに、がっつくこと。そんなにわらわの身体からだが欲しくなったのかしら。困ったお方」

「違ちがう！　それを着てると踏まれまくって危ないだろっ？」

「お祭りって、不思議と恋こい心ごころも情念も盛り上がりますわね。でも新婚初夜は『初夜』って言うくらいですもの。二人が結ばれるのは日が落ちてからですわ。夜まで我が慢まんなさって、あ・な・た」

「信奈と十じゆう兵べ衛えちゃんが確実に殺しに来るから、それはちょっと。十兵衛ちゃん、いつの間にか短たん筒づつ使いになっているし、やべーぜ」

「信奈さんはともかく、光秀さんまで相良良晴に恋しているだなんて、たいへんなことになりましたわねえ。あの二人はともに器量才覚野望のすべてにおいてほぼ互ご角かく、お互たがいに譲ゆずりませんわよ？　さすがは相良良晴、わらわが認めた天下一の男ですわ！」

「『ほぼ』互角、か……完全に互角じゃないってことか？」

「ええ。信奈さんは良くも悪くも八方破れで、怖こわいもの知らずなところがありますわ。桶おけ狭はざ間までこのわらわの本陣に特とつ攻こうしてくるなんて、まともな姫ひめ武将の神経では無理ですもの。その点、光秀さんは弱点を抱えていて、その分だけわずかに劣おとりますわね」

「十兵衛ちゃんに弱点？　なにかあったっけ？　あっさり幻げん術じゆつにかかったりして騙だまされやすいところ？　もしかして、胸が薄うすいところか？」

「光秀さんは幼い頃ころよりお母上に愛されてきて、『明あけ智ち家復興』という夢をお母上から託たくされていますでしょう。あれが、いずれ光秀さんにとって重荷になる気がしますわ。信奈さんは逆にお母上と不仲であるがゆえに、好きなようにご自分の人生を生ききっていけるお人ですわ。げに人間とは不思議なもの。幸運が重荷となり、不運が自由への道となることもあるのですわ」

「……なるほどなあ……そういえば十兵衛ちゃんのお母さんって、ご病気なんだろう？　いちど、お見み舞まいに伺うかがうかな」

「あら。いいですけど。行ったが最後、その場で十兵衛さんと祝しゆう言げんをあげさせられますわよ？」

「……どうすれば、いいんだ……」

　それにしても、安土城お披露目のお祭りは想像以上の反はん響きようで、こうして茶店で休んでいる間にも各地から新たな観光客が続々と詰つめかけてくる。

　安土は、地理的には日ノ本の中心とも言える。尾お張わり・伊い勢せとつながる東海道、美み濃のから連なる中なか山せん道どう（東とう山さん道）、越えち前ぜんとつながる北陸道、これら東とう国ごくを代表する三つの街道すべてが安土の近くを通り、さらに西には堺・京がすぐ近くにあり、信奈は水路を用いて京と安土を日帰りで往復しているくらいだった。

　岐阜城よりもさらに京に近く、かつ、上うえ杉すぎ謙けん信しんの上じよう洛らく路である北陸道を塞ふさぐ位置にある。

　この地に巨城を建てて岐阜城に代わる新たな本城とした信奈の着眼点はさすがだが、しかし、良晴には一つだけわからないことがあった。

「西から毛もう利り、北陸から上杉謙信、東からは武たけ田だ信しん玄げんが上洛の兵をあげようとしているという時に、信奈は安土城に居残ってこんなお祭りをしている場合なんだろうか？」

「おほほほ。もう織田家はおしまいかもしれないので、最後くらいぱーっと派手にかぶこうとしているのかもですわね！」

「えええ？　冗じよう談だんだよね、義元ちゃん？」

「もちろん冗談ですわよ。信奈さんのことですから、おおかた、この一見油断しきっていそうな安土城のお披露目祭りにも、なにかしらの意味があるのですわ」

「どういう意味があるんだろうな。ちょうど盂蘭盆会と被かぶってるからいっそお祭りにしてしまえというお得感はあるけれどさ。俺の頭じゃそれ以上はわからねえ」

「くすん。それは、良晴さんの軍師であるわたしが信奈さまに代わってご説明します」

　ぴょこん。

　良晴の隣となりに、軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えが座ってきた。

「半兵衛っ？　ど、どこにいたんだ？　こんな人混みに揉もまれていると身体からだを壊こわすぜ？　風か邪ぜでもひいたら」

「すみませんすみません。義元さまと良晴さんを決して二人きりにするなと信奈さまに言いつけられていたので、こっそり追いかけてこの比ひ較かく的てきすいている裏通りの茶店で先回りしていました。おそらく、義元さまの十二単はこの人混みの中では歩く妨さまたげになるので、いったん人ひと気けの少ない場所に移動して薄うす着ぎに着き替がえさせるだろうと」

「あらあら。さすが天下一軍師ですわねえ。天あつ晴ぱれですわ！　もう一人の軍師・黒くろ官かんさんはどこですの？」

「か、官かん兵べ衛えさんは、『むふー！　相良良晴は必ず最初にセミナリオに立ち寄るはずだっ！　目当てはもちろん、フロイスのおっぱいさ！　この勝負はシメオンの勝ちだな！　あーははは！』と言い残して、セミナリオで待機中です……」

「ごめん官兵衛。おっぱいなら義元ちゃんで間に合ってるんだ……」

　今いま頃ごろセミナリオでは『黒官一流』の旗が萎しおれていますくすんくすん、と半兵衛がべそをかいた。

「良晴さん。信奈さまが本日このような宴うたげを催もよおされたことは、もちろん、ただのお遊びではありません。全国から人を集め、小お田だ原わら城に匹ひつ敵てきする巨城を安土に完成させたことを喧けん伝でんすることで、織田家包ほう囲い網もうの諸将──上杉謙信さま・武田信玄さま・毛利さまの戦略を、信奈さまが望む方向に誘ゆう導どうしようとなされているのです」

「というと？」

「この三者が歩調を合わせて全力で同時進しん撃げきしてくれば、とうてい防ぎきれません。しかし、人間にはそれぞれ、思考の癖くせとでもいうべきものがあります。その思考の癖を突つくことで、ある程度は誘導できます」

　半兵衛は信奈から安土城祭りの意図を直接聞いたわけではないが、信奈の意図を正確にくみ上げているのだった。

「甲か斐いの武田信玄さまは、腰こしが重いお方です。今日は、甲斐の乱らつ破ぱさんが大勢観光客の姿となって安土に入り込んでいるでしょう。彼らから琵琶湖畔はんの山頂にそびえる石いし垣がきの城・安土城の壮そう大だいさを聞いた信玄さまは、無理押しによる兵の損失を避さける性格ゆえに、慎しん重ちようにならざるを得ません。信玄さまは、小田原城攻ぜめを経験しておられます。無理に遠えん征せいしても巨城はそう容易たやすくは落とせないと知っておられます。巨城の包囲に必要な兵数を揃そろえても、兵ひよう糧ろうの補給が続きませんから。ゆえに遠回りになろうとも遠江とおとうみ・三河の松まつ平だいら元康さまをこんどこそ滅ほろぼして足下から固めていこうとなされるはずです。信玄さまは戦における『実』にこだわるお方ですので。元康さまにはまたしてもお気の毒なことですが、多少、時間が稼かせげます」

「そうか。今日の観光客の中には、各国の乱破も大勢紛まぎれ込んでいるのか。暗殺を注意しなきゃな」

「一方、越えち後ごの上杉謙信さまは、自分が宣戦布ふ告こくしたというのに信奈さまがしれっと今日のようなお祭まつり騒さわぎに耽ふけられていることに立腹される人です。また、過去に関東遠征の途と中ちゆうで小田原城攻めを断念した経けい緯いから、巨城への籠ろう城じようという持久戦を武士らしくないと嫌きらうようになった謙信さまは『次こそは落とす』と過去の雪せつ辱じよくを果たそうとするでしょう。あのお方は、いちどなにかにひっかかると執しつ拗ように繰くり返す癖があります。過去を引きずる性格と言いますか。つまり、謙信さまは安土城に挑ちよう発はつされた形となり、上洛をさらに急ぐでしょう。こうして信奈さまは、武田・上杉の進軍速度を調整して、時間差を生みだして一つずつ全力で防衛しようと考えておられるのです」

「すごいですわね。わらわには、ちんぷんかんぷんですわ」

「さすが信奈だとしか言いようがねえな。半兵衛、でも毛利は？」

「はい。難しいのは毛利です。毛利家の指令系統は二つあります。山さん陽よう道どうは妹の小こ早ばや川かわ隆たか景かげさまが指揮し、山さん陰いん道どうは姉の吉きつ川かわ元もと春はるさまが指揮しています。小早川さまは慎重派ですが、吉川さまは突とつ撃げき上等です。お二人は双ふた子ごですが、性格は正反対です。おそらく安土城完成というこの事態に対しても、お二人の考え方はまるで逆でしょう」

　そうか。小早川さんは、信奈の敵なんだな……良晴の胸が痛んだ。

「小早川さまはより慎重になり、吉川さまはますます突撃上等を唱えると思います。それで山陽軍と山陰軍の足並みが乱れてくれればいいのですが……」

「……小早川さんと吉川さんは、足並みを乱したりはしないよ。あの二人は性格こそ真逆だけれど、誰だれにも切り離はなせない固い絆きずなで結ばれている」

「そうなんです。今回はどちらの作戦が採用されるのか、わたしにも信奈さまにも読めません。難しいです。山陽軍が前進してくれば播はり磨まの姫ひめ路じ城を再び狙ねらうでしょうし、山陰軍が前進してくるならば但たじ馬まから丹たん波ばへと進んでくるでしょう」

「但馬か。山陰は、鹿しか之の助すけが詳くわしいはずだ。出雲いずも出身だしな」

　ともあれ、上杉と武田の進軍速度を調整できればその時はじめて織田家が生き残る可能性が見えてきます、両者と同時に防衛決戦を行うことだけは絶対に避けなければなりません、弱兵揃ぞろいの織田軍にとって、虎とらの子である鉄てつ砲ぽう隊を投入できる戦線はどちらか一つです。戦国最強の上杉・武田を相手に二方面作戦を行えばどうやっても勝てません、と半兵衛は結んだ。

「半年毛利家に仕つかえていた俺のカンだが、毛利は山陰から来る気がする。山陽には、驍ぎよう将しよう・宇う喜き多た直なお家いえがいるだろう。あいつがいつまた裏切るかわからねえから、山陽の小早川さんは慎重にならざるをえない」

「良晴さんがそうおっしゃるなら、そうなりそうですね。でも、宇喜多さまはまたしても裏切りますでしょうか？　こんど裏切ったらさすがに毛利家に始末されると思うんですが、くすんくすん」

「いやあ。宇喜多のおっさんを謀ぼう殺さつできるやつなんてこの世にはいないと思うぜ。毛利元もと就なりでも無理だったろうな。その上、戦場ではなかなか矢や面おもてに立とうとしねえしな」

「敵にするとこの上もなく厄やつ介かいですが、味方にすると頼たよりない上に信用ならない。困った人ですね。くすん」

「となると、山陰への入り口となる丹波を早く平定しないとまずいな。十兵衛ちゃんが丹波方面軍を指揮しているが、播磨攻こう防ぼう戦せんや本ほん猫びよう寺じ戦に加勢し続けてきたために、途中で丹波攻ぜめが止まっちまってほとんど手つかずだからな」

「はい。十兵衛さんは少しばかり人が好よすぎるところがあり、ご自分の功績を放りだしてでも良晴さんや信奈さまを助けようとします。その美点が、こんどばかりは不利な状じよう況きようを作り出しています」

　今川義元が、「そのようなお話はまた明日あした。お茶を回し飲みいたしませんか、あなた？」と良晴にもたれかかってきた、その時。

　ばん！

　義元が手にしていた茶器が、一発の弾だん丸がんによって粉みじんに砕くだけ散ちっていた。

「誰がお人好しですか！　そうではありません！　目を離すとすぐに死にそうになる弱っちい先せん輩ぱいや、十兵衛が補ほ佐さしてあげないとへたれて泣きだす信奈さまが悪いんですう！」

　下げ手しゆ人にんは、明智十兵衛光秀だった。

　いつの間にか、短筒使いとしての腕うでもすっかり一流となっている。

「まあまあ。せっかくの茶器が……もったいないですわね」

「はうううう？　いいいいぢめないでくださあああい！」

「十兵衛ちゃん？　ど、どうしてここへ？　信奈を放置していていいのか？」

「その信奈さまから新たなるご命令をいただいたです。いつまで義元と遊んでるのよあのサルは、相良良晴をさっさと安土城に連れてきなさい、と。先輩が拒きよ否ひしたら、撃うち殺していいそうです」

「お、俺は以前、建築途中だったけれど天主に登ってるしさ!?」

「信奈さまは、完成した安土城を先輩に見せてまわってやる、と息巻いているです。天主だけではなく、本丸の御ご殿てんすべてが完成したですよ。天主だって以前は内装ができていませんでしたし。いいから来るです！」

「た、丹波戦線に戻もどらなくていいのか？」

「心配せずとも、信奈さまと一いつ緒しよに先輩を案内し終えたら明朝、戻りますう」

　光秀に告白されてしまった今の良晴は、光秀にどう接していいのかわからない。

　今川義元との噓うそ祝言の芝しば居いに乗っかっているのも、光秀と信奈の抜ぬき差さしならない板いた挟ばさみにならずにすむからだった。

　なにしろ、光秀と信奈の二人にとって避けがたい「運命」である「本ほん能のう寺じの変」が急激に近づいている気がしてならない。

　犯人の名は知らされていないが、いずれ「本能寺の変」が起きる未来を良晴から打ち明けられている半兵衛も、「困りましたね」と半泣きになっている。

（良晴さん。やはり本能寺の下手人は──）

（いや半兵衛、運命は定まっているものじゃない。十兵衛ちゃんを下手人だと今決めつけてしまえば、それこそ運命が確定してしまうぜ）

（そうですね。でも、今後は重要な容疑者として注視していかなければならないと思います。安土城が完成したということはその時が近づいているんですよね？）

（ああ。安土城完成から本能寺の変まで、二年もかからないはずだ。しかも、この世界は俺が知っている歴史よりもずっと進行が早い。十年かかるはずだった本猫寺合戦を短期間で終わらせたためだろうか？）

（では明日、明後日あさつてに起きても不思議ではないんですよね。くすんくすん）

　半兵衛と良晴が視線でそんな会話をしている間、光秀は短筒を手入れしながら「信奈さまの優ゆう柔じゆう不ふ断だんさにはいいかげん飽あき飽きですう。先輩と堂々と祝言をあげて全国の豪ごう族ぞく国こく人じんどもと戦うなら戦う、先輩をあきらめるなら潔いさぎよくこの十兵衛に与あたえる、どちらかの道を選ぶべきです。今いま更さらどうして今川義元と噓の祝言とか……こんなふうに事態を引き延ばしても、なにも解決しませんです。さくっと、すぱっと、終わらせるべきです」と不満げにつぶやいている。

（ひいいい。爆ばく発はつ寸前です、良晴さん。くすんくすん）

（義元ちゃんといちゃいちゃしているところを見られて、いよいよ十兵衛ちゃんの不満ゲージがＭＡＸに！　いったいどうすればいいんだ！）

（信奈さまはともかく、光秀さんは芝居と本気の区別がつかないお方ですから、この噓祝言は光秀さんの心の安定にとってよくなかったようです！　すみませんすみません！）

（いや、俺が毛利家に仕えて小早川さんと恋こい人びと関係になりかけたせいだ！　あれで十兵衛ちゃんの心のタガが外れたんだ！）

（もういっそ世の仕組みを変えて一いつ夫ぷ多た妻さい制にしましょう良晴さん！　そうすれば、わ、わたしも……いえなんでもありません。くすんくすん）

（姫ひめ武将が兵を率いて天下を奪うばい合っている世界で一夫多妻は無理だろ！　だいいちそんな息いき詰づまるような苦行、俺には無理だ！）

　良晴と半兵衛が青あお息いき吐と息いきで震ふるえる中、そんな複雑な事情を知らない今川義元だけは、涼すずしい顔をしていた。

「ちょうどいいですわね。相良良晴の正妻がこのわらわであることを、天下万民に知らしめるいい機会ですわ。それでは皆みなさん、参りましょう！　お願いしますわよ、光秀さん」

「行きますよ先輩。どうして半兵衛と抱だき合ってがたがた震えているですか？　たかが短筒一発撃たれたくらいで、それでも天下の相良良晴ですか？　しょうがないですねえ」

　義元に袖そでを引っ張られた光秀が、艶つややかな笑顔を見せた。

　よかった。内心では俺に激おこでもこの笑みを浮うかべてくれる間は十兵衛ちゃんの心はまだだいじょうぶだ、闇やみ落ちしたりはしていない、まだ本能寺フラグは立っていない、と良晴は胸をなで下ろしていた。

（しかし、十兵衛ちゃんはお母さんの病気や丹波攻めが進まない件もあってかなり情じよう緒ちよ不安定になっている。それはたしかだ。俺は今まで十兵衛ちゃんにさんざん助けてきてもらったんだ。こういう時こそ支えてあげたいが……告白された相手なだけにどういう態度をとればいいのか難しいな）

　毛利家に仕官していた時に、宇喜多直家のおっさんからこういう時どうすればいいか教わっておくべきだったな、と良晴は思った。

　織田家に関する記き憶おくをすべて失っていたあの頃ころは、小早川さんしか見えていなかったから、こんなことになるなんて予想もできなかった。

（五ご右衛え門もん。こればっかりはさ。すべての実を拾ひろうのは難しいな……）

　そんな良晴の耳元に、義元がこっそりと囁ささやいていた。

「お前にはそういう渋しぶい顔は似合いませんわ、相良良晴。戦のことはからきしだけれども、恋と風流の悩なやみならば、わらわに任せなさい」










「みんな、はるばる日ノ本諸国からよく来たわね！　今日の安土は無ぶ礼れい講こうよ！　この信奈さまがじきじきにお代を受け取ってあげるわ！　見物料、百文もんを払はらっていきなさい！」

　天下人・織田信奈はすこぶる上じよう機き嫌げんで、安土山と城下町との間を区切る水みず堀ぼりにかけられた橋の上に立ち、全国から集まってきた大勢の観光客に愛想良く手を振ふってまわっていた。

　ポルトガルから手に入れた緋ひ色いろのビロードマントを羽織り、頭にはフロイスからもらった自じ慢まんの南なん蛮ばん笠がさ。遠目に見ても織田信奈その人だとわかるいでたち。しかも小こ姓しよう一人を連れているだけという無防備な状態なので、信奈を見つけた良晴の心臓が一いつ瞬しゆん止まりかけた。

　心臓が止まりかけているのは良晴だけではない。

「ほ、ほ、ほんものの織田信奈はんでごわす！　ほわああ、ほわあああ！」

「美しいづら！　天あまの岩いわ戸と開きの時に天空に浮かび上がった美女が今、オラの目の前に！」

「ふはああ。まことに天てん女によのようなお姿ぞな、もし」

「ぶちべっぴんじゃ。救国の女神じゃけえ。ありがたや、ありがたや」

「アカン。アカンでえ～。織田信奈さまは誰のものでもあらへんのやでえ。相良良晴の野や郎ろうがお飾かざり将軍に走って、ほんまによかったでえ～！」

　天岩戸開きの際、天空に映し出された信奈の美しさに心を奪われ、安土城へ行けば信奈さまに会える！　と聞くに及およんで日ノ本中から集まった観光客の男たち（主おもに独身）はみな、はじめてほんものの生きた織田信奈を拝むことができて、感かん涙るいにむせびその場にひれ伏ふすのだった。

　良晴は、おいおいおい、本人を知らないからってそこまで感激するかなあ、とちょっと驚おどろいたが、考えてみれば彼らにとって織田信奈は天下布ふ武ぶを掲かかげて武田信玄や本猫寺と戦い抜いてきた「天下人」なのだ。

（俺がはじめて信奈に出会った時はまだ信奈は尾張のうつけ姫で、名な古ご屋やの暴走族とも見まがうようなかぶき者だった。しかし今の信奈は畿き内ないの大部分を平定し、安土に壮そう大だいな城を築いた天下人。その上、垢あか抜ぬけた南蛮流のファッションセンス。野の猿ざるみたいだった尾張時代比十倍増しで美人に見えるというか、人を引きつけるリーダーとしてのカリスマがあるんだろうなあ）

　良晴が「信奈もすっかり成長したなあ」と感かん慨がいに耽ふけっていると──。

「ふふふ。いい感じで盛り上がってきたじゃない。はーいみんな。さっさと百文よこしなさい。今、わたしに直接百文払えば、このわたしと握あく手しゆできるわよ！」

「ヒエエッ？」

「信奈さまと」

「握手？」

「うおおおおおお」

「信奈！　信奈！　信奈！」

「五百文出す！」

「俺は一いつ貫かんだ！」

「握手できるなら、親父おやじの田でん畑ぱたをぜんぶ売り払はらって信奈さまに寄進するうううう！」

「あちきは、店の身しん代だいをぜんぶ寄進するから一晩をともに過ごしたいッ！」

「ウオアアアアアアアアアア！」

「俺が先だ！」

「いや俺が一番乗り！」

「おいどんの邪じや魔まをする者はみな斬きり捨てるタイ！　チェストオオオオッ」

　目立ちたがり屋の信奈が調子に乗って観光客を煽あおりまくったため、目の色を変えた男たちが暴れはじめ乱らん闘とうを開始し、大おお手て道みちの入り口はパニックになった。

　ぼちゃん。

　ぼっちゃん。

　一人、また一人と、橋の上で天女との握手一番乗りを競って相あい争う男たちが堀へと落ちていく。

　ったく。信奈のやつちゃっかり手て袋ぶくろつけてるじゃねーか、握手会を開くなら手袋はタブーだろうになんという悪徳商売なんだと良晴は呆あきれたが、戦国時代の「偶像アイドル」が本猫寺猫ねこ耳みみ軍団から織田信奈へと切り替かわった歴史的瞬しゆん間かんを、たしかに良晴は目もく撃げきした。

　小姓が信奈めがけて殺さつ到とうし将しよう棋ぎ倒だおしになっている観光客たちを整理している中、信奈は良晴一行を見つけて手招きしてきた。

「良晴。遅おそいじゃない！　十兵衛、半兵衛、よく連れてきたわね。ちょっと良晴。今日のお祭り気分に当てられて、義元の十じゆう二に単ひとえを脱ぬがせていやらしいことをしていたんじゃないでしょうね？」

「しーっ。しーっ。狂きよう乱らんしている野郎どもの前で俺の名を呼ぶな！　俺が血祭りにあげられる！　お前が戦国時代の独身男たちにとっていちばんの人気者なのはよくわかったから！」

「ふふん。天下一の美少女が誰だれであるか、おつむの弱いあんたにもよくわかったでしょう？　どやっ！」

「はいはい。天下一天下一。美少女美少女。かわいいかわいい。言っておくが、あの天岩戸の効果が絶大だっただけだぜ？　強制的に全日本人にお前が主演している映画を見せつけたようなもんだったからな、あれは。天岩戸、おそるべき宣伝効果だったな」

「ふーんだ。今更照れないでいいのよ。いらっしゃい良晴。ついでに十兵衛、半兵衛、義元。今日は朝から夜まで安土城完成記念行事をぎっしり準備しているんだけど、あんたたちは特別待たい遇ぐう。安土城にたった一人しかいないこの信奈さまが、安土城の本丸を案内してあげるわ！」

　義元が「いいですわねえ」と脳天気に微笑ほほえんだ。

「信奈さま。第二次織田包ほう囲い網もうが進んでいるというのに、今はそれどころでは」

「いいのよ十兵衛。どうせ明日あした滅めつ亡ぼうするかもしれないんだから、今日だけは大おお盤ばん振ぶる舞まいよ！　こうして良晴も織田家に帰参したことだし、ぱーっと盛り上がりましょうよ！」

「今日だけですよ？　十兵衛は、明朝には丹波へ戻もどります。毛利の進軍を食い止めるために丹波攻めを再開するですよ？　毛利よりも先に丹波と但馬を抑おさえないと、山陰道から京を落とされてしまうです」

「その話は明日！　今日はお祭りだから！　十兵衛は堅かた苦くるしいのよ！」

「くすんくすん。わ、わ、私も同行していいのでしょうか？」

「いいわよいいわよ。あら半兵衛、播磨は？　いつも一いつ緒しよなのに」

「官兵衛さんはちょっとした策の読み違ちがいで、セミナリオに」

「まーた半兵衛に名を成さしめちゃったのね。播磨ってつくづく二番星のもとに生まれついたみたいね。さて、みんな。本丸へ行くわね！　まずは橋を渡わたって、長大な大手道を登るわよ！」




　良晴は、信奈、義元、十兵衛、半兵衛──それぞれが戦国時代を代表する四人の姫武将とともに、石階段の大手道を登りはじめた。

　信奈は、琵琶湖畔はんに突とつ出しゆつしている安土山全体を城じよう塞さい化している。

　山のほとんどの部分は木々が生おい茂しげった天然の山の姿をとどめているが、山頂を削けずって建てた本丸へと向かう巨きよ大だいな大手道は石造りで、その大手道の左右には家臣団それぞれの屋や敷しきが建てられていた。

「良晴。あんたの屋敷も完成してるわよ」

「先せん輩ぱいの屋敷は、一家臣の屋敷としては空前絶後の広さなのですう。妹さんがずいぶん増えましたからね」

　良晴の妹・ねねは、良晴不在の間に新たな相良家の家族となる良晴の義妹いもうとを何人も集めていた。

　石いし田だ佐さ吉きち・大おお谷たに紀き之の介すけ・福ふく島しま市いち松まつ・加か藤とう虎とら之の助すけらである。

　みな、奇き跡せきの戦国ＳＬＧ「織田信長公の野望」の後半シナリオで大活かつ躍やくする、有名武将たちの卵だ。

「ありがてえことだ。あの信奈が、すっかり俺に優しくなったもんだ」

「そうよ良晴。いざという時はあんたの屋敷を、本丸へ侵しん攻こうしてくる敵を防ぐ『捨て殺し砦とりで』にするから。よろしくね！」

「ぜんぜん優しくねえよ！」

「あそこのあの地味な屋敷は、竹たけ千ち代よの宿しゆく泊はく用の建物ね」

「うわっ、粗そ末まつ！　元康は織田家の家臣でもないのに、哀あわれな扱あつかいだなあ」

「だーってあの子、上じよう洛らくしても宿に泊とまる銭ぜにがないって言うんだもの。武田家との小こ競ぜり合いが続くので軍費が嵩かさんでいるそうよ。その上、本猫寺一いつ揆きに参加していた家臣たちがみんな帰ってきちゃったので、払わなければならない俸ほう禄ろくが倍増したとか」

「ほんとに、苦労してるんだなあ～」

「くすんくすん。この大手道、長いです……どこまでも階段を登らされて、疲つかれちゃいました……」

「わらわも、十二単が足かせとなって辛つらいですわ。ひい、ひい」

「あんたたちは少しは身体からだを動かしたほうがいいのよ。人間、階段を歩いていると元気が出るんだから！　乗馬もそうだけど、太ももを酷こく使しすると頭も心もすっきりしない？」

　まあ信奈は気が短くて怒おこりっぽいところを除けば心身ともに健康体そのものだよな、と良晴は思った。

「着いたわ。これが、本丸へと連なる『鉄くろがね門もん』よ。名前の通り、巨大な鉄張りの門ね。この黒い門こそが、下界と安土城との端は境ざかいよ！」

「門のいただきに南蛮語が書かれていますね。くすんくすん。官兵衛さんなら読めると思うんですが」

「『この門をくぐる者はいっさいの絶望を捨てよ』と書かれてあるのよ、半兵衛。これは、天国への門だから。安土城本丸は、わたしたちが戦いの果てに築き上げた夢の世界。天下布武が成った日ノ本の象しよう徴ちようとなるべき空間。わたしは南蛮諸国からの訪問者や海の向こうの羅馬ローマ教皇にも、この日ノ本に安土という『ぱらいそ』が実在することを知らしめてやりたいの。マルコ・ポーロが書き残した『黄金の国ジパング』は、東の海の彼方かなたにほんとうにある、と」

「だからバイリンガル案内なのか。お前の発想は相変わらず数百年先を行っているよ」

「未来語で褒ほめられても、ぴんとこないわね良晴」

　信奈に付き従ってきた小姓がゆっくりと鉄門を開き、良晴一行は本丸へと入った。

　良晴はずいぶん前に、まだ建築中だった天主に登ったことはあるが、完成した本丸内部に入るのはこれがはじめてだ。

「わあ……美しいですね、良晴さん」

「まあ。風流ですこと！」

「漆しつ黒こくの鉄門を開くとそこは純白の世界──御お白しら洲すですね、信奈さま。黒と白の対比、鉄と白洲の質感の対比がお見事です」

「利り休きゆうと一緒に考えながら設計したのよ。摑つかみは上々といったところかしら」

　魂たましいを洗われるような静かな御白洲が、良晴たちの目の前に広がっていた。

　右手には、七層建ての高層の塔とう・安土城天主。

　左手には、漆黒の表おもて御ご殿てん。

「まあ。山の麓ふもとからは天主しか見えませんでしたけれど、この表御殿もすばらしいですわね。都の清せい涼りよう殿でんを超こえる風流な建物ですわ」

「義元に褒められるなんて、明日は雨ね。とりあえず風流と公く家げ趣しゆ味みにうるさい義元がそう言うのなら、成功かしら。ここから先は迷路のように入り組んでいるから、みんな、わたしからはぐれないでね。本丸内部は丸三日かくれんぼうができるように迷めい宮きゆう化してあるから！」

「いったいどういう意味があってかくれんぼう対応なんだよ」

「良晴は黙だまってなさい！　何度足を運んでも道と構造を覚えられない迷宮化こそが、観光客を絶え間なく集める秘ひ訣けつなのよ！　あとは、永遠に終わらない城の増改築かしら？」

　新しん宿じゆく駅ダンジョンとか横よこ浜はま駅ダンジョンみたいなものか、と良晴は思った。

「もちろん、城の工事に参入している面々に定期的に仕事を与あたえ続けて稼かせがせ続けるという裏の理由もあるわ」

「横浜駅ダンジョンが百年間工事を続けている理由はガチでそれらしいな」

「弾だん正じようがどうかした？　この御白洲から表御殿や天主に入るには、『階道』を登るのよ」

「階道とは、あの天高くへ延のびている木製の屋根つき階段のことですか、信奈さま？　あ、あ、あれを登るのですか？　危なくねえですか？」

「そうよ十兵衛。あれを登るの。本丸には天主・表御殿・南なん殿でん・江こう雲うん寺じ御殿の四つの御殿があるの。その四つの御殿の間はすべて階道で接続されていて、雨に濡ぬれずに移動できるの。階道が傾けい斜しやのある階段になっているのは、御殿と御殿の間の高低差が激しいからよ。山の上に無理矢理建てたものだから」

「信奈さま。あの階道、どこかで見たような記き憶おくが。くすんくすん。もしかして、出雲の杵き築づき大社にかつて存在したという空中巨きよ大だい神しん殿でんを模しているのでしょうか？　かつての杵築大社は、天空へと連なる空中階段によって地上と接続されていたといいます」

「当たりよ半兵衛。天岩戸開きの時に、この世界と良晴の世界との間に天空へ連なる階段がかけられたでしょう。あれを見てわたしは、気づいたの。たぶん出雲の空中神殿は、二つの世界をつなげるためにあんなにも高い場所へ建てられたんだわ。わたしが安土山に高層天主を築いたのは琵琶湖や叡えい山ざんを見下ろせる高いところに登りたかったからなんだけど、ただの偶ぐう然ぜんにしては出来すぎていると思って、いっそいにしえの杵築大社を再現してみたのよ」

「はい。まさしく安土城は、天空へ連なる城です。『この門をくぐる者はいっさいの絶望を捨てよ』──」

「三種の神じん器ぎが霊れい力りよくを使い果たしちゃったので良晴はもう帰れないから、あまり意味はないのだけれど。ほんとうに天国へと連なる階段を登るかのようで、気分出るでしょ？　観光客に大受けするわよ」

　ご自分が住まわれる御殿を出雲の大おお社やしろになぞらえて造るだなんていくら信奈さまでもちょっと不敬ですよね先輩、と光秀が良晴に耳打ちしてきた。

　良晴は（待てよ？　小早川さんも、古代出雲の大社は天岩戸開きのために造られていたかもしれないと言っていた）と思いだした。

（おい。まさか、この山上に高層天主と階道を設置した安土城そのものが、天岩戸開きを発動させる巨大装置になるなんてことは……いやいや、ただの偶然だ。信奈にそんな意図はもちろんないし。俺はもう、この世界で生きてこの世界で死ぬと決めたんだ。今いま更さら、蒸むし返すのはやめよう）




　空中回かい廊ろう『階道』を進み、左手に折れるとそこが「表御殿」だった。

　表御殿の内部は、漆黒に覆おおわれた外観とは真逆の、黄金の世界だった。

　すべてが黄金色に輝かがやいていた。

　壁かべも。

　天てん井じようも。

　障しよう子じの桟さんも。

　茶道具も。

　まばゆい黄金の輝きの世界で、ぽつんと待ち受けていた漆黒のごすろり茶人・千せんの利休が「お茶をどうぞ。り、きゅ？」と「おあいそ」を繰くり出して良晴たちを驚おどろかせた。

「秀ひで吉よしのおっさんが大おお坂さか城に黄金の茶室を築いたって話は有名だったが、そうか。安土城に、黄金の茶室を超える『黄金の館やかた』がすでにあったのか！」

　良晴は鳥とり肌はだを立てながら、利休の茶を受け取っていた。

「織田家の蓄ちく財ざいはあらかた鉄てつ甲こう船に注つぎ込んだはずですう。どうやってこれほどの黄金を調達したですか、信奈さま？」

「利休の錬金茶道の成果よ。まだ薄うすい金きん箔ぱくを貼はる程度の量しかできないけれど、『黄金の国ジパング』らしいでしょう？　宣教師たちも驚いていたわよ。ヨーロッパにもこれほどの黄金宮きゆう廷ていは存在しない、って。この黄金の表御殿こそが、天主と並ぶ安土城の目玉なの」

「はわわ。まぶしくて目を開けていられません、くすんくすん」

「まあまあ。漆黒の外観と黄金の内装とのこの対比もまた衝しよう撃げき的ですわね。これはもう足あし利かが義よし満みつの金きん閣かく寺じを超えましたわ！　なんという、なんというものをお建てになったのですか、信奈さん！」

「だから義元に褒められると、なにかありそうで嫌いやなのよね～」

「あれ？　あそこに十兵衛がもう一人立っているですう。あれはいったいなんですか、先輩？」

　光秀が指さした先。

　部屋と部屋を仕切る襖ふすまには、天下一の絵師・狩野永徳が描えがいた織田信奈像や明智光秀像が、まるで生きているかのような活き活きとした表情を見せている。

「これはね、狩野永徳を追い込んで今日のお披ひ露ろ目めに強引に間に合わせた織田家家臣団の肖しよう像ぞう画がよ！　狩野永徳のやつ、『筆が進まぬ……！』の一点張りでぜんぜん描かかないもんだから、しばらく安土城の地ち下か牢ろうに監かん禁きんして酷使してあげることにしたわ！　半分死にかけてるけど、ま、だいじょうぶでしょ」

　やっぱ「信奈は成長した」とか取り消し。相変わらずめちゃくちゃするな、と良晴は哀れな狩野永徳の身を案じて嘆たん息そくした。

「ああ。絵でしたか。うますぎて、ほんものかと思ったです。しかしどの絵もずいぶんと目が大きいですね、信奈さま」

「ええ。わらわが見知っている狩野派の画風とは違ちがいますわね。筆の運び、色使い、ともに南なん蛮ばん画に近いような？」

「わわわわたしも描かれています。どどどどうしておしっこ漏もらしているんですか、この絵のわたしは？　ふえええええ」

「ふふ。未来人の良晴が狩野永徳に『アキバ系萌もえ絵』とやらを伝授したのよ。二十一世紀の日ノ本を席せつ巻けんしこれから全世界を制せい覇はすることになるであろう、最新の画法ってやつをね。なーんか詐さ欺ぎ臭くさいけど、永徳は良晴が描いてみせたへったくそな絵を見るなり『これが萌えの精神か！』とすっかり参ってしまって、研けん鑽さんを重ねて自分なりの萌え絵を完成させたってわけ」

「先せん輩ぱい。文化面でも過去を改ざんしまくっていますです。さすがにそれは、いかがなものですか」

「しょうがねえだろ。芸術家ってのは厄やつ介かいなものなんだ。どうしても未来の絵が見たいとだだをこねられちまったんだ。うかつに逆らったら命がない。とはいえ、こいつはあまりにも芸術が爆ばく発はつしすぎていて露ろ璃り魂こんに厳きびしいヨーロッパではひんしゅくを買いそうだな……特に、このお漏らしして涙なみだ目めになっている半兵衛はまずいだろう」

「だからどうしてわたしだけお漏らししているんですかああ？　い、い、いぢめです！　くすんくすん」

「永徳には、次の超ちよう大作を描かせているところよ。『空から安土城を見てみよう』こと『安土城之図屛びよう風ぶ』。姫ひ巫み女こさまにご覧いただいた後、南蛮船に載のせて羅馬教皇に贈おくる予定よ。羅馬教皇は海の向こうにいながらにして、安土城を見ることができるわけ。ふふっ」

「いやいや、やっと一つ仕事が終わったんだから解放してあげろよ信奈。狩野永徳を過労死させる気か。ブラックすぎるだろう織田家」

　相変わらず、人使いが荒あらい信奈であった。

「さて。天主の最上階まで登るわよ。なんといっても山頂からの絶景が見物よ！」




　言うまでもないが、安土城最大の建築物・七層天主の内部にも、狩野永徳を酷使して描かせた豪ごう華か絢けん爛らんな黄金の絵の数々が飾かざられていた。

　下の階は風景画や動物画だったのだが、階を上がっていくごとに信奈のかぶき趣味が丸出しになっていくあたり、実に信奈の城らしかった。

「四階は京の都からこのわたしと半兵衛とが祓はらい去った物ものの怪けや妖よう怪かい、鬼おにども。六階は血湧わき肉躍おどる『三さん国ごく志し』や『水すい滸こ伝でん』に登場する姫武将たちの肖像画で固めたわ！　最上階である七階には、全世界の偉い人じんを大集結よ！　人類の原罪はすべてあたしが引き受けたッ！　南蛮代表！　イエス・キリスト！　結けつ婚こんしていたのは秘密よ！　この輪りん廻ねからの解げ脱だつには出家が欠かせないッ！　生まれてしまった子供には『厄やく災さい』と名付けたわ！　天てん竺じく代表！　釈しや迦かッ！　怪かい力りき乱神を語らずッ、地に足を着けた人じん倫りんの道を説とかせれば唐から国こそが世界一よッ！　東とう亜あ代表！　孔こう子しッ！　オスマン帝てい国こく代表はよくわからないけれど都合により描けなかったわ！　そして日ノ本代表！　その歴史は羅馬教皇よりも古いッ！　世界最長最古の神の一族ッ！　天岩戸を開かせるなら私が元祖本家！　初代姫巫女さまこと、天あま照てらす大おお神みかみ！」

「天照大神はともかく、その他ももれなく女によ体たい化されているのはなぜなんだよ!?」

「知らない。永徳の趣味でしょ？」

「あのう。信奈さま？　ここは信奈さまの寝しん室しつだそうですが。いくらなんでも恐おそれ多すぎませんか、くすんくすん」

「とんでもなく派手ですわねえ。もしや信奈さん、ご自分こそこの世界の聖人軍団の頂点に立つべきお人だと？　これはもはや器うつわが違いますわ、わらわが合戦に勝てなかったわけですわ」

「ひいい。罰ばち当あたりですう罰当たりですう。世界各国からまとめて神しん罰ばつが来そうですう。くわばらくわばら」

　一同、啞あ然ぜんとするばかり。

　神仏の祟たたりなどいっさい信じない信奈は「だって一人百文もんの見物料を取って見せるんだから、これくらいぱーっと派手にかぶかないとね」とけろっとしている。

「安土城は夢の世界なんだから、これでいいのよ。ほら。琵琶湖の向こうに叡山が見えるでしょう。あの叡山を越こえたところに、京の都があるのよ。あそこが日ノ本の歴史と王朝文化の極きわみを集積させた古都だとすれば、琵琶湖畔はんのまっさらな土地に造られた安土は、日ノ本の新都。ここでは、人々を縛しばり付けてきたしがらみも、血筋も、身分の壁も、なにもないの。わたしは過去の伝統も尊重するけれど、今の日ノ本には未来という名の希望が必要だわ。この戦乱の世が終わり、新しい時代が来る、という希望が。わたしはその未来への希望を、人々の目に見える形にしてみたかったの」

　屋おく内ないから廻まわり縁ぶちに出て、雄ゆう大だいな風景を見下ろしながら、信奈はつぶやいていた。

　良晴も、光秀たちも、廻縁へと出て信奈の左右に並んでいた。

「安土城お披露目祭りの最大の出し物は、今夜よ。盂う蘭ら盆ぼん会えは、死者の魂たましいがこの世に戻もどってくるなーんて言われている特別な日でしょう？　日が落ちて暗くなったら安土城と大手道に無数の提灯ちようちんを掲かかげ、琵琶湖畔には松たい明まつを掲げた精しよ霊ろう船ぶねを浮うかべるわ。故郷尾張の津つ島しま天てん王のう祭りでおなじみの、巻まき藁わら船ぶねのような美しい光の船を。夜の琵琶湖に、提灯で飾られた輝く安土城の影かげが浮かび上がるのよ。きっと綺き麗れいだわ。誰だれもが生しよう涯がい忘れられないほどに美しい思い出となるはずだわ。生きている者も、そして死者も。わたしは死者の霊れいなんて信じないけれど、もしもそういうものがほんとうに安土に集まってくるのであれば、きっと喜ばれるわよ」

　それともまた目立ちすぎると怒おこられちゃうかしら、と寂さみしげに微笑ほほえむ信奈。

　そんな信奈のよき理解者であり、盟友である明智光秀が、信奈の手をそっと握にぎっていた。

「百年も続いたこの乱世です。人々はこの世界を厭おん離り穢え土どだと嘆なげき悲しんだり、本猫寺漫まん才ざいで笑い飛ばしたりと、いろいろな方法で心の安あん寧ねいを求めてきたです。未来とか希望とか、信奈さまがおっしゃるそういったお言葉は、乱世を生きるうちに心がすさんでしまった者たちにとっては念仏のようにしか聞こえないかもしれません。ですがこの安土城は、言葉以上に雄ゆう弁べんに信奈さまのお志こころざしをものがたっているです」

「人間による人間のための夢の町ですね、安土は。まっさらな御お白しら洲すの世界から、階道と天主を通じて神の高みへと、人間が自分の足で登っていく。今日、こうして安土城の天主で信奈さまたちとともにこうして叡山の向こうを見つめることができたこと、わたし、とてもうれしいです。官兵衛さんがまだセミナリオで良晴さんを待ち受けていることだけが少々残念ですが。わたし……生きていて、よかったです」

　竹中半兵衛は、少しだけ涙ぐみながら良晴にそっと寄より添そっていた。

「戦国時代を代表する四人の姫武将がこうして安土城の天主に勢せい揃ぞろい。贅ぜい沢たくな空間ですこと。これも相良良晴の奔ほん走そうあってこそですわね」

　今川義元は「天あつ晴ぱれ」の扇おうぎを広げて、艶つややかに笑っていた。

　良晴は、今この瞬しゆん間かんこうしてこの四人が並んでいることが奇き跡せきだ、と思った。

　今川義元は、本来、桶狭間の合戦で討うち死にしているはずだった姫武将だ。

　竹中半兵衛は、三み木き城じよう攻ぜめの途と中ちゆうで病やまいに倒たおれて陣じん没ぼつする運命だった。

　良晴は、この二人の運命に介かい入にゆうし、そして、この奇跡を実現させた。

　しかし、織田信奈と明智光秀は──。

（俺が知っている歴史では、たしか安土城完成から二年も経たたないうちに、「本能寺の変」が起こる。「織田信のぶ長なが」は本能寺とともに髪かみの毛一本遺のこさずに地上から消え、謀む反ほん人・明智光秀も「三日天下」に終わり討たれる。この安土城の天主もまたその騒そう乱らんのさなかに炎えん上じようし、あっけなく消しよう滅めつしてしまう）

　ほんとうに本能寺の変は来るのか。もう運命は書き換かえられたのではないか。そんなものは来ないのではないか、どうかこの四人の姫武将がこうしていつまでも仲むつまじく微笑んでいられるように。信奈の夢、安土城が完成してからわずか数年で炎上して忘れ去られてしまうことのないように。

　今この瞬間に、時間が止まってくれたなら、と良晴は思わずにはいられなかった。

　天主の最上階からは、本丸に建てられた残り三つの御ご殿てんをそれぞれ見下ろすことができる。

　すでに訪問した、漆しつ黒こくの外観と黄金の内装を誇ほこる、豪華絢爛な表御殿。

　天主を挟はさみ、表御殿の裏側に位置する、南なん殿でん。眺ちよう望ぼうはきかなさそうだが、逆に人目を気にせずに過ごせそうな屋や敷しきだ。

　奥おく座ざ敷しきのように他の御殿から離はなれて設置されている、別べつ荘そうのような江雲寺御殿。

「安土城に勢揃いした四つの御殿。まるで光ひかる源げん氏じが建てた六ろく条じよう院いんですわね」

「義元ちゃん、なんだいそれ？」

「未来人は風流を知らないんですのね。光源氏には大勢の恋こい人びとがいたでしょう？　栄えい耀よう栄えい華がを極めた源氏さんは、恋人の一人・六条御み息やす所どころの屋敷を大々的に改築して、夢の館『六条院』を完成させたのですわ。春・夏・秋・冬の四季を再現するかのような風流な四つの御殿を建てて、それぞれの御殿の間を回かい廊ろうで結んだのですわよ。そしてそれぞれの御殿に、恋人や家族を住まわせたのですわ」

　貴族趣しゆ味みの今川義元が、扇で天を仰あおぎながら「光源氏の六条院」について良晴に語りはじめた。

「未来語でいうところのハーレムってやつか。戦国時代の姫武将ってみんな『源氏物語』が好きだなあ」

「四つの御殿を揃えた安土城は、戦国時代に新しく造られた六条院、それも相良良晴にとっての六条院と言えるかもしれませんわね」

「お、俺？」

　ちょっと義元。安土城はこのわたしが建てたのよ。この織田信奈さまが。どうしてサルの持ち城になってるのよ？　と信奈が抗こう議ぎしたが、義元は「織田家が抱かかえてきた『相良良晴の嫁よめを誰にするか問題』も、安土城を六条院とすることですべて風流に解決いたしますわね。今日のわらわは冴さえていますわ。冴え渡わたっていますわ！」と一人で舞まい踊おどっている。

「あんまり踊ると御白洲に落ちるわよ？」

「ええと。義元さま？　どういうことでしょう。くすん」

「源氏物語でしたらこの十兵衛も詳くわしいですよ。六条院の四大御殿にそれぞれをうまく配備して一いつ触しよく即そく発はつだった大勢の恋人を上手じようずに共存共栄させた光源氏に倣ならって、先輩の奥方と恋人をそれぞれ安土城の四大御殿に分散して住まわせろということですね？」

　光秀がうなずき、信奈が「冗じよう談だんでしょ？」と眉まゆをひそめた。

「ええ、そういうことですわ。このきらびやかな天主は、まるで光源氏に見いだされてたいせつに育てられた運命の女性・紫むらさきの上が暮らした春の御殿。紫の上は身分の問題があり源氏の正妻にはなれませんでしたが、源氏はどの女によ人にんよりも紫の上を愛しましたわ。紫の上が、源氏に失しつ恋れんして怨おん霊りようとなった六条御息所に憑つかれて亡くなった時、源氏はこの世に絶望して出家し『雲くも隠がくれ』してしまったほどですもの。それを思えば、天主が似合う姫は信奈さんですわね」

「だからあ。もともとこの天主はわたしが暮らす建物なんだってば！」

「高貴な貴族の血筋をひき、源氏の正妻となった年上の女性・葵あおいの上は、わらわに似ていますわね。こうして血筋で押して相良良晴の正妻の座を射止めたところといい、あまりにも気位が高すぎて旦だん那なさまにうまく甘えられない不器用さといい。おーほほほ」

「はあ？　噓うその祝しゆう言げんをあげると決めてから、あんたずーっと良晴に甘えまくってるじゃないの」

「華はな々ばなしく絢けん爛らん豪ごう華かな表御殿は、夏の御殿といったところですわね。わらわが住むにふさわしい安土城の表玄げん関かんですわ。もっとも、葵の上は早死にしてしまったため、夏の御殿には入れなかったのですけれど。わらわも本来ならば桶狭間で葵の上のように早そう世せいする運命でしたけれど、相良良晴に救われてこうして生きていますわ。そこが葵の上との違ちがいですかしらね」

「くすん。それを思えば、光源氏より良晴さんのほうがよき殿との方がたですね。光源氏は、恋人や妻を続々と失ってしまいましたから。それも、だいたいは光源氏を独どく占せんしそこねた六条御息所の怨霊が取り殺しています……」

「そ、そうなのか、半兵衛？」

「はい。源氏物語に登場する生いき霊りよう・怨霊の解かい釈しやくは幾いく通りもありますが、紫の上を取り殺した犯人が六条御息所の怨霊であることは確定です」

　それじゃまるで貞さだ子こだ。源氏物語ってホラー小説だったんだな、と良晴ははじめて知った。

「ちょっと待ちなさいよ義元、なんであんたが正妻づらしてんのよう！　一いつ揆きを抑おさえるためのただのお芝しば居いだって言ってるでしょう！　織田家包ほう囲い網もうを突とつ破ぱして天下を平定したら、ぜんぶなかったことにしてわたしが良晴と祝言をあげるんだからっ！」

「いーえ。そうはいきません信奈さま。先せん輩ぱいと本気祝言をあげるのは、この十兵衛です。信奈さまは紫の上のお立場で充じゆう分ぶんではないですか」

「まーた、あんたは……」

　光秀が無言で短たん筒づつを抜ぬこうとしたので、良晴はあわてて止めた。

「おほほ。情のこわい光秀さんは、まさしく六条御息所ですわね。表御殿の裏側に位置する日当たりの悪い南殿は、さしずめ六条御息所の怨おん念ねんが籠こもった秋の御殿。六条御息所自身は源氏をあきらめて伊勢へ落ちていったのですけれど、自分の代わりに娘むすめを秋の御殿に住まわせたのですわ」

「なんでこの十兵衛が六条なんですかっ。いずれ信奈さまに取り憑いて殺すみたいじゃないですかっ。冗談はやめるです。だいいち十兵衛は先輩をあきらめて伊勢へ落ちたりしないですう。すでに伊勢には滝たき川がわ一かず益ますがいるですう」

　どきり。

　義元ちゃんが本能寺の未来を知っているはずはないが、偶ぐう然ぜんだろうか、義元ちゃんの「光源氏の六条院ごっこ」の設定が妙みように本能寺の変と被かぶっている気がする……良晴は妙な胸むな騒さわぎを覚えた。

「ええ、ええ。もしも信奈さんが光秀さんを伊勢へ左さ遷せんしたら、光秀さんは謀反を起こすかもしれませんわね。情のこわい女人は鬼おによりもおそろしいもの。おーほほほ」

「むきい！　戦いくさに敗れて敵に降こう伏ふくしてお飾かざり将軍をやらされているのに毎日楽しそうなお前があんぽんたんなだけですう！」

「あのう。まだ、源氏六条院でいう『冬の御殿』──他の御殿から少し離れて建っている江雲寺御殿で暮らす姫ひめ武将が決まっていませんよね。たしか、冬の御殿には播磨から来た明石あかしの上が住まわれたはずです。光源氏の寵ちよう愛あいを巡めぐり、紫の上の好敵手となったことで有名な姫です。明石の上は光源氏が須す磨まへ流されていた時に知り合い、寵愛を受けてお子を身ごもり……」

　半兵衛がおずおずと切りだした。

「播磨出身といえば官兵衛さんですが、たとえ光源氏ごっこのお遊びとはいえ良晴さんの恋人役なんて絶対に嫌いやだとだだをこねるでしょうから、ここは、わ、わ、わ……うう。すみません。すみません」

「そうですとも半兵衛さん。もちろん！　西さい国ごくから来る信奈さんの好敵手といえば、毛利家の小早川隆景さんですわ！　すでに世間では『今明石』と呼ばれておりますもの！　あの者は良晴さんが半年ほど毛利家に仕つかえていた間に、信奈さんの好敵手に！　江雲寺御殿に住まわせるにふさわしい姫武将ですわ！」

「しくしく。そうですよね。小早川さまですよね。ええと。わ、わたしはどこに住めば……」

「半兵衛さんはまだ子供ですから、光源氏の実子・夕ゆう霧ぎりちゃんの立ち位置ですわね。わらわが夏の御殿で育ててあげますわ。おーほほほ」

「ふええ？　む、娘ですか？　せ、せめて妹の立場が……いいなと……なんでもありません。くすんくすん」

「わらわってば、恋こいと風流にかけては知ち謀ぼうが湯水のごとく溢あふれでてきますのよ。信奈さん？　実際に小早川さんを安土城に迎むかえ、相良良晴の恋人という立場を与あたえて住まわせてしまえばいいのですわ。あの者は相良良晴に心を奪うばわれていますし、いかにも日ひ陰かげ者ものの愛人という立場を好みそうな女ですわ。これで毛利家と織田家は一心同体。西国からの脅きよう威いは消え失せますでしょう。おーほほほ！」

　冗談じゃないわよ！　と信奈がだんっと床ゆかを踏ふんで、空中に突つき出している廻まわり縁ぶち全体がぐらっと揺ゆれた。

「落ち着け信奈！　廻縁が崩ほう落らくしたら全員、転落死だ！」

「なぁにが源氏物語よ。光源氏なんて、次から次へと女の子をとっかえひっかえしてきた最低男じゃない！　今の世は一夫一妻よ！　南なん蛮ばん諸国だって一夫一妻なのっ！　カトリックでは、離り婚こんすら禁じられているくらいなんだから！」

「うわあ耳が痛い！　し、しかしな。ハーレム、つまり一夫多妻ってのは男の生まれ持った本能みたいなものなんだ！　だから光源氏を許してあげてくれ信奈！」

「だだだダメよ、よよよよ四人も良晴に恋人を認めるなんて、じょじょじょ冗談じゃないわよ！　わわわわたしの幸せも四分の一じゃない！」

「ふん。十兵衛はまあ、四人くらいでしたら堪たえ忍しのぶですが。もっとも、この十兵衛が正妻になれないとなればたちどころに怨霊となって他の女人を呪のろい殺すくらいのことはやるですよ。いえ怨霊など生ぬるいです、いっそこの短筒で問答無用に恋こい敵がたきのお命をかたっぱしから頂ちよう戴だいするです」

「信奈も十兵衛ちゃんも、義元ちゃんの恋バナを本気で受け取らなくていいから！　俺は源氏みたいなハーレムの管理人なんてやらねえからだいじょうぶだよ！　あっちの妻の機き嫌げんをとり、こっちの恋人の歓かん心しんを買い、向こうの彼女の不満度を下げるために贈おくり物をして──そうやって生しよう涯がい、不満爆ばく弾だんの爆ばく発はつを回かい避ひするために奔ほん走そうするだなんて、冗談じゃねえ！」

「だったら先輩、さっさと十兵衛一人に絞しぼりやがれです！　八方美人のくせにいざとなったら面めん倒どう臭くさいから嫌だとか、ありえねえですう！」

「そうよ良晴！　あんたはわたし一筋でしょっ？　天岩戸まで開いて愛を誓ちかいあったんじゃなかったのっ？　そもそも、あの小早川隆景っていったいなんなのよ？　なんで後から出てきてあんたの恋人づらしてるわけっ？」

　義元は「小早川さんを相良良晴の恋人に認定して、安土城に住まわせる。この策はまことにすばらしいとわらわは本気で思ってるのですけれどもねえ」と小首をかしげている。

「相良良晴は天下一の男ですもの。日ノ本各国を順番に放ほう浪ろうさせて各国の姫武将を籠ろう絡らくさせれば、戦わずして強敵全員を安土城に集めて『天下布ふ恋れん』達成ですわ。恋より戦を選ぶ物好きな大物姫武将なんて、上杉さんと武田さんくらいですわよ。あるいは、あの二人だってもしかしたら。ああ見えて二人とも、源氏物語の愛読者ですもの。相良良晴ほどの男であれば」

「ねえ義元。あんた、七階から御お白しら洲すへと突き落とされたいの？」

「あながち冗談とも思えなくなってきたです。小早川隆景なんて、男に冷れい淡たんな鉄てつ面めん皮ぴ女として有名だったのに、先輩と半年過ごしただけであんなにデレデレのメロメロに……そもそも天下一美少女の座を競いあう信奈さまとこの十兵衛が先輩なんぞを必死で奪い合ってる時点でおかしいです、先輩は冴えない見た目とは裏腹のおそるべき男なのですう」

「わかってるでしょうね？　わたしは、独占できないくらいならいっそなにもかも焼き尽つくす性格なのよ、良晴」

「十兵衛は、失恋したら六条御息所になってやるです」

　良晴は「年とし頃ごろの女の子が怖こわい。怖いんだよ」と震ふるえながら、半兵衛に抱だきついていた。

　あんたやっぱり露ろ璃り魂こんになったのね、だから長浜城で新しい「妹」を続々と増やしてるのね！　と信奈がまた切れた。

「……半兵衛、知ち恵えを出してくれ。この修しゆ羅ら場ばを救ってくれ。頼たのむ」

「し、幸せの形というものは、人それぞれですから。愛する殿方を他の女人から奪い取って独占しなければ絶対に気がすまない女人もいれば、遠くから眺ながめてただ補ほ佐さするだけで幸せになれる女の子もいますし。義元さまのように、ご自分さえ幸せを感じられるのならばどのようなお立場や境きよう遇ぐうにあろうとも悩なやまないお方もおられます」

「『遠くから眺めるだけで幸せ』ってのは幸さち薄うすい子の気がするが、義元ちゃんは実際、一本突き抜けているよなあ。降伏した武将特有の暗さがみじんもないし、信奈に媚こびることもいっさいない」

　今川義元は「わらわは、恩師である太たい原げん雪せつ斎さいから『幸福を摑つかむ道』を教わったのですわ」と青空を見上げながら静かに言った。

　どこか、いつもの朗ほがらかな義元とは違う、凜りんとした表情だった。

「くすん。太原雪斎さまですか。出家の身でありながら、駿する河が今川家の宰さい相しようを務められた名めい僧そうさんですね」

「わたしの父上も、三河でよく太原雪斎と合戦して苦戦していたわ。たしか坊ぼう主ずのくせに大酒飲みで、もう死んじゃったんでしょう？」

「相良先輩。太原雪斎は、ただの軍師ではなく、文字通りの宰相。今川家を一人で切り盛りしていたです。駿河が家か督とく争いで乱れていた時、この今川義元を後こう継けい者しやに選んで国主の座につけ、天下人にもっとも近い『海道一の弓取り』に育て上げたのも、太原雪斎です。桶狭間の合戦も、もし太原雪斎が存命であれば織田家が完勝できたかどうか。結果は逆になっていたかもしれないというほどの名将ですう」

　義元は「雪斎は上じよう洛らくを果たす前に寿じゆ命みようが尽きましたの。天命でしたのよ」とぽつりと漏もらしていた。




　今川家の後継者とはみなされず、物心ついた時から寺に預けられて育った義元にとって、雪斎は師であり父親だった。京の貴族文化を覚えたのも、雪斎に手をひかれて京の都で幼少期を過ごしたためである。

　駿河今川家を支えた黒こく衣えの宰相・太原雪斎は出家の身で、生涯独身を貫つらぬいた。仏道修行と学問に才を発揮し、政まつりごとや合戦には興味がなかったが、幼い義元の養育係を任じられ、その義元が期せずして駿河今川家の家督争いに巻き込まれたことが、雪斎の人生を変えた。

　平安の道を進む仏僧から、自ら戦場へ出て戦う宰相へ。

　雪斎は、自分の実の娘のように庇ひ護ごし養育していた義元が、駿河の戦乱に飲み込まれて死んでいくという運命を、肯がえんじなかったのだ。

　そのために、ただ義元を守るために、剣けんを取った。

　雪斎には政治の才も、また軍事の才もあった。義元を守るために、雪斎はその才をすべて注ぎ込んで今川家を強化し続けた。駿河の内乱を平定し、東は北ほう条じよう家と戦い、西は松平家や織田信のぶ秀ひでと戦い、今川家を押しも押されもせぬ強大な戦国大名へと生まれ変わらせ、甲相駿三国同盟を成立させ、ついには「今川家こそ次の天下人」と誰だれもが認めるほどの強国を完成させて、今川義元上洛への道を切り開いた。

　しかし、義元の記き憶おくの中に今も生きている雪斎は、「戦う宰相」というような世間のイメージとはかけ離はなれた、物静かで枯かれた男だった。

　京の寺で淡たん々たんと学問を修めながら人生を終えていく、そんな生き方がふさわしい、無む欲よくな僧そう侶りよだった。

　そんな雪斎にとって、政や合戦は、ただ義元の身を案じるために行わねばならぬ苦く役えきにも等しかったろう。

　風流な雪斎と義元は、ともに軍議を好まなかった。

「幸福とはなにか」ということについてよく話し合った。

『いいですか。姫は幸福を摑むのです』

　雪斎は何度も、義元にそう言った。言い聞かせてきた。

『姫武将といえど、戦に勝利することだけが幸福ではありません。幸福の形は、人によって異なります。あるいは、同じ人間であっても、年ねん齢れいや経験を重ねるごとに幸福の形が変わっていくということもございます』

『勝利だけが幸福ではない？』

『はい。幸福とは、人の心の中にあるものです。いかなる境遇であれ、いかなる運命であれ、その者自身が〝自分は今幸福である〟と感じられれば、それがほんものの幸福なのです。姫はおそらく、武田晴はる信のぶや長なが尾お景かげ虎とらのような戦三ざん昧まいの人生の中には幸福を見いだせないでしょう』

『難しいですわね雪斎。それではわらわは、どうすれば幸福になれるのかしら？』

『それはご自分で見つけるしかありません。ですが、姫には幸福を摑む力が備わっておられます。姫といると、誰もが明るく爽さわやかな気分を与えられます。姫は、自ら不幸への道を歩むということを知らない。いかなる乱世においてもご自分の幸福を見いだす天性がございます。それこそが姫の力です。いかなる時も、命を捨てずに生き延びなされ。生きて、生き抜ぬいて、そして笑顔を忘れぬことです』

『あら。わらわは、わがままだと言われていますわよ』

『もっともっとわがままにおなりなされ。己の心の声に従いなされ。越後の長尾景虎のように、毘び沙しや門もん天てんなどというかりそめの神に頼たよってはなりません。幸福とは己の手で摑み取るもの。人間の心のうちに存在するもの。出家である拙せつ僧そうが言うのもなんですが、神仏にすがり頼って手に入れる幸福は、しょせんは幻まぼろしのようなものです。芥け子しのような薬に頼り一時的に酔よいしれるのと同じです。幸福は、己の内側にしかありません』

『雪斎はずいぶんと、長尾景虎に手て厳きびしいですわね』

『あれほどの才気を持ちながら毘沙門天の化け身しんと称しようするなど、見ていて歯がゆくてなりませぬゆえ。甲斐の武田信玄も、神がかりでこそありませんが、戦に勝利することこそが幸福への道だと思い込んでおります。あの二人は戦勝という一点にこだわるあまり、互たがいに譲ゆずれぬ袋ふくろ小路こうじへと陥おちいりましょう。才気がありすぎるのですな。その点、姫には戦の才も政の才もなにもありませぬゆえ、むしろ幸福にもっとも近い道を一直線に歩まれるお方なのです。あなたは、無知で無能で無む垢くであるがゆえに、回り道を必要としません。有能な人間の才に嫉しつ妬とするという、君主としてもっとも愚おろかな業ごうを背負っておりません。ですから、拙僧は姫を駿河の国主に選んだのです』

『ぜんぜん褒ほめていませんわよ、雪斎？　それではわらわは、まるきり役立たずではありませんか』

『いえ。世せ俗ぞくの雑事など、この雪斎にすべてやらせておけばよいのです。姫はただ、明るく笑っておられればそれでよいのです』

『それで、雪斎は幸せですの？』

『それはもう。拙僧はこうして姫にお仕えできたのですから。なんの悔くいもない人生でございましたよ──』

『それは重ちよう畳じよう。にしては最近、ずいぶんと酒の量が増えていますこと』

『はは。言われてみれば。長尾景虎を批判できませぬな。姫、もしも拙僧が上洛を果たす前に死ねば、今川家は弱体化いたします。ただいま、三河の子こ狸だぬき・松平元康を拙僧の後継者として教育しておりますが、あの者の資質は遅おそ咲ざき。開花するには長い時間と経験が必要です。拙僧が倒たおれたらその時は、上洛をあきらめなされ。上洛軍の指揮には優ゆう秀しゆうな軍師が不可欠です。拙僧抜きで上洛戦を開始すれば、姫にとって唯ゆい一いつの、そして最大の挫ざ折せつになる恐おそれがございます』

　もっとも、駿河家臣団も天下の人心も、みな今川義元の上洛は今か今かと固かた唾ずをのんで待ち受けております、今いま更さら上洛をあきらめることは難しいでしょうが──と雪斎は自分の天命が残り少ないことを悟さとっているかのように静かに微笑ほほえんでいた。

『縁えん起ぎでもないですわね雪斎。戦に勝つことだけが幸せではないのでしょう？　でしたら、簡単なこと。もしも上洛戦に失敗したとしても、わらわは必ず幸福を摑んでみせますわ。生きてさえいれば、幸福は摑めるのでしょう？　ほんとうの幸福というものが、わらわの心のうちにあるものならば』

『はい。姫が産んだお子を、一目見たいものですな』

『このわらわに釣つり合う男など、日ノ本にいますかしら？　天下一の男が相手でなければ、嫁とつぐなんて嫌いやですわね』

『ふむ。意外と、天下盗とりなどよりも婿むこ取りこそが姫にとってはいちばん難しいかもしれませぬな。拙僧も酒を慎つつしんで、長生きせねば』




　良晴は、思わず今川義元の横顔を見直していた。

　信奈も、光秀も、半兵衛も。

　義元は、涙なみだぐむこともなく、元気に微笑んでいる。

「雪斎の言葉は噓うそではありませんでしたわ。こうして夢のような安土城で、皆みなさんとともに絶景を眺め風流を語っている今、わらわはとても幸せですもの。椿つばきも桜もそして人の命も、いずれは散るのですわ。散る運命だからこそ、咲さき誇ほこっているこの一いつ瞬しゆんがすばらしいのですわ」

　良晴は、信奈と光秀の破は綻たん寸前となっている関係を、義元が自ら「第三候補」として名乗り出ることで支えようとしてくれているのだ、と気づいた──「源氏物語」の御ご殿てんの話を持ち出したのも、そのためだ。もっとも、良晴と祝言をあげたいという気持ちもほんものらしい。

「くすん。義元さまの幸福は、良晴さんが桶狭間で義元さまの命を救ったことがきっかけです。でも義元さまが今お感じになっている幸福は、他人から与あたえられたものではありません。自分の意志で、自分の力で摑み取ったんですね」

「そうですわ、半兵衛さん。わらわはきっと、今日のこの時の光景を死ぬ瞬間に思いだしますわ。わらわは人として生まれてきて幸せだった、と胸を張って死んでいけますわ。ほんの一瞬でもそんな思いを抱くことができれば、人は、生きていてよかったと思えるのではありません？」

「はい。わたしも、そう思います。人は一人では生きてはいけません。大勢の人々に生かされ、救われることではじめて生きられるのです。ですが──幸福は、他人から与えられるものではなく、自分で見つけるもの。最終的に自分の人生が幸福だったかどうかを決めるのは、自分自身です」

　半兵衛が、大きくうなずいた。

「でも半兵衛。最後は自分自身の手で摑むものだけれど、摑み取るべきものは自分自身の外側にあるものでしょう？　天下にせよ良晴にせよ。なにかと出会わなければ、誰かに触ふれなければ、心の内側に夢も野望も幸福も生まれないわ」

　そ、それはそうですね信奈さま、たしかにそうです、と半兵衛が苦笑した。

「良晴の後先考えないお節せつ介かいのおかげでみんな振ふり回されているけれど、わたしが天下布武のために何度も魔ま王おうになりかけた時は、いつも良晴が身を挺ていしてわたしをかばってくれたわ。だから、みんなと一いつ緒しよに今日のこの時を迎むかえられたんだと思う。良晴には礼を言わなきゃね」

「の、信奈」

「良晴、わたしはまだ満足していないわよ。今日がわたしの人生の頂点じゃない、まだはじまったばかりなの。天下分け目の戦いが控ひかえているし、良晴だって手に入れていないしね」

「なにを言っているですか。信奈さまには『天岩戸開き』の思い出があるです。十兵衛でしたら、あれだけでお腹なかいっぱいですよ」

「あらそう十兵衛？　接せつ吻ぷんだけじゃ、まだまだ足りないわね」

「せせせ接吻だけじゃたたた足りないですか？　信奈さまは欲よく深ぶかすぎるですう！」

「もちろんわたしは欲も深いし気位も高いわよ。なんといっても天下人だもの！」

「この十兵衛は食うや食わずの流る浪ろうを経験した苦労人なので、そこまでは欲深くないです。ですが、織田家でいちばん欲深い人間は先せん輩ぱいかもしれません。ほんっとうに、後先考えずに目に映った姫武将に命を捧ささげちゃうんですから、迷めい惑わくこの上ないですう」

「それどころか、良晴は天下一欲深い男よ。なにしろ織田家どころか、とうとう他家の姫にまでサルの魔ま手しゆを伸のばしているんですものね」

「先輩に救われた命をどう使うかは、ほんとうに、自分次第、かもしれませんですね。でも十兵衛は隣となりに先輩がいてくれないと心が折れそうですう」

「あら偶ぐう然ぜんね。わたしもそうなのよ」

「信奈さまは先輩が失しつ踪そうしていた時もぴんぴんしていたですっ！」

「そうだったかしら？　でもね、良晴を手に入れたいのならばそんな弱気じゃダメよ十兵衛。良晴は、野望に燃えていて芯しんの強い女の子が好きなの。天下も良晴もわたしが独どく占せんしちゃうわよ？」

「ふふふ。そうは行きません。天下は信奈さまに差し上げますが、先輩の心を最後に射止めるのはこの十兵衛です。十兵衛はこう見えて、粘ねばり強いのです。耐たえる女ってやつですから」

「十兵衛。どんな未来が訪れるにせよ、それはわたしたち自身が歩んだ選せん択たくの結果よ。正々堂々、勝負しましょう。恨うらみっこなしね。ま、わたしが勝つんだけど」

「はいです！　天下盗とり以上の難題ですが、それだけに燃えるです！」

　義元の源氏物語ごっこをきっかけに、このところ良晴を巡めぐって険悪だった信奈と光秀が、笑顔でじゃれあっている。

　風流心というものがいまいちわからない朴ぼく念ねん仁じんな良晴の目にも、それはまるで光源氏の六条院に居並ぶ姫たちのように見えた。

　半兵衛が、隣に寄より添そっている良晴にしか聞こえない小さな声で囁ささやいてきた。

（良晴さんは、いちど人の命を救ったからには最後までとことん全員の面めん倒どうをみなければいけないと思い込まれている節がありますけれど、そこまで抱かかえ込まなくてもいいんですよ。消えるはずだった命を生かした。それだけで充じゆう分ぶんすぎます。わたしは、良晴さんたちから与えられた命を生ききろう、最さい期ごを迎えた時にはいっさい後こう悔かいしないと決めています。自分は生ききった、幸せだった、と最後の最後に胸を張って微笑みたいです。でもこれは、わたし自身がやり遂とげねばならないことです）

　半兵衛にはまだなにか良晴に伝えたい言葉があるようだったが、その言葉は口にはするまいと決めているらしかった。

（信奈さまも明智さまも、今は『良晴さんと祝言をあげる』という同じ形の幸福を目指していますけれど、いつかきっと二人の幸福がともに実現する未来を、お二人は手に摑つかむことができます。信奈さまも明智さまも、人間ですから弱い面も抱えていますが、本質はお強い方です。賢けん明めいなお方です。小早川さんもそうです。ですから良晴さんはこれからも、ご自分の信ずる道を生きてください。後悔だけは残さないように、その一瞬一瞬を全力で。わたしも、全力で補ほ佐さします）

　そうだ。信奈はもちろん十兵衛ちゃんも、そんな弱い人間じゃない。戦国の世を生きる姫武将たちは気け高だかく、そして強い。あの一見ひ弱そうな小早川さんが、俺を海へ突つき落として信奈のもとへ帰してくれたように──。

　それでも良晴は半兵衛の頭を撫なでながら、もう一度こう願わずにはいられなかった。

　今、この瞬間に、永遠に時間が止まってしまえばいいのに──と。










　安土山の中腹には、安土城の目玉施し設せつの一つ「摠そう見けん寺じ」が建こん立りゆうされていた。

　本丸を見物した後、大手道とは別のルートを辿たどって下山する観光客は、その下山道の途と中ちゆうにあるこの摠見寺になだれ込んでいく。

　信奈に引き連れられた良晴一行がその摠見寺に見たものは、意外というか珍ちん奇きというかかぶきすぎるというか、うつけにもほどがあるというか、非常識にもほどがある神社仏閣だった。

「良晴。観光地には目玉となる名物神社、未来語で言うところの『聖地』が必要だって、あんた言っていたでしょ？　だから造ったわよ。神仏混こん淆こう最新のお参り聖地、名付けて摠見寺！」

　ああ、なんということであろう。

　摠見寺の門前には、巨きよ大だいな黄金の織田信奈像が飾かざられているではないか。

　各地から巡じゆん礼れいに来た大勢の女の子たちが、その織田信奈像に賽さい銭せんを放り投げて「ぱんぱん」と手を合わせ、

「どうかあの人と結ばれますように」

「わたしも信奈さまのように恋こいをしたいです」

「いい縁えんが見つかりますように」

「九く鬼き水軍が村むら上かみ水軍を破ったら、いよいよ男どもがあたしに近づかなくなってしまいました！　花も恥はじらう乙女おとめのあたしが、村上や雑さい賀かを超こえる化け物だと思われています！　なんとかしてください、恋れん愛あいの神さま！　織田信奈さま！」

　と、一心不乱に恋愛成じよう就じゆを祈いのっていた。

　摠見寺は、恋するお年とし頃ごろの乙女（一部、婚こん期きを逃のがした女性も）が怒ど濤とうのように詰つめかけて、押すな押すなの大盛せい況きよう。

　良晴は、呆あきれて二の句が継つげなくなってしまった。

　いくら聖地が必要だからって、自分自身を神にしちまうなんて悪のりしすぎだろ！

「ひいい。信奈さま？　ご自分をご神体として祀まつっているですか？　いくら日ノ本が八や百お万よろずの神の国とはいえ、不敬ですう、罰ばちが当たりますです！」

　くわばらくわばら、と十兵衛ががちがち震ふるえている。

「この黄金のわたしの像は、安土城の新名物『縁えん結むすびの神さま』よ！　全国に大勢いる、恋に恋する女の子たちの心を摑むために考え出した究極のご神体！　天岩戸に映し出されたわたしの愛らしい姿を忠実に、ちょっとだけ美化して再現しているの」

「すっげえ美化しているように見えるんだが。こんなに巨きよ乳にゆうじゃないだろ、お前」

「まぜっかえさないの、良晴」

「くすんくすん。本猫寺門徒の女の子たちは信奈さまから、恋に生きるという新しい生き方を見せられ、一いつ揆きに参加して戦で命を散らすという生き方を捨てました。そんな彼女たちの心をさらにがっちり摑むための信奈さまらしい破は天てん荒こうな奇き策さくです」

「ええそうよ半兵衛。天下布武が成って戦乱の世が終われば、今は戦火を避さけて生き延びることで精せい一いつ杯ぱいな民たみだって恋に生きることができるようになるわ。これは、来たるべき未来へ向けた下準備よ」

「でも……いくら縁結び専門とはいえ、これでは信奈さまご自身が神となって人々に自分を拝ませているかのように誤解されそうですが……祟たたり神を祀る『御ご霊りよう』信仰の時代が終わり、天下を切り従えた人間の英えい雄ゆうが神となる新しい時代が到とう来らいした、信奈さまご自身が率先して人間と神の垣かき根ねを越こえたというこの歴史的な転てん換かんを理解できる人はあまりいないと思います」

　そういえば織田信長の没ぼつ後ご、天下を統一した秀吉のおっさんは「豊ほう国こく大だい明みよう神じん」となり、秀吉の天下を継いだ徳とく川がわ家いえ康やすは「東とう照しよう大だい権ごん現げん」となった。菅すが原わら道みち真ざねのような祟り神となった怨おん霊りようを御霊として祀る風習は戦国時代末期にはこの国から消え、人間の英えい傑けつが直接神として祀られる時代に切り替かわったわけだ。そこには祟りもなければ怨おん念ねんもないし、人と神とがひとつながりになっている。その歴史の転換期は、もしかしてこの摠見寺だったのかな？　と良晴は思いをはせた。

「半兵衛は取り越し苦ぐ労ろうなのよ。洒落しやれよ洒落。わたし自身が自作自演で恋愛の神さまに就任！　と馬ば鹿か騒さわぎをやることで、自分は軍神・毘び沙しや門もん天てんの化身だとか言っている上杉謙信をおちょくっているのよ」

「ああ。上杉さまを怒おこらせて越軍の進軍速度を速めるための策でもあるんですね。さ、さすがですね」

「ふふ。鰯いわしの頭もなんとか。こういうのは、言ったもの勝ちだもの」

「あまり怒らせすぎると、かえってまずい気もしますが。上杉謙信さまがもしもほんとうに本気を出せば、その瞬間火力は武田信玄さんが率いる無敵の甲こう州しゆう騎き馬ば軍団よりもさらに強いと聞きます。もしも川中島のようなことになったら織田家は立ち直れないほどの大打だ撃げきを被こうむります。くすん」

「それでも、信玄と謙信の行軍速度をずらさなければ、織田軍にはわずかばかりの勝ち目もないんだもの。これは一か八かの賭かけよ」

「信奈さまは人に誤解されるのが趣しゆ味みみたいなところがあるです。その悪あく癖へきを改めないと、いずれ痛い目にあうです」

「あらあら。黄金の像の足あし下もとの土台に、摠見寺にまつわる説明文が彫ほられておりますわね。しかも日本語と南なん蛮ばん語の二カ国語ですわ」

「フロイスたち宣教師にも協力してもらって、南蛮からの参拝者の利便を図はかったのよ」





『摠見寺──ここは、尾張生まれの天下人・織田信奈さまをご神体として祀る由ゆい緒しよ正しき神社よ。もてる女の子にはいよいよ激しい恋を、もてない女の子にも良りよう縁えんを！　たくさんお布ふ施せしてくれた女の子には、恋愛成就と子孫繁はん栄えいを約束するわ。だから今後はわたしの誕生日を聖日として、当寺へ必ず参さん詣けいするのよ！　わたしを天下一美少女と崇あがめて拝む女の子の恋愛は必ず成就するわ。わたしを拝まない女の子は死ぬまで処女のままよ！　それどころか今世でも、来世でも、そのまた次の来世でも、永遠に男に愛されない処女として宇宙を彷徨さまようのよ！』






「なあ、信奈。とんでもない支し離り滅めつ裂れつな妄もう想そう駄だ文ぶんが彫り込まれているんだが。これ、ほんとうにヨーロッパ人に読ませていいのか？」

「物ぶつ販ぱん店では、お守りやおみくじ、わたしの小さな像など、おみやげ品もたくさん売っているのよ。どれも原価は二束そく三文もん。すばらしい利益率。ぼったくりの極きよく致ちってところ。見て見て良晴、この盛況ぶりを。荒あら稼かせぎだわ！　坊ぼう主ず丸まる儲もうけとはよく言ったものね！」

「俺の話を聞いてねえし！」

「叡山や高こう野や山さんが僧そう侶りよの既き得とく権益をがっちり守ってきた理由がやっとわかったわ。聖地には、大勢の観光客がとてつもない銭ぜにを落としてくれるのよ！　ねえねえ良晴。楽らく市いち楽らく座ざに続いて、わたしは『楽らく神しん楽らく仏ぶつ』政策を推おし進めたいわ。誰だれもが勝手に神や仏を名乗って聖地商売をしてもいい、と定めるの！」

「詐さ欺ぎ師しが増えるぞ。ってか、お前自身がすでに詐欺師の親玉だが」

「むろん民を悪あく辣らつな手段で惑まどわせる悪徳聖地は、びしびし取り締しまって速そつ攻こうでお取りつぶしよ。ま、仏教勢力は本猫寺の開城や叡山の武装解除でずいぶん弱体化しちゃったから、キリスト教が強くなりすぎるかもしれないけれど、今後の南蛮との関係を考えるとそれくらいでちょうどいいんじゃない？」

「南蛮貿易の利益率はすごいですからね。九州にキリシタン大名が多いのは、南蛮渡りの異教や異文化の物もの珍めずらしさもさることながら、南蛮貿易が目当てだとも言われていますから。くすんくすん」

　半兵衛や良晴が苦笑する中、光秀だけは深刻な表情を浮うかべてぶつぶつとなにごとかをつぶやいていた。

「……むむむ。あれこれ理り屈くつをつけていますが、信奈さまは先せん輩ぱいと強引に結ばれるために、ついに自ら神になるおつもりです。二人の身分を釣つり合わせるため、先輩を関かん白ぱく・近この衛え前さき久ひささまの養子にするという話も進んでいますし……いくら十兵衛がかしこくてお利口で高貴な血筋をひく究極の完かん璧ぺき姫ひめ武将でも、神にはかないません。このままでは、先輩を奪うばい取られてしまうです……先輩の正妻にさえなれれば愛人枠わくは無制限というこのおおらかな十兵衛とは違ちがって、余よ裕ゆうのない信奈さまは独どく占せん欲よくの塊かたまり。愛人枠だの恋こい人びと枠だのは決して認めやがらないです。どうすれば」

　良晴が、どうしたんだ十兵衛ちゃん？　と声をかけようとしたが、その時、摠見寺の石いし垣がきが突とつ然ぜん崩くずれて多数の観光客があやうく飲み込まれそうになり、大おお騒さわぎとなった。

　あまりにも参拝者が詰めかけたためか、耐たえきれなくなった石垣が崩くずれたらしい。

「あらあら。人が集まりすぎるのも考えものですわね。これほど堅けん牢ろうな石垣ですのに」

「突とつ貫かん工事だったから、無理があったのかしら。補強工事にまた予算を注ぎ込まなくちゃ。あと、怪け我がをした参拝者がいたら手厚く看護して銅銭を支し払はらわなくちゃね」

「縁えん起ぎが悪いですね、くすんくすん」

「ひいいい！　ののの信奈さまっ？　さっそく神しん罰ばつが下くだったですう！　こういうお遊びもほどほどにしないと、次は本気で罰が当たるですよ！」

「十兵衛ってば、信心深すぎるのよ。ただの事故よ。原因は突貫工事で造った石垣の強度不足でしょ」

　慣れない巫み女こ服を着込み、神かん主ぬし代行を務めているフロイスが「いちどに入場させる人数を規制したほうがいいでしょう、ノブナさま」と困り顔で門から出てきた。

　ああ久しぶりのフロイスちゃん。巫女服がはちきれそう。まるでロケット砲ほう台だいのような胸だ！　と思わず良晴は鼻の下を伸のばし、信奈と光秀に同時に顔面へと裏うら拳けんを決められた。

「ノブナさま。いくらお祭りでも、ソウケンジはやりすぎのような気がします。安土城の天主はまるで旧約聖書に登場するバベルの塔とうですし、ソウケンジは異教の神を祀ったエルサレムの神しん殿でんを思い起こさせます。宣教師のわたしが巫女服を着ているのも、ちょっと。なにか悪いことが起こらねばいいのですが」

「フロイスが神罰を恐おそれるのは職業病のようなものよ。だいじょうぶよ。第二次織田家包ほう囲い網もうも、必ず突とつ破ぱしてみせるわ。状じよう況きようは厳しいけれども織田家のみんなが結束すれば、きっと可能よ！」

「とにかくこの事態を収しゆう拾しゆうしましょう信奈さま。摠見寺は縁起が悪いと評判になったら逆効果ですう」

「デアルカ。わたしと十兵衛、半兵衛で処理するわ。義元はどうせ現場にいても扇おうぎを広げるだけで働かないんだから、表おもて御ご殿てんで利休とお茶していて頂ちよう戴だい。あと、縁結びの摠見寺は男子禁制だから、良晴は夕刻まで安土の町でも散策していなさい」

「え？　だったら、俺も表御殿でお茶を」

「ダメよ！　義元と抜ぬき差さしならない関係になっちゃうじゃない！」

「な、ならないよ？」

「噓うそ言いなさい！　ちょっと目を離はなしたすきに小早川隆景を口く説どいたくせに！」

「そ、そんなことしてないぜ？　毛利家では俺は、記き憶おくを失っていたから……」

「ダメ、ダメ、ダメえええええ！　そもそもあんたが口説かなくても、あっちが勝手にあんたになびいてくるのよ！　良晴って、後先考えずむやみやたらに女の子に親切だし！」

「しょうがないだろう、女の子に冷れい淡たんになれっていうのか？　そんな相良良晴はもはや相良良晴じゃねえぜ？」

「ああもう。なにもかも天岩戸開きのせいだわ。あれで良晴まで道ならぬ恋に身を焦こがす有名人になっちゃったから……天岩戸のせいで、あんたは全国の女の子たちから実態の百倍増しでかっこいい男だと思われているのよ！　良晴がほんものよりもかっこよく見えてしまう哀あわれな女の子なんて、この世にわたし一人いれば充じゆう分ぶんなのに！　腹立たしいわね！」

「お前の独占欲って、ほんとすさまじいよな……っていうか、日に日に悪化しているような」

「そうよ。なかなか祝しゆう言げんに辿たどりつけないんで、わたしは気が短くなっているのよ。ねえ浮うわ気き者の良晴？　以後、わたしに無断で女の子に接せつ触しよくするの、禁止！」

「うわああああ、横暴だああああ！」

「この戒いましめを破ったら領地はぜんぶ没ぼつ収しゆう。あんたは強制的に出家。身一つで高野山へ追放よ！」

「高野山？　冗じよう談だんじゃねえ！　死ぬまで童どう貞ていを貫つらぬけと言うのかあああ？」

「うっさいわねえ。がっつかないでよサル。わたしだってもう気が狂くるいそうなんだから。でも、もしも今わたしに赤ちゃんができちゃったらたいへんでしょ？　姫武将たるものが、赤ちゃんを産まないといけないからって合戦を延期してもらえると思う？」

「お、おう!?　そ、そうだな」

「いいこと？　上杉、武田、毛利をぜんぶ破れば天下布ふ武ぶ事業は完成！　わたしは天下盗とりを成し遂とげ、あんたは関白・藤ふじ原わら良晴。お互たがいにそこまで上のぼり詰つめれば祝言だって強行できるはずよ、それまで我が慢まんしなさいっ！」

　半兵衛。やっぱり信奈にとっての幸福の形は「欲しいものをぜんぶ──つまり天下も俺も手に入れる」これ以外にはないようだぜ。こればっかりは俺がいくら口を挟はさんでも介かい入にゆうしても努力しても変えられそうにないと良晴は涙なみだ目めでため息をつき、半兵衛は「くすっ」と困ったように微笑ほほえんだ。

（そうですね。愛情の表現方法も、人それぞれです。惜おしみなく与あたえ続ける愛もあれば、惜しみなく求め続ける愛もあります。愛とは、その人の個性、そのものです。どれが正しくてどれが間ま違ちがっているというものではありません──ですがここにこそ、信奈さまと明智さまの絡からみ合った関係を解決するための糸口があると思います）




　　　　※




「義元ちゃんが見せた芯しんの強さにも驚おどろいたが、半兵衛は女の子の恋れん愛あい感情にも造ぞう詣けいが深かったんだな。見た目は官兵衛と変わらないくらい幼いのに、どうしてあんなに大人なんだろう？」

　良晴は、安土城を提灯ちようちんと松たい明まつでライトアップするという夜の出し物がはじまるまで、一人で安土城下をぶらりと散歩することになった。

「しかし、半兵衛にこれ以上負担はかけたくねえぜ。俺自身が感受性が鋭するどくて女の子の心の機き微びを理解できるような風流人だったらよかったのになあ。どうしてこうも単たん細さい胞ぼうなんだろう俺って。やっぱ、男だからかなあ。もしも俺が女の子だったら、姫武将の命を見境なく救ってもなにも問題ないのにな。かといって美少女武将・相良良よし晴はる子こちゃん爆ばく誕たんってのもぞっとしないよな。ぶるぶる」

　そんなことをつらつらと考えながら大手道に戻もどり、「昼飯でも食うか」と城下町目指して下り坂を歩いていた良晴の背中に、いきなり刃やいばが突つきつけられていた。

（なっ、なんだってええええ？）

　良晴も村上水軍で鍛きたえられて、今ではそれなりに腕うでに覚えがある。

　その良晴が、こうもあっけなく──。

（攻こう撃げきを避よけることだけに能力特化した俺さまの背後をあっさり盗るとは、なにものっ？　よほど腕利ききの忍にん者じやかっ？）

　油断だった。各国からの間かん者じやが観光客に紛まぎれ込んでいることは予想できていたというのに。

　信奈たちと天主で過ごした夢のようなひとときの余よ韻いんに浸ひたりきって、つい日ひ頃ごろの警けい戒かい心を忘れていた、と良晴は自分のうかつさに舌打ちしたくなった。

　だが、それにしてもいったい誰なんだ？

「相良良晴。安土城を、じっくりと見物させてもらったわ。あの摠見寺は神仏を冒ぼう瀆とくしている。毘び沙しや門もん天てんの化身として、あれだけは許せない」

　刺し客かくが背後から放ったその声に、良晴は聞き覚えがあった。

「上杉、謙信？」







　　　巻ノ三　安あ土づちの休日







　謙けん信しんは頭の上から、白いターバンのような行ぎよう人にん包づつみを巻いて銀色の髪かみと雪のように真っ白い肌はだを隠かくし、まるで天てん女によのような異相が目立たないように配はい慮りよしていた。

「あなたとは、いちど京で会ったわ。相良さがら良よし晴はる、あなたって豪ごう胆たんね。天あまの岩いわ戸とを開いて日ひノ本もと中のすべての人間に顔を覚えられているのに、こんな町中を一人で」

「上うえ杉すぎ謙信が、どうして一人で安土の町に？　ここは信のぶ奈なのお膝ひざ元もとだぜ。見つかればこんどこそ討うち取られるぜ？」

「信しん玄げんとわたしを迎げい撃げきするために築城したという、織お田だ信奈の最後の切り札・安土城を直接見に来たの。それなのにこの無防備な大おお手て道みちはなに？　無む駄だに幅はば広ひろく、まっすぐ延のびている。織田信奈には、最初から安土城を防衛するつもりがない。安土城でわたしと決戦するなんて、真っ赤な噓うそだったの？」

　良晴は逃にげだせない。謙信に腕うでを絡からめられ、背中には通行人には見えないようにひそかに刃やいばを突きつけられている。謙信の言葉を聞きながら、ゆっくりと大手道を下るしかなかった。

　嗅かいだことのない、不思議なほどに甘い香かおりが、良晴の鼻び腔こうを突いた。

　謙信の香りだ、と良晴は気づいた。

「まさか、自分自身をご神体として祀まつるなんて。しかも、縁えん結むすびの神。生しよう涯がい不犯を誓ちかったわたしへの当てつけ？　織田信奈は、あの手この手でわたしを挑ちよう発はつしている。あまりにも耐たえがたかったので、うっかり摠そう見けん寺じの石いし垣がきを崩くずしてしまったわ」

「あれは、きみがやらかしたのか!?　その細い腕で、どうやって？」

　上杉謙信。京に続き安土にまで単身で潜せん入にゆうしてくるだなんて、恐きよう怖ふを感じないのか。あるいは、琵び琶わを弾ひき毘び沙しや門もん天てんと一体化することで恐怖心を消してしまえるのか。

　かつて上杉謙信は、関東に遠えん征せいして北ほう条じよう氏うじ康やすと戦っていた際、三万の北条軍に包ほう囲いされ落城寸前となった味方の城・唐から沢さわ山やま城じようを救きゆう援えんするために、四十五名の手勢のみを率い、北条軍の前に現れたという。

　この時、謙信は甲かつ冑ちゆうも着けず、

「運は天にあり、鎧よろいは胸にあり、手て柄がらは足にあり」

　と唱えながらただ一騎きで北条軍三万へと突っ込こんで中央突破し、なにごともなかったかのように唐沢山城へ入城したという。

　この時、北条方が放った一本の弓矢も、一発の弾だん丸がんも、謙信には当たらなかったという。

　遠巻きに包囲して矢を射かけても、毘沙門天・謙信には当たらない！

　かくなる上はと勇気を奮ふるい起こし、槍やりを構えて謙信に打ちかかっていった北条武む者しやは、ことごとく謙信が振ふるった十じゆう文もん字じ槍やりによってなぎ払はらわれた。

　ありえない光景を見せつけられた北条勢は「夜や叉しや羅ら刹せつとは是これなるべし」と怯おびえ、大地を割るかのように左右へと逃のがれて謙信に道を譲ゆずった。

　謙信を迎むかえた唐沢山城に籠ろう城じようしていた兵たちは「まことの毘沙門天が降臨した」と感かん涙るいし、全員が命を捨て、猛もう然ぜんと城から打って出て北条軍を撃げき退たいしたという。

　京の都にただ一人で突とつ如じよ現れて信奈に宣戦を布ふ告こくした時も、そうだった。

　矢も弾丸も、謙信には当たらない。

　謙信自身の動きも俊しゆん敏びんではあったが、謙信のあまりの豪胆さと勇気に驚き怯えた討ち手がことごとくしくじるのだろう。「毘沙門天の化け身しんには当たらない」という謙信自身の説明を否定するとするならば、そうとしか考えようがない。

　それにしても、昨日の今日でこんどは安土城下に単身潜入するだなんて、謙信の勇気はほとんど常じよう軌きを逸いつしていると言っていい。

　勇ゆう敢かんにもほどがある、と良晴は驚おどろきと恐怖を通り越こして感動すら覚えていた。

　だがここに、謙信の出現に驚きよう愕がくしていた者がもう一人いた。

　良晴に仕つかえる忍者・蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんだった。

「相良氏うじ！　拙せつ者しやとしたことが、不意を突かれたでござる！　今、お救いするでごじゃるよ！」

　大手道を降りきり、人目の少ない城下町の一区画にさしかかったところだった。

　ばんっ！

　突如、煙えん幕まく弾だんが炸さく裂れつして、良晴と謙信の視界が真っ白になった。

「五右衛門？　危ない、弓矢も鉄てつ砲ぽうも当たらない上杉謙信と一対一で戦うなんて！」

「しょせんは武士。どれほどの剣けん術じゆつを会え得とくしていようが、手て練だれの忍しのびにとってはこどもにもひとちいでちゅじょ！」

　蜂須賀五右衛門が、白い煙幕の中を突とつ進しんしてきた。

　いつも冷静で醒さめている五右衛門がこれまで見たこともないほどにうろたえている、と良晴は驚いた。

　五右衛門が見張っていたにも拘かかわらず上杉謙信があっさりと俺の背後を取って捕とらえたのだから、焦あせるのも当然だ、とも。

「ふふふ。煙幕でなにも見えぬでござろう！　しかし忍びには見えるでござる！　うえすぎけんちん、おいのち頂ちよう戴だい！」

「乱らつ破ぱか。姿を見る必要などない」

「待て五右衛門！　女の子を殺すなっ！」

「し、しかし相良氏、ほんの少しでも手加減すればこちらが……ぶにゅうっ？」

　どんっ。

　謙信は、片手で良晴を捕らえたまま、もう片方の手で煙けむりの中を突進してきた五右衛門の身体からだをなぎ払っていた。

　ゆっくりと旋せん回かいしたその謙信の手は、わずかに五右衛門の腹に触ふれただけに見えた。

　白はく煙えんが風に流されて良晴の視界が戻もどると、五右衛門は土つち壁かべに叩たたきつけられて気を失っていた。

「……うにゅう……ふ……ふかく……けんちん、おちょるべち……がくっ」

　信じがたい光景だった。

「ご、五右衛門？　噓だろっ？　五右衛門ほどの忍者が、こんな。手を触れただけの一いち撃げきでっ!?」

「命は奪うばっていないわ。半日は気を失っているだろうけれど」

　謙信は「おそろしい手練れだったわ。あやうく、殺してしまいそうになった」とつぶやきながら、良晴を解放していた。

「あの五右衛門がこんなふうに一対一の戦いで完かん璧ぺきに敗やぶれる姿なんて、俺の記き憶おくにはねえ！　軽く触さわっただけで、どうやって……」

　うきゅうう……と目を回している五右衛門の身体からだをそっと街路樹として植えられている松の木の下に寝ねかせながら、上杉謙信の異常な強さを目まの当たりにした良晴は、驚くというよりもほとんど呆あきれてしまっていた。

　これじゃまるで、ほんとうの軍神だ。武神だ。

「わたしはこの忍びの殺意を本人に返しただけ。でも相良良晴、あなたが『殺すな』と叫さけんでくれたおかげで、忍びが抱いだく殺意が弱まった。それゆえに命を奪わずにすんだわ」

「でも、煙幕が……」

「煙幕や目つぶしはわたしには効きかない。わたしは生まれつき、目が弱い。ことに明るい場所では。その分、耳や鼻が利きくの」

「そうだったのか。五右衛門ほどの忍びが直ちよく撃げきを食らっちまったのは、それを知らなかったからか……」

　日が落ちた夜になれば人並みに見えるのだけれど、と謙信はつぶやいていた。

「行人包を被かぶっているのも、日の光を避さけるため。日の光は、肌に色を持たないわたしにとっては毒のようなものだから」

「そっか。未来語で言えば、紫し外がい線せんに弱いってやつだな。今日は日差しも強いし、きついんじゃないのか？」

「どうしてもこの目で安土城を見て、弱点を発見したかったの。かつて、北条氏康が籠城する小お田だ原わら城を包囲した時、わたしはあの巨城を落とせなかった。生まれつき虚きよ弱じやくなわたしの体力は、戦場では一ひと月つきも保もたない。『月のもの』が来れば、激しい痛みと吐はき気けに襲おそわれて起き上がることもかなわなくなる。だからわたしの戦法は常に、即そく断だん即そつ決けつの一撃決戦。安土城攻ぜめで、小田原城攻めと同じ過あやまちを繰くり返したくはなかったの」

　良晴は、呆れた。

　敵に教えてはならぬ秘事をすべて話してしまう、あまりの謙信の無防備さに。

　まるで子供だ。

　同時に、道理で戦場では圧あつ倒とう的てきな無敵無敗の強さを誇ほこりながら武たけ田だ信玄や北条氏康の策略に何度も苦く渋じゆうを飲のまされてきたはずだ、と納得した。

「上杉謙信。自分の弱点をぺらぺらしゃべりすぎだぜ。俺は織田家家臣・相良良晴。きみの敵だぞ？」

「……ああ、忘れていたわ。殺すな、なんて妙みようなことをあなたが口走るから。相良良晴、あなたってもしかして武田信玄に匹ひつ敵てきする策士なの？」

「違ちがうよ。きみが馬ば鹿か正直すぎるんだよ！」

　とりあえず礼を言うわ相良良晴、と謙信が頭を下げてきた。

　軍神・毘沙門天のはずなのに、頭を下げているとなんとなくてるてる坊ぼう主ずみたいだな、と良晴は思った。

「礼って、どうして？」

「わたしは、戦場以外では人を殺さないと決めているの。この忍びがあまりにも強すぎて手加減できなかったから、不ふ殺さつの誓ちかいを破ってしまうところだったの。この子はいったいなにものなの？」

「なんだ。じゃあ最初から俺を殺すつもりもなかったってことか」

「ええ。織田信奈との決着は、合戦で堂々とつける。毘沙門天は、卑ひ劣れつな闇やみ討うちなどしないわ」

　謙信が握にぎりしめ、良晴の背中に突つきつけていたものを、ぶんと振った。

　最初、不意を突かれた良晴は刃は物ものだと思い込んでいたが、それは青竹だった。

「そうだな。それでこそ上杉謙信だよな。でも、それじゃあなぜ俺を捕らえたんだよ？　俺を人ひと質じちにして、越えち後ごにでも連れ帰るのか？」

「毘沙門天は、そのような卑劣な策は用いないわ。夢中になって、少しばかり城内をうろつきすぎたみたい。この忍びだけでなく、何人かの乱破に目をつけられている」

「そりゃあ、きみはいちど京の茶店に出しゆつ没ぼつしたからなあ」

「だから深夜に越軍の者がわたしを迎えに来るまで、あなたに一いつ緒しよにいてもらいたいの。安土の町を巡めぐりながらね。相良良晴の付き人になりすませば、疑われないでしょう？」

　はあ。そういうことか、わかったよ。五右衛門を殺さずにすませてくれた借りもあるしな、と良晴はうなずいていた。

「あなたってずいぶんとお人好よしね。わたしが怖こわくないの？　わたしは織田信奈の仇きゆう敵てき、越後の軍神・上杉謙信なのよ？」

「怖くはないぜ？　むしろ幸運だ。きみが自みずから安土城の攻こう略りやく法を見つけに来たのを奇き貨かとして、俺だってこの一日のうちに無敵無敗の軍神の貴重な弱点を発見できるかもしれない。こんな機会は二度とないだろう？」

「わたしの弱点はさっき話したわよ。もっとも、知られても負けないけれど」

「すごい自信だなあ。でも、俺と織田家への見返りは？　敵地を強行偵てい察さつしておきながら、脱だつ出しゆつするために俺を脅おどして一日働かせるなんて、毘沙門天の流りゆう儀ぎじゃないだろう？　なにかちょっとしたことでいいぜ」

「ちゃっかりしてるのね。でも、たしかにそうだわ。それじゃあ戦場であなたを見かけたら、あなたを瞬しゆん殺さつしないように五十歩だけ軍勢をひいてあげるわ。いちどだけ」

　それもまたすごい自信だな、と良晴は苦笑していた。

「しかしさすがは上杉謙信、いい相手に目をつけたもんだぜ。この俺がかわいい女の子を連れ歩いていても道行く人々は誰だれも疑わない。『まーた相良さまの女好きの癖くせが発動している』と苦笑されるだけだ」

「……はあ。天下の女好きという噂うわさはほんとうだったのね。妙な真ま似ねをしたら、容よう赦しやしないわよ。恋こい人びとのふりを演じたいだとか、そういう淫みだらな言葉は決して口にしないで。わたしは生しよう涯がい不犯を誓っている身なのだから。恋をしたらわたしは毘沙門天の資格を失って死ぬのよ？　このわたしがあなたのような女好きの不ふ埒らち者に恋をするなんて絶対にありえないけれど、織田信奈を倒たおすまでは死ねないわ」

「それでも俺が『恋人のふりを演じようぜ。それがいちばん自然で疑われない』と言い張ったら、どうなるんだ？」

　謙信は、手にしていた青竹をひゅっと振って、街路に植えられた松の木の幹みきに深い亀き裂れつを入れていた。

「相手に敵意や殺意がなくても、この程度の芸当はできるの。あなたの胴どう体たいも、こうなるわ。戦いくさの場でなくとも、生涯不犯の誓いを守るためならば、わたしに淫らな真似をしようとした男には容赦しない。やむを得ない処置よ」

　これはうかつな真似をしたら命取りになるな、と良晴は震ふるえた。

「じゃあ、俺の妹のふりをしてくれ。俺は近ちか頃ごろ、人材育成のために妹を増やしたんだ。石いし田だ佐さ吉きち、大おお谷たに紀き之の介すけ、加か藤とう虎とら之の助すけ、福ふく島しま市いち松まつ。きみの行人包姿なら、大谷紀之介だと言い張ればごまかせるぜ。紀之介はいつも顔を白い覆ふく面めんで隠かくしているから、素顔をあまり知られていないんだ。きみは小こ柄がらだし、てるてる坊主みたいで、遠目には紀之介にそっくりだ」

「そう。ちょうどいいわね。これも毘沙門天の力かしら」

「そういうわけで、今日一日は俺のことを『兄あにくん』と呼んでくれ。紀之介は俺をそう呼んでいるんだ」

「……わたし、兄上にはちょっとばかり嫌いやな思い出があるから、良晴と呼んでいい？」

　兄という言葉を口にした時の謙信の横顔が、良晴にはひどく冷たく、孤こ独どくなものに見えた。

「そうよ。わたしは、兄上を強引に隠いん遁とんさせて、兄上から家か督とくと春日かすが山やま城を奪ったのだから。今いま更さら、誰かの妹になる資格なんてないの」







　良晴と腕うでを組み、大勢の人々の間を押し合いへし合い進んで賑にぎやかな安土の町を散策しながら、謙信は「死者の魂たましいを還かえす盂う蘭ら盆ぼん会えだというのに、ずいぶんと賑やかね。越軍が安土まで攻せめてくると誰も信じていないのかしら？」と悔くやしげだった。

「畿き内ないの民たみってのは戦慣れしていて、肝きもが据すわってるんだな。今を楽しめるんだから楽しもうって開き直れるんだ」

「無む駄だ口はやめて。この無数の観光客の中に、何人も忍びが紛まぎれ込んでいる。織田方の忍びだけでなく、武田の乱破や北条の風ふう魔ままで。相良良晴、わたしから離はなれないで。仲の良い兄妹きようだいのふりを続けて」

「仲良くするなら、無駄口をたたき合わないとダメだと思うぜ？」

　ずらずらと並ぶ派手な屋台通りに、さしかかった。

「たこ焼き～。堺さかい名物のたこ焼きでっせ～。おお良晴はん、お連れのお子さんは妹さんでんな？　お嬢じようちゃん、たこ焼きをぜひどうぞ。勉強しまっせ」

「おっ。今いま井い宗そう久きゆうのおっさん、まだ商売中か。がんばってんなあ。二人前くれよ！」

「良晴はん、おおきに。売り上げのほうはぼちぼちでんな。そやけど、あんさんにそないな色の白い妹さん、おりましたかいな？」

「うむ。わたしは雪国の越後から来た」

「はて？　越後？　てるてる坊主みたいなかぶりものが邪じや魔まで顔がよう見えまへんが、お嬢ちゃん、どこかでお見かけしたような……」

「うむ。今井宗久。お前とは、以前上じよう洛らくした時に、堺で会っているぞ。大たい儀ぎである」

「しーっ、しーっ！　紀之介、余計なことを話さない！　ま、またな、おっさん！」

　謙信の手をひきながら、良晴はあわてて今井宗久の屋台から離り脱だつした。

「なんてこと口走るんだよっ！　正体ばればれになっちまうじゃねえか！　きみは噓うそやお芝しば居いというものがまるでできないみたいだな！」

「うむ。毘沙門天は、噓をつかない。わたしは全身噓の塊かたまりのような武田信玄とは違うから」

「うむ、じゃねーだろ！　きみには外交とか陰いん謀ぼうとか駆かけ引きとか、そういう概がい念ねんがすっぽり抜ぬけているらしい。軍神かもしれねえが、ほんとうに箱入りのお姫ひめさまだな。参ったなあ」

「とはいえ、敵国の情報がなければ身動きが取れないので、軒のき猿ざるを用いた諜ちよう報ほう活動は行っているわ。そう。わたしは、猿が好きなの」

「い、いきなり俺に告白っ？　噓も駆け引きも使わないとはいえ、それはさすがに」

　かあっ、と謙信の白い頰ほおが赤くなった。

「ち、違う！　あなたのことじゃない！　軒猿と相良サル晴とは別なのっ！」

「なんだ。告白されたのかと思って心臓が止まりそうになったじゃねーか」

「わたしは殿との方がたに愛を告白したらその瞬しゆん間かんに死ぬのよ。毘沙門天からそう教えられているの。さてはあなた、織田信奈の仇敵であるわたしを殺すためにそのような誘ゆう導どう尋じん問もんを。策士ね」

「武田信玄によく謀ぼう殺さつされなかったもんだな、きみは」

「ええ。あの女はわたしの足を引っ張るために生きているようなものだけれど、謀殺だけはしないわ。合戦でわたしを討ち取らなければ勝ったとはいえないと信じているから。それがわたしと武田信玄の間で交わされた暗あん黙もくの約束なの。でも、あの女は越えつ中ちゆうの一いつ揆きを煽あおったり越後の国こく人じんを調略したりと、謀殺以外の悪わる巧だくみはなんでもやってくる！　ほんとうに卑劣だわ」

「へえ。勝かつ千ち代よちゃんの話をする時のきみは、ずいぶんうれしそうだ」

「な、なにを言うの？　うれしいはずがないでしょう！　憎にくくてたまらないのっ！」

　通りの一角に、子供たちに囲まれて袋ふくろだたきにされているご当地ゆる伽きや羅らがいた。

「ううう、お義ね姉えさまと南なん蛮ばん寺で踊おどりたいわ。で、でも、これが今日のレオンの任務だものね！　はーい、あづっちーだっちー！　あ。ちょっとこら。子供たち！　やめなさい、やめなさいってば！　あづっちーを袋にしたら神しん罰ばつがくだるっちー！　やめてーっ！」

「相良良晴。見て、弱い者がいじめられているわ。義を実行しなければ。この青竹であの子供たちを蹴け散ちらし……」

「青竹で真空斬りをやらかしたら正体がばれるからやめてくれ。それにあれはご当地ゆる伽羅の営業活動なんだ。子供にボコられることまで込みなんだ」

「ああいう暴力的な出し物はよくないわ。子供が将来、好戦的になってしまうわ」

「軍神の台詞せりふとは思えねーなー」

「誤解しないで。わたしは武田信玄のような戦好きではないの。弱きを助け強きをくじく義戦しか行わないわ。もっとも、今回の上洛戦では通り道となる国々を踏ふみつぶして併へい吞どんしていかねばならないのだけれど……」

　眉まゆを下げた謙信の横顔が、ひどく悲しげだった。

「きょ、今日一日は合戦のことも毘び沙しや門もん天てんのことも忘れよう。忍しのびに気け取どられるぞ。たこ焼き食おうぜ！　ほらほら！」

「あむ……熱い！　熱い！　はふ、はふ、はふ！　な、なにこれっ？　熱いじゃないの！　いきなり唇くちびるに押しつけないで！　相良良晴、あなたはわたしをたこ焼きで暗殺しようと」

「すげえ猫ねこ舌じただったんだな。ごめん。ふーふーしてから食え」

「……うう。この白くてねばねばした醬しよう油ゆのできそこないみたいなのは、なに？　脂あぶらっこくて喉のどを通りそうにないわ。わたし、食べられるものが少ないの」

「偏へん食しよくすると背が伸のびないしおっぱいも膨ふくらまないぜ？」

「不埒者！　び、毘沙門天にそのような嫌いやらしい言葉を吐はいたら、次はないから！」

「ああ。ごめんごめん。きみは幼く見えるけれど、俺とさほど年ねん齢れいが変わらないんだっけ？　注意するよ」

「あなたのような失敬な殿方は見たことがないわ。わたしを容赦なく年下の町まち娘むすめ扱あつかいするだなんて」

　むう、とむくれてそっぽを向いた謙信が、わかりやすすぎて良晴は苦笑した。

　謙信は目を逆三角形にしてむくれながら、意外にもきゅっと良晴の腕にさらに強く腕を絡からめてきた。

「……不本意だけれど、だんだん忍びの気配が強くなっているわ。もしもここで戦いがはじまってしまえば、大勢の人を巻き込んでしまう。人目につかないところに隠れてやりすごせない？」

「信奈は、祭りを安全に遂すい行こうして観光客を無事に帰すことを最大の目的として忍びを配置していると思うぜ。こんな人ひと混ごみの中での戦せん闘とうはないと思うが」

「そうは言っても、徐じよ々じよに数を集められて囲まれれば、いずれ強きよう行こう突とつ破ぱしか手段がなくなるわ」

「わ、わかったよ。せっかくの安土の祭りだしな。余計な騒そう動どうはなしでいこう。ちょうどいいや。あそこだ。あそこなら密室だぜ？　人目につかない」

　良晴が指さした先には、真新しい建物の中に、ただ一いつ軒けんだけ老ろう朽きゆう化して倒れそうになっている薄うす汚よごれた廃はい屋おくがあった。

「ひっ？　ゆ、ゆ、幽ゆう霊れい屋や敷しき？」

　謙信が、良晴の腕を強く摑つかむ。こんどは演技ではない。

　廃屋の入り口に、看板がかけられていたのだ。

『怪かい奇き大だい叡えい山ざん！　魔ま境きよう・幽霊屋敷！　叡山の結界が破れた今、天台密教の封ふう印いんから放たれた怨おん霊りようどもがおんどれらを襲おそう！』

　ずいぶんと長ったらしいアトラクションの名前だなあ、と良晴はダメ出ししたくなったが、入り口にどーんと仁に王おう立ちしている叡山の元僧そう兵へい・正しよう覚かく院いん豪ごう盛せいの豪ごう快かいなガハハ笑顔を見て、（まああのおっさんがプロデューサーならしょうがねえか）と納得した。

「おお、相良良晴どのではないか！　すっかりたくましくなられましたな！」

「おっさんは毒気が抜けたなあ。丸くなったつーか」

「フロイスさまに母を見て以来、わしは慈じ悲ひ深ぶかい男になりましたからな。とはいえ、叡山も僧兵軍団が解散して以来お布ふ施せが集まらぬので、今日は安土で出張営業ですぞ。このお化け屋敷はどうですかな、懇こん切せつ丁てい寧ねいにお化け屋敷の趣しゆ旨しを説明した看板が実にわかりやすいと思いませぬか！」

「お布施が集まらないというより、僧兵による脅おどしがきかなくなったから、以前のように商家からの借金を棒引きにできなくなっちまったんだろ？」

「がははは！　これは一本取られましたな！　まあそういう理由もありますな！」

　なんと。知らなかった。叡山の坊ぼう主ずどもはそのような不義な真ま似ねをしていたのか、懲こらしめねばならない、と謙信が青竹を振ふりそうになったので、良晴はあわてて謙信の腰こしをぎゅっと抱だき寄よせて制止した。

　謙信は「きゃっ？」と小さな悲鳴をあげたが、身体からだに力が入らないらしく、抱き寄せられたまま硬かたくなって震ふるえている。

「や、やめなさい相良良晴。触さわりすぎ、近寄りすぎ。わたしを誰だれだと思って……」

「相良良晴じゃない。兄くん、兄くん」

「覚えていなさい。うう～！」

「豪盛のおっさん、この子は大谷紀之介。俺の新しい妹だ。ゆくゆくは相良軍団の中ちゆう核かくとして育成中なんだぜ。お嬢さまで世間知らずなところがあるけれど、根は優しくて正義感溢あふれるいい子なんだ」

「おおおお！　そうでしたか！　覆ふく面めんと白頭ず巾きんですっかり顔を隠かくすとは、ずいぶんと内気な娘さんのようですな！　どうぞどうぞ、タダでお入りください。他ならぬ相良どのですからしばらく貸し切りにいたしましょう。がはは！」

「かたじけない」

　ぺこりと礼れい儀ぎ正しく謙信が頭を下げた。その姿がやっぱりてるてる坊主みたいで愛らしいので、良晴は吹ふきだしそうになった。

「うん？　お嬢ちゃん、どうもわしはそなたと以前どこかで会おうたことがあるような……フロイスさまに感じる母性とはまた違ちがった、しかしとても懐なつかしい感じが……むむむ？　気のせいかのう？　わしはひたすら叡山に籠こもり武芸と酒に熱中し、女によ人にんとはいっさい縁えんがなかった男のはず」

「うむ。正覚院豪盛。わたしは、お前とは何度も会っている。わたしが春日山城で誕生した時。そしてわたしが越後国主の座を捨てて叡山に出しゆつ奔ぽんしようとした時……」

「あわわわわ！　さあさあ幽霊屋敷へ行くぞ紀之介！　入らせてもらうぜ、豪盛のおっさん！」

「なんですって？　や、やめなさい相良良晴。わ、わたしは、幽霊は苦手で……こ、怖こわいわけではないの。び、毘沙門天がお化けを怖がるなど、ありえないわ。ただ、死人というものはどうも……きょ、今日は盂う蘭ら盆ぼん会えだし、ほんとうに幽霊が出るかも……」

　なぜかふるふると震えて怯おびえている謙信を、良晴は強引にお姫さま抱っこして幽霊屋敷へと突とつ入にゆうしていた。

「は、放して！　いやっ！」

　驚おどろくほどに軽い謙信の身体を抱き上げ、幽霊屋敷の狭せまくて暗い廊ろう下かを突つっ走ぱしりながら、

「だから、会う人会う人にぺらぺらと自分の正体をしゃべらないでくれよおおお！　少しはお芝居をすることを覚えてくれ！」

　と良晴は泣いた。




　突き当たりの暗い部屋に、二人は突入していた。

「ひっ……ま、真っ暗だわ。霧きりのような煙けむりまで漂ただよっている。で、でもわたしには見える。見えてしまう。こ、この部屋は、まるで墓場。卒そ塔と婆ばだらけ……あ、あ、あそこの墓石は、刀で叩たたき割られているわ。あ、あ、あちこちに不ふ吉きつなものが。なんて罰ばち当たりな……」

「謙信は夜よ目めが利きくんだっけ？　俺は薄うす暗ぐらくてよく見えないから、そこまで怖くねーな。もう豪盛のおっさんはいないし、そろそろ下ろしていい？」

「やめて！　放さないで！　地に足を着けたら幽霊にとらわれるかも！　相良良晴、このまま幽霊屋敷を抜けるまでわたしを抱っこしなさい！」

　ぎゅううううと首根っこにしがみつかれてしまった。

　謙信の香かおりが、ふわりと鼻の奥に流れてきた。

「がさつそうな豪盛のおっさんにこんなに手の込んだ幽霊屋敷を造る才覚があったのも意外だが、上杉謙信が幽霊を怖がるのも意外だなあ。きみは毘沙門天なんだろう？　自じ称しよう神さまが幽霊に怯えるって、おかしくね？」

「なにもおかしくはないわ。死者のうちにはたとえ幽霊であろうとも会いたい者もいるけれど、絶対に会いたくない者もいるもの。絶対に会いたくない者がすでに幽霊になっていたとしたら、わたしの護身術は通用しない。なにをされるかわからないでしょう」

「すでに、俺に対してもぜんぜん護身していないと思うんだけど。無造作に抱きかかえられて、そのままお姫さま抱っこされっぱなしだぜ？」

「こ、これは、幽霊からわたしを守らせるために、敢あえて抱っこさせてあげているの！　わたしがその気になったら相良良晴、あなたごとき瞬しゆん殺さつできるのよ？」

「はいはい。守る守る。毘沙門天は弱い者いじめなんてしないから、安心だな」

「もう。あなたって男は！　いちいち腹立たしいわね！　宇う佐さ美み定さだ満みつのお気楽さと直なお江え大和やまとの尊大さと長なが尾お政まさ景かげの荒あらっぽさをすべて兼かね備そなえた、最悪の男だわ！　覚えていなさい！」

　謙信はいつの間にかすっかり、年相応の女の子の表情と口調になっていた。

「宇佐美定満、直江大和、長尾政景、か。みな、越後の高名な武将だな。会ってみたいもんだ」

「……三人とも、もう死んだわ。豪盛と再会して、いろいろと思いだしてしまったわ。宇佐美と直江の幽霊には、会いたいけれど。政景の幽霊は、嫌だわ」

　謙信の声が、良晴の肩かたにまわした腕うでが、震えていた。

「そうか。死者の話はまたこんどな。今日は、安土の祭りを楽しんでいこう」

　そっと、行人包に覆おおわれた小さな頭を撫なでた。

「こ、子供扱いしないで。相良良晴。越後の国主、関東管かん領れいの頭を気やすく撫でないで。わたしを毘沙門天と崇あがめている越後の諸将が見たらあなた、血祭りにあげられるわよ。まるで忘れているようだけれど、あなたはわたしの敵なのよ？」

「今日のきみは俺の妹・大谷紀之介だからいいんだよ。さてと。時間つぶしにはいいから、ゆるゆると屋敷内をまわるか」

「きりきりとまわりなさい。これは毘沙門天の命令よ」

「途と中ちゆうで失神しないように注意しろよ謙信。こんにゃくを糸でつって首筋に当ててくるとか、いきなり井い戸どから濡ぬれた女が飛びかかってくるとか、どんなどっきりがあるかわからねーぜ？」

「……わ、わたしは夜目が利くの。そ、そんな罠わなはすべて、み、見破ってしまうから問題ないわ」




　良晴にお姫ひめさま抱っこされて幽霊屋敷を散策しながら、謙信は、自分の前から去って行った三人の男の思い出を語っていた。

「わたしね。わたしを幼い頃ころから親代わりに育ててくれた二人の家臣──軍師の宇佐美定満と宰さい相しようの直江大和に担かつがれて、病弱な兄から越後の国主の座を譲ゆずってもらったの。奪うばったと言ってもいいわ。下品で野や獣じゆうみたいな男、分家の長尾政景が越後を荒あらしていたから、やむを得なかったの。長尾政景はわたしの姉を娶めとっただけでは飽あき足たらず、兄から越後を奪い取ろうとしていた。姉に続いて、妹のわたしまで自分のものにしようとしていた。ほんとうに嫌きらいだったわ。長尾政景だけじゃない。多くの越後侍ざむらいたちが、越後の国主となったわたしを娶ろうという野望を抱いて、謀む反ほんを起こし続けた」

「……姫武将とはいえ、きみは主君だろう？　家臣は、主君とは結けつ婚こんできない。それが戦国の掟おきてだったはずだぜ」

「男武者だけの国だった越後には、姫武将はいなかったの。わたしが最初の姫武将だったの。だから、そういう掟は越後にはなかったの……宇佐美と直江がよくわたしを補ほ佐さし守ってくれたけれど、生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓ちかわなければ、わたしはいつ誰に汚けがされていたかもしれないわ。とりわけ、長尾政景に。姉を娶り子供を産ませておきながら、妹のわたしを……嫌いだわ。男って、やっぱり、野獣みたいだわ。戦場で笑いながら人を殺して、血にまみれて、そして荒ぶるままに女を……いや。いやなの。わたし、ほんとうは、男が怖いの。怖いこと、されたくないの」

　良晴は無言で、目をきゅっと閉じて震えている謙信の頭をそっと撫でていた。

「川かわ中なか島じまで武田信玄と出会った時、わたしは、はじめて救いの光を見つけた気がした。終生の友を見つけた、と信じた。わたしはあの自分とは正反対の性格を持った信玄に、なぜか、とても惹ひかれたわ。でも武田信玄は、わたしと同じ女だった。仮にどちらかが男であれば、越後と甲か斐いは婚こん姻いん同盟によって一体になっていたかもしれないわね。でも、二人とも姫武将だった。そして信玄は、信濃しなのを武力で併へい合ごうするという野望を決して捨てようとしなかった。わたしを、理解してくれなかった。信玄に信濃を追われた者たちはみな、わたしに救いを求めた。義のために戦い続ける、それがわたしの毘び沙しや門もん天てんとしての運命。信玄が侵しん略りやく戦争をやめないのならば、義戦によって信玄を誅ちゆうさねばならない。だから越後と甲斐は、信濃川中島を巡めぐって戦い続けるしかなかったの」

「そっか。やっぱり、きみと信玄との間には友情の絆きずながあったんだな。叡山へ出奔しようとしたのは、川中島で信玄と戦い続ける運命が辛つらくなったから？」

「それもあるし、長尾政景たち越後の男どもの求愛にうんざりして耐たえられなくなったからでもあるわ。求愛を拒こばむと、やつらは自分の城で蜂ほう起きして謀反を起こすのよ。越後でのわたしは、ずっと、その繰くり返し」

「たいへんだったな。きみは美しすぎるからな。それも、この世に二人といない個性的な女の子だ……どこにも、代わりはいない」

「……そんなことを言われても、うれしくないわ」

「長尾政景がいつも謀反の中心人物だったんだろう？　そいつを追放しちまえばよかったのに。信奈なら、一度は許しても二度目の謀反あたりで高こう野や山さんへでも追放してるぜきっと。俺も、よく解かい雇こされたり追放されたりしたもんだ」

「そうね。万事おおらかな宇佐美定満でさえ、長尾政景は追放するしかない、と言っていたわ。冷れい酷こくな直江大和に至っては、政景誅ちゆう殺さつを勧すすめていた。でも、どちらもできなかった。義は慈じ悲ひと一体。戦って打ち負かした者を殺してはならないの。それに政景は姉上の夫だもの。越後から追放すれば、姉上をも追放することになる。悪人を打ち倒たおし、改心させて善人とするところまでが、毘沙門天の使命。だからわたしは戦い続け、勝ち続け、許し続けた。それなのに、許せば許すほど、長尾政景はつけあがった。わたしに許されるたびに、かえって怒いかり狂くるった」

　もっとも、政景にも同情すべき点はあったのよ。わたしと祝しゆう言げんをあげさせてやると直江大和にたばかられて、わたしの姉上を娶らされ、本家の一門衆に組み込まれたの。直江はわたしを守ってくれたのだけれど、あれが政景にとって大きなしこりとなったんだわ、と謙信は深いため息をついた。

「その結果、きみは川中島での連戦と越後での謀反騒そう動どうに疲つかれ果て、越後国主の座を捨てて身一つで叡山に出奔したのか。きみほど責任感の強い子が、自分の立場をすべて投げ捨てようとするだなんて。ほんとうに、辛かったんだな」

　謙信が、小さく鼻をすすった。

　みっともないから今のわたしを見ないで、とか細い声で哀あい願がんしてきた。

「俺は夜目が利かないからだいじょうぶだよ。叡山で、あの豪盛のおっさんと会ったんだっけ？」

「ええ。叡山では、豪盛に出家を止められたわ。叡山は女人禁制、あなたが出家しても生しよう涯がい日ひ陰かげの身。天台座ざ主すにはなれない。僧そう兵へいを率いる身分にもなれない。それではこの乱世に義を示すことは難しい。出家の道を選びながら義を示す力を持てる可能性があるとすれば、高野山だと。高野山ならば、叡山ほど女人禁制の掟に厳きびしくない。だからわたしは叡山を離はなれて都を遠く離れた紀き伊いへ。高野山へと向かった。今思えば、豪盛は時間稼かせぎをしていたんだわ。越後から、あの男たちを呼ぶための時間稼ぎを」




　　　　※




　高野山へ出奔した時、上杉謙信はまだ関東管領・上杉家の家か督とくを継ついではおらず、「長尾景かげ虎とら」と名乗っていた。

　謙信（景虎）は女性であるから、すぐに高野山の山頂まで登れるわけではなかった。

　山さん麓ろくの小寺の一室に籠こもり、「なにとぞ出家を認めていただけるよう」と座主との交こう渉しようを続けていた。

　しかし、交渉は捗はかどらなかった。

　戦に敗れたわけでもなく、国を失ったわけでもなく、むしろ「越後の龍りゆう」と恐おそれられ無敵無敗を誇ほこる若い越後の国主が国を捨て武家の身分を捨てて高野山に出家するという申し出も前代未聞だったが、その国主が姫武将だということもまた高野山の僧そう侶りよたちを困こん惑わくさせていた。

　とはいえ、景虎を粗そ略りやくには扱あつかえない。

　景虎は、先年には上じよう洛らくしてやまと御ご所しよで姫ひ巫み女こに拝はい謁えつし、関かん白ぱく・近この衛え前さき久ひさら並み居る貴族をその清せい楚そかつ神性溢あふれる異相と爽さわやかな弁舌で虜とりこにし、室町幕府の頂点に立つ剣けん豪ごう将軍足あし利かが義よし輝てるに「そなたこそ乱世の英えい雄ゆうだ」と惚ほれ込まれて「そなたは悪を討うち義を知らしめよ、時が来れば越軍を率いて幕府の管領となり天下を治めてくれ」と兵を率いての再上洛を懇こん願がんされた、いわば天下人びとにもっとも近い武将である。

　その景虎がなぜ現世のすべてを放りだして出家を望むのか、僧侶たちには理解しがたいものがあり、叡山の正覚院豪盛より「あの方は軍勢を率い武をもって義を示すべきお方、乱世が終わらぬうちに出家させてはならぬ」とかき口く説どかれたこともあり、交渉を引き延ばして時間を稼かせいでいたのだった。

　素直すぎる景虎には、それらの裏事情はわからなかった。

　まだ入山できぬのかと青竹を振ふりながら、その日を待っているうちに──。

　越後の軍師・宇佐美定満と、宰相・直江大和の二人が訪れた。

　宇佐美定満は長身だがいつも眠ねむたそうな目をした野や暮ぼったい男で、幼い頃から景虎を「越後初の姫武将」にするために育成してきた風流人である。

　越後の戦乱で景虎の父・長尾為ため景かげに一族を滅ほろぼされ浮ふ浪ろう児じとして過ごした経験を持つ宇佐美定満には妙みような信念があり、それは「荒っぽい男武将にはこの弱肉強食の越後は治められない。武だけじゃ乱世は終わらねえ。本ほん猫びよう寺じ門徒の連中が崇めている女神さまのような姫武将でなくちゃあダメだ」というものだった。

　その理想にかなった少女こそが、景虎だったのだ。

「景虎。もういいだろう。オレたちが悪かった！　こんどのかんしゃくの理由はなんだ。オレか？　オレの兎うさぎちゃんの前立てが似合わないのが悪かったのか？　それともこのざんばらの長ちよう髪はつが？　もしかしてあれか。お前。月のもののあれで爆ばく発はつして気がついたら出しゆつ奔ぽんしていたっていうんじゃあ。ま、姫武将なんだからそういうこともあるさ。いいから、帰ってこい。越後の諸将も民たみも、みんな困ってるんだぜ？」

　兎うさ耳みみの前立てを愛用するわりには乙女おとめ心ごころがいまいちわからない宇佐美定満にはこういうざっくばらんで適当なところがあり、だからこそ日ひ頃ごろは景虎にとって心許せる数少ない殿との方がたの一人ではあったのだが、この時ばかりは景虎をいよいよ激げき怒どさせた。

「宇佐美！　わたしはそのような子供じみた理由で出奔したのではない！　越後の武家の男どもにはもううんざりした！　隙すきさえあれば、わたしを嫁よめにするだの妻にするだの子を産ませたいだのと、汚けがらわしい獣けもののようなやつらばかりだ！　わたしはなにものだ。越後の国主長尾景虎ではなかったのか？　なぜ、やつらはわたしを正式な主あるじと認めない？」

　ああ……そりゃあ景虎。お前が美人すぎるからだろう。崇められる人間の宿命ってやつだ、と宇佐美は弱り果てたように頭をぼりぼりとかきむしって、茶を一服した。

「川中島の長対たい陣じんで、すっかり長尾政景に嫌いや気けがさしたんだな。あいつがお前によこしまな思いを抱いだけば、他の男たちも煽あおられる。悪あく循じゆん環かんになってるからなあ。こうしよう。オレさまが適当な陰いん謀ぼうをでっちあげるから、長尾政景を追放しちまおうぜ。あいつさえいなくなれば、越後に戻もどってくれるだろう？」

「馬ば鹿かなことを言うな宇佐美！　わが姉上の夫を追放などできぬ！　姉上にも越後から消えてもらうというのか、お前は？」

　しかし景虎。お前が独身を貫つらぬく限り、この騒動は続くぜ。お前はちと美人に育ちすぎた、お前が老おいれば状じよう況きようも変わるだろうがそれはずっと先の話だ……と宇佐美は渋しぶい茶を我が慢まんして飲みながらさらに頭をかいた。はらりとフケが落ちるのを見て、景虎はいよいよ不ふ機き嫌げんになった。

「いっそ、生涯不犯の誓いってのを取り下げちまえ。毘沙門天の化け身しんだからって旦だん那なを持っちゃならないって道理はねえだろう？」

「愚おろかなことを。そのようなことをすればわたしは死ぬ。殿方に恋こいをすればわたしの命はそこで終わる。父上が亡くなった時、毘沙門天がわたしの前に現れて、そう言ったのだ」

「あのな景虎。そんなものはよ、お前自身の心がこしらえた幻まぼろしがそう言っているだけだ。毘沙門天ごっこなら、オレにだってできるぜ。ほれほれ。オレさま秘蔵のうさちゃんのぬいぐるみを見ろ。うさちゃんが今からしゃべるぞ？　『ボク、うさちゃん！　びしゃもんてんのおともだちだよ！　かげとらちゃん、おうちにかえってきてよ！　かげとらちゃんがいない、かすがやまじょうは、とってもさびしいよ！』」

「…………」

　景虎は無言で、宇佐美が操あやつっている兎のぬいぐるみを取り上げると、縁えん側がわから崖がけの下へと放り投げていた。

「うわあああああああっ？　なにしやがるんだああああ？　うさちゃーん？　てめええええ、オレのうさちゃんを返せええええ！　この、ぬいぐるみ殺しがあああ！」

「兎を見ると、鏡に映ったわたしの容姿を思いだして、不ふ愉ゆ快かいになる」

「なんで不愉快になるんだよっ？　お前、これほどの美人になっておきながら、誰だれもがうらやむべっぴんに育ちながら、馬鹿じゃねえのかっ？　もったいねえ！」

「宇佐美。わたしが誰かに嫁とつげば、越後は今以上に大おお荒あれに荒れる。長尾家も家臣団も四し分ぶん五ご裂れつし、越後の町人はみな路頭に迷い、百ひやく姓しようは田畑を失って餓が死しするだろう。疑うならば、お前がわたしの夫になってみるか？」

「は？　オレはお前の兄貴みたいなもんだよ、アホ抜ぬかせ。ああもう。お前はすっかり、オレには扱いが難しいお年とし頃ごろになっちまったなあ、景虎。虎とら千ち代よと呼んでいた幼女時代が懐なつかしいぜ」

「お前と直江大和が、わたしをこのように育成したのではないか。お前が義のための戦というものを教え、直江大和が慈悲をもって敵を許すという神仏の道を教えた。わたしはその両方を、実じつ践せんしてきた。なぜ今いま更さら、お前に文句を言われる？」

「それはそうだが……オレたちいい大人が、幼かったお前に自分の手前勝手な夢と理想を押しつけたことは謝る。しかしな。毘沙門天の化身になれだの、恋をしたら死ぬだの、そんな世よ迷まい言はオレも直江も教えていねえぜ。景虎、父親を戦で失った時にお前自身が言いだしたことだ。今思えば、殴なぐり倒してでも毘沙門天と自分を同一視しはじめた時にお前を矯きよう正せいしておくべきだったが……あの時はまさか、ここまでこじらせるとは。けなげな子供だ、と感動してたんだよ。まさか、年頃になっても男を寄せ付けず毘沙門堂に籠もり毘沙門天とやらと会話し続ける面めん倒どうな娘むすめになっちまうなんてよ」

　景虎には軍神・毘沙門天の物語なんぞよりも先に「源げん氏じ物語」を読ませておくべきだった、いやむしろ光ひかる源氏の存在が必要だった、と宇佐美は鼻をかみながら愚ぐ痴ちった。

「おい直江！　立ち聞きしていないで出てこい！　てめえが、なんとかしろ！」

「やれやれ。お嬢じようさまの勘かん気きを鎮しずめる役目は、宇佐美さま、あなたでしょうに。わたくしは言いにくいことをずけずけと言ってお嬢さまを怒おこらせるのが仕事ですよ？」

　青白い頰ほおを持った、瘦やせた男──直江大和が、しぶしぶ室内に入ってきた。

　越後の宰さい相しよう。

　彼もまた、越後の戦乱によって一族が没ぼつ落らくするという苦く渋じゆうを経験している。しかし、彼は宇佐美とは違ちがう希望を景虎に見ていた。

　もともと直江大和は、景虎に釈しやく尊そんに匹ひつ敵てきするような神性・仏性の才覚を見いだし、出家を勧めていた。武家になれと勧める宇佐美定満とは対立していた。

　そして心優しい景虎は、いずれかを切り捨てることができなかった。この二人の男が抱いたその両方の夢を、ともに継いだ。

　人としての生き方を捨て、生しよう涯がい不犯の孤こ高こうの毘沙門天として生き、義の戦を遂すい行こうして日ノ本に失われた正義と秩ちつ序じよを取り戻す、そのような困難を、景虎は背負ったのだった。

　直江大和はそんな景虎に自分の生涯のすべてを捧ささげると決意し、自らも生涯独身を宣言して今もなお独身を貫いている。

　景虎に固こ執しつする長尾政景から、色いろ恋こいの道に関しては童女のように無防備な景虎を守り抜いてきたいちばんの功績者も、この直江大和だ。

　なにしろ直江大和は、長尾政景に景虎の姉をだまし討ちのような形で娶めとらせて、政景を縛しばり付けた。政景は、「妻の妹」になってしまった景虎を強引に奪うばい取れなくなり、今に至ると言っていい。

「直江大和。お前も来ていたのか。景虎はもう越後には戻らぬ。二人とも、さっさと帰れ！」

「お嬢さま。高野山への出家はかないませんよ。わたくしがいかような手を使ってでもお止めします。やまと御所にも、幕府にも、すでに働きかけております。近衛前久さまも足利義輝さまもそれはもう激しく動どう揺ようしておられまして、京の都はこの世の終わりが来たかのような大おお騒さわぎになっています」

「直江。貴様はいつもそうだ！　裏から手を回してこそこそと！　武家なら武家らしく堂々と戦え！」

「ふふ、これがわたくしの流りゆう儀ぎですから。お嬢さま？　ことここに及およんでは解決策は二つしかありません」

「一つ目はなんだ？」

「越後が滅びるか否かの賭かけに出て、宇佐美さまと祝言を結ばれませ。他の者が夫となれば越後は四分五裂しますが、万事適当な宇佐美さまなら意外とみな『宇佐美さまはこれから景虎さまの尻しりに敷しかれるのか、お気の毒に』と同情しながらあきらめるかもしれません」

　宇佐美定満が茶を噴ふきだし、景虎は顔色を青くしたり赤くしたりと激しく動揺して手にした青竹をぶんぶんと振った。

「そそそそれは断じて、ない！　生涯不犯の誓ちかいを破るくらいなら、出家する！」

「もう一つの策は、生涯不犯の誓いを守られながら、出家を思いとどまって越後の国主に返り咲ざくことです。越後の諸将もこれで少しは懲こりたでしょう。ですが、このまま手ぶらで春日山城へ戻られても、いずれはまた同じことの繰くり返しになります。悪あく心しんをもたげてお嬢さまをわがものにせんとする男は、必ず出てきます。禁じられれば禁じられるほど、人間というものは、禁断の実が欲しくなるものです」

「そんなことはわかっている！　だからどうするかと聞いている、直江！」

「お嬢さまにもっとも執しゆう着ちやくしている一門衆筆頭・長尾政景さまを暗殺なさいませ。悪は許す、謀む反ほんも許す、だが神聖な毘沙門天の化身を犯そうとする者だけは殺す、と家臣団に見せつけなさいませ。それで越後は統一されるでしょう」

　直江大和は、景虎のためならばどのような陰謀にも平然と手を染める男だ。

　どこか甘い宇佐美とは違う、現実派の官かん僚りようといえる。

　景虎は怒いかりに震ふるえながら、青竹でぴしり、と直江大和の肩かたを叩たたいていた。

「姉上の夫を、暗殺しろと？　そのような卑ひ劣れつな真ま似ねを、毘沙門天は決して認めない！　それではわたしは、武田信玄と同じ悪党になってしまう！」

「両りよう雄ゆう並ならび立たずと申します。越後国主の座を狙ねらいお嬢さまをも狙う長尾政景さまに死んでいただく以外に、お嬢さまが真に越後の主となるすべはございません」

「断じて、それはない。それは……それは、できない！」

「おや。もしやお嬢さまはあの男を憎にくからず思っておられるのですか。わたくしはただ、姉君の夫だから殺せないのだとばかり」

「直江大和！　貴様はそうやっていつも、わたしの心を操ろうとする！　しかしお前から何を言われても、それはお前が弄ろうする術であり技だ！　お前の本心ではない。わたしはもう慣れている！　決して暗殺など認めぬぞ！　が、このまま越後へ引き返してもまた出奔することになる。それも、わかっている！　とらちゃは、いや景虎は、男になどもう接せつ触しよくしたくない！　忠誠など誓ってほしくもない！　わたしに捧げる見せかけの忠誠心の裏側でわたしを汚けがそうとする醜みにくい欲よく望ぼうを隠かくしている、それが男だ！　例外はお前たち二人や柿かき崎ざき景かげ家いえらごく少数の者だけだ。わたしは越後には戻らぬ！」

　こんどばかりはお嬢さまの説得は困難かもしれません、と直江大和ほどの者が冷ひや汗あせをかきながらうなっていた。

「いかがします、宇佐美さま」

「こうなりゃ柿崎景家と祝言させるか？　あいつは毘沙門天よりも阿あ弥み陀だ仏ぶつのほうにはまっているがよ」

「いいえ。誰が相手でもお嬢さまは承知しません。恋をすれば死ぬ、とかたくなに思い込んでおられますから」

「直江！　てめえが生涯不犯を煽ったからだ！　とりあえずお前が、生涯独身をやめろ！　誰かと祝言しろっ！　生涯独身同盟を結んでいる盟友のお前が脱だつ落らくすれば、景虎も気が変わるかもしれねえ！」

「お断りします。わたくしがお嬢さまへの忠誠心の証あかしとして掲かかげた生涯独身の誓いを捨てれば、わたくしはただの冷血で陰いん湿しつな宰相になりはててしまいます。それだけはご免めんですね。わたくしが手を汚よごすのもすべてはお嬢さまのおんため。この一点を放ほう棄きすることは、わたくしの美学に反します」

　こいつら揃そろいも揃って……これだから神だの仏だのにはまる連中は面倒なんだ……うぎぎ……と宇佐美が歯がみしていると、誰も予期していなかった「三人目の男」が、室内にいきなり踏ふみ込んできた。

　筋肉質のひきしまった身体。

　太く黒い眉まゆ毛げ。

　飢うえた狼おおかみのような眼光。

　その男こそ、景虎の姉を娶りながら、なおも景虎に執着し続ける野望の武将。

「長尾政景？　おいおい。てめえ、なにしに来た？」

「あなたには、越後国主の代理を任せたはずです。われらが不在の隙すきに越後を乗っ取るというのならばともかく、なぜあなたまで高野山に？」

「……わたしに近づくな、長尾政景！　姉妹をともにわがものにせんとするなど、畜ちく生しようの行こう為いだ！　貴様は姉上との間に、子供までもうけているではないか！　恥はじ知しらずな。姉上のもとへ帰れ！」

　感情をかき乱された景虎は、激しく政景を罵ののしった。

「お前はもう、わが姉上を妻としたのだ！　生きてこの景虎を手に入れられる日は決してないと知れ！」

　長尾政景は、どさり、と畳たたみの上に腰こしを下ろして、そして獰どう猛もうな視線で景虎を射い貫ぬいた。

「哀あわれだな景虎。毘沙門天ごっこに辟へき易えきして、ついに高野山へと逃にげ込んだか。武家の身でありながら生涯不犯を貫くのが辛つらくなったようだな。出家しちまえば、あきらめもつくからな。だが俺は逃がさんぞ。いや、時代が、お前を逃がそうとはしない」

　宇佐美が「この糞くそ馬ば鹿か野や郎ろうがあ！　これ以上景虎を追おい詰つめるんじゃねえ！」と政景を制止しようとしたが、直江大和が「ともあれ言いたいことを言わせましょう。なにかが起こるかもしれません」とその宇佐美を視線で止めた。

「逃げた、だと？　この景虎が？　貴様から？」

「そうだ。貴様は俺から逃げた。俺の求愛に怯おびえて、逃げだした。しかもそれだけではない。貴様は、自分の人生のすべてから逃げようとしている」

「政景！　わたしは貴様など、恐おそれてはいない。貴様は自分を強いと思っているだろうが、毘沙門天にとっては貴様など敵のうちにも入らない。貴様と戦をすればわたしが勝つ。百度戦っても百度わたしが勝つ。貴様は姉上の夫だ。ゆえに慈じ悲ひの心で生かしてやっていると知れ！」

「フン。景虎。お前はたしかに生まれながらの戦の天才だ。戦えばすなわち勝つ。宇佐美定満の軍学も、直江大和の姑こ息そくな裏工作も、お前には必要がない。この日ノ本開かい闢びやく以来、貴様と並び立つ戦の天才は源みなもとの義よし経つねくらいのものだろう。お前が毘沙門天を気取るのをやめられなくなった理由もわかる。しかし貴様は弱い。心が、弱いのだ。息苦しくなれば、すぐに目の前の現実から逃げようとする。自分は人間ではない、毘沙門天の化身だ、と言い張ってしまえば、傷つかずにすむからな。お前の親父おやじが一いつ揆きに殺された時からずっと、お前はそうやって目の前の残ざん酷こくな現実から逃げ続けてきた。ただの一日も、人間として生きていない。傷つくことがおそろしいのだ。貴様は生涯不犯、無敵無敗の軍神のままで死んでいきたいのだ。戦に敗やぶれることを恐れているだけではない。人間として生きることすら、お前は恐れている。恋こい心ごころに目覚めて、かなわぬ想いに身を焦こがして苦しみもがくなど、貴様にできるはずもない。そんな勇気が、貴様にはないのだ。はじめから生涯不犯と言ってしまえば、失しつ恋れんすることもないだろうからな」

　宇佐美も直江も、固かた唾ずをのんで二人のやりとりを見守っていた。

　長尾政景は死ぬつもりで来たのだ。景虎を高野山に奪われて永遠に失ってしまうくらいならば己おのれの言いたいことをすべて景虎にぶつけて、それで景虎に殺されるならばそれでいいと覚かく悟ごしてきたのだ、と彼らは気づいていた。

　野望の塊かたまりともいうべき長尾政景にとって、景虎といううら若き姫ひめ武将はそれほどに──己のすべてを賭けて悔くいがないほどに憧あこがれてやまない存在だったのだ。

「だがそんな貴様の前に、武田晴はる信のぶという宿敵が出現した。武田晴信に対しては、勝ち逃げができそうにない。あの姫武将と戦う運命を引き受ければ、いずれお前は地上に引きずり下ろされる。武田晴信を前にした今、毘沙門天の化身だの義の戦だの慈悲の心だのといった絵空事を貫つらぬき通す自信も失せた。だから、貴様はなりふり構わず逃げた」

　すでに川中島で二度戦い、決着をつけられなかった宿敵・武田晴信──のちの武田信玄。

「……武田晴信の名を、そのような形で口にするな！　貴様のような血と欲にまみれた男などが！　わたしと晴信を汚すな！」

　政景の罵ば倒とうに対して、じっと耐たえていた景虎だった。

　だが、その名を出された瞬しゆん間かんに激高し、我を忘れた。

「貴様に！　貴様などにわたしたちのなにがわかる！」

　悔くやし涙なみだを溢あふれさせながら、青竹で何度も、政景の硬かたい額を、山のように盛り上がった肩を、分厚い胸むな板いたを打うち据すえた。

　政景は血まみれになりながら、なおも薄うすら笑わらいを浮うかべ、景虎を凝ぎよう視しし続けていた──。




　この日からまもなく。

　景虎は──上杉謙信は、宇佐美定満と直江大和を伴ともない、越後へと帰き還かんした。

　先に帰還していた長尾政景の前で、景虎は言い放っていた。

「政景。わたしは決して逃げない。逃げたりはしていない。貴様に、わたしを天上の世界から引きずり下ろす力がないだけだ」

　政景は、「そうかもしれないな。だが最後は、俺が勝つ。たとえ、屍しかばねになって魂たましいだけの存在となりはてようが、貴様を必ず地上に引きずり下ろしてやる」と不敵に笑っただけだった。

　そして──川中島で四度目の決戦が行われ、越軍・武田軍ともに甚じん大だいな被ひ害がいを出した直後のことだった。

　軍師・宇佐美定満と獅し子し身しん中ちゆうの虫だった長尾政景が湖で船遊び中にともに溺でき死しし、謙信が政景の遺い児じを自分の養女とした時に、報むくわれぬ義戦の数々、とりわけ川中島での不毛な連戦によって分ぶん裂れつ寸前となっていた越後はついに謙信のもとに一つにまとまった。

　高野山で謙信を引き留めた三人の男のうちただ一人生き残った直江大和は、二人の怪かい死し後、急激に年老いて体調を崩くずし、ひっそりと死んでいった。生しよう涯がい独身の誓いを、直江大和は最後まで守った。宇佐美定満から紹しよう介かいされ、自らの養女として育ててきた幼い姫武将・直江兼かね続つぐに謙信を託たくして。







　　　　※




　幽ゆう霊れい屋や敷しきを出て、往来を自分の足で歩くようになってからも、謙信は語った。

　宇佐美定満。直江大和。長尾政景。

　謙信とともに生き、時には衝しよう突とつし、そして越後の地に散っていった男たちの話を。

　良晴は、知った。

　上杉謙信はただ唐とう突とつにこの世に降臨した突とつ然ぜん変へん異い的な天才ではなく、戦乱の越後に生きる大勢の者たちが手塩にかけて育て、慈いつくしみ、あるいは敵対し𠮟しつ咤たしながら造り上げていった、夢の結けつ晶しようのような奇き跡せきなのだと。

　しかし、男武将ばかりの越後では、謙信の存在はあまりにもまぶしすぎて、多くの男武将を野望に狂くるわせる存在にもなってしまったのだ。

　それゆえに、謙信は毘び沙しや門もん堂に籠こもり、生涯不犯を誓ちかわねばならなくなっていった。

　まるで氷の城に自らを閉じ込めてしまった雪のお姫さまだ、と良晴は思った。

「わたしが織田信奈に激げき怒どした理由がわかる？　相良良晴。あの女は神じん器ぎの力を手に入れ、天下に手をかけ、神にも等しい高みにまで登っておきながら、人間として生きることをやめない、恋を捨てない、と日ノ本中に宣言したのよ。わたしの生き方をすべて否定された気持ちになったの」

「誤解だよ謙信。信奈は自ら神になるつもりはないんだよ。あくまでも人間の女の子として生きる。神仏の霊れい験げんや怨おん霊りようの祟たたりに頼たよったりすがったり恐れたりする時代を終わらせて、人間が人間の力で生きられる未来を摑つかみ取る。それが信奈の選んだ道なんだぜ。あいつは誤解されやすいから、神仏を破は壊かいして伝統を根絶やしにしようと暴れる魔ま王おう呼ばわりされるけれど」

「摠見寺に自分の像を飾かざった時点で、信用ならないわ」

「あれは、毘沙門天の化身を自じ称しようしているきみをおちょくっているだけだよ」

「なんですって？　なにがどうなっても、織田信奈だけは討うち滅ほろぼすしかないようね！」

「まあまあ落ち着いて。しかし長尾政景ってやつはきみの姉さんを妻にしていながらきみに執しつ拗ように言い寄り続けた身勝手な男だが、政景の言葉には一理あるかもな。謙信、きみはまるで……死者との誓いのためだけに生きているみたいだ」

　良晴は、なぜか、上杉謙信がもどかしくて、たまらなくなっていた。

　京で一度だけ顔を合わせ、安土で半日過ごしただけの俺は彼女の生き方に口を挟はさめるような立場じゃないと、理り屈くつではわかっていても。

「わたしを愚ぐ弄ろうするつもり？　あなたまで、わたしは毘沙門天ごっこをしているだけの子供だと言うの？　目の前で父上が戦に敗れて死んでいく姿を見た衝しよう撃げきから自分の心を守るために、われこそは毘沙門天の化身だと言いだしたと？　違ちがうわ。わたしは宇佐美と直江から、その志こころざしを受け継ついだの」

　謙信は、頰ほおを染めながら青竹をぴしっと良晴の肩かたに押し当てていた。

「乱世に義を示すために毘沙門天として生きるという選せん択たくをしたきみの志は、尊く美しいものだと思うよ。宇佐美さんも直江さんも、きみの純真な心の中になによりも気け高だかく美しい夢を見いだしたんだと思う。たしかに、誰だれかが人々を導いていかなければ、乱世は終わらない。きみにはその力がある。ただ、彼らの遺志を継ぐこともたいせつだけれど、生きている人間には未来が必要なんだよ。未来への希望が。今のきみは、毘沙門天や死者との約束に縛しばられて、自分自身の人生をただの一日も生きていない気がする」

「そうね。恋人と接せつ吻ぷんを交わすような風流な光源氏ごっこを自分の人生というのなら、そうかもしれないわね。でも、そんなものは……人間にとっては必要かもしれないけれど、毘沙門天には不必要よ」

「一日くらいは、寄り道してみてもいいんじゃないか？」

「いいえ。毘沙門天の言葉によれば、わたしの命もあとわずかよ。織田信奈を葬ほうむり去った時に、わたしの毘沙門天としての生は終わるの。もともと、そんなに長くは生きられないと思っていた。わたしはこんなひ弱な身体からだに生まれついたから。醜みにくい兎うさぎの子のような姿に。だから、悔いを残したくないわ。上杉謙信は義にすべてを捧ささげたほんものの義ぎ将しようだった、まことの毘沙門天だったと、後世の人々が語かたり継いでくれるのならば、短い生涯であろうとも後こう悔かいはないわ。むしろ長く生きて醜しゆう態たいをさらし毘沙門天失格の烙らく印いんを押されるほうが悔いが残るわ。わたしが最後まで生涯不犯の誓いを貫いて無敵無敗のまま命を終えれば、まことの毘沙門天として天に還かえれば、わたしを育ててくれた宇佐美定満も、直江大和も、きっと喜んでくれる」

　謙信が、目を細めながらつぶやいた。

「謙信！　それは違う！」

　良晴はそんな謙信の肩を摑んで、怒ど鳴なっていた。

　瞬しゆん時じに、頭に、血が上っていた。

　なぜこれほど自分が激高したのか、良晴にもわからなかったし、謙信にはもっとわからなかった。

「い、痛い。どうしたの？　相良、良晴？」

「俺は宇佐美定満にも直江大和にも会ったことはないが、これだけは言える！　きみがそんなふうに毘沙門天になりきったまま生涯を終えても、宇佐美も直江も喜ばない！　絶対に、悲しむ！　俺たちはどこで道を誤ったのだろうと悔いるぜ！」

「か、勝手なことを言わないで！　なぜあなたに、そんなことが言えるの？　宇佐美たちと会って、話したこともないのに！」

「俺は男だから、なんとなくわかるんだ！　越後の野や郎ろうどもは、毘沙門天という女神さまを崇あがめていたんじゃない！　上杉謙信という人間の女の子を育て、守ろうとしてきただけなんだ！　宇佐美も直江もきみに、人間をやめろだなんて勧すすめたことはなかったはずだ。どうしてきみは、毘沙門天になっちまったんだ？」

「考え方の相そう違いよ！　わたしたちの命なんて、ほんの一いつ瞬しゆんのきらめきにすぎないのよ。十九年一いつ炊すいの夢ゆめ。一いち期ごの栄えい華が。一いつ盃ぱいの酒。人間の人生は、ほんとうに、短くて儚はかなくて、みんな最後には志を果たすこともできずに死んでしまう。わたしの父上も。兄上も。宇佐美も、直江も。長尾政景も。みんなみんな、道半ばで死んでしまった！　わたしの命は彼らよりももっと短いわ。せめてわたしは、人々の道標になりたいの。死んだ後にも毘沙門天の化身と信じられて、星空から義の光を放ち続けられるような、そんな存在になりたいの！　人の心が禽きん獣じゆうのようにすさんでしまった乱世を終わらせるためには、誰かがなさなければならないことよ。宇佐美たちの志を途と切ぎれさせないために。彼らの人生が茶番だったなんて、そんな結末はわたしは認めたくない！　だから、断ちがたい友情の絆きずなを断ち切って、武田信玄とだって戦い続けた！　わたしはそれでよかったの。死んだ後に天上に輝かがやく毘沙門天の星になれるのならば、ただの一日も人間の女の子として生きられなくても、悔いはないわ！」

　ああ。戦国武将として生きるには、この子は優しすぎる。純真すぎる。自分に期待をかけてくれた人々の想いのなにもかもを背負い込んじまったのか、だから武田信玄との友情を振ふり捨すてて孤こ独どくに毘沙門堂に籠もり、軍神として采さい配はいを振るう生き方を選んだのか、と良晴は知った。

　謙信に求愛と謀む反ほんを繰くり返してきた越後の男武将たちの揺ゆれる気持ちも、おぼろげながら理解できた。この孤独な少女を誰も地上に引きずり下ろすことができないのならば、もう、この子が望む通りに一いち途ずに女神として、毘沙門天として崇めるしかない。放っては、おけない。

「謙信、俺が言いすぎた。ごめん。きみは、がんばったよ。すごいよ。誰にも真ま似ねできないことを、こんな小さな身体でよくやり遂とげたよ。でもな。もう充じゆう分ぶんだ。もう、充分にきみは乱世に義を知らしめた」

「まだ充分ではないわ！　まだぜんぜん足りない！　武田信玄も織田信奈も、天下を奪うばい取る野望を捨てようとはしない！　充分だというのならば、証しよう拠こを見せて！」

「この俺が証拠だ。過去から神として崇められてきた毘沙門天と、未来からきたただの人間の俺と、どっちがきみの目の前に実在する？」

「毘沙門天が実在する証拠もないけれど、あなたが未来から来たという証拠もないでしょう？　あなたほど腹立たしい男ははじめてだわ、相良良晴！」

「ああもう。分からず屋だなあ！」

「未来から来たというのならば、わたしの未来も知っているのでしょう。わたしを合戦で打ち負かすことができるはずよね？　わたしに勝てる？　もしもわたしに勝てたならば、あなたの言葉を信じてあげてもいいわよ！」

「謙信？　もしかして武田信玄にもその台詞せりふ、言っただろう？　ダメだぜ、そういう売り言葉に買い言葉みたいな……毘沙門天の仮面を忘れた素顔のきみは情熱的だけど、気が短すぎる」

　ぺちん、と青竹で頰をぶたれた。

「うるさい！　もういい、ついてこないで！　一人でこの安土から脱だつ出しゆつするから！」

「そうは行くか！　せっかくの祭りの場が、修しゆ羅ら場ばになっちまう！　謙信、約束だろう？　今日一日だけはただの女の子として過ごすんだろう？　俺との約束を破るなら、それは義に反するぜ！」

「うっ!?　な、な、なんて卑ひ劣れつな……相良良晴」

「うるせー！　俺を飼い猿ざるみたいにびしびし青竹で殴なぐりやがって。卑劣でもなんでも義将なら約束は守れ！」

　謙信は怒いかりと屈くつ辱じよくに小さな肩を震ふるわせながら、涙なみだ目めでうなずいていた。

「……う、う……わたしは動物さんが大好きなのに。お猿さんを青竹で叩たたいたりしないのに……わたしが叩くのは下品な人間の男どもだけよ……腹が立つ。腹が立つ。相良良晴……わたしは、お前が憎にくい！」

「ああ、天上の高みに立たれて毘沙門天面づらされるよりぜんぜんいい。いくらでも憎んでくれ！　まだ夕暮れだ、深夜の迎むかえが来るまで時間はある。俺が安土を案内して、越後の毘沙門堂にはないものを見せてやる！　未来ってやつを！」




「ちょっと。どこへ連れて行くつもり？　まさかあなた、地上に引きずり下ろすとかなんとか理屈をつけながら、わたしを襲おそうつもりじゃ。男っていつもそう！」

「この世に、軍神・上杉謙信を襲って無事でいられる男なんていねーよ！　できれば直接未来の世界へ連れて行ってやりたいが、もう天岩戸は開かないからな。南なん蛮ばん文化が未来世界の代用ってことで！」

　良晴が謙信を連れてきた先は、セミナリオ──日ノ本初の、キリシタン神学校だった。

　琵び琶わ湖こに連なる堀川の畔あぜに、セミナリオの広大な敷しき地ちはあった。

　広大な庭園には南蛮渡と来らいのパイプオルガンを中心とした演奏隊が勢せい揃ぞろいし、南蛮音楽を奏でていた。

　その庭園では、日ノ本各地から集まった、青い制服を着た武家の少年少女たちが、校長先生に就任させられた少年宣教師・オルガンティノを囲んでわいわいと南蛮飯めしを食べている。

「あっ、ヨシハルさん！　うわああ、お久しぶりです！　なんですか隣となりのてるてる坊ぼう主ずは？　ああ、妹さんもご一いつ緒しよなんですね！」

　世話好きで人の好いいオルガンティノは子供の相手が好きらしく、また女性恐きよう怖ふ症しようも相手が幼女ならさほど発はつ症しようしないということで、セミナリオの初代校長職はまさしく適任だった。

「おーっす。あれ？　ずいぶん子供が増えたような？　相良幼よう稚ち園えんに対たい抗こうしてオルガンティノ幼稚園開園って感じだな！」

「はい。畿き内ないのみならず、九州のキリシタン武家の子女たちもはるばるいらっしゃって安土で留学開始、なんですよ～。日向ひゆうがの伊い東とう家、長なが崎さきの有あり馬ま家に大おお村むら家、豊ぶん後ごの大おお友とも家などなどから来られた武家のお子さんたちですね」

「そっか。九州はキリシタンが多いからなあ」

「ところが九州では今、キリシタンが大だい嫌きらいな薩さつ摩まの島しま津づ家が南蛮人を追おい払はらうと大暴れしているそうで、九州のキリシタン大名の皆みなさんは天下人のノブナさまを頼たよりにされておられるのですよ。大友家などは家臣団がキリシタンと仏教徒とに分ぶん裂れつしてとっても険悪ですし、戦国日ノ本の布教事情はたいへんですう」

「島津ってたしか、とてつもなく強いんじゃあ……だいじょうぶなのか？」

「九州におられる宣教師ガスパールさまが、よりによって日向に神の国を造れと大友さまを焚たきつけすぎたんですね。日向は日ノ本の神々が降臨した伝説を持つ聖なる地ですから、それで島津家が切れちゃったようで。ガスパールさまはこの国の古い文化を根こそぎ払ふつ拭しよくしてキリスト教国家にしてしまおうとお考えのようです……困りました」

「俺を未来へ帰すために、蒲生がもう氏うじ郷さとに勾まが玉たまを送ってきた宣教師だっけ？　日ノ本で布教活動する上で、未来から来た俺が邪じや魔まだったんだろうか。しかし勾玉の力を知っているあたり、いかにもあやしいよなあ。普ふ通つうの宣教師じゃねえ」

「はい。見た目は麗うるわしい紳しん士しなのですが、手段を選ばないおそろしいお方です。大友さまはすっかり乗せられてしまっていて……いずれノブナさまとも会うことになるでしょう。ボクは、ノブナさまが心配です」

「信奈には俺がついているから、問題ねえって！　いいから食おうぜ、今日は祭りだ！」

「は、はい。そうですね！」

　子供たちをあやしながら順番に食事を与あたえているオルガンティノを見つめながら、謙信が「？」と小首をかしげた。

「これが南蛮の宣教師……はじめて見た。妙みようだわ、髪かみの色や肌はだの色、瞳ひとみの色まで、わたしとよく似ているのね」

「白人はみんな身体の色素が薄うすいから白人っていうんだぜ？　ちなみに逆に肌が真っ黒い黒人ってのもいる。未来じゃ、みんな普通に混じって暮らしている」

「こんなに肌が白いのでは、毘び沙しや門もん天てんを自じ称しようする者も多そうね」

「んなやつ、いねーよ！　未来の日本に、白人が何人いると思ってるんだよ？」

　そうなの、と謙信はきょとんとしている。

「えーと。ヨシハルさんのお連れになっておられる妹さんは、どなたでしたっけ？　ずいぶん増えましたからねー。そうだ。てるてる坊主は、たしかキノスケちゃん？」

「いや違ちがう。わたしは越後の軍神・上杉謙信だ。よろしく」

「わーっ、わーっ！　そうそう。紀之介！　こいつは紀之介なんだ！　今日はちょっと面めん倒どう臭くさいことを言うと思うけど、気にするな！」

　オルガンティノはこの日、良晴が提案した「ばーべきゅー」という会食方式をさっそく採用していた。

　本来はキリシタンの武家の子女が通う神学校なのだが、この日は安土城こけら落とし祭りということで、庭園も建物も「これが南蛮の学校かあ」「あのけったいな楽器。おるがんてぃのはんが演奏するから、『おるがん』ちゅうんか？」「うまそうな匂においや！」と好こう奇き心しん丸出しで集まった大勢の見物人や観光客でごった返している。

「観光客のみなさーん！　今日は、長崎から運んできた南蛮のご当地料理をおみやげとして販はん売ばいしています～。売上金はセミナリオ運営資金として活用させていただきますので、ぜひお買い求めくださ～い！　もうかりまっか、ぼちぼちでんな！」

　すっかり堺の商人言葉が板についてきたオルガンティノが、良晴と謙信にも南蛮の料理を「どうぞどうぞ」と勧すすめてきた。

「さあさあキノスケちゃん。イスパニアの名めい菓かカステラをどうぞ！」

「いやわたしは南蛮の菓か子しなどは……あむ……あっ……甘い……ほわああ～ん……」

　おお、あれだけ不ふ機き嫌げんだった謙信が一口かじっただけで幸福な笑みを浮うかべて身もだえしている。カステラおそるべし！　と良晴は感動した。

　だが、生まれてはじめてカステラを口にした謙信は、もっと感動していた。

「なにこれ……なにこれ……おいしい……おいしい！」

「お口に合ったようでなによりです！　こちらは一見すると血の色に見えますが、血ではありません。葡ぶ萄どう酒しゆです。あ、これはでも、子供にはちょっと。お酒なので」

「わたしは子供ではないから問題ない。いただく……くぴっ……あ、甘い……お酒なのに甘い……ふ、ふああああ……!?」

　ふらり、と頰ほおを染めて謙信がよろめいた。

　良晴があわてて背中を支え、「無礼者め」と青竹でぴしりと頭を叩かれた。

「ふああ……ひっく。ひっく？　どうしたのかしら。わたし、お酒には強いつもりだったのに……ああ。足が。足が、ふらついて……相良良晴、わたしに触ふれずにわたしを支えなさい……あうう」

「無茶言うなよ！　そうだオルガンティノ。まだ日が暮れてねえが、俺が提案したあれをはじめてくれるか？　『ダンスパーティー』ってやつ。英語でごめんな」

「わかりました。今日はお祭りですからね！　庭園で大衆音楽を奏でながら、歌い踊おどる。セミナリオではグレゴリオ聖歌が基本ですが、『日ノ本では盂う蘭ら盆ぼん会えは踊ってなんぼ』とヨシハルさんがおっしゃるのですから、やっちゃいます！」

　生徒の子供たちが「おおー！」と男女ペアになって、輪を作った。

　中には男男ペアや女女ペアもいるが、子供なので問題ない。

　しかし、上杉謙信にとっては、大問題だった。

「相良良晴？　な、なぜあなたがわたしの手を摑つかんで腰こしを引き寄せているの？　や、やめなさい。い、いやらしい」

「まあまあ。無礼講無礼講。いわゆる盆ぼん踊おどりってやつだよ。お祭りでこうして誰だれかと踊ったことある？」

「あ、あるわけないでしょう。だってわたしは越後の国主、関東管かん領れい、無敵無敗の軍神、毘沙門天……手を放しなさい！」

「ああ。まったりとした普通の盆踊りと比べて、今回は演奏も振ふり付けも未来風なんだ。すさまじく速く踊るから、恥はずかしがってる暇ひまはないよ」

「一曲目はヨーロッパを席せつ巻けんしている人気作曲家の最新曲！　ルカ・マレンツィオの『A Roma』です、原曲はア・カペラですが、ジパングのお祭りっぽく賑にぎ々にぎしく演奏します！　皆さん、ペアを作って手をつないでくださーい！」

　パイプオルガンの前に立ったオルガンティノが、「うああああ！　音楽は爆ばく発はつなんですっ！　日ひ頃ごろはびくびくおどおどと女の子に怯おびえているボクですが、音楽を演奏する時だけは別っ！　激しく未来風でいきます！　ローマに届けボクの想い！」と髪を振り乱みだしながら鍵けん盤ばんをばんばんと叩きはじめ、少年少女たちによる演奏がはじまった。

「ちょっと。待って。わたしになにをやらせて」

「迷ってる暇はないぞー！　くるくる回って、踊れ踊れー！」

「わわわわたしの身体からだを勝手に持ち上げないでっ！」

「こういう振り付けなんだよ！　軽いから、持ち上げたままぐるぐる回転できるぜ！　ひゃっはー！」

「あああ。目が回っちゃう！　やめてぇー！」

　葡萄酒を口にして酔よってしまった謙信は、逆らえなかった。

　誰もが、南蛮音楽と日ノ本の祭り囃ばや子し、そして良晴が詳くわしくもないのに適当に独自解かい釈しやくしてオルガンティノに教えた未来のダンスミュージックが三さん位み一体となってごちゃごちゃに入り交じった謎なぞの演奏に熱中し、でたらめに歌い、すさまじい速度で踊った。

　みんなが、百メートル走のスピードでひたすらに踊り続けた。

「これはいい！　この速度、このテンポ、すごいですよヨシハルさん！　教皇さまに聞かれたら破門間ま違ちがいなしですが、かまいやしませんよ！」

　なんか音楽の歴史が変わってる気がするけどまあいいや、と良晴はお気楽にうなずいた。

「うおおおお！　俺が知ってるダンスミュージックはこんなんじゃなかったが、もうなんでもいいや！　燃え上がれヒート！　次はジャイアント・スイング風に大回転行くぜ！　村むら上かみ水軍で鍛きたえた成果が今ここに！」

「ちょ。やめ……相良……きゃあああああっ？」

「ぶーんぶーん！　いやあ軽い軽い！　このまま手を放したら垣かき根ねを越こえて堀ほり川かわにドボンだな！　あーははは！」

「うきいい！　覚えてなさいいいいっ！」

　良晴に文字通り振り回されているうちに、謙信も、怒おこったり恥じらったりしているのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきたらしい。

「次はあなたが回りなさい！　無限の回転を与えてあげるわ！」

　ふらふらになりながら着地した謙信が、握にぎりしめていた良晴の腕うでをぶんといちど振った。

　良晴の腰がふわりと浮いて、そして、

「あれっ？　あれあれあれ……うっ、うぎゃああああああっ？」

　謙信に手をつながれたまま、良晴の身体だけが空中をぐるぐると縦回転した。

「ひえええ～っ!?」

　謙信は、手をほどいてくれない。

　どんどん速度があがっていく。

「あはははは！　わたしの体術を踊りに用いれば、こんなことだってできるのよ！　相良良晴！　ざまあみなさい！」

「降参するから助けてくれええええええ！　おええええ！」

「だーめ。許してほしければ、毘沙門天さまにはかないません、とひれ伏ふしなさい！　それまではぐるぐる回り続けるの！」

「なんだとう？　誰が毘沙門天になんぞ！　絶対にひれ伏すもんかああ！　ああでももう限界だ、おえええっ！　これっていったいどういう原理なんだ、いわゆる合気道か……!?」

「ふふっ。だったら良晴、『上杉謙信さまに降参します』、で勘かん弁べんしてあげるわよ！」

「ああっ、ありがとうございまする謙信さま……って、だから人が大勢いるところで名を名乗るんじゃねええーっ！」

「……あ。忘れていたわ。つい」

「待ちかねたぞ相良良晴！　このシメオンの読み通りフロイスのおっぱい目当てでセミナリオに来たところまではともかく、大谷紀之介の格好をさせた上杉謙信を連れているとはいったいどういうことだ？　織田信奈の目を盗ぬすんでまたしても他国の姫ひめ武将と浮うわ気きかっ？　大人か？　大人の関係ってやつなのか？　きみはほんとうにどうしようもないエセ光源氏だなあ、むふー！」

　演奏隊の子供の中に混じっていた一人の短たん髪ぱつの少女が、すっくと立ち上がっていた。

　黒くろ田だ官かん兵べ衛えだった。

「なんという幸運！　半はん兵べ衛えを出し抜ぬき、黒くろ官かん一流の烽火のろしをあげるのは今だ！　者ども、上杉謙信をひっとらえろ！　大だい殊しゆ勲くんだあ！」

　おおおお！　と、演奏隊の子供たちが謙信と良晴をめがけて襲おそいかかってきた。

「ねねも待まち伏ぶせしておりましたぞ！　兄さま、上杉謙信との浮気など謀む反ほんにも等しい悪行ですぞ！　覚かく悟ご！」

「やべえ！　よりによって気を利きかせることを知らない官兵衛に見つかっちまった!?　しかも、ねねまでいる！　謙信、騒さわぎが広がったらまずい！　逃にげるぞ！」

「逃げるって、どこに……ああ……ダメだわ、あなたがわたしを振り回したから、足がふらついて……」

「俺だって宇宙飛行士訓練並みの遠心力をくらって吐はきそうだよ！　こらこら官兵衛、これは謀反じゃない。ほんとに。違うから。年とし頃ごろの男女が一いつ緒しよに踊っていたら浮気だなんて、そんなお子さま思考は卒業しようぜ！」

「シメオンはお子さまだからわからないや、あーははは！　安土城へ向かった半兵衛に勝てれば！　それでいい！」

「頼たのむ、見み逃のがしてくれ！　謙信を追い込んで本気を出させるな、せっかくの安土祭りが血の惨さん劇げきになるぞ！」

「シム、なんて言うと思ったかあ！　きみがそそうをしでかした時のために、セミナリオに罠わなの数々を準備しておいた！　ぜーったいに、つかまえるっ！」

「ああもう。お前は南なん蛮ばんの軍学書ばかり読んでないで、源氏物語でも読めっ！　南蛮ものじゃないといやだっていうなら、騎き士し道どう物語でもいい！　半兵衛なら空気を察して逃がしてくれてる場面だぜ！」

「そこが半兵衛の甘いところさ！　だがこのシメオンはあ！　甘くない！　どんな理由があろうがあああ！　敵を見逃すなど愚ぐの骨こつ頂ちよう！」

「そこに座るですぞ兄さま！　姫さまをまたも裏切った兄さまに天てん誅ちゆうを下すですぞ！」

「あとでな、ねね！　謙信、困った時は堀川へどぼーんだ！　俺が進しん退たい窮きわまった時は、不思議と水場が背後にあるんだなこれが！　水に縁えんがあるっていうかさ！　うん？　そういや、水と縁ができたのは『墨すの俣また一夜城』からだったな……」

「えっ？　ちょっと。わたし、泳げないの……」

「越後のお姫さまが泳げないわけねーだろ？　行くぞ！」

　良晴は「ううう」とふらついていた謙信を担かつぎ上げると庭園と堀川を仕切っていた垣根を越え、ごろごろと丘おかの斜しや面めんを転がりながら背後の堀川に飛び込んでいた。

「いやっ……いやあああああ！」

　水を目の前にした謙信がひどく怯えていたことが気がかりだったが、ためらっている余よ裕ゆうはなかった。

「むう。逃がしたか！　しかしシメオンは泳ぎは得意さ。そして良晴は金かな槌づちを連れている！　琵琶湖へ出られる前に、堀川の狭せまい流れの中でふん捕づかまえる！」

　上杉謙信発見！　これで半兵衛を超えた！　あまりの手て柄がらの大きさに目が眩くらんですっかり悪人顔の官兵衛が「てってこ、てってこ」と堀川目指して最短距きよ離りを選び、一直線に丘を駆かけ下りると──

　すぽん。

「わああああ！　対相良良晴用に準備していた落とし穴に自分ではまっちゃったああああ！」

　官兵衛の小こ柄がらな身体は、丘に仕し掛かけられていた落とし穴に落ちて、ねねたちの視界から忽こつ然ぜんと消えた。

「おおー。南蛮軍師どのが消えたですぞ！　上杉謙信が、おそろしい妖よう術じゆつを用いたですぞ！」

「うわあああん。暗いよう。狭いよう。じめじめしているよう。うっくうっく。たっ、助けてええええ～！」

　地ち下か牢ろう恐きよう怖ふ症しようになっているらしい官兵衛の泣き声がセミナリオの庭園にこだました。










「……けほ、けほ……うう……溺おぼれたのは、親おや不知しらずの峠とうげから鯨けい海かいに飛び込んで以来だわ……」

　謙信が水を吐きながら目覚めると、そこは船の甲かん板ぱんの上だった。

　人が乗る船ではない。琵琶湖のほとりに浮うかぶ、盂う蘭ら盆ぼん会えの送り船。無数の提灯ちようちんで華はな々ばなしく飾かざられた、精しよ霊うろ船うぶねだった。

「……相良良晴。ここは？」

「盂蘭盆会だからな。霊たま送おくりの精霊船だよ。好都合にも琵琶湖に無人の船が浮かんでいてくれたなんて、ついてるぜ。どうやら俺は水の精にでも守られているみたいだ。墨俣、木き津づ川、瀬せ戸と内うちの海、そして今日は琵琶湖。きみはほんとうに水が苦手らしくて、ちょっと危なかったからな。陸地には戻もどれねえし」

「精霊船なんて、わたし、聞いたことがないわ。しかも人が二人も乗れるほどに大きな船だなんて」

「信奈の趣しゆ味みさ。海が好きな信奈は、尾お張わり津つ島しまの天てん王のう祭りをこよなく愛しているんだ。天王祭りの目玉は、無数の提灯で飾られた巻藁船だ。天王川に、光り輝かがやく船をずらりと並べるんだ」

「……そう。湖の上ならば、追っ手はしばらく来なさそうね。日も、水平線の向こうへ落ちはじめているし。ところで相良良晴、わたしの唇くちびるを奪うばって息を吹ふき込んだりはしていないでしょうね？」

「し、してないよ。なんで？」

「わたしは毘び沙しや門もん天てんよ。生しよう涯がい不犯なのよ。たとえいかなる理由があっても、わたしに口づけしたら殺すわ」

　そいつはおそろしい話だな、と良晴は笑った。

「毘沙門天からの死の宣告を、少しは怖こわがりなさいよ！」

「だってきみは失神しながら子供みたいな声で、水が怖い怖いって泣いていたからな。毘沙門天に連れて行かれる、ってつぶやいていたぜ」

「……う、うう……もう……知らない」

　ぷん、と謙信はそっぽを向いた。

「ああ腹が減った。おっ、食い物がたくさん積まれている！　いただきます！」

　良晴は、精霊船に積まれていたたこ焼き、鮒ふな寿ず司し、鯖さばそうめんをかっ食らった。

「それらは供く物もつでしょう？　なんて罰ばち当たりな。それに、どれも臭においがひどいわ。もっと臭くさみの少ない、あっさりした食べ物はないの？」

「お祭り用の食べ物ばかりだからなあ、味付けがどぎついんだ。おっ、俺が未来からレシピを持ちこんだ豆乳もあるじゃないか。謙信にはやっぱり豆乳だな。はい、これで栄養を補給してくれ」

「なあに、これは？　どぶろくみたいな色だけれど、いただくわ」

　謙信は、お気に入りの馬ば上じよう杯はいに真っ白い豆乳を注がせながら、もう一度安土城を見上げた。

　山全体を覆おおう、大量の提灯の飾り付け作業が着々と進んでいた。

「あの提灯はなに？　この船に積んでいるものと同じ形ね」

「日が暮れて夜になったら、安土山全体を無数の提灯の光で点ともすんだ。地上に帰ってきている死者の魂たましいを送り返すために。山全体を用いた壮そう大だいな送り火だよ。信奈が考えた、安土見物の目玉さ」

「そうなの。あなたはこうして、敵将と船遊びをしている場合なの？　想い人の織田信奈と一緒でなくていいの？」

「ああ。今日限りで安土の祭りを終わりにしなければいい。また新たな祭りの日を、たぐりよせればいいさ。次の戦いくさで死ぬなんて物ぶつ騒そうなことを言っている女の子が目の前にいるんだから、放置しておけねえだろう」

「……不仲だった宇佐美定満と長尾政景も、湖で船遊びに興じて、そして一緒に死んだ。今、人間としての最初で最後の一日を過ごしているわたしも、敵であるはずの殿との方がたとともに船遊びをしている。不思議ね」

「ただの偶ぐう然ぜんだよ。俺はきみを暗殺しようなんて企たくらんでないぜ？　そんな技も持ってないしな」

「ふふ。今日一日、あなたはわたしに一度も怯おびえなかったわね。毘沙門天扱あつかいもしない、関東管領扱いもしないし、姫大名扱いもしない。あなたってほんとうに鈍にぶいのか、それとも誰だれよりも勇気があるのね。相良良晴」

「きみには負けるよ。信奈とともに天に還かえる運命を、敢あえて引き受けるなんてさ」

　ええ。もういいの。わたしは生涯不犯を誓ちかい子を生なさぬと決めたけれど、わたしの志こころざしを誰かに伝えたかったの、と謙信は言った。

「わたしは、わたしの義の志を継ついでくれる者を見つけた。直江兼続。宇佐美定満が見いだし、直江大和が養子として育てた姫武将。あの子が奥おう州しゆうの梵ぼん天てん丸まるとの出会いと戦いとを通して一人前の姫武将に育った時点で、わたしの地上における使命はほとんど終わった、そう思ったの。ただ、梵天丸との戦を終えて越後へ戻ってきた直江兼続は、妙みような言葉を口にするようになったの」

「そうか。その言葉ってのが、『愛』か。愛の前立てを持ち出してきたんだな」

「どうして知っているの？」

「上杉謙信の志を継いだ義将・直江兼続は、愛の前立ての兜かぶとを用いて戦場に立った。四百年先の未来でも、戦国時代好きなら誰もが知っている。あれは愛情という意味の愛ではなくて愛あい染ぜん明みよう王おうの『愛』だとかいろんな説があるけれど、日本人は一つの言葉にいくつもの意味をかぶせてくるからな。掛かけ詞ことばってやつさ」

「そういえば兼続は最初、この前立てはアイではなくメゴと読む、と言い張っていたわ。掛詞ね、とわたしは笑ったわ。直江兼続の名は、未来にも伝わっているの？」

「ああ。上杉謙信の義の精神を受け継いだ名将として」

「そう。よかった。ねえ、相良良晴。わたしの生涯は、徒労ではなかった？　未来でも、わたしの父・長尾為景は『主あるじ殺し』とそしられている？」

「もちろん。きみは、これだけがんばったんだ。義将・上杉謙信の生涯は、未来にまで語かたり継がれている。きみのお父さんが主殺しだと責める人間なんて、未来にはいない。上杉謙信という巨きよ大だいな存在の輝きが、そして上杉謙信の志を継いだ直江兼続の奮ふん闘とうが、長尾為景の悪行なんてすべて消し飛ばしちまっている。実際、俺だって長尾為景については上杉謙信の父親だということ以外、よく知らないよ」

「わたしが兄から家か督とくを奪い、上杉家を継いで関東管領に就任したことも？　欲よくにまみれた悪逆の振ふる舞まいだった、と責められていない？」

「きみがなんの見返りも求めず、私し利り私し欲よくに走らず、ただ一いち途ずに義のために戦を続けた、と日本人ならば誰もが知っているよ」

「……そう」

　日が完全に落ちて、夜が訪れていた。

　地上に舞い戻ってきた死者の魂を光によって送り出す、盂蘭盆会の夜だ。

　安土城に飾られた無数の提灯が、光を放った。

　琵琶湖の水面みなもに、まばゆく輝く安土山が逆さまに浮かび上がっていた。

　湖に浮かぶ船という船は松たい明まつを掲かかげ、安土の町の往来にもいっせいに提灯が点され、そしてセミナリオは鐘かねを鳴らしていた。

「……綺き麗れい……」

　意を決して豆乳を口にしようとした謙信が、ふとその手を止めて、闇やみの中に光り輝く安土の城と町に見入っていた。

「ああ。美しいわ。まるで絵空事の世界のように。城と町を、こんなふうに無数の光で飾るなんて」

　謙信は、故郷の春日山城を思い起こしていた。

　寒い越後。暗い月夜。幼い頃ころの謙信は、日中に外を出歩くだけで倒たおれてしまう虚きよ弱じやくな子供だった。だからいつも、夜の春日山を散歩した。薄うす暗ぐらい月明かり。凍いてつくような孤こ独どく。

　まぶしい世界に出ることに、怯えていた。

　夜の闇の世界、月明かりの世界だけが、自分のいるべき場所だと、そう信じていた。

　しかし、この夜の安土城は、まばゆいばかりに輝いていながら、その無数の小さな光は謙信の瞳ひとみにも優しかった。

　たくさんの人間が、暮らしている。

　大勢の人間が、祭りを楽しんでいる。

　彼らはみな、自分の人生を生きている。

「宇佐美や直江の魂も、今宵こよいは安土に来ているかしら。この美しい安土城を、どこかで眺ながめているのかしら」

「きみは死者の魂に、死んだ人間に、会ったことがあるか？」

「いいえ。残念だけれど、会ったことはないわ。わたしの前に現れる者は、毘沙門天だけよ。いつだって」

　謙信は、悲しげだった。

　なぜ宇佐美も直江も現れてくれないのだろう、と言いたげだった。

「信奈はこの光の城と光の町を現出させて死者を弔とむらいながら、生きている人間に新しい希望を与あたえようともしている。あいつはたしかに、欲よく深ぶかなのかもしれない」

「まもなく織田信奈を滅ほろぼすわたしが、この光景を見ていてもいいの？　どうしてあなたはそんなに優しいの。自分自身の敵に対して」

　きみこそそうじゃないか、敵をひたすらに許し続けてきた、と良晴は笑った。

　謙信は、不意に自分の胸の鼓こ動どうが高まっていることに気づいた。

「謙信。人の命は、戦うことで、運命に抗あらがうことで、救えるかもしれない。しかし人の魂は──自分自身が『救われたい』と願わなければ、救われないんじゃないかな。俺は、自分にできることは人の命を救うことまでで、他人の魂までを俺の力で救えると思うなんて思い上がりなんじゃないかと、最近は思うようになった。俺にできることはただ、その人の背中を支えて励はげますところまでだ、その先は本人自身の戦いなんだ、と」

「え、ええ。人間ならば、そうね。でも、毘沙門天は神だから。だから──」

「人間ってやつは、欠点もあるし間ま違ちがいも犯すけれど、ほんとうはそんなに弱くないと思うんだ。この世界に来て、大勢の姫ひめ武将たちに出会って、俺はそう感じるようになった。竹たけ中なか半兵衛も。信奈も。十じゆう兵べ衛えちゃんも。小こ早ばや川かわさんも。勝千代ちゃんも。梵天丸も。あの今いま川がわ義よし元もとも。みんな、自分自身の心に巣くうなにかと戦っているんだ。俺はただ、命を守るために突つっ走ぱしり、彼女たちの背中を支えるだけだ。でも魂までは、救えはしない。それはさ、本人が自分で勝ち取らなければならないんだ。神や他人から与えられるものじゃないんだ。自分自身が、自分自身を許す。それが、魂が救われるってことだと思う」

「……不思議ね。姫武将の命を救うことを生きがいにしてきたかのようなあなたが、そんなことを言うなんて」

「生きがいになんて、しちゃいないさ。俺のは、ただの性しよう分ぶんだぜ。女の子大好きだからな。戦乱の世でなければ、姫武将なんてものがいなければ、俺はただのエロザルだよ。未来では実際、そうだったし。それに俺は、彼女たちの生きる意志を、強さを信じているんだ。強いからこそ、俺は惹ひかれるんだ。俺がいなければあいつはダメになるとか、俺がこの手であいつの魂を救ってやりたいと、そんな上から目線な考え方は、思い上がりだし、それこそ彼女たちに対する冒ぼう瀆とくだよ」

「あなたは結局武田信玄と同じで、わたしの生き方を否定するの？　わたしが慈じ悲ひの心をもって他人の魂を救おうとする行こう為いが、無む駄だで無益なただの思い上がりだと？」

「彼女はきみを否定してはいないだろう。俺だってそうだ。ただ、ひたすらに他人を許し続ける役割を担にない続けるって、どれほど苦しくて孤独な生き方なんだろうな、と思っちまう。だってきみは、人間じゃないか。しかも、お年とし頃ごろの女の子だぜ。もう、充じゆう分ぶんなんじゃないか？　天岩戸が開いた時にきみが激げき怒どしたのは、ほんとうは信奈のように人間の女の子として生きてみたかったからじゃないのか？」

　いいえ、充分かどうかは毘沙門天が決めることよ、と謙信は小声で答えていた。

「また、ちょっと言いすぎたかな。ごめん、謙信」

「いいのよ。織田信奈は、強い？　わたしが、許しがたいと嫉しつ妬とするほどに？」

「強いさ。武田信玄が、最強の敵と認めるほどに」

「わたしよりも？」

「戦では、きみのほうがはるかに強いよ。信奈は戦がそれほど得意じゃない。これまでだって何度もぶざまに負けてきた。ただ、あいつの魂は、決して折れない。俺が毛もう利り家に出しゆつ奔ぽんしちまっても、あいつは折れなかった。鉄てつ甲こう船を建造して、この俺ごと毛利水軍を粉ふん砕さいした」

「ええ。あの信しん仰こう心で団結した本猫寺を降こう伏ふくさせることのできる武家がいるとは、わたしも考えたことがなかったわ。でも、あなたが織田信奈をそれほど強くしたのではなくて？」

「強くなったのは、信奈自身さ。俺はただ、背中を支えただけだよ」

「……兼続も、わたしの生き方にはなにか欠けたものがある、と言いたそうにしているわ」

　ゆっくりと揺ゆれる精霊船の中で。

　謙信と良晴の視線が、交こう錯さくした。

「兼続は乱世を終わらせるには義だけでは足りない、愛が必要だ、と言っているの。自分自身に言い聞かせているというよりも、このわたしにそう言いたいみたいなの。わたしには、愛というものがどうしてもわからない。殿方に恋こいすればわたしは死ぬ、殿方に愛を告げればその瞬しゆん間かんに死ぬ、と毘び沙しや門もん天てんに告げられて以来、愛も恋も拒こばみ続けてきたから。長尾政景たちの求愛もすべてはねつけて、毘沙門堂に籠こもってきたから」

「直江兼続でなくても、愛が足りない、と言いたくなるよ。それじゃ」

「……でも、未来から来たあなたと出会って、わたしの道どう化けのような生しよう涯がいが壮大な徒労ではなかったと教えられて、少しだけ肩かたの荷にが下りた気がするわ。もしかしたら、理解くらいはしてもいいのかも、と」

「愛情は言葉では説明できないものだと思うよ。ただ、たぶんきみが武田信玄に……勝千代ちゃんに抱いだいている感情は、恋心かどうかはともかく、限りなく愛に近い。きっと、勝千代ちゃんも今、俺がきみに対して思っていることと同じことを」

「わたしに対して？　なにを、どう思っているの？　相良良晴」

「きみを孤独な天上の世界から、地上に引きずり下ろしたい、と。毘沙門堂の扉とびらを開いて、人間の世界に連れ出したい」

「……ええ。信玄も、同じ言葉を。わたしに」

「勝千代ちゃんときみのどちらかが男だったら、きっと、きみたちは恋に落ちていたと思う。そうであれば、歴史は変わっていたかもしれない」

「いいえ。毘沙門天は、恋に落ちないわ。相手が女性だからではなく、そういう運命だから」

　謙信は、語った。

　あの日。親不知の峠で。

　わたしの父、越後守護代・長尾為景は、越中の一いつ揆き勢に襲おそわれて深手を負い、今まさに死のうとしていた。

　父はわたしを、自分の娘むすめだと気づかなかった。わたしの紅あかい瞳に怯おびえていた。

『……毘沙門天か……毘沙門天が、この俺に神しん罰ばつを下しに来たのか!?　まさか、神はほんとうにいたのか？　ならば、俺は地じ獄ごく落ちか？』

『違ちがう、毘沙門天ではない。おとちゃ。とらちゃだ』

　わたしの言葉はもう、父には届かなかった。

『神よ……お許しあれ……！　お許しあれ、なにとぞ！　俺が主である越後守護を殺し、関東管領を殺したことを、怒おこっておるのであろう！　しかし、殺さねばこちらが殺されていたのだ！　仕方がなかったのだ！』

　父は、暴ぼう虐ぎやくの人だった。自分に逆らう者は、主君であれ戦場で打ち殺してきた。

『俺が越後に内乱を起こし、関東に争乱を起こし、越中で一揆勢を討うったこと、なにもかもが罪というのか！　この俺が東とう国ごくに戦乱を招いたと！　俺の下げ克こく上じようが、ぬぐいがたい罪だと？　俺は生涯をかけて、東国の秩ちつ序じよを破は壊かいし戦乱の因果の種を蒔まいたと？　そこまでして越後一国さえ統一できなかった。それが、俺の全人生だったと？』

　その父が、人生の最さい期ごに哀あわれなほどに人としての弱さをさらけ出し、神仏を恐おそれ、そして神に救いを求めたの。

『やめてくれ！　その瞳で俺を見るな！　心のうちの醜みにくきもの、弱きもの、おぞましきもの、目を背そむけたくなるもの、すべてを見通すその瞳で！』

『……おとちゃ……とらちゃが、わからぬのか。とらちゃは、そのようなものではない』

『俺を見るな！　俺はおそろしい！　神仏が実在したならば、地獄があるならば、俺は永えい劫ごうに罰を受けるしかないではないか！　この越後に、俺ほどの悪党がいただろうか！　主を二人も殺し、従わぬものを次々と討ち果たし、主君の上杉家を没ぼつ落らくさせて関東までを混こん沌とんに陥おとしいれた俺ほどの悪が！　頼たのむ、許してくれ！』

　だからわたしは、死に行く父の苦しむ魂たましいを癒いやしたくて、ただそれだけで、「毘沙門天」の名を騙かたったの。

『許す』

　そう、言ってしまったの。

　その瞬間から、わたしは、毘沙門天にならなければならなかったの。

『汝なんじの犯した罪を許す。越後守護を殺した罪を許す。関東管領を殺した罪を許す。主家の上杉家を没落させ、越後と関東に騒そう乱らんを興おこした罪を許す。越中一揆を殲せん滅めつしようとした罪、本猫寺を禁教にして弾だん圧あつした罪を許す。宇佐美定満の一族を滅ぼした罪を許す。直江大和の一族に屈くつ辱じよくを与えた罪を許す』

　父が犯した罪を、償つぐなうために。

　死に行く父についてしまった噓うそを、真まことにするために。

　わたしがほんものの毘沙門天に出会い、自分の運命を伝えられたのは、父が死んだ直後。

　父の魂の代わりに、わたしの魂を持っていけ、毘沙門天。

　親不知の峠とうげからわたしは、そう叫さけびながら鯨海に身を投げていた。

　海の底に沈しずんだわたしは、天上の世界へと引き上げられて、そこで毘沙門天に出会った。

　そして、告げられたの。

「決して人間になろうとするな。

　神として、毘沙門天としてのみ生きよ。

　わたしの、日に当たると焼け付く白い肌はだも、飽ほう食しよくすればたちどころに吐はき戻もどしてしまう弱い臓ぞう腑ふも、一目で神の子とわかるその容姿も、すべてはわたしをただの人間にしてしまおうとする内外の煩ぼん悩のうからわたしを守るために備わっている」

　毘沙門天から告げられたという「言葉」を、謙信は小声で復唱していた。

「恋心はわたしの魂を堕だ落らくさせる。己の血が通かよった子孫を残そうとする人間にとって、恋心ほど強きよう烈れつな欲よくはない。仏門が出家と禁欲を勧すすめるのもこの欲がすべての障害となるため。もしも生きた人間に恋をすれば、わたしはたちどころに、死ぬ。あなたを愛している、とひとたび人間に告げれば、わたしの心の臓はその瞬間に、止まる」

　それは、父親の罪をあがなわなければならない、と思い詰つめた幼い子供が、その強烈な精神の力を発現させて自分自身に言い聞かせた呪のろいの言葉だった。

　父を救うために発した祝福の言葉が、いつしか謙信自身を縛しばる呪いの言葉になっていた。

　今すぐにこの言葉がすべて噓うそ偽いつわりであることを証明してほしい、と謙信の紅い瞳ひとみが訴うつたえていた。

　自分と同じ女である武田信玄には、証明できなかった。

　同性であるがゆえに、信玄は、謙信を戦で破ることで、謙信が毘沙門天ではなくただの人間だと証明しなければならなかった。

　しかし、相良良晴ならば──。

　この時代の男ではなく、上杉謙信の志と生涯のすべてを先入観を持たずに理解してくれている相良良晴ならば、あるいは。

　だが、相良良晴にはすでに織田信奈という恋人がいる。

「……謙信。それはすべてきみ自身の心が生みだした言葉だ。噓の物語だよ」

「愛は言葉では説明できないのでしょう、相良良晴。わたしは、そんな言葉を百万回唱えられたところで救われはしない。言葉以外の方法で、わたしに愛を伝えられる？」

「それができれば、きみの運命を変えられるかもしれない。でも俺には、信奈が」

　謙信が、泣きそうな表情になって、うつむいた。

「そうね……なぜこれほど織田信奈が許せないのか、わかった気がする。わたしは……川中島に続いて、安土でも……たった一つのわがままを、手に入れられないのね」

「謙信？」

　謙信は歯ぎしりしながら、馬ば上じよう杯はいを傾かたむけて、豆乳を一息で飲み干した。

　どうしようもなく気が塞ふさぎ、望みがかなえられないと知り、心が惑まどった時には酒を飲み、倒たおれてしまえばいい。

　だが、謙信がこの時飲み干した液体は、酒ではなかった。

　豆乳だった。

　良晴は知らなかった。謙信が、大だい豆ずを受け付けない身体からだだということを。

　謙信もまた、豆乳が大豆から作られていることを知らなかった。

　ぶるぶる、と全身に悪お寒かんが走った。

　胸むな元もとからせり上がってくる強烈な吐き気けが、謙信を襲った。

「……これは……？」

「ど、どうした？　肌に湿しつ疹しんが！」

「あなたが、毒を盛るはずがない……ならば、これは毘沙門天の下した……罰なの……？」

　謙信の細い身体が、良晴の腕うでの中にくずおれていた。

「け、謙信？」

「……胸が……胸が、焼ける……！　わたしは、死ぬの？　相良良晴。毘沙門天の戒いましめを破ろうとしたために……げほ、げほっ……！」

「食べられるものが少ないって言っていたな？　もしかして、大豆も食べられないのか？」

「ええ……大豆を、口にすると……身体が……震ふるえて……」

「わかった。悪かった！　きみは生まれつき、大豆アレルギーなんだ。大豆を身体に入れると、異常な免めん疫えき反応が出てまるで毒を飲んだかのようになってしまう。日本人にも希まれにそういう体質の人がいる！　毘沙門天の罰なんかじゃない！」

　謙信の大豆アレルギーは、かなり重じゆう症しようのようだった。固形の大豆や豆とう腐ふならば少し口にしただけで吐いてしまうのだろうが、豆乳は液体なので、一気に大量摂せつ取しゆしてしまったのだ。しかも、謙信は未来から伝わった豆乳が大豆の汁しるであるとは知らなかった──。

「とにかく、豆乳を吐いて出してしまわないと！」

「……殿との方がたの前で吐くなど。そんなあさましく醜い姿を見られるくらいなら……」

「あさましくも醜くもない！　上杉謙信ともあろう者がそんな理由で死ぬなんて、俺は許可しねえ！　いいから吐け！　それで助かる！」

　良晴は、けんめいに謙信を介かい抱ほうした。

　謙信の瘦やせた背中をさすって水面へ向けて吐かせながら、やっぱり謙信は毘沙門天ではない、虚きよ弱じやくな身体に鞭むち打うってけんめいに生きてきた人間なんだと良晴は痛感し、そしてそんな謙信に言葉では言い表せないいとおしさのようなものを感じていた。

「ぜんぶ吐きだしたな。次は、呼吸だ」

　良晴はいやいやと首を振ふる謙信の身体を仰あお向むけに寝ねかせた。

「……かはっ……はっ……はっ……！」

　謙信が、息を吐いて、そして吸おうとした。

「……はあ……はあ……はあ、はあ……」

　だが、吸えない。

「喉のどが詰まっている。食道が腫はれ上がって気道を塞いでいるんだ。五右衛門流に人工呼吸して無理矢理肺に空気を送り込むしか」

　偶ぐう然ぜんとは、思えなかった。

　これはおそらくただの人命救助では終わらない、きっと後あと戻もどりのできない行こう為いになると知りながら、良晴は謙信を救う道を躊ちゆう躇ちよなく選せん択たくした。

「一応拙せつ者しやの役割として言っておきますが、このまま上杉謙信が窒ちつ息そく死しすればおだにょぶにゃはちゅくわれるでごじゃる。この『ぶしん』をせんじょうでたおすことは、だれにもできないでごじゃる」

　なぜか耳元で五右衛門の決め台詞ぜりふが聞こえた気がした。

　そうか。謙信の心に毘び沙しや門もん天てんが憑ついているのと同じで、俺の心には五右衛門が憑いてるのかもな、と良晴は思った。

「五右衛門、一応いつもの台詞で返しておくが、俺は相良良晴だぜ！　落ちてきた実を拾ひろわずにはいられねえんだよ！」

　仰向けに寝かされていた謙信は、思わず首を曲げて避さけようとした。

　視界に、無数の光に包まれた安土山が、飛び込んできた。

　美しい。

　今、こうしてぶざまにも殿方の前で吐いて息を詰まらせてもがいているわたしはこんなにも醜いのに、安土の山と湖と天に昇のぼる月はこれほどにも美しい。

　だからわたしは天上の世界の住人でいたかった、たとえ孤こ独どくであっても。

「……相良良晴。わたしは美しい？　神に見える？　それとも兎うさぎの子のように醜い？」

「上杉謙信。きみは、人間だよ」

　謙信は（今しばらくの命を、生きたい。あと、少しだけ）と願い、目を閉じていた。




　謙信は、命を取り留めた。

　着物を着直し、良晴に寄より添そって、安土の輝かがやく夜景を凝ぎよう視ししていた。

　今宵こよいは盂う蘭ら盆ぼん会え。宇佐美や直江の魂は地上に戻ってきているのだろうか、わたしの姿を見ていただろうか、とためらいながら。

「相良良晴。次に会うときは戦場。わたしを毘沙門天の呪いから解き放つことができる？　織田信奈の恋人であり家臣である、あなたに」

「やってみるさ。きみは今まで自分を犠ぎ牲せいにして、大勢の人間の命を救ってきた。ずっと毘沙門天として生きてきたきみにも、ご褒ほう美びがあってもいいだろう」

「救ってなど。戦いくさばかりの生しよう涯がいだった。人を、死なせてばかりだったわ」

「武田信玄が北条氏康と対立して塩を止められ甲斐の領民たちが窮きゆう地ちに陥おちいった時、きみは甲斐に塩を送っただろう？」

「なんでもよく知っているのね。良晴」

「なんでもってわけじゃないけど、そりゃ未来から来たからな」

「ほんとうのことを教えて。わたしは、もうすぐ死ぬの？　毘沙門天の言葉がわたし自身の心からわき出てくるものならば、わたしは自分の死期を悟さとっているのではないの？」

　かつて死の危機に瀕ひんしていた竹中半兵衛が「生き残るのはわたしでしょうか、官兵衛さんでしょうか」と尋たずねてきた時のことを、良晴は思いだしていた。

　女の子に対して、噓を用いていい時と、そうでない時がある。

　今は、そうでない時だ。

「未来から目を背ければ、もう、その未来を変えることはできなくなる。たいせつなことはまず真実を直視することだ──俺が知っている歴史では、きみは越中と能の登とを平定して加か賀がへと進軍し、越えち前ぜんから進軍してきた柴しば田た勝かつ家いえ軍を手て取とり川がわで捕捉し、そして撃げき破はする」

「戦えばすなわち勝つことはわかっているわ。そして？」

「そして、織田との最終決戦を目前に、きみは病やまいを発して、死ぬ」

「……そう。織田信奈を滅すという最後の宿願を果たす直前に、死ぬのね。伝説になるには、ちょうどいい死に方かもしれないわね」

　謙信は動どう揺ようせず、無表情なままだった。

　良晴は、「未来は変えられるさ」と謙信の肩かたを抱だきながら言った。

「かつて俺は勝千代ちゃんにも未来を教えた。きみは上じよう洛らく戦の途と中ちゆうで死ぬ、と」

「信玄が？　どういうこと？」

「勝千代ちゃんは──武田信玄は、その俺の言葉から逃にげなかった。敢かん然ぜんと運命に立ち向かった。そして、命を自分の手で摑つかみ取った。本来ならば、すでに武田信玄は死んでいたはずなんだ。こうして武田上杉の同時上洛戦が発生している時点で、すでに未来は変わっているんだ」

「そうなの。あなたが、信玄を救ってくれたの」

「違ちがうよ。彼女に関しては、俺は命すら救っちゃいないぜ。俺はただ、未来を教えただけだ。勝千代ちゃん自身の勇気と覚かく悟ごが、その未来を変えたんだよ」

「でも、わたしの運命は変えられないわ。まだ、毘沙門天はわたしの心に憑いている。どうやっても、消えてくれない。あなたと口づけしても、なお消えてくれなかった」

「そうか……足りなかったのか……」

　口づけの先へ進んでいれば、もしかしたら謙信を地上に引きずり下ろせたかもしれない。手取川の合戦で大勢の戦死者を出す未来を避けられたかもしれない。だが、それだけは信奈を想う良晴にとっては禁じ手だった。

　あと少しなのに。もう一歩なのに。

　このままでは、毘沙門天の呪いは、解けない。

　謙信の運命が、確定してしまう。

「あなたと、口づけを交わしたわ。それでもやっぱりわたしは、戦に敗やぶれない限り毘沙門天であることをやめられないみたい。川中島で武田信玄の最愛の妹・信のぶ繁しげを討ち取ってしまった過去の罪は、戦場で清算するしかないのよ。わたしが、戦に敗れることによって」

　良晴は、うなずいていた。そうだ。軍神・毘沙門天を祓はらうには、戦場で謙信に黒星をつけなければならない。彼女が毘沙門天でも無敵無敗の軍神でもないという事実を謙信自身に認めさせなければ、毘沙門天は祓えない。

「……史実では、手取川の合戦にはもちろん俺は参戦していない。でも、今は俺がいる。勝家とともに俺は越軍に立ちふさがる。軍神・上杉謙信に、生涯初の黒星をつけてみせる。きみが毘沙門天ではなく、人間だということを証明する」

「あの武田信玄にさえできなかったことを、あなたができるかしら」

「俺自身は無力だが、俺には頼たよれる仲間がいるからな。とはいえ、軍神に勝とうだなんて欲よく張ばったところで、どうすればいいのかさっぱりわからねえが」

「さっきわたしを窒ちつ息そくさせたまま死なせておけば、勝てたのにね。あなたって、ほんとうに愚おろかなのね」

「もう言われ尽つくして慣れてるよ。それに、きみほどじゃない」

「次に会う時は戦場ね。手加減などできない壮そう絶ぜつな合戦になるでしょうね。そう、川中島のように。わたしはきっと、あなたを殺すことになるわ。もうわたしには残された時間がない。この命が尽きる前に、織田信奈を滅ほろぼしてみせるわ。あなたの予言を覆くつがえしてみせる。自分自身の未来を勝ち取るって、そういうことでしょう？　武田信玄にできたことが、わたしにできないはずがない」

「そうだな。本気で戦わなければ、負けることはできない。お互たがいに、全力で戦おう。それでいい」

　謙信は、「わたしが毘沙門天の化け身しんだという言葉のほんとうの意味を、あなたたちは戦場で知ることになるわ。後こう悔かいしても、もうその時は手て遅おくれよ」とつぶやきながら、そっと立ち上がっていた。

「ずっとこうしていたかったけれど、おまけの一日はおしまい。わたしは、帰らなくては。そろそろ、兼続が迎むかえに来るわ」

　謙信は最後まで、良晴になにかを期待していた──「助けて」と声にならない悲鳴をあげているかのようだった──良晴には、そう思えてならなかった。




「さようなら、相良良晴」










　小こ舟ぶねに乗のり換かえた謙信が闇やみの向こうへと消えた後、良晴は甲かん板ぱんに腰こしを下ろして「どうすれば上杉謙信に戦で勝てるんだ、どうやってあの子の心から毘沙門天を祓えばいい？」と頭を振っていると。

「相良氏うじ、さすがに口づけの先へは行きませんでしたな。このままでは、けんちんというみをひろえませんじょ」

　また、五右衛門の声が聞こえてきた。

「なんで俺の良心の声はいちいち五右衛門ボイスなんだよっ？　幻げん聴ちようよ消えろ！」

「失礼な。拙者、ずっとこの船の船頭として相席していたでござる」

　ほっかむりをした船頭が、いつの間にか甲板の上に立っていた。

　その船頭がするりとほっかむりを取ると、そこには見慣れた五右衛門の顔があった。

「って、ええええええええっ？　ほんものっ？　まさかずっと見ていたのかあっ？」

「にんにんでござる。ずいぶんとおなごの扱あつかいがたくみになりまちたな。あといっぽで、ちぇんごくのぴかるげんぢになれまちゅぞ」

「にんにん、じゃねええええ！」

　良晴は琵琶湖へ飛び込もうとした。誰だれも見ていないと思っていたからこそやらかした、謙信に向けた数々の台詞、数々の所行。恥はずかしすぎる！

「我が慢まんならない！　死なせてくれ！」

「待つでござる。身投げしてはならないでござる。人工呼吸はもうご免めんでごじゃる」

「そもそも五右衛門は、謙信の攻こう撃げきを食らってしばらく目覚めないはずじゃなかったのか？　どうしてけろっとしてるんだよ？」

「拙者、上杉謙信を討とうとした時に『殺すな』と相良氏に言われたため、きけんないちげきをくらうことににゃりまちた」

「悪かったよ。だからって俺のあんな恥ずかしい姿を覗のぞき見していいことにはならねえ！」

「怒おこってはいないでござる。しかしなにぶん上杉謙信の強さは人外の域でござる。いちげきをくらうちゅんかんに、これはまじゅいとおもってちんだふりをしたでござる」

「死んだふり？」

「五体を脱だつ力りよくし意識も飛ばし、すべての力を受け流す。はちつかりゅーさいちゅうおおぎの一つでござる」

「それで、すぐに起き上がれたのか。どこまでも底知れないなあ……そういえば五右衛門って自分の過去をぜんぜん語らないけど、川かわ賊ぞくの親分になるまではどういう経歴を辿たどってきたんだ？」

「し、忍しのびは過去を語らないのでござるよ相良氏」

「そろそろ聞きたいよな。ま、お前はなんだかいつも楽しそうだからいいけどさ」

「うにゅう。語らぬでござるっ！」

　ともあれ、あれでもまだ謙信は手加減していたでござる、戦場でなければほんきをだちぇないのでござろう、まさしくぐんちん、と五右衛門がうなった。

「相良氏。戦場であの上杉謙信をどうやって倒たおすのでござる？」

「今から考える！　もう時間がないけどもな」

　武田信玄も攻せめ寄せてきているでござる、すべての実を拾ってきたツケをしはらうときがきまちたぞ、と五右衛門は嘆なげいてみせた。

「すべての実を拾ってきたツケか。そうかもな。だが、後悔はないぜ五右衛門。とはいえ、歴史を改ざんしてきた代だい償しようというか反動は、あまりにもでかい」

「やれやれ。簡単なこと。おにゃごなど全員押おし倒しててごめにしてめろめろにしてしまえばよいのでござる」

「おっそうだな。忍にん者じやらしい非情な意見だぜ。それじゃ手始めに五右衛門から」

「ややややめるでござるよ！　にゃんで？　にゃんでえええっ？」

「だって簡単なことなんだろ？」

「拙者には簡単なことではないでござるうううう！　おにょこにふれられると、ちぇっちゃ、ちぇっちゃ、うきゃああああ！」

　いったいなにをやっているのよ？　と、いきなり高速で進んできて横付けしてきたもう一艘そうの精霊船から、聞き慣れた声が飛んできた。

「の、信奈？」

「真っ白な『雪のお姫ひめさま』が良晴と一いつ緒しよにいるってねねから報告を受けたから、一日だけ良晴を貸してあげたのに。雪のお姫さまは一緒じゃないの？　乱らつ破ぱと二人でなにしてるのよ。まさか、わたしの目を盗ぬすんで乱破と逢あい引びき？」

　さあどうする。適当な噓うそをついてごまかすか。それは不実だ。かといって、真実を告げれば信奈は立場的に良晴を敵に通じた裏切り者として処しよ罰ばつしなければならない。以前のようにかんしゃくを起こして切腹を申しつけたり伊い勢せへ追放したりはしないだろうけど、ここで俺が一時的にでも戦線から脱だつ落らくするのは致ち命めい的てきにまずい。

　でもどっちにしても俺は噓をつくのが下手だからな、信奈にはすぐ見破られる。

　どうしよう？

　良晴が答えあぐねていると、五右衛門が助け船を出してくれた。

「相良氏は、今日一日だけ人間の女の子として過ごせるお姫さまを守っていたでごじゃるよ」

「大谷紀之介だと言い張っていた、雪のお姫さまね」

「しかしお姫さまが探していたものを与あたえることは、できなかったようですな」

「お姫さまが探していたものって、なに？　五右衛門」

「フ。『愛』でござる」

　ちょ。五右衛門。良晴はまた死にたくなり琵琶湖へ身投げしようとしたが、こんどは信奈と五右衛門の二人がかりで止められてしまった。

「そう。そんなものを探すために、お姫さまは安土まで来ていたの。次の戦でわたしを連れて天に還かえると言ったのにね」

「だからこそ、無敵無敗の生しよう涯がいにおいてただ一つ得られなかったものを最後に求めたのでちょうな」

「……雪のお姫さまは、自分が断念し、なせなかったことをなした者を許せない性格だものね。父親を追放し他国の領土を奪うばい取った武田信玄に怒いかり、そして今はそれ以上に、彼女自身がどうしても手に入れられなかったものを手に入れようとしているこのわたしに怒っている。だから、武田信玄との戦いを中断してまでわたしとの決着を望むようになったんだわ」

「御ぎよ意い。上杉謙信最後の戦は、川中島以上の死し闘とうになるでござる」

「神として義戦を生きてきたお姫さまが、ほんとうに求めていたものは、人間として生きること。人間として愛されること。でもお姫さまは、誰よりも強い軍神として生まれてきてしまったから、誰も彼女を打ち負かして地上に引きずり下ろせなかったのね。あの、武田信玄ですら。むしろ、武田信玄はお姫さまを地上に下ろすために、お姫さまと並ぶ戦国最強の武将にまで自分を成長させたのかもしれないわね」

「道理で、神仏の力に頼らず天下も愛も自力で奪い取ろうとする織田信奈を、けっちてゆるちぇぬはずでごじゃる」

「たった一日だけど、良晴をお姫さまに貸してあげられて、喜ばれたかしら？　それとも」

　信奈は、いずれにしてもわたし自身は喜べばいいのか困ればいいのかわからないわね、と苦笑していた。

「良晴。十兵衛は丹たん波ばへ戻ったわ。ただ、越軍の侵しん攻こうを前にした六りくがたいへんなの」

「勝家が？」

「わたし自身が安土から三万の兵を率いて合流するまで動くなと命じておいたのに、六は独断で越前を出しゆつ立たつして加賀へ入ってしまった。六はわたしを戦場に引っ張りだすよりも先に、単独で上杉謙信と決戦するつもりなの」

「そいつはまずい展開だぜ信奈」

「六は、織田家最強の武将よ。その戦場での経験と勘かんで、今のままではわたしは上杉謙信には勝てない、と気づいているみたい。織田軍はまだ、越軍と戦った経験がない。いちど誰かが戦い、日ノ本最強と呼ばれる越軍の戦い方、謙信の独自の戦術について、克こく明めいにあぶり出さねばならない。文字通り玉ぎよく砕さいするまで戦うことで。その負け戦から得られたなにかを、わたしならばきっと摑つかみ取れる、勝機を見いだせるはずだと、六は信じている。木津川口の海戦の時のように。だから六は自分を、死に兵、捨て石として……」

　信奈の表情が、こわばっていた。

「……わたしが、合戦に弱いからよ。六をあんなふうに追おい詰つめてしまったんだわ。わたしも急いで加勢に出るけれど、越前は今、たいへんな豪ごう雨うなの。あちこちで川が氾はん濫らんしていて、間に合いそうにない」

　勝家の覚かく悟ごは、信奈をもってしても翻ひるがえせないほど固いものだったらしい。

　やはり、運命は「手取川の合戦」へと、向かっている。

「わかった信奈。安土の三万の兵力を率いねばならないお前よりも、俺のほうが身軽だ。身一つで先行して勝家の軍に押しかける。あいつと力を合わせて、無敗の越軍に勝つ。勝って上杉謙信を、天上の世界から引きずり下ろす」

「六の命を、救って。あの子は、ずっとわたしのためにこれまでの半生を捧ささげてくれた。六が恋こいもせずひたすら戦に生きてきたのも、すべてはわたしを想ってのこと。泣き言一つ言わずに、わたしの無茶な命令に常に従ってくれた。わたしは今までどれほど、六に救われてきたことか。謙信と戦わなければならない北陸戦線に立たせておきながら今いま更さらわがままかもしれないけれど、六を失いたくないの」

「言われるまでもないさ。勝家のいない織田家なんて、天主が折れた安土城みたいなもんだ」

「ありがとう良晴。それと、六の与よ力りきを務めている犬いぬ千ち代よも……」

「おう。大坂湾わんではあいつに拾ってもらったからな、任せろ」

　だが、信奈は間に合うだろうか？　東西に敵を抱かかえ、容易に身動きが取れなくなっている信奈よりも、次の戦を死に場所と定めている謙信の進軍速度のほうが速いだろう。「史実」では、手取川の合戦に織田信のぶ長なが率いる本軍は間に合わなかった。間に合えば、兵力に勝まさる織田軍は越軍と決戦できるかもしれない。だが自軍の幸運を祈いのるだけでは、毘び沙しや門もん天てんには勝てない。未来を知っているだけでも、勝てない。越軍の進軍は速い。しかも信奈の軍勢は豪雨に進軍を阻はばまれる。もしも本軍が間に合わなかった場合、勝家の敗北は不ふ可か避ひだ。どうやってあの軍神に勝つ？

（俺は、ずっと毘沙門天として生きてきた謙信を、今日一日だけは普ふ通つうの女の子として扱ってあげたくなった。次の合戦で相あい争う敵の総大将として見るような真ま似ねは、できなかった。だから、そうした。謙信との戦に勝つ方法なんて考えちゃいなかった。だが、このままでは信奈の天下布ふ武ぶの夢は破れ、上杉謙信が毘沙門天から聞かされた死の予言も成じよう就じゆしてしまう！　なんとしても、無敵無敗の謙信に黒星をつけるしかない！　なにか策はないか。なにか手がかりは？）

　待てよ？

　もしかしたら──方法は、あるかもしれない。

　ただ一つだけ。

　良晴は、（しかしこれは、謙信にとっても信奈にとっても劇薬みたいな策だ。一歩間ま違ちがえれば、最悪の結末になるかもしれない）と武む者しや震ぶるいしていた。

　しかし、良晴が選せん択たくできる道は、それしかなかった。

「ねえ、良晴？」

「どうした？」

「天王寺の合戦の時のように、もう二度とわたしを置いて遠くへいかないでね。毘沙門天に誘いざなわれて、天上の世界へ連れ去られたりはしないで」

「……そのつもりだが、こんどばかりは確約はできない。一つ、策がひらめいた。虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず、という危険な策だ。安全圏けんにいながらにして毘沙門天を捕とらえて地上へ下ろすのは無理だ。勝千代ちゃんが川中島で八はち幡まん原ばらに本ほん陣じんを前進させて自分の身をさらしたように、俺も死地へ飛び込まなければならないだろう」

「え？　どういうこと？」

「信奈。この策はお前を激げき怒どさせるかもしれないが、許してくれ」

「だから、どういうことなのよう？」

「言えないが、すぐにわかる。『光源氏六ろく条じよう院いん計画』だ」

「は、はあ？　なんなのよいったい？　まさかあんた、本気ではあれむを造るつもり？」

「とにかく俺を信じてくれ！　頼たのむぜ！」

「……良晴らしいわね。わたし、どうしてあんたみたいな男に心を奪われちゃったのかしら。おかげで、ずっとやきもきさせられっぱなしだわ」

「だいじょうぶだよ。俺は戦場から戻もどってくるさ。もしもこの先、戦場で俺の身体からだが朽くちても、魂たましいはお前のもとに戻ってくる」

「身体も戻らなければダメよ。わたしは欲よくが深いの。心だけじゃ、満足できないの。良晴のぜんぶが、欲しいの。生きていてくれなくちゃ嫌いやなの。生きて、一緒に泣いたり笑ったりケンカしたいの。美しい思い出なんかには、したくない。良晴に戦場で死なれるくらいならば、他の女に奪われたほうがずっとずっといい。だって。生きてさえいてくれれば、いつか良晴はきっとわたしのもとに戻ってきてくれる、必ず取り戻せるから。大勢の家臣や兵たちを戦場に送り出していながらこんなことを口走るなんて主君失格だけれど、でも。わたし、わたし──」

「信奈。気弱なことを言っちまって、ごめんな。わかったよ、必ず生きて戻る」

「良晴。顔に傷を負っても、たとえ手や足を失っても、必ず生きて戻るのよ。今更、あんたの顔が少しくらい傷ついてもたいして変わらないから。だから」

「ああ。記き憶おくを失って毛利家に仕官した時のようなことは、もう二度と繰くり返さない。約束する」

　おなごはみな強いのではなかったのですか相良氏、と五右衛門がしれっとして茶々を入れてきたが、良晴は「俺にとって、信奈だけは特別なんだ。信奈だけは、俺にいくら頼たよってくれてもいい」と切り返していた。

　五右衛門は「後でまた死にたいと言いだされても止めまちぇんぞ」とぼやきながら、船上から消えた。

　五右衛門なりに、気を利きかせてくれたらしい。

　安土山を覆おおっていた明かりは、一つまた一つと消え、世界は闇やみに覆われつつあった。

「盂う蘭ら盆ぼん会えの夜が終わっていく。光が一つ消えるごとに地上へ降りていた死者の魂が一つずつ、天上へ還っていくのよ。父上も、蝮まむしも、弾だん正じようも──天上の星に、還るの」

「死者の魂の存在を、お前は信じないんだろう？」

「ええ。父上の葬そう儀ぎに『こんな儀式に意味なんてない』と腹を立てて暴れたこともあったわ。でも今はこう思うの。死んだ者の魂が実在するかどうかはわたしたち生きている人間にはわからないけれど、魂を送り出す盂蘭盆会は──わたしたちが『たいせつな人たちが死んだ』ことを納得し、受け入れるために必要なのかもしれないって。たいせつな人を失った悲しみから逃にげれば、わたしたちはいつまでも過去の思い出にとらわれ続ける。だから、勇気を出して直面して死を受け入れなければならない。死者の志こころざしを受け継つぎながらも、まだ見ぬ未来へと進むために。そのための葬儀であり盂蘭盆会なんじゃないかしらって」

「……そっか。そうかもな……」

　わたしは父上の葬儀の席上で、父上の死を認めたくなかったから暴れたのよね。きっと雪のお姫ひめさまはもっともっと暴れるわね、と信奈は良晴の瞳ひとみを見つめながら微笑ほほえんでいた。

「でもね。信じないけれど、ほんとうだったら素敵よね。死んでいった人たちが天上からわたしを見守ってくれているのならば、ほんとうに。ただね。今こうして生きて地上でわたしを見守ってくれている人は、良晴。あなたよ。どれほど天主を高く建てても天上の星は摑めないけれど、良晴の身体はわたし、摑めるわ。だから、星にはならないで。わたしより一日でも、長く生きて」

　来年のこの日こそ、一いつ緒しよに光り輝かがやく安土の夜景を眺ながめましょう、と信奈は微笑み、そして良晴の唇くちびるに自分の唇をそっと押し当てていた。







　　　巻ノ四　手て取とり川がわの合戦







　織お田だ家の北陸方面軍団を率いる柴しば田た勝かつ家いえは、本領である越えち前ぜんから加か賀がへと進軍し、手取川を越こえて水みず島しまという地に陣じんを敷しいていた。

　夜が明ければこのまま雨中をさらに進軍し、越軍よりも早く能の登と畠はたけ山やま家の本城・七なな尾お城に入城。能登を抑おさえて越軍と決戦に及およぶ予定だった。

　安あ土づちの信のぶ奈なからは「わたしが到とう着ちやくするまで決して進軍しないように」と何度も何度も使者が送られてきたが、勝家は「木き津づ川がわ口ぐちの海戦がそうだったが、姫ひめさまがその叡えい智ちと才能をひらめかせて無敵無敗の越軍を破るためには、越軍との合戦をなんとしてもいちど経験していただく必要がある。姫さまは、失敗から得られた教訓によってさらに強くなる。だが謙けん信しんという軍神を超えるためには、それなりの生いけ贄にえが必要になる。織田家最強の武将、あたしだ」と腹をくくっている。

「姫さま。この勝家、天に還かえっても夜空から姫さまの天下布ふ武ぶの戦いを見守り続けますから。平ひら手てのじいや松まつ永なが久ひさ秀ひで、斎さい藤とう道どう三さんたちとともに──」

　幔まん幕まくの中で勝家は「この加賀はすでに敵地。この陣中も越軍の忍しのびだらけだからな。姫さまのお手紙を焼くなんてもったいないけれど……持っていればたちどころに盗ぬすまれ、情報が漏もれる」と信奈からの書状をろうそくの火で焼き捨て、摠そう見けん寺じから買い求めさせた「黄金の信奈像」に手を合わせると、薄うすい寝ね間ま着きに着き替がえて布団に潜もぐり込んでいた。

　このところ越前から加賀にかけて異常なほどの長雨が続いていて、勝家も将兵たちも疲ひ弊へいしきっていた。

　増水した手取川を渡わたるのが、合戦以上の難事だった。

　手取川は名にし負おう暴れ川だ。かつて源みなもとの義よし仲なかが俱く利り伽か羅ら峠とうげを越えて上じよう洛らく軍を進める際、川が増水していたために渡るのに手こずった。将兵たちがともに手をつなぎ、水に流されぬように互たがいを支えながら渡ったのだという。それで「手取川」と呼ばれるようになったという。それほどの暴れ川なのだ。

「……姫さまはもう安土を出しゆつ立たつされただろうか。この長雨では、間に合わないだろうな。越前の街道は、美み濃のや近江おうみと比べれば未整備だ。そもそも美濃や尾お張わり、畿き内ないにはこんなうっとうしい長雨は降らない」

　しかしそれでいい、上うえ杉すぎ謙信の戦いくさぶりのすべてをあたしは戦場で引き出してみせる、姫さまご武運を！　と勝家はこれもまた摠見寺で買い求めさせた「信奈抱だき枕まくら」を抱きしめ、まぶたを閉じようとした。

　だがこの時、勝家は「きゃっ？」と小さな悲鳴をあげていた。

　むにゅ。

　背後から、誰だれかの手が勝家の桃もものように膨ふくらんだ胸を握にぎりしめてきたではないか！

「いやあああああっ？　あ、あたしを柴田勝家だと知っての所行かっ？　ってサルだなっ？　こんな真似をするやつはサル、お前しかいないっ！」

「ふふふ。さすがだな勝家。いかにも俺さま。相良さがら良よし晴はるだぜ。いちど俺に揉もみしだかれた悲しさ、俺さまの手の感かん触しよくを覚えていたんだな」

「ちょ？　ほんとにサルなのっ？　今、この本陣の周囲は越軍の忍びだらけだけれど、お前ごときがあたしが眠ねむる幔幕の内側までは入り込めないはず！」

「どっこい、五ご右衛え門もんに手引きしてもらって忍んできたぜ！」

　そう。

　勝家の寝しん所じよに、ずぶ濡ぬれになっている良晴がなぜか忍び入っていたのだ。

「信奈が率いる三万の大軍はこの長雨で行軍に手間取っている。しかし俺さまは忍びが用いる獣けもの道みちを使って単たん騎き長なが浜はまから飛ばしてきたので間に合ったぜ！　鬼おにのいぬ間に勝家のおっぱいいただきいいい！　そーれ、むにゅむにゅ」

「ひっ？　あひっ？」

　勝家は怒おこるよりも恥はずかしさでいっぱいになって、ぽろぽろと泣きだしてしまった。

「やっ、やめてええええっ？　なに、なんなの、いったいどういうつもりなのっ？　あたしが男嫌ぎらいなのは知ってるでしょ？　そもそもお前は姫さまと相思相愛でしょっ？　気でも狂くるったのっ？」

「ふふふ。ずいぶんと女の子らしい声を出すようになったじゃねーか勝家」

「そりゃあ、あたしはもうすぐ戦場で死んじゃうんだし、寝所でまで男っぽい口調を続ける意味なんてないでしょっ！　って、そういうことを言ってるんじゃないの！　お前、いったいなんのつもりっ？　ほんとに最低すぎっ！」

「俺は正気だ！　第二次織田家包ほう囲い網もうが完成した今、崩ほう壊かいの危機に瀕ひんしている信奈の天下布武の大たい業ぎようを実現すべく、俺さまはここに『光ひかる源げん氏じ六ろく条じよう院いん計画』を発動するッ！」

　しばらく揉まないうちに勝家の胸はまた一回りでかくなっている、とうなりながら良晴が瞳ひとみをらんらんと輝かがやかせた。

「ひ、光源氏？　六条院？　いいから胸を触さわらないで、いやっ！　指を食い込ませないでよっ！」

「そう言うな。お前が玉ぎよく砕さいするって聞かないから、わざわざ説得しに来たんだぜ？　これはな、今いま川がわ義よし元もとちゃんの提案を受けてひらめいた壮そう大だいな計画だ！　今の俺は、あの天あまの岩いわ戸と開きのおかげで期せずしてモテモテになっている！　こいつは俺さまが戦国の光源氏として無む双そうできる最初で最後の好機！　安土城の本丸にある四つの御ご殿てんに、俺さまがかき口く説どいて心を奪うばい取った各国の戦国姫大名を俺さまの愛人として集めちまうんだ！　正妻は将軍・今川義元ちゃん。愛人候補は、天下人びとの信奈。信奈と俺を巡めぐって対立している十じゆう兵べ衛えちゃん。毛もう利り家の宰さい相しよう・小こ早ばや川かわさん。武たけ田だ信しん玄げんこと勝かつ千ち代よちゃん。そして上杉謙信も脈ありだ！　梵ぼん天てん丸まるはまだお子さまだからすぐには口説けねえが、五カ年計画で育成して俺さまに惚ほれさせる！　どうだ、この手を使えばもう合戦なんて必要ねえ！　中国地方も越えち後ごも甲か斐い信濃しなのも俺さまの愛の力で統一！　残る姫大名もかたっぱしから口説く！　これで！　戦国時代は終わるッ！　俺さまの平安楽土と書いて！　安土と読むっ！　安土サル山時代の到とう来らいだああ！」

　良晴は、勝家の背後にとりつきながら割われ鐘がねのような大声で大演説。

　あまりにも常じよう軌きを逸いつした話なので、勝家は怒るのを通り越して呆あきれた。

「ばっ、馬ば鹿かっ！　幔幕の外にまで聞こえちゃうでしょっ！　なんなの、その調子こいた妄もう想そうまみれの馬鹿馬鹿しい計画は？　お前が、光源氏？　そのサル顔で？　姫さまの純真な恋こい心ごころを裏切るつもり？　やめてよっ！」

「やめないね！　俺さまは今、気力体力ともにみなぎっているんだあああ！　すべては信奈のため！　もう、合戦で織田家包囲網を突とつ破ぱするのは無理だ！　今となっては、俺さまが誇ほこる手練手管の恋れん愛あい術こそが織田家の最終兵器！」

「だからって、どうして織田家の筆頭家老であるあたしを襲おそってるわけ？」

「ふふふ。それは勝家、お前がいの一番に反対するに決まっているからだ！　姫さまのお心を踏ふみにじるなあサルめえ成せい敗ばいしてくれる！　って騒さわぎ立てて俺を殺しに来るだろう？　だから先手を打った！　お前が味方につけば信奈も俺の壮大な計画を認めざるを得ないだろう？」

「うぐぐ！　なんてあくどいサル知ぢ恵えなんだ。今この場で殺してやるっ！……ああっ？　ちょっと、痛い痛い痛い！　そんなに力をこめて揉まれたら……か、形が崩くずれちゃう……！　やめてってば！」

「そうとも。この策に大反対するであろう織田家筆頭家老を最初に籠ろう絡らくして、さっさと俺の愛人にしてしまう！　これで俺の野望は成った！　武人として恋もしないまま信奈に忠義を捧ささげて戦場に散っていく自分の生き様に満足はしていても、やっぱり一度くらいは恋をしてみたかった、と乙女おとめらしく思っていたはず！　今夜その思いをかなえてやる上に、勝家、お前の命も救ってやろう！　玉砕する必要はない！　なぜならば、謙信も俺が籠絡するからな！　俺が謙信を口説いて越軍を武装解除させる！　合戦は起こらないっ！」

「ふあっ……あ……あ……ダメ、力が、力が抜ぬけちゃう……や、やだ……」

　勝家は抵てい抗こうできない。やはり恋の道では俺の勝利のようだなふふふ、彼ひ我がの経験値の差は圧あつ倒とう的てきだな勝家、姫武将と突つっ張ぱってみてもやっぱり女の子だぜと良晴がほくそえむと。

「……ふ、ふざけるなああああ！　お前は姫武将を愚ぐ弄ろうしているのかあああ！　お前に口説かれたからって、家を投げ出して合戦を捨てて無む抵てい抗こうのまま織田家に降こう伏ふくするだとっ？　そんな惰だ弱じやくな姫武将など、いない！　みんな、女の身でありながら武家に生まれついた己おのれの運命に信念と誇りを抱いて戦っているんだっ！　たとえ降伏するにしても、それは一戦に及んで潔いさぎよく敗北した時だけだっ！」

　勝家は激げき怒どした。

「あの戦嫌ぎらいの今川義元ですら、桶おけ狭はざ間までの決戦に臨のぞんだんだぞ！　姫武将を舐なめるな！」

　良晴が、まるで姫武将を「恋に落ちればあっさりと己の使命も情熱も野望もすべて放りだす」と決めつけている態度に、ほんとうに激高した。

「さ、さ、サル！　今日という今日はもう許さないっ！　お前を捕ほ縛ばくして、軍法会議にかけてやる！」

「ふぎゃっ!?　し、しまった、密着しているために逃にげそこねた！　か、勝家のおっぱいから手が離はなれてくれねえとは！　やっぱり巨きよ乳にゆう最高！　信奈にもこれくらい胸があれば……」

「だあああ！　うるさいっ！　死ね死ね死ねええええ！」

「勝家、頭を働かせてよく考えろ！　お前が玉砕しても織田軍は謙信には勝てない！　理り屈くつも計算もなく、ただ突とつ撃げきし敗北すれば信奈が勝機を見いだしてくれると思ってるのなら、お前はほんものの脳筋だぜ！　そんなものはただの犬死にだ！　俺は天下の女好きとして、おまえの国宝級のおっぱいを失うわけにはいかないんだ！　間ま違ちがいない、義元ちゃんよりでかい！　そもそも犬いぬ千ち代よまで連れて行くな！　犬死にするから犬千代も一いつ緒しよだ、なんてだじゃれは没だ！」

「黙だまれ！　今すぐ斬ざん首しゆしてやりたいが、お前も一応は織田家の重臣だ。軍法会議で処分するっ！」

　本気を出した勝家に首を摑つかまれて投げられれば、良晴は抵抗できない。

　縄なわでぐるぐる巻きにされて、「翌朝の軍法会議までここで寝ねていろ」と馬小屋に押し込められた。

「まったく最悪だなお前！　上杉謙信は刺し客かくこそ放たないが、軒のき猿ざるを用いての織田軍の情報収集はさかんにやっている！　それなのに大声で騒ぐから、光源氏がどうのこうのとか、お前のくだらない野望はぜんぶ上杉謙信に筒つつ抜ぬけになったぞ！　あたしだけじゃない。お前は謙信をも激怒させたぞ！」

　ああそいつはうっかりしていたぜ、と良晴は顔を腫はらしながら不敵にもにやりと笑っていた。




　翌朝、軍法会議の席上で勝家はますます困こん惑わくしていた。

　呼んでもいない面々が、勝家の陣へと押しかけていたのだ。

　豪ごう雨うで行軍困難なため、軍勢を率いてきた将はいない。

　みな、良晴同様に早馬を用いて、雨中をわずかな手勢だけで強行してきたという。

　どうやら、良晴が「みんなで押しかけて勝家の玉砕を止めようぜ」と周辺にいた武将たちを誘さそったらしい。

　ともあれ、勝家と犬千代の二人で終わるはずの「相良良晴処分を巡る軍法会議」が、予期せぬ大事になった。

「徹てつ夜やで安土城の祭りを采さい配はいしておりましたが、かろうじて間に合いました。摠見寺の石いし垣がきがなぜ崩れたのかいまだに原因がわかっておりませんが……相良どのの今回の所行は姫ひめ武将を愚弄しております。十点です」

　安土城普ふ請しん奉ぶ行ぎようという大任を勤め上げたばかりの丹に羽わ長なが秀ひでが、口を開いた。

　目の下にくまができているのは、安土城お披ひ露ろ目め祭りの監かん督とくの仕事が多た忙ぼうすぎた上に、雨中の強行軍が響ひびいて、一いつ睡すいもできなかったからだろう。

「歳だからではありません。絶対に違ちがいます。絶対にです」

「武田軍が遅おそいのでこっちに来てみたのじゃが、よっしーがまたやらかしたとな？　まったく、女好きもここまでくると天あつ晴ぱれじゃの」

　おかげで巫み女こ服が濡れてしまったのじゃ、と滝たき川がわ一かず益ます。

「お市いちは子育てで忙いそがしいので、ぼく一人でふらりと来てみたら。いやあ、たいへんなことになっていたんだねえ。サルくんも見境がないね。早く身を固めたまえよ、あーははは」

　最近、子持ちになった尾張の貴公子・津つ田だ信のぶ澄すみ。

　永遠の美少年・信澄さまが父親に？　と悲ひ嘆たんに暮れて出家した女子も多いという。

「……おなかすいた」

　これは援えん軍ぐんではなく、勝家の与よ力りき・前まえ田だ犬千代。

「くすんくすん。こうして諸将が強行して駆かけつけましたが、悪路ゆえに大軍は動かせず、織田の北陸方面軍は二万のまま増えていません。なにぶん越前・加賀で続く豪雨で進軍がままならず、信奈さま率いる三万の援軍もおそらく間に合いません」

「問題ない。このシメオンがいる限り織田家が勝つ！　柴田勝家、きみが無意味に玉砕しなくても越軍のこれまでの戦法戦術はすべてシメオンと半はん兵べ衛えとで研究し尽つくした！　準備は万ばん端たんだ！　むふー！　セミナリオでは一いつ敗ぱい地ちにまみれたが、こんどこそ黒くろ官かん一流の烽火のろしをあげる時が来た！」

　織田家が誇る天下の両兵衛こと、竹たけ中なか半兵衛と黒くろ田だ官かん兵べ衛え。

　そして、この緊きん張ちようした軍法会議の席でひときわ異い彩さいを放つ謎なぞの姫武将が一人。

「おほほほ。皆みなさん、殺さつ伐ばつとしておられること。せっかくですから金かな沢ざわを観光していきたいですわね、あ・な・た」

　縛しばられている良晴の膝ひざの上に座って動かない、天下の偽にせ将軍・今川義元である。

　風流で優ゆう雅がな十じゆう二に単ひとえ姿。

　ついでに、楽団まで引き連れていた。

　場ば違ちがいも甚はなはだしい、と勝家は目をつり上げていた。

「義元！　お前、なにしに来たんだよっ？　これは軍法会議だ、宴えん会かいじゃないんだぞっ」

「お気になさらず、勝家さん。わらわは相良良晴との新しん婚こん旅行を満まん喫きつしに来たのですわ」

「黙れ！　お前がくだらない風流趣しゆ味みを吹ふき込むから、頭の悪いサルが暴走したんじゃないかっ！」

「まあまあ。なんのことですの？」

「諸君、聞いてくれ！　謙信に勝ち、包囲網を突破するたった一つの冴さえたやり方を俺はひらめいたんだ！　半兵衛と官兵衛にはすでに了りよう解かいを取ってある！　みんなで勝家を説得してくれっ！」

　良晴は再び、諸将の前で「光源氏六条院計画」をとうとうと叫さけんだ。

「だから、軒猿に聞かれるから大声を出すなサル！」

　半兵衛と官兵衛は困ったようにうなずきあい、義元が「まあまあ。わらわの策を採用していただけるの？」と喜び、そして信澄たちは呆れかえった。

「どーだ、みなの衆！　これが光源氏六条院作戦！　少なくとも毛利は今すぐ織田家に併へい合ごうできる！　上杉謙信もすでに脈ありだ！　難なん攻こう不ふ落らくの生しよう涯がい不ふ犯ぼん毘び沙しや門もん天てん・上杉謙信を籠絡できれば、これまで浮ういた噂うわさのない武田信玄も対たい抗こう心を燃やしてきて俺に迫せまってくるとみた！」

「くすんくすん。これは、姫武将という戦国の習慣を逆手にとった禁じ手ですが、たしかに今の織田家を窮きゆう地ちから救うにはもうこの方法しかありません。天岩戸経由で顔を日ひノ本もと中の人々に知られた良晴さんは、どういうわけか実物より男前に見られたらしく、女性人気がうなぎのぼりですし」

　半兵衛がべそをかきながらうなずき、官兵衛も、

「うーん。このシメオンが相良良晴に籠絡されるわけじゃないし、どんな方法であれ勝てるならいいんじゃないかな？　シメオンが活かつ躍やくする機会は減りそうだが」

　と、しぶしぶ了りよう承しようした。

　一益と信澄は「よっしーは『モテモテはあれむ』の野望とやらを」「捨てていなかったんだねサルくん！　それどころか、天岩戸開きで人気沸ふつ騰とうの今が好機と、この土ど壇たん場ばで男の野望を剝むき出しにしてきたんだね！」とあっけにとられ、長秀は「姫が納得するはずがありません。肝かん心じんの姫と明あけ智ちどのがいない隙すきになんという勝手な話を。これは姫武将たちの、とりわけわれらが姫の心を踏みにじる外げ道どうの所行。零れい点てんです」と渋しぶい顔。

　勝家は、（まさか？　半兵衛と官兵衛がしぶしぶ認めた？　このままじゃ良晴に押し切られる！）と焦あせって声を荒あらげた。

「サル。お前、本気の本気で言ってるのか？　織田家に勝ち目がないから狂くるったのか。それともそれがお前の本ほん性しようか？　今まで姫さま一筋を誓ちかってきたのはぜんぶ、姫さまに取り入るための芝しば居いだったのか？　それとも姫さまのお心を手に入れたからもう飽あきたのか？　目移りしたのか？　返答次第では問答無用だぞ！」

　良晴を威い圧あつしようと、勝家は刀に手をかけて怒ど鳴なりつけていた。

　その勝家の腕うでをがきっと握にぎりしめて止とどまらせたのは、虎とらのかぶりものが愛らしい前田犬千代。

「一番乗り。犬千代も今この場で良晴の愛人に立候補する。織田家の重臣、四し天てん王のう、みんなが良晴の愛人となり仲良く暮らせば織田家は永遠に安あん泰たい」

「こら待てどさくさに紛まぎれてそんなもんに立候補するな、犬っ！」

「……勝家も良晴の愛人に。良晴が言う通り、二人の不仲は織田家にほころびを生む」

「犬、ふざけるなああああ！　このサルが織田家に来たせいで、姫さまはサルに惑まどわされるわ光秀は姫さまに対抗するわで、めちゃくちゃになったんだ！　織田家包ほう囲い網もうに不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士だった信玄と謙信が同時に加わったのも、ぜんぶ、サルが天岩戸を開いてあいつらの見ている前で姫さまの唇くちびるを奪うばったせいだあああ！」

　ふふふ、そいつは違うな。信奈が俺の唇を奪ったんだぜ、と良晴は縛られたまま悪人顔でほくそえんでいる。

「サルううううッ！　貴様は織田家にとって獅し子し身しん中ちゆうの虫だ！　姫さまへの純愛を貫つらぬいてきたからこそ見み逃のがしてやってきたが、本性がわかったからには殺す！」

「勝家。いくら信奈に忠誠を誓ってもお前は女だ。お父さんを早くに亡くした信奈にはそれだけじゃ足りない。男の愛も必要なんだぜ。すなわち、この俺さまが」

「貴様っ！　それがわかっているなら、なおさら光源氏六条院の策などやめろ！」

「これも信奈を救うためさ。それに俺は、藤とう吉きち郎ろうのおっさんの夢を継ついだ男だからな。一国一城モテモテはあれむの野望をな！　天岩戸でなにかいい方向に勘かん違ちがいされてモテている今だけが野望を摑む好機なんだ！　滅ほろびの淵ふちに立たされた今こそ、俺は戦国時代に流れてきた日に抱いだいた志こころざしへと原点回帰するぜ！」

　天岩戸越ごしに大空に映し出された良晴さんの劇的なお姿は、実物の百倍増しでかっこよく見えました。天岩戸に映し出された者の姿が人々の心を摑む力というものは想像以上で、未来でいうところの『映画』や『テレビ』に近い効果があるようです、と半兵衛がこのところの不可解な良晴人気の理由を推理した。

「知るか、そんなこと！　サル、人間は死を前にした時こそほんとうの姿を現すという。それが貴様の正体か！　貴様はこの場で殺すッ！」

「おう。殺すなら殺せや！　だがな。俺を殺したら勝家、お前も激怒した信奈に誅ちゆう殺さつされるぜ！　それで織田家は滅めつ亡ぼうだ！」

「お待ちください柴田どの。あなたと相良どのが共とも倒だおれすれば敵を利するだけ。零点です」

　あの温厚な長秀が、良晴を「この織田家の窮地に、火か事じ場ば泥どろ棒ぼうを企たくらむとは。なんという愚おろかなことを」と𠮟しかりつけながら、怒いかりのあまり真っ赤にゆだって倒れそうになっている勝家を制止した。

「だが長秀！　こいつは姫さまのお心を裏切った！　このまま許されていいはずがない！　諸将や家臣団の手前、これじゃしめしがつかないっ！」

「そうですね。光源氏六条院の策は、最低最悪です。当然、却きやつ下かです。相良どのはこの陣から放ほう逐ちくし、姫さまご自身に裁いていただきましょう。この男には、援軍に加わる資格などありません」

　やった！　いつもサルの肩かたを持つ長秀があたしの味方についた！　勝家は勝利を確信した。

「そうだな。長秀がそう言うのなら、ここで斬首はやめてやってもいいな。姫さまの裁きに委ゆだねるのが道理だ。どうせ、斬首だろうな。数日遅おくれるだけのことだ」

「はい。よくて高こう野や山さん追放でしょう。ひとまず鞭むちで打って放り出しましょう」

「うんうん。最大の被ひ害がい者しやである姫さまがサルを最終的に始末するべきだが、このまま追い返しちゃさんざん寝しん所じよで胸を揉もまれたあたしの気がすまない！　今から鞭打ち百回の刑けいだ、サル！」

「はい。それで満点です」

　勝家が鞭むちを手にとって、荒い息を吐はきながら良晴に迫ってきた。

「ちょ。待てよ勝家？　死んじまうだろ！」

「そうですわ。勝家さん？　恋れん愛あい経験のないあなたには、相良良晴の風流な策のすばらしさがわかりませんのよ」

「今川義元、お前も同罪だっ！　光源氏がどうとか六条院がどうとか、どうせ無学なサルにお前が吹き込んだんだろう？　戦で姫さまに勝てないからって、色いろ仕じ掛かけでサルを籠ろう絡らくして女を武器に天下を簒さん奪だつしようと企んだな！　だからこんな女は桶狭間でさっさと殺しておけばよかったんだ！」

「あらあら。濡ぬれ衣ぎぬですわね。わらわは鞭などご免めんですもの、座の隅すみっこで応おう援えんしていますわ。がんばってくださいまし、相良良晴～」

　今川義元は、十二単からぽんっと抜ぬけて、身軽な姿で逃にげだした！

「よ、義元ちゃん、見捨てないでっ！　俺は、俺は光源氏でもなんでもなかったのかああああっ？　実は天岩戸開きで有名になってちやほやされていただけで、俺自身はモテてないっ？」

「当たり前だ、このボケザル！　歯を食いしばらないと痛みで心の臓が止まるぞ！　お前に唇を奪われ心まで踏ふみにじられた姫さまの恨うらみ、思い知れ！　死ねやあああああ！」

「ひいい。やめてくれえええええ！」

　長秀と一益が、逃げようとする良晴に絡からみついてきて動きを封ふうじた。

　半兵衛と官兵衛は、鞭を振ふりあげて仁に王おうのように激げき怒どしている勝家がおそろしいらしく、身動きがとれず抱だき合ってがたがた震ふるえている。

「きみは恋こいの道にも詳くわしいんじゃなかったのか半兵衛！　たいへんだあ！」

「くすんくすん。り、倫りん理り的には問題がありますが、わ、わたし自身を基準に考えれば、これが最善の策だったはずなのですが……せ、せ、正妻でも、あ、あ、愛あい妾しようでも、よ、良晴さんと共有できる愛は、お、お、同じものではないですか」

「どうやらきみは独どく占せん欲よくというものがないようだな！　仙せん人にんみたいな無む欲よく軍師を気取ってるからだ！　たいていの人間には、独占欲があるんだ！　とりわけ織田信奈は恋に関しては独占欲の権ごん化げだぞっ、絶対にまずいぞ！」

　良晴の背中に、一発目の鞭が命中していた──。

　びしいいいっ！

「うぎゃあああああああ！」

「あと九十九発を耐たえきれば、生かして加賀から追い出してやる！」

「か、勝家。三発くらいで許してあげたまえよ。尾張美少女軍団を率いていた過去があるぼくは、サルくんを弁護しなくちゃあ」

「いやっ信澄！　自分をちやほやしてくれる女の子たちを侍はべらせて茶店できゃっきゃと騒さわぐのと、主あるじである姫ひめさまを愛人の立場におとしめて『はあれむ』を造るのとはぜんぜん違ちがうっ！　信澄、お前は今から妻のお市を愛人に格下げして、たくさんの女の子を新たな妻として自宅に抱かかえ込めるか？」

「……やあ。言われてみれば、人として失格だねそれは。サルくん、もうぼくはきみをかばえないよ。ご愁しゆう傷しよう様さま……」

「のぶすみいいいいい！　姫武将が激怒するのはわかる、だがお前は俺を除けばこの場にいるたった一人の男じゃないか、助けてくれええええ！」

「お市に𠮟られるから弁護はできないよサルくん。許してくれたまえ。男の友情はなによりもたいせつなものだけれど、嫉しつ妬として激怒した妻ほどおそろしいものはこの世にはないんだよ……」

「というわけで二発目だっ！　こんどこそ昇しよう天てんしやがれ、このエロザルめえええ！　あたしはもう、怒おこったぞおおおおお！」

「うぎゃあああああ！」

　くっきーにこの話を持ちかければ大喜びで愛妾になってくれそうじゃの、のぶなちゃんに激怒されて高野山に追放されたら、あとは海かい賊ぞくとして余生を過ごそうのう、と面白半分で自みずからも良晴の背中に鞭を入れてきた一益がけらけら笑った。

「よっしーは村むら上かみ水軍で海賊をやっていた経験もあるしの、姫武将たちのしがらみに縛しばられて青あお息いき吐と息いきで生きるよりも、海の上で自由を謳おう歌かしたほうが幸せじゃぞ」

「ありがてえけど鞭は打たないでくれ一益ちゃん！　子供に鞭打たれていると、俺の心の中でなにか開いてはならないものが開いてしまいそうだあああ！」

「姫もなぜか楽しくなってきたのじゃ。ぴしぴし！」

「ああああああ！」

「はあはあ。みょ、妙みように胸がどきどきするの。もっといい声で泣くがよいのじゃ」

「やめてください一益さまああああ！　ああっ五右衛門さま、助けてっ！　どうしていつもこういう時に限って不在なんですかあああ？」










　かくして軍議の場は、良晴の奇き想そう天てん外がいすぎる献けん策さくによって「相良良晴に鞭打ち百回の刑、そのまま放逐」という修しゆ羅ら場ばへと一変した。

　ぼろぞうきんのように痛めつけられた相良良晴は、どこからともなく現れた五右衛門が持ってきた秘伝の膏こう薬やくによってかろうじて一命をとりとめたが、身一つで陣じん中ちゆうから放逐された。

　放逐される際、良晴は「少しの時間でいいから勝家と二人きりにしてくれ」とうめきながら哀あい願がんし、勝家は「これが最後だからな……こんな別れ方は残念だよサル。最後の遺ゆい言ごんを聞いてやろう」としぶしぶ承知し、二人はわずかな間だけ軒のき猿ざるも近寄れない陣中の奥深くで短い時間ながら言葉を交わした。

（上杉謙信は俺たちの想像よりもずっと早く能登を落とし手取川まで攻せめてくる。信奈は間に合わず、勝家、お前は無残に敗れる。これが俺が知っている未来だ）

　良晴は去り際ぎわに、そう、勝家に伝えた。

　驚きよう愕がくする勝家の耳元でさらにいくつか、良晴はさらなる言葉を語った。

　その言葉を聞き終えた勝家は、

「お前はほんものの馬ば鹿かだ。どうしようもない馬鹿だ」

　と目を潤うるませながら、「さらばだ」と良晴を放逐した。

　主君を放逐されてしまった半兵衛と官兵衛そして今川義元も、良晴を追いかけて手取川を渡わたり、戦場から撤てつ退たいしてしまった──。

　この土ど壇たん場ばで突とつ如じよとしてモテモテはあれむの野望をあらわにした良晴を信奈が許すはずがなく、良晴は切腹か斬ざん首しゆ、よくて高野山追放だろう、と勝家のもとに残った将兵たちは囁ささやきあった。

　足軽のほとんどを占しめる野や郎ろうどもはみな「男ならば誰だれしもが」「一国一城の主あるじとなり、後こう宮きゆうに美女を集めるという夢を持って生まれてくる」「しかしほとんどの男は己の限界を悟さとり、その夢を半ばで捨ててしまう」「相良良晴は最後までその夢を捨てなかった大馬鹿野郎」「だがそれがいい！」「女どもがケチ臭くさいんだ！」「あいつらは嫉しつ妬と深ぶかい！」「相良良晴こそ男の鑑かがみ」と良晴に同情的で、上官である姫武将たちのやり方に不満を抱き騒ぎはじめた。

　姫武将たちはみな、「姫さまがかわいそう！」「最低！」「顔も見たくない」「絶対に許さない絶対に」と総大将の勝家を筆頭に怒り心しん頭とう。

　とうとう、上杉謙信という敵の存在も忘れて、陣中の至る所で野郎どもと姫武将たちの壮そう絶ぜつな口論がはじまった。

「そもそも柴田さまは男に興味がないんだ」「織田の姫さまに横よこ恋れん慕ぼしている」「ああいうのを未来語で、百ゆ合りというらしい」「だから恋こい敵がたきの相良良晴を追放したんだ」

　と野郎どもが叫さけべば、

「光源氏なんて幼女を誘ゆう拐かいして監かん禁きんして手込めにしたただの変態」「身分違ちがいの恋だけれど、姫さま一筋だからこそ応援していたのに」「きっと小早川隆たか景かげに隠かくし子をはらませてしまったから、帳ちよう尻じりを合わせるために六条院とか言いだして居直ったのよ」

　と姫武将たちも負けていない。

　織田軍内部に、修復困難なほどの男女間不和が生じていた。

　丹羽長秀は「ふざけるなサルを擁よう護ごするやつはみんな追放だ」と騒ぐ勝家に成り代わってこの騒そう動どうを治めるために奔ほん走そうしなければならず、「ああぼかぁサルくんを見放してしまった」と落ち込む津田信澄と「戦なんか嫌きらいじゃ。もっと鞭打ちがしたいのじゃ」と目を輝かがやかせている滝川一益の戦意も、削そがれてしまっていた。

　ついには男武者たちの一部が、「俺たちゃ相良良晴と運命をともにする。姫武将など知るか！」と憤ふん慨がいし、津田信澄を担かつぎ上げて無断で退たい陣じんしてしまった。その数は、実に四千。勝家の手て許もとに残った兵は一万六千にまで減っていた。

　最強の軍神を前にして、文字通りの空中分解である。

　仲間割れの果てにこれまで弱兵揃ぞろいの織田家を支えてきた精神的支柱だった良晴を失った織田軍に、暗雲が垂れ込めていた。




　　　　※




　越えつ中ちゆう・魚うお津づ城を出立した越軍は能登へと入り、七尾城下の天てん神じん河原がわらに布ふ陣じんしていた。

　七尾城は、浅あさ井い家の小お谷だに城・六ろつ角かく家の観かん音のん寺じ城・尼あま子こ家の月がつ山さん富と田だ城・そして謙信の居城春日かすが山やま城とともに戦国屈くつ指しの「五大山城」の一つに数えられる要害で、体調の問題を抱え一ヶ月以上の長期包囲戦を行いづらい謙信にとっては本来は厄やつ介かいな城だった。

　しかし、「毘び沙しや門もん天てん上じよう洛らく」の大号令のもと、越軍は猛もう攻こうに次つぐ猛攻を重ね、支城を次々と陥かん落らくさせて七尾城を孤こ立りつ無む援えんの孤こ城じようとした。

　柴田勝家と相良良晴が対謙信戦の方針を巡めぐって大論争を繰くり広げ、良晴放ほう逐ちく事件とそれに続く男武む者しやの大量離り脱だつ事件が起きていたまさにその時、難なん攻こう不ふ落らくの七尾城は落城しようとしていた──合戦ではなく、内応によって。

　こんどの上杉謙信はこれまでとは違い、上洛戦の障害になるものは容よう赦しやなく叩たたき潰つぶす。例年のように、雪の季節とともに越後に帰るつもりもない。いつものように恭きよう順じゆんしたふりをするだけではすまされない。

　謙信の怒ど濤とうの進しん撃げきを恐おそれた七尾城内部の上杉派家臣たちは、追おい詰つめられた。「内応して開城するしかない」と決起し、柴田勝家の援えん軍ぐんを頼たのみに抵てい抗こうを訴うつたえ続けていた織田派家臣たちを討うち取り、内部から門を開いたのである。

　義将・謙信がもっとも忌いみ嫌う、裏切りによる決着だった。

　幼君は籠ろう城じよう戦の途と中ちゆうで病びよう没ぼつしていたため、能登の国主だった畠山家はここに滅めつ亡ぼうした。

　天神河原の本陣で、謙信は七尾城を開城させた「内応者」たちに謁えつ見けんした。

　内応者たちはみな、義将・謙信がこの卑ひ劣れつな裏切りに激怒し、自分たちを斬きるのではないか、と怯おびえている。

　いくら「慈じ悲ひ」によって悪を許す謙信とはいえ、その慈悲心にも限界というものがあるだろう。

　城内からの内応は、潔けつ癖ぺきな謙信が憎にくむあの武田信玄が得意とする手なのだ。

　追い詰められて一か八かの裏切りに走ったが、彼らは謙信に「わたしを武田信玄にするつもりか」と激怒され誅ちゆう殺さつされても当然の所行をやらかしていた。

　震えながら、謙信の前にひれ伏ふし、口上を述べた。

「われらは、ともに畠山家の禄ろくを食はんできた仲間を裏切りました」

「武士としてあるまじき卑劣な裏切りなれど、立ち上がらねばわれらのほうが織田派の者どもに殺されておりました」

「かかる裏切りを謙信さまに賞されるなどとは、つゆほども思っておりませぬ。むしろ、死を覚かく悟ごしております」

「われらの罪を、許してくださいますか。それとも、死を賜たまわりまするか」

　月明かりのもとで床しよう几ぎに座り琵び琶わを鳴らしていた謙信は、

「許す」

　と言葉を発した。

「生きて、汚お名めいを返上せよ。殺した者たちの供養を生しよう涯がい続けよ。同どう胞ほうを裏切り、仲間を殺したそなたたちの罪を許す。わたしが力攻めで七尾城を陥落させるのが、一日遅おくれた」

　その声が、悲しみと怒いかりに揺ゆれていた。

　自分を責めているのか、あるいは裏切った者たちを責めているのか、人間の業ごうに悲しんでいるのか。

　一同は、義将・毘沙門天の慈悲の心に打たれ、無言で頭こうべを垂れ続けた。

　続いて、本ほん猫びよう寺じ開城後も解散せずに戦いを続けていた北陸一いつ揆き勢の頭領たちが、謙信のもとにひれ伏していた。

　北陸の一揆勢は、地元の土地に根付いた豪ごう族ぞく国人と、民たみを主体とする本猫寺門徒との融ゆう合ごう体たいで、長年、謙信と戦い続けてきた。

　謙信の祖父も父も、一揆勢との戦いで命を落としたのだ。

　一揆勢は「自分たちは決して謙信に許されまい、いずれ誅される」と謙信を恐れ、それゆえに越軍に抵抗し続けてきたのだ。

　すでに本猫寺門徒の多くは武器を捨てて一揆から抜ぬけ、謙信の復ふく讐しゆうを恐れる一部の抗こう戦せん派門徒と豪族国人たち約一万は、ここに進しん退たい窮きわまった。

「名こそ一揆衆といえど、いまやそのほとんどが武士。もう、容赦はしない」と進撃してきた謙信の苛か烈れつさを目にして、ついに降こう伏ふくしたのだった。

「謙信さま。あなたさまの祖父と父ぎみを討ったわれら北陸の一揆勢を、許してくださいますか」

　いくら義将・上杉謙信でもわれらの命を許すはずがない、と彼らは恐きよう怖ふと絶望に震ふるえながら、月明かりに照らし出された謙信を「せめて最後に一目」と仰あおぎ見た。

　非礼である！　と越軍の家臣たちが止めたが、謙信は「よい」とうなずいていた。

　白い。どこまでも白い。雪のように白く、その目は紅あかい。月から地上へ降りてきた天てん女によのようなお方だ、ととらわれた男たちは人生の最後に己の感じるままの本心を口にした。

　謙信は、琵琶を鳴らしながら、凜りんとした声で言った。

「許す」

　直なお江え兼かね続つぐを除くすべての者が、驚愕した。

「わが祖父を討ち取った罪を許す。わが父を討ち取った罪を許す。そなたたちは宗門を弾だん圧あつしたわが父の罪を許せ。わたしを、毘沙門天を信しん仰こうせずともよい。それぞれが信じる神仏を、信じよ」

　われら、これより謙信さまに命を捧ささげ戦場で義のために死にまする、と頭領たちは声をからしながら叫んでいた。

「諸君。わたしは、武田信玄と同じ罪を犯した。内応によって城を落とし、他国を奪うばい取った。越中、能登はわたしの版はん図ととなった。わたしに降伏した者たちは、それぞれの家へと、帰ってもよい。わたしとともに進みたいものは、ともに上洛しよう」

　越軍はこの瞬しゆん間かんに、長年にわたり「われらの神は本猫寺にあり、毘沙門天にあらず」「父祖の仇かたきであるわれらは謙信に決して許されない。一族皆みな殺ごろしにされる」と頑がん強きように謙信に抵抗してきた一揆勢を吸収した。それも、越軍と長らく戦ってきた強つわ者ものたちだ。

　一万の越軍が倍の二万に増えたというだけではない。

　謙信を悩なやませ続けてきた北陸の一揆勢のことごとくが、ついに謙信に心より恭順した、ということである。

　北陸の人々の心を支配していた本猫寺当主の神性を、毘沙門天の化け身しんが超こえたということである。

　謙信は、本猫寺に、勝った。

　神仏のみに帰き依えし、武家を信じない。そんなかたくなな北陸の民の心を、義を掲かかげ無限の慈悲を与あたえる毘沙門天として摑つかみ取っていた。

　上杉家の諸将は、

「謙信さまが貫つらぬいてきた益えきなき義戦に捧げた生涯が、今、一気に報むくわれる時が来たのじゃ」

　と感かん慨がい深ぶかげにつぶやいていた。

　だが、謙信の孤こ独どくは、深まるばかりだった。

「宇う佐さ美み定さだ満みつ。直江大和やまと。わたしは、やっと一揆勢と和解できた。これよりこのものたちはみな、わたしを毘沙門天の化身と信じ、崇あがめ、魂たましいの救いを訴えてくる。わたしは、真の毘沙門天になった」

　人間・上杉謙信から、また遠ざかったのだ。

　そんな中、直江兼続が、謙信に新たな織田方の情報を伝えてきた。

「謙信さま。加賀に乗り込んだ織田軍の陣中で相良良晴が柴田勝家に夜よ這ばいをかけ、激げき怒どした勝家に鞭むち打うたれて放逐されたとのことです。このため、織田軍から大量の離脱者が」

「夜這い？　相良良晴が？　柴田勝家とは不仲だったのでしょう」

「どうも、にわかには信じがたい話なのですが」

　直江兼続はためらいつつ、相良良晴が勝家たち諸将の前でろうろうと叫び、織田軍陣中に埋まい伏ふくしていた軒のき猿ざるたちがしかと耳にした「光源氏六条院の策」の内容について、謙信に報告した。

　天岩戸によって有名となった相良良晴自身が戦国の姫ひめ大名たちをことごとく「愛」で籠ろう絡らくして安土城の御ご殿てんに集め、戦わずして天下を平定する、という得え手て勝手な妄もう想そうまみれの策について。

　小早川隆景はもちろん、上杉謙信と武田信玄についても脈がある、梵天丸も五カ年計画で自分のものにしてみせる、と相良良晴は大たい言げん壮そう語ごしたという。

　激怒した勝家と面白がった滝川一益が百度も鞭で良晴の背を叩いて良晴が半死半生の重じゆう傷しようを負わされて放逐されたことを鑑かんがみると、越軍を加賀へと誘さそい出すための芝しば居いではなく事実である可能性もございます、しかしこの兼続には男女の関係というものはいまいちわかりかねますので断定はできません、と兼続は伝えた。

「……あの者が言うところの愛とは、つまるところ、そういうことだったの？」

　謙信の白い肌はだが、怒りと恥ち辱じよくとで紅潮していた。

　安土城での盂う蘭ら盆ぼん会えの思い出も、うたかたに消えたのか。相良良晴はわたしの心を奪ったと調子に乗って、すべての姫大名の心を奪い取れるとでも思い上がったのか。こんなことならば、あの男に唇くちびるなど奪わせずに窒ちつ息そくして死んだほうがずっとずっとよかった。

　やはりあのような男など信ずるべきではなかったのだ、わたしはたばかられた、と謙信は怒おこった。

「相良良晴に賛同する一部の男武者たちは、無断で退陣。手取川を渡わたり越前へ去った離脱兵は総勢四千。柴田勝家のもとに残る兵力は一万六千。突とつ然ぜんの内部分ぶん裂れつと、男武者たちが抱いだいた深刻な姫武将への懐かい疑ぎによって、士気は落ちています。織田信奈自身も三万の兵を準備し安土を出しゆつ立たつしていますが、北ほつ国こく街道はあいにくの豪ごう雨うで塞ふさがり、柴田勝家に合流するまでにはなお日数を要します。北陸に展開する織田軍が柴田勝家、相良良晴、織田信奈の三軍団に分断されている今こそ、各個撃げき破はする最大の好機かと」

「兼続。弱兵揃いの織田家が持つ最大の強みは、姫武将たちを中心とした家臣団の結束ではなかったの？　それを、織田家重臣のうちただ一人の男である相良良晴が光源氏を気取って台無しにしてしまったの？」

「置き去りにされた勝家はやむを得ず残った全軍を率いて水島の陣を払はらい、手取川目指して退たい却きやくを開始。やはり越前へ逃にげるつもりのようです。ただ……織田軍はあまりにも完かん璧ぺきなまでに瓦が解かいしています。もし、すべてが謙信さまを挑ちよう発はつして手取川北岸へ引き寄せるための芝居だったならば、危険です」

　もっとも、手取川へおびき寄せることに成功したとしても、その先に越軍を破る策などないとは思いますが。織田家の領地から手取川の戦場へ連なる主要な街道はすべて水害で塞がれておりますゆえ、と兼続は述べた。

「一方で、この能登から加賀へ至る街道も一部水すい没ぼつしておりますが、何度も関東遠えん征せいを繰り返してきた越軍の行軍力をもってすれば問題になりません」

「兼続。これは芝居ではないわ。相良良晴は、増長したのよ。このわたしを手に入れられると勘かん違ちがいして、織田信奈への一いち途ずな想いを忘れたの。絶対に許せない」

「謙信さま？　唇が震えておられます。安土で、なにかあったのですか？」

「二度と安土の話を蒸むし返さないで、兼続」

　もうわたしは迷わない。相良良晴など、天岩戸という奇き跡せきが生みだしたただの幻まぼろしにすぎなかった。織田信奈、あのような男に惑まどわされたあなたも愚おろか者だわ。手取川へと進撃して鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、織田軍を蹴け散ちらすのみ、と謙信は青竹で地を叩きながら叫さけんでいた。

「諸君。わたしはこれより、休まずに加賀へ急行する。三分された北陸の織田軍を各個撃破し、柴田勝家を討ち、相良良晴を討ち、織田信奈を討つ。織田信奈が自らを神体として飾かざらせているあの不ふ遜そんな安土城を、焼やき払う！」







　　　　※




　越前全土に、そして加賀に、数日間に及およぶ記録的豪雨が降り注いだ。

　その豪雨がようやく止やんだのちに立ちこめた深い夜よ霧ぎりの中、柴田勝家軍一万六千は手取川の北岸に到とう達たつすると、渡と河こうせずにそこに陣を敷しいた。

　手取川を渡って越前へ退却すると思われていた勝家は、「越軍には手取川を越えさせない！」と突然兵たちを鼓こ舞ぶしはじめ、「背はい水すいの陣」を選んだ。

　信奈が謙信との決戦のために三万の本隊を率いて越前を進軍中も豪雨により道が塞がり進軍が大おお幅はばに遅れているとの報告を受けながら、勝家は「勢いに乗る越軍を無傷のまま姫さまと激げき突とつさせてはならない。手取川北岸に踏ふみとどまり、死守する」とうなずいていた。

　関東遠征を繰くり返し、豪ごう雪せつに覆おおわれた山さん岳がく地帯の強きよう行こう軍ぐんに慣れている越軍の速度はあまりにも速かった。織田軍とは異なり、雨や泥でい濘ねいなど意にも介かいさない。

「柴田どの。この濃こい霧きりに乗じて、越軍は手取川へ現れるでしょう。川を渡っているはずのわれらに追い打ちをかけるために」

　勝家の隣となりには、丹羽長秀。

「七尾城を陥かん落らくさせてからまだ幾いく日も経たっていない。せいぜい俱利伽羅峠とうげあたりにさしかかっている頃ころだと考えるのが兵法の常識だが」

「いえ。夜間行軍、霧む中ちゆう行軍は上杉謙信がもっとも得意とするところ。常人は月明かりの闇やみの中では視界が利きかず大軍を指揮することができませんが、常人とは異なる知覚を持つ上杉謙信は夜戦においてその真価を発揮します。第四次川かわ中なか島じまの合戦で武田軍を追おい詰つめた逆奇き襲しゆう敢かん行こうも、霧の中の夜間行軍が決め手となったと聞きます」

「謙信自身が夜目が利くと言っても、兵士たちは利かないだろう？　どうやって動かすんだ？」

「白馬に乗り、白い行ぎよう人にん包づつみを被かぶった謙信自身が先頭に立って、霧の中を駆かけるのです。白しろ妙たえの行人包は、月光に映はえてうっすらと輝かがやきますから、目印となります」

「ちょっと信じられないな。それじゃまるで自分から的まとになるようなものだ。謙信は伏ふく兵へいを恐おそれないのだろうか？」

「毘沙門天には卑ひ劣れつな伏兵の矢も鉄てつ砲ぽうも当たらない、と信じているのです。当たれば、自分は毘沙門天ではなかった、それまでのことだ、と」

「めちゃくちゃだ。たしかに謙信は強きよう烈れつに運が良いのかもしれない。しかしそれは丁ちよう半はん博ばく打ちで、表おもての目が出続けたようなものだ。博打は、いつまでも勝ち続けることはできない」

　姫さまも桶狭間では一か八かの博打をやったが、以後、二度と博打のような奇き襲しゆう戦はやらなくなった。姫さまは知っている。人間には生まれ持った運・不運があるが、どれほど運がいい人間であれ生しよう涯がいを通じて見れば常に幸運だけを勝ち取れるはずはない。丁半博打に勝ち続けることは不可能。そして、博打は一度裏の目が出ればそこで破は滅めつだ、だからこそ博打なんだ、と勝家はうなずいた。

「それは人間の理り屈くつです、柴田どの。毘沙門天にとっては、博打ではないのでしょう。決して謙信には矢や弾だまは当たらない。それが神の意志、毘沙門天の意志なのです」

「本猫寺一族は鉄砲を食らっても死なない体質ゆえに門徒たちから生き神さまと拝まれていたが、その力を失ってただの人間に戻もどった。上杉謙信も、同じだ。ただの人間に戻してしまえば、勝てる」

「しかし柴田どの。上杉謙信は、特とく殊しゆな血筋の力によって神として君臨していた本猫寺一族とは異なります。謙信は、自らの精神力のみによって毘沙門天となったのです。おそるべきは自らの力を神の領域にまで高めた謙信の心、鋼はがねの意志力です。神仏の加護にすがることを拒きよ絶ぜつし、あくまでも人間として生き人間として乱世を終わらせることに精神力を費やし続けたわれらが姫とは方向性こそ違ちがえど、その強きよう靭じんさは姫の精神力に勝まさるとも劣おとりません。あるいは、姫を超こえているかも」

　その分厚い鋼の精神とやらに風かざ穴あなを開けてやる、と勝家は歯ぎしりしていた。

　夜が明けはじめていた。

　厚い霧の彼方かなたから、琵び琶わの音が鳴なり響ひびいてきた。

　越軍の、夜間行軍。

　信じがたい速度。

　無言の進軍。

　おそるべき統制力。

　川中島の合戦の折に、武田信玄が待ち構える八はち幡まん原ばらへ逆奇襲をかけた時とまるで同じだった。

　だが、越軍の数が違う。

　今の越軍は長年の仇きゆう敵てきだった一いつ揆き勢を吸収し、倍増している。

　倍増しているにも拘かかわらず、士気は天を衝つくほどに高く、誰だれもが謙信を軍神・毘沙門天であると信じ切っているかのように一心不乱に霧の中を進んでいる。

　兵法に乗っ取った理り詰づめの戦いくさをする武田信玄とも、種たね子が島しまの技術を究極まで突き詰めて最強の火力部隊を編制した雑さい賀か孫まご市いちとも違う。

「こいつら、武家の目つきじゃない！　本猫寺合戦は終わった、織田家は本猫寺に勝ったと思っていたが、あいつらの力を手に入れたのは姫さまではなく上杉謙信だったのか！」

「北陸の人間は、畿内の者とは気質が異なります。本猫寺を開城させ、人間の時代が来たと姫が知らしめても、彼らはなおも神を求め続けたのでしょう。そこに、仇敵であった彼らを許す、と告げた毘沙門天がいたのです」

　勝家は立ち上がって「馬、ひけ！」と小こ姓しように命じていた。

「あれが軍神か。あれが越軍か。信しん仰こうの力と武の力の双そう方ほうを兼かね備そなえた、最強無比の軍団というのか。あたしの常識でははかれないな」

　だが奇襲にはなっていないぞ上杉謙信。お前が手取川を奇襲することはすでに知っていた。腹立たしいが、あのサルが予言したんだからな──。

「長秀、本ほん陣じんを任せる。あたしは最前線へ向かい、上杉謙信と直接対決する。一いつ騎き討うちだ」

　上杉謙信は一騎討ちに応じるでしょう、しかし生せい還かんは困難です、と長秀が勝家の肩かたをそっと叩たたいた。

「柴田どの。姫のために、どうかご帰き還かんを」

「あたしたちは性格も能力も真逆だったが、姫さまのお役に立てただろうか、長秀？　あたしは、気が利いて知ち恵えが回って、姫さまの小姓を務めていたお前がうらやましくてならなかった。こっちは信澄の守もり役だったからな」

「わたしは、戦場で槍やりを振ふるい姫さまの敵を猛もう然ぜんと蹴散らす柴田どのの剛ごう直ちよくさに憧あこがれておりました」

「お互たがいにかぶき者の姫さまに振り回されて、恋こいをする余よ裕ゆうもなかったな。あたしはいつだって、姫さましか見ていなかった。でも後こう悔かいはない。毎日が輝いていた日々だった。色いろ恋こい沙ざ汰たがなさすぎる分、爽さわやかな生き様だったかもな」

「柴田どのも私も、天下平定が成れば自分自身の時間を顧かえりみる余裕も得られましょう。この戦で、どちらが欠けてもなりません」

「長秀。これほどに拡大した織田家を裏方として支えられる武将はお前しかいない。だが戦場で暴れるしか能がない武将は、あたし以外にもいる。二択たくならば、あたしが消えるほうがましさ。本陣を保もたせてくれ。あたしは可能な限り粘ねばる。生き延びろ」

「縁えん起ぎが悪いお言葉。二十点です」

「恋人を作るなら、そのなんでも採点する癖くせは改めろよ。あと、生還したら婿むこ探しを急げよ。いいな、万まん千ち代よ！」

「ふふ。失礼な、私はまだそんな焦あせるような歳ではありません。三点です」

　勝家は、馬を、駆った。




　夜が、明けた。

　深く白い霧の中。

　漆しつ黒こくの鎧よろい武者たちが毘沙門天の声を待ちながら無言で整列している越軍二万と、全軍玉ぎよく砕さいも辞さずと背水の陣を敷いた柴田勝家軍一万六千が、至し近きん距きよ離りから睨にらみ合っていた。

　その細い身体からだに鎧を着けず、清らかな行人包をかぶり白馬に乗った毘沙門天・上杉謙信が、「かかれ」と小さな声で号令を発した。

　手取川の合戦、開戦。

　柴田勝家軍が渡河作業に移っておらず、それどころか退路を断つかのごとく背水の陣を敷いていたことは、越軍の兵士にとっては予想外だった。

　電光石火の夜間行軍を重ねて奇襲をかけたはずが、先読みされていたかのように勝家軍に待ち伏ぶせされていたのだから。

　参さん謀ぼう・直江兼続は「手取川で合戦が起こる未来を、相良良晴が柴田勝家に伝えていたのでは？」と進言したが、謙信は「わたしも伝えられた。問題ない」と落ち着きはらっている。

　相良良晴の不ふ埒らちな騒そう動どうを聞かされた時はあれほど激げき怒どした謙信だったが、今は表情がない。感情を表に出さない。ただ一いち途ずに、戦場の空気を全身で感じ取っている。

　越軍の将兵は誰だれ一人ひとりとして動じない。

　毘沙門天は、無敵無敗。

　戦えば、すなわち勝つ。

　その毘沙門天が「柴田勝家を討ち織田領内へ侵しん攻こうして織田信奈と決戦する」と告げているのだから、なにを疑うことがあろう。

　騎き馬ば隊を筆頭に、漆黒の軍団が、波のように押し寄せてきた。

　柴田軍の前衛が、一いち撃げきで蹴け散ちらされた。

　東で、西で、正面で、両軍の兵士が激突し、大地が揺ゆれた。

　その乱戦のさなかを──。

「織田家筆頭家老、越前国主、北陸方面軍司令官、柴田修しゆ理りの亮すけ勝家。参る」

　朱しゆ槍やりを手に、柴田勝家は突き進んだ。

　行く手を阻はばむ者を問答無用で斬きり伏ふせ、突き上げ、蹴散らしながら、「あたしと勝負しろ、毘沙門天！」と叫さけび続けた。

　織田家最強の姫ひめ武将は、この日、この手取川の戦場で、鬼き神しんの強さを発揮した。

　狙ねらうはただ一人。

　上杉謙信。

　織田信奈を最後の宿敵と定めて、領土を奪うばわずという誓ちかいを捨て、最強の戦国大名となって立ちはだかってきた、毘沙門天。

　この武神に、自分を「一騎討ちに応じる相手にふさわしい武将」と認めさせるには、阿あ修しゆ羅らとなって荒あらぶり続ける他はない。

　勝家は、ひたすらに突き続け、斬り続けた。

　ついに、悠ゆう然ぜんと戦せん況きようを眺ながめていた毘沙門天の視界に、入った。

「ふがいない弱兵揃ぞろいの織田家でただ一人、武勇の誉ほまれ高き柴田勝家か。その勝負、受けよう」

　直江兼続の制止を振り切って、上杉謙信は白馬を進め、荒ぶる柴田勝家の正面へと現れていた。

　乱戦を続けていた両軍の足軽兵たちがいっせいに左右にひき、謙信と勝家との間に空間を開く。

「関東管かん領れい、上杉謙信。足あし利かが義よし昭あき将軍の命により、逆ぎやく賊ぞく織田信奈を討つ」

　白い霧きりの中から現れた、その異い形ぎようの少女の姿に、勝家は息をのんだ。

　こんなひ弱でか細い、まるで雪の妖よう精せいのような少女が、上杉謙信？

　こいつが、あの武田信玄を川中島で追い詰めた軍神だと？

　なぜ越後の男武者どもが上杉謙信を崇あがめ、時にはその寵ちよう愛あいを巡めぐって相あい争い、こうして神兵として命を捨てて戦うのか、勝家はやっと理解できた。

　こいつは天から人として幸福になれる資質をなにもかも与あたえられていながら、なにも選び取ろうとはしなかったのだ、すべてに背を向けて神などになったんだ、と勝家は思った。

　激高していた。

「上杉謙信！　姫さまはあたしの夢だ。恋も天下もなにもかもを摑つかみ取る。なにもあきらめない。どれほど叩かれても、敗やぶれても、倒たおれても、あきらめない。傷だらけになりながらも立ち上がる。そんな姫さまに、あたしは憧れ続けてきた。上杉謙信、お前はこれまで恋からも天下からも目をそらし続けてきた。毘沙門天になったお前が今いま更さら、人間の世界になんの心残りがある？」

「言葉でわたしを倒すことはできない、柴田勝家。槍を取れ。打ちかかってこい」

　小こ柄がらな謙信は、細く短い十じゆう文もん字じ槍を片手に握にぎりしめていた。

　勝家の得え物ものである朱槍と比べれば、子供の玩がん具ぐのようにしか見えない。

　白い霧が邪じや魔まになって視界が完全ではないが、接近すれば問題はない。

　勝家は、馬を走らせて突とつ進しんした。

　互いが構えた槍の長さに、あまりにも差がある。

　間合いが違う。

（互いの技量が同等、あるいは謙信のほうが上回っていたとしても、武具の性能の差は逆転しがたい。そうだ。あたしは、この時のために槍を振るい技術を磨みがいてきたんだ！）

　謙信の十文字槍が届くよりもずっと速く、勝家が繰くり出す朱槍が謙信の胸を貫つらぬくはずだった。

　だが、勝家が槍を繰り出した先に、手て応ごたえはなかった。

　紙一ひと重え──髪かみの毛一本ほどのぎりぎりの見切りをつけ、謙信は馬上で静かに身体をよじって勝家の槍を避よけていた。

　同時に、十文字槍の柄えで軽々と勝家の腹を叩き、勝家が乗る馬ごと後退させていた。

「……うあっ!?　ば……馬ば鹿かなっ？」

　まるで力がこもっていないはずの振り方であり当たり方だったはずなのに、勝家の身体はすさまじい衝しよう撃げきを受けて吹ふき飛ばされていた。

　甲かつ冑ちゆうを着込んでいなければ、勝家はあばらを砕くだかれて失神していただろう。

「その程度の児じ戯ぎでは、わたしには当たらない。このわたしと戦場で一騎討ちに及およんで傷をつけた者は、ただ一人しかいない。武田信玄だ」

　勝家は「まだまだ！」と叫びながら、息も継つがずに二度、三度と槍を繰り出した。

　いっさい、当たらない。

　避けているようには見えないのに、攻こう撃げきを繰り出した先の空間には謙信の身体がない。

　紙一重の見切り。

　わからない。いかなる流派の技なのかもわからない。

　鹿か島しま新しん当とう流を用いる明智光みつ秀ひでの太た刀ち筋すじとも、まるで違ちがう。

　謙信は、あまりにも無造作すぎた。

　どのような流派でもないのかもしれない。

　武家の兵法ではない。

　だが、忍しのびの術とも違う。

　上杉謙信の武勇は、まるで別次元のものだった。

　ほんの瞬しゆん刻こくのうちに、三度槍をさばかれていた。

　勝家が着込んだ兜かぶとと甲冑にいつしか、亀き裂れつが入っていた。

　兜へ入れられた二発目と甲冑の背に入れられた三発目は、いつ打たれたのかもわからない。

　謙信の身体へ正面から槍を繰り出しても、当たらないことだけは、たしかだ。

　勝家は、自ら体得した戦場闘法を用いた。

「瓶かめ割わり大斬ざん撃げき！」

　馬の背に乗せていた瓶を宙へと投じ、槍で打うち砕く我流の大技だ。

　勝家はこの技を用いて、狙った場所へと破片を飛ばすことができる。勝家だけが体得している極ごく意いがある。

　大量に飛散した瓶の破片が、謙信の全身を襲おそう。

　避けきれない。

　そのはずだった。

　しかし瞬まばたきも許されない一いつ瞬しゆんのうちに、謙信はおそるべき豪ごう胆たんな決断をした。

　謙信は、勝家の槍が瓶に接せつ触しよくする寸前に、無言で勝家の馬に自分の馬を当てて不意に勝家へと密着してきた。

　この状態で瓶を割って謙信へとぶつければ、勝家の身体にも無数の穴が空あく。

「あたし自身が射程範はん囲いに入れば、瓶を割れないと思ったか？　ひっかかったな！」

　勝家は「勝った」と叫びながら、自分もろとも謙信の身体を無数の破片で貫こうと宙を舞まう瓶めがけて槍やりを突つき出していた──。

「甘い。その技の全ぜん貌ぼうは軒のき猿ざるが調べた。もう、知っている」

　その槍もまた、むなしく宙を舞っていた。

　標的とした瓶は、一歩先に、謙信がすっと差し出した十文字槍に貫かれ、投げ捨てられていた。

　勝家は、迫せまり来る死を予感した。

　馬首を翻ひるがえし、謙信からかろうじて距離をとった。

　わずかでも「失敗した？」「破られた！」と躊ちゆう躇ちよしていれば、勝家の首は宙から舞い戻もどった十文字槍の穂ほ先さきによって落とされていただろう。

「柴田勝家。この程度の手品がお前の本気なら、次の一撃で終わらせる」

　謙信は、汗あせ一つかいていない。

　氷のような無表情を保ったまま、馬上で悠然と構えている。

　ほんの一瞬の攻こう防ぼうで、勝家の息は、あがっていた。

　馬も、つぶれかけていた。

（武田信玄はつくづく化け物だな。どうやって、こいつに一撃を当てられる？）

　逡しゆん巡じゆんしているような余よ裕ゆうを、謙信は与えてくれない。

（たったこれだけの接触で、身体からだも甲冑も馬も限界に近づいている。上杉謙信。こんなにもか細い娘むすめなのに、人間とは思えない強さだ。毘び沙しや門もん天てんと崇められるのも、道理だな）

　謙信のほうから、ゆらり、と馬を進めてきた。

　勝家は、決断した。

（サルが去り際ぎわに、いくつか「秘密」を打ち明けていった。そのうちの一つ──使わせてもらおう！）

「まだまだ！　上杉謙信、柴田勝家という名を永遠に刻きざめ！　もう一撃！」

　あと一つだけ、馬上に瓶はあった。

　勝家は、高々と最後の瓶を宙へ投げた。

　背が低く槍も短い謙信が瓶に当てる前に、自分の朱槍が瓶へと到とう達たつするよう、通常よりも高い地点で瓶を割ろうとしている。

　謙信に、そう、思わせた。

「わたしが密着してきたら、こんどは短刀で刺さすつもりか？　そんな小細工は通じない」

　謙信は無表情のまま再び勝家へと馬を当ててきて、肩かたから勝家へと体当たりし、再び密着してきた。

　だが勝家は、両者の距離が零ぜろであっても、短刀などでは謙信を刺せないことをすでに身体で理解していた。

　策は、すでに準備されていた。

（サルから忠告された。上杉謙信に触ふれて攻撃しようとすると、その力をそのまま返されると。理り屈くつはわからないが、それが上杉謙信の体術の強さだ。だからあたしの力押しの武術はすべて通用しない、と。決して一いつ騎き討うちを挑いどむな、と。ならば、あたしはその逆を行く。そっと、赤子に触れるような心で──）

　勝家は殺意を持たずに、そっと謙信の細い腰こしに片手を回して、抱だき寄よせていた──。

「……!?」

　予想もしていないことが起きた。

　敵意も殺意もない。攻撃力もない。

　ただ、優しく抱き寄せられていた。

　謙信が頭を上げ、紅あかい瞳ひとみを見開いて自分よりもずっと背の高い勝家を凝ぎよう視しした。

　勝家は、（かわいい驚おどろき方をするんだな）と、微笑ほほえみたくなった。

「つかまえた。悪いな、雪のお姫さま」

「わたしを、抱き寄せて、どうするつもり？」

　凜りんとしていた口調までが、あどけない少女のそれになっていた。

　ああ。

　この子も、あたしも、戦国時代の武家に生まれてこなければきっと、今いま頃ごろは──。

（ほんとうだったな。姫ひめ武将としての運命も野望も、なにもかも投げ出したくなることがあるんだな、サル。あたしはこの子を、殺したく、ない）

　憐れん憫びんと躊躇。

　勝家は、このまま無言で決着をつけることが、できなかった。

　自分がこれからなそうとしていることを、告げた。

「このまま腰骨を、折らせてもらう」

「無理よ。わたしは、仕し掛かけられた攻撃をそのまま返す。素手ならばいっそう確実に、その力をお前自身へと返す」

「あたしは、一点だけ突とつ破ぱする道を見つけたんだ。敵意も悪意も殺意もなく、赤あかん坊ぼうを抱きしめるようにそっと抱き寄せれば、返せない。現に、こうしてつかまえることができた。武田信玄にすらできなかったことだ。こいつはあたしの大殊しゆ勲くんだ」

「その時は短刀で刺し殺すわ。これほどわたしに身体を密着させておいて、生き延びられるはずがない」

　勝家は、笑った。

「いいさ。一いつ緒しよに死んでやるよ。最後にお姫さまを抱っこする相手があたしみたいな姫武将で、ごめんな」

「悪意なく抱きしめる速度よりも殺意を向けて短刀を振ふりかざすほうが速い。わたしの腰骨が折れるよりも、あなたの心の臓が止まるほうが先よ」

「試してみるさ」

　勝家と謙信が互たがいの命を絶とうとその腕うでに力をこめた、その時──。




「かっきーを見殺しにするでない！　撃うて、撃て撃て！」




　甲こう賀が忍にん術じゆつを習得し、気配と殺意を完全に消して白い霧きりの奥に潜ひそんでいた十五名の種子島部隊が、馬上で勝家に抱き留とめられている謙信めがけていっせいに狙そ撃げきした──。

　なんだあ、あいつら？　いつから隠かくれていやがった？　勝家は目を剝むいて怒ど鳴なっていた。

「こら、馬鹿あああっ！　あたしに決着をつけさせろっ！　邪魔するなあっ！」

「知らないのじゃ。かっきーよ、生き延びて武田戦線を手伝うのじゃ！　そうでないと姫が困るのじゃ。勝手に討ち死にするでないわ！　者ども撃てっ、ちゅどーんっ！」

　しかし。

「……不発っ？　全弾だん、不発となっ？」

　滝川一益が、悲鳴をあげていた。

　一発の弾だん丸がんも、種子島部隊は発射することができなかった。

「いけません。強引な隠おん密みつ行軍がたたりました！」

「火薬も弾たまも、湿し気けっています！」

　勝家に無断で独断専行して謙信を狙ねらい撃とうと潜ひそんでいた滝川一益乾けん坤こん一いつ擲てきの策は、破れた。

「数日間にわたって降り続いた豪ごう雨うと、そしてこの霧だ。白い霧が、種子島を湿しめらせた。種子島は、霧に弱い」

　謙信はその小こ柄がらな身体から、怒ど髪はつ天てんを突く殺気を放っていた。

「雪も霧も風も知らないお前たち尾張や畿内の人間は、自然というものを恐おそれない。人間の前に立ちはだかる天と地とを敵としない。天と地を相手に、戦うということを知らない。ゆえに、天と地を味方とすることもない」

「う、上杉謙信。いったいお前はなんなのじゃっ？」

　し損じたと同時に、一益は手に構えた手しゆ裏り剣けんを素早く勝家の乗る馬の尻しりに突き立てていた。

「こら待てっ一益、二度も邪じや魔まするなっ……うわああっ！」

　勝家の身体は、不意に馬上から振り落とされていた。

　再び、乱戦がはじまった。

「一益？　一益はどこだ？　いないのか？　くそっ、右も左も足軽だらけだ！」

　勝家は立ち上がり、襲いかかってくる越軍の足軽たちを相手に刀を振るった。

「つっ。兜が割れちまった。頭が、ぼうっとして……くそっ！」

　勝家の額から、血が溢あふれていた。

　馬から振り落とされていなければ、一騎討ちを邪魔されて激高していた謙信の脇わき差ざしに胸を貫つらぬかれていただろう。

　身体が浮ういて宙へと振り落とされたため、脇差しの狙いがぎりぎりで逸それたおかげで、兜に命中したらしい。

（どうやらあたしは、一益に二度までも助けてもらったようだ。しかし馬がなくては、もたないぞ。あいつ、戦場で勝手にちょろちょろしやがって！　後で思い切り怒鳴ってやる。生きて、再会できれば、だが……）

　すでに馬はなく、槍も失った。

　頭から失血しているためか、めまいがする。

「どこだ、柴田勝家！　わたしを殺すつもりの者が、悪意なくわたしの身体に触れるなど侮ぶ辱じよく！」

　上杉謙信が忽こつ然ぜんと馬上から消えた勝家を追い求めている姿が遠くに見えた。

　かなりの距離を、飛ばされたらしい。

（いよいよ激げき怒どしているな。謙信の目は今、あたしだけを追っている）

　勝家と謙信の一騎討ちが、滝川一益率いる種子島部隊が割って入ったことで唐とう突とつに中断されたと知った越後兵が、勝家をめがけて殺さつ到とうしてきた。

　刺し違ちがえる時は謙信が相手だ、ここで倒たおれるわけにはいかない、と勝家は気合いを入れ直した。

「まだだ。生きている限り、あたしは立ち止まらない！　このままじゃサルに笑われちまう。姫武将としての覚かく悟ごを、貫き通す！」

　勝家は、息を荒あらげながら刀を抜ぬいた。

「柴田勝家どのとお見受けいたす！」

「謙信さまに降こう伏ふくなされよ！」

「降伏せぬとあれば、姫であろうともみ首級しるしをいただきまする！」

　桶狭間の合戦の時とは逆の立場だな、これが因果応報ってやつか、と勝家は苦笑していた。

　組みしかれながら、死にたくない、死にたくないと泣いてあたしに抵てい抗こうし続けた今川義元をあの時は馬ば鹿かにしていたが、あいつのあの執しゆう念ねんは案外すごかったのかもしれないな、と思った。

「逃にげも隠れもしない！　あたしが織田家筆頭家老、柴田勝家だ！　さあ来い！」

　まだ、動ける。

　勝家は、信じている。

　勝機は、あると。

　あの戦場で異常な知覚を発揮するはずの上杉謙信が、一益が伏ふせていた種子島部隊の存在にぎりぎりまで気づかなかった。

　なぜか？

　他ならぬ勝家との一騎討ちに熱中し、集中していたからだ。

（一騎討ちに集中した瞬しゆん間かんだけ、謙信は自分が大軍を率いる大将だということを忘れるらしい。集中力があまりにも強すぎるからだ。謙信が誇ほこる人間の限界を超こえた集中力は、戦場においては卓たく越えつした神がかりの能力ともなるが、欠点ともなる！）

　そこに、勝家は最後の光こう明みようを、可能性を見いだしていた。

　心の臓が止まるまで、決してあきらめない。

　名乗りを上げて、敵兵を斬きり続ける。阿あ修しゆ羅らとなって一人でも多くの越兵を倒し、上杉謙信の目を、嗅きゆう覚かくを、知覚を再びあたしに引きつける。

　そう、自分の役割を定めた。

「うお……おおおおおおおお！」

　続々と四方から突とつ進しんしてくる漆しつ黒こくの越兵たちを斬り伏せ、突つき、胴どう丸まるを貫き、兜かぶとを叩たたき割った。

　もう、この手で散らせていく人の命の儚はかなさに躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうも、姫でありながら武将として戦わねばならないという矛む盾じゆんした己おのれの運命に対する迷いも、ない。

「ここが正念場だ。柴田勝家。あたしという人間がどういう人間であったかは、今この瞬間に決まる！」

　かつて、金かねヶが崎さきの退のき陣じんという、絶望的な退たい却きやく戦があった。

　相良良晴は誰だれよりも早く殿しんがりを申し出て、自分の命を惜おしみなく捨てて、信奈を生せい還かんさせた。

　あの時勝家は、相良良晴の見せた覚悟と信奈への愛情に感動し、同時にほんの一歩だけ良晴に遅おくれた自分を、恥はじた。

　姫さまへの忠誠を貫いてきたあたしよりも、姫さまに恋こい焦こがれる相良良晴の想いのほうが強かったのだろうか？

　そんなはずはない！

　男女の愛と、あたしが主君に捧ささげる忠誠心の間に、優ゆう劣れつなどない。

　いずれも、人を想う感情。その本質は、なにも変わらない。

　ただ手て強ごわいのは、越兵たちもまた上杉謙信という将に絶対的な忠誠心を捧げている、ということだった。

　阿修羅と化して刀を振るい、倒しても倒しても、越兵たちはあきらめない。立ち止まらない。勝家の首を目指して、しゃにむに進軍してくる。

（折れるな。まだすべてが終わったわけじゃない。ほんとうは、どうしようもない馬鹿な「あいつ」を謙信との死戦に招きたくはなかった。あいつの困難な策を失敗させて後こう悔かいさせたくはなかった。だからあたしは謙信に一いつ騎き討うちを挑いどんだ。勝てぬまでも、時間を稼かせぎたかった。だが──あいつは、きっと間に合う。あたしが、わずかでも生きながらえて、戦場に踏ふみとどまれば！　上杉謙信をこの戦場に釘くぎ付づけにすれば！　謙信の精神を、知覚を、あたしに集中させ続ければ！）

　勝家は、いつしか青々と晴はれ渡っていた天を仰あおぎ見た。

（でももう謙信に同じ手は通じない、勝つことは不可能になった。あの、あどけない少女の素顔を見てしまった時にあたしは問答無用で黙だまって謙信の腰骨を折ることを躊躇した。それがあたしの敗因。その躊躇が全軍を苦境に追おい詰つめてしまった。やっぱりあたしは、武将であると同時に、女の子だったみたい。あたしは、まもなく、死ぬ。ついに、恋も知らないままに。だがあたしは柴田勝家、織田家筆頭家老。後悔はない。命尽つきるまで、逃げない）

　謙信。早く来い。

「あたしは、この場から一歩も退ひかない！　死んでもなお、戦場に立ち続ける！」

　どんっ！

　勝家は限界が来て膝ひざが笑っていた右足の甲こうに、刃はこぼれして斬れなくなってしまった刀の切っ先を突き立て、大地に串くし刺ざしにしていた。

「つっ……痛い！　これでもう、逃げたくても逃げられない。は、はは……あたしって、馬鹿だなぁ……」

　最後に残された得え物もの──脇差しを抜き放はなち、「みな、散れ！　柴田勝家は、わたし自身が討ち取る！」と馬を走らせて迫せまってくる上杉謙信を迎むかえ撃った。

「謙信！　このあたしが乙女おとめなら、お前だって乙女だろう！　地上に、引きずり下ろしてやる！」

　謙信は馬上から十文字槍やりを振ふりかざし、「もう苦しまなくてもよい。一いち撃げきで仕留めてやる」と紅い瞳ひとみを潤うるませながらつぶやいていた。

「天あつ晴ぱれだ、柴田勝家。一騎討ちに割って入った越兵たちの非礼をわびよう」

「はは。こちらこそお子さまの巫み女こが途と中ちゆうで邪魔しちまって、悪かったな。まあ、的まとを外すのがうまいやつだ、お前に当てられるとは思ってなかったろうさ。一益を怒おこらないでやってくれ」

「あの者が割って入らなければ、わたしはお前に抱だきしめられたまま息絶えていた。わたしは、優しく人に抱きしめられることに慣れていない。だが、それもまた天運。毘び沙しや門もん天てんは、わたしにそのような幸福な死に方を許さない」

「……そいつはよかった。いくら生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓ちかったとはいえ、相手があたしじゃあ、お前も心残りだったろうさ。雪の、お姫ひめさま」

「柴田勝家。そなたこそ織田家最強の勇者、織田信奈を支える真の忠臣、まことのつわものだった。そなたは、わたしに勝てたはずだった。しかしそなたの優しさが、わずかな憐れん憫びんの情が、勝敗を決した。一足先に、天へ還かえるがよい。第だい六ろく天てん魔ま王おうも、毘沙門天も、すぐに逝ゆく」

　意識が遠のきつつあった勝家が、その言葉を聞くなり、かっと目を見開いていた。

「……待てよ！　違うだろう！　この期ごに及およんで毘沙門天として振る舞まうのはやめろ！　自分の言葉で語れ、上杉謙信！　姫さまもあいつも、そんなわけのわからねえもののために死なせはしない！　あたしだってそうだ！　毘沙門天のお告げなんて、絶対にあたしは認めない！」

　馬上から謙信が突き入れてきた十文字槍を、勝家はかろうじて脇差しで受け止め、強引にさばいていた。

「……馬鹿な？　わたしの突きが、受け流されたっ？　柴田、勝家……!?」

「金ヶ崎で、天岩戸開きで、サルは姫さまを守るために最後まで抗あらがった。あいつはなにがあっても、どれほどの困難に直面しても、運命に逆らい続けた。与あたえられた命をなにに使い、どのように生ききるかは、毘沙門天でも神仏でもなく、あたし自身が決める！　お前だってそうだ、上杉謙信！」

「相良良晴は、織田信奈を裏切った！　そなたが、相良良晴を誅ちゆうして追放したのではないか！」

「……ああ。そういうことになっていたんだっけ。参ったな。あたし、ちょっと意識が薄うすれてきて……」

　全身に負った傷口からの失血が、勝家の体力を奪うばっていた。

　半ば意識を失いかけながら、勝家の身体からだが揺ゆらめく。

　勝家は、意識を取り戻もどすとともに、目を閉じた。

　最後に残されたこの脇差しを投げて、刺さし違える。

　せめて一ひと太た刀ち。

　十文字槍が、再度迫る。

　だがその十文字槍を、三人がかりで受け止めた者たちがいた。

「……勝家、死ぬのはまだ早い。胸を大きくする術を教えてから逝いってほしい」

「同感じゃ！　遅おそくなったの、本ほん陣じんの兵力を前線まで連れてきたのじゃ！」

「本陣を捨てて全軍で前進してきました。柴田どのが、ここまで上杉謙信を引きつけてくださったのです。『最後の策』は成ります。あと一息です。五十点です」

　小こ柄がらな身体で長大な朱しゆ槍やりを振り回す、前田犬千代。

　種子島をあきらめ、忍しのび刀がたなを抜いた滝川一益。

　後方で本陣を守備していたはずの丹羽長秀は、長なぎ刀なたを構えていた。

　三人がかりで、かろうじて、謙信のとどめの一撃を防いだ。

　鮮せん血けつにまみれた勝家のまぶたが、開いていた。

「な、長秀？　犬千代？　お前たちまで最前線に繰くり出してきて謙信に打ちかかってどうするんだ！　一益、お前……なんてことを！」

「いやいや、種子島が湿し気けたのは姫の落ち度じゃったの。すまぬの。北陸の気候には不慣れだったのじゃ。これで埋うめ合わせになるじゃろ」

「なるかっ、馬鹿ああっ！」

　この合戦では、無敵無敗の上杉謙信を破るために二重三重の策が重ね合わされている。

　勝家自身が「策」の全ぜん貌ぼうを知らされたのは、ぎりぎりになってからのことだった。

　この「策」を成功させるために、勝家たちは手取川北岸まで越軍をおびき寄せ、可能な限り踏みとどまり、「最後の策」が成るまで戦場で少しでも時間を稼がねばならなかったのだ。

「かっきー。命はの、そう容易たやすく捨てるようなものではない。かっきーは一いち途ずすぎるのじゃ。人間もっと、万事適当でよいのじゃ。せめて恋の一つくらいしてから死ぬのじゃ」

「う、うるさい。幼女のくせに人生を語るなっ！　その『かっきー』って適当すぎる呼び名をやめろ！　いつからだよ。いつからあだ名つけたんだよ。あたしのことは、勝家と呼べよっ」

「幼女ではないのじゃ。こう見えても過去に訳あり、れっきとした大人の姫じゃぞ」

「ば、馬鹿っ！　ああもう。お前らまでやられちまったら、おしまいじゃないかっ！　本陣を捨ててくるなよ！　まだ切り札の『あいつ』は到とう着ちやくしていないんだぞっ？」

「……死ぬなら、犬千代に巨きよ乳にゆうになる修行法を教えてから死んでいく」

「仕方ありません。すべての実を拾ひろえなければ零れい点てんだと、あの方は嘆なげくでしょうから」

「そうじゃ。織田家最大の巨乳を失ったら、よっしーは悲しみのあまり出家してしまうのじゃ。あやつの心は信奈ちゃんに向いているが、あやつの手の指はいつもかっきーの乳をわきわきと狙ねらっておるのじゃ」

「こんな時にやめろ！　特に一益、ふざけんなっ！　寒さむ気けがするっ！　気を失いかけてたのに、サルの夜よ這ばいを思いだして目が覚めちまった！」

　勝家は、足を貫つらぬいていた刀を引き抜ぬくと、一益がひいてきた馬に飛び乗っていた。

　四人の姫武将が、連れん携けいしながら謙信を囲んだ。

「織田家四し天てん王のうのうち三人に、朱槍の豪ごう傑けつ前田犬千代。織田家が誇る一いつ騎き当とう千せんの四人揃そろい踏ぶみです。謙信どの、われらでしばしあなたを足止めさせていただきます。時が来るまで。八十点です」

　謙信は、「邪じや魔まをするな！　一騎討ちを申し出ておきながら、種子島を持ち出し、次は大将格が四人がかりか。愚おろかな。どこまでも卑ひ劣れつな！」と唇くちびるを震ふるわせながら、まぶたを閉じた。

　死を覚かく悟ごしたのではない。

　白い霧きりは晴れつつあり、そしてまばゆい日にち輪りんが青空に昇のぼっている。

　光に弱い謙信の視覚は衰おとろえてきている。

　ゆえに目に頼たよらず、空気の流れと音の響ひびきによって四人の姫武将の連撃を見切ろうとしたのだ。

「こいつ、目をつぶって……まずいぞ！　さらに速くなるぞ！」

「呼吸させる猶ゆう予よを与えず一いち丸がんとなって攻せめ続けるのです、勝家どの！」

「やるのう。姫の奥の手・砂かけ目つぶしの策を先読みされたのじゃ」

「……おそるべき闘気。わずかでも気を抜けば、四人とも瞬しゆん時じに討たれる」

　上杉謙信がなぜ毘沙門天の化け身しんと崇あがめられているのか、四人の姫武将は思い知らされることとなった。

　相手が一人であろうが、四人であろうが、感情を消して恐きよう怖ふを乗り越こえ、軍神・毘沙門天と一体化した謙信にとっては同じこと。

　むしろ、織田信奈のもとに集つどい互たがいに命を預け合った姫武将たちの華か麗れいな連携は、謙信の心の奥に眠る毘沙門天の力を増大させる結果となった。

「──運は、天にあり」

　謙信は次々と四方から繰り出されてくる攻こう撃げきを見切り、馬上でかわし、進み、かつ槍を突つき、かつ馬を駆かった。

「当たらないっ？　四人同時に打ちかかっているはずなのに、かすりもしないっ！」

「……槍の穂ほ先さきを斬きられた」

「姫の忍にん者じや刀とうが折れた？　いつ打たれたのか、見えぬのじゃっ」

「どんどん速くなります！　まるで、速さの底が見えません！」

　どんっ。

　犬千代の小さな身体が、最初に落馬していた。

　片手で十文字槍を揺らめかせ四方からの攻撃を受け流しながら、もう片方の手で犬千代の腹を突いて落とした、理り屈くつではそのはずだが、誰だれも謙信の動きを肉眼で追いかけられない。

「鎧よろいは、胸にあり」

　次は自分が吹ふっ飛ばされると気づいた一益は、馬上からするりと抜けて馬の腹へとしがみついた。

　だが、その馬が謙信の一当てで飛ばされ、地上へと倒たおされていた。

「手て柄がらは、足にあり」

　勝家が「長秀、今の謙信は人間じゃない。四人がかりでも時間稼かせぎすらできない！」と叫さけぼうとした時にはもう、長秀も馬上から振り落とされていた。

　この軍神と一いつ騎き討うちをして生き延びた武田信玄は、毘沙門天に傷を負わせた武田信玄は、いったいどれほどの修練を己に課してきたのか。あるいは、技量以外のなにかが信玄の命を守ったのか。

「川中島で武田信玄と対たい峙じした時──まだ、彼女の中には上杉謙信の心が残っていたんだ。あたしと一対一で戦っていた時の謙信のように。慈じ悲ひがあり、怒いかりがあった。でも今はもう、こいつは姫武将でも上杉謙信でもない。毘沙門天そのものが、目を覚ましはじめている。眠ねむっていたすべての力を、毘沙門天はすべて容よう赦しやなく解放してくる！」

　謙信は、十文字槍の切っ先を、勝家へと向けていた。

　謙信はもう、連携攻撃を避よける必要がない。

　次の一撃は当て身ではない。

　必殺の十文字槍が、目に見えない軌き道どうから飛んでくる。

「死なんと戦えば生き、生きんと戦えば必ず死するものなり。だが、そなたたちには死あるのみ」

　再び見開かれた謙信の紅い瞳から、あらゆる感情が消えようとしていた。

　感情を消し、思考を消し、希望を消し、心に満ちる「上杉謙信」という少女の存在のすべてを空くうにした時、彼女は無敵無敗の軍神・毘沙門天そのものとなる。

　もう、葛かつ藤とうも躊ちゆう躇ちよも迷いもない。

　誰も、毘沙門堂の扉とびらを開くことはできない。

　誰も、彼女のもとに、到とう達たつできない。

　あの武田信玄でさえ、あれほど望んでも、あれほどの犠ぎ牲せいを払はらっても、到達できなかった。

　相良良晴は、織田信奈を裏切り、謙信の心を裏切った。

　織田家に集う四人の姫武将の連携を前にして、上杉謙信という孤こ独どくな少女は毘沙門堂の奥へと去り、軍神・毘沙門天が謙信に成り代わった。

　毘沙門天は、完全に覚かく醒せいした。

　勝家は（そんなはずはない。これほどの闘気を溢あふれさせ、目にも留まらぬ動きを続ける謙信の身体が、なぜ保もつのか。魂たましいを毘沙門天に乗っ取られても、身体は人間の少女のままのはず）と驚きよう愕がくした。

「サルっ！　早く来いっ！　上杉謙信が、人間でなくなっていく！　まだかあああっ！」




「勝家！　待たせたな！　相良良晴軍団、忽こつ然ぜんと参上！　総勢四千の別働隊、越軍の後方に回り込んだぜ！」




　勝家は、その声を聞いた。

　越軍の背後。

　霧が、完全に晴れた。

　勝家の視界が、広がった。

　相良良晴率いる別働隊が、忽然と越軍の背後に出現していた。増水した手取川を突き進む船団だった。総勢は、四千強。船を操る川並衆に加えて、津田信澄をはじめとする途と中ちゆう離り脱だつした男武者たち全員が参戦していた。

「やあ。戦場に間に合ったよ。間かん一いつ髪ぱつで『手取川下り』の策は成功したよ、サルくん！　勝家たちが、限界まで踏ふみとどまってくれたおかげだよ」

「夜霧の中、手取川上流の激流を下りきった川並衆どものお手柄でござる。筏いかだを操あやつるじゅつはもちろん、さんちゅうでいかだづくりをしきしたぶぎょうぶりもかんぺきだったでごじゃる」

「やったあ！　親分に褒ほめられたぜえ！」

「俺たちゃ、相良の大将が墨すの俣またで用いた『つぅばいふぉう』形式の突とつ貫かん工事を真ま似ねしただけだぜぇ！」

　川並衆の野や郎ろうどもが、歓かん喜きの雄お叫たけびをあげている。

「俺たち川かわ賊ぞくにとっての道は、土の道じゃねえ。川よ！　手取川が大雨で増水してくれりゃあ、それだけ行軍速度も速くなるってもんだ！」

「天候を味方につけるのは、上杉謙信だけの得意技じゃねえってことよ。こと川に関してはな！」

「ごめんな、謙信。あんな悲しい理由で金かな槌づちになっちまったと知っていながら、きみの弱点を策に用いちまった。海路や川路については、きみは、陸路を用いる際のような神がかりの用兵術を持ち得ない。いや、ほんとうは持ち得るんだ。きみは不世出の、戦の天才だからな。ただ、きみは水を恐おそれている。だからその分、海路や川路に対してはわずかな隙すきが生まれる……ごめんな……」

「くすんくすん。越軍と正面からぶつかりあえば必ず敗やぶれます。ですが挟きよう撃げきしたくとも、並の行軍では謙信さまに察知されてしまいます。そこで柴田さまの陣じんから追放された良晴さんを筆頭に、四千の脱だつ落らく兵を少人数部隊に分散。マタギ姿で山中の間道を迂う回かいし、突貫工事で船を造っていた川並衆と合流。上流より筏で増水した手取川の激流をいっせいに下り、柴田さまと越軍との激げき闘とうのさなかに忽然と越軍の背後を奪うばう。これで、川中島と同じ挟撃の形に持ちこめました」

　戦は土木工事さ、未来のつぅばいふぉう形式を用いて筏を神速で造り上げた時点でこちらの勝ちさ、と官兵衛が鼻息を荒あらげた。

「どうだい『手取川下り』の策は！　相良良晴の無茶な提案を、見事に形にしたぞ！　これで山やま本もと勘かん助すけを超こえた！　黒官一流の旗を揚あげる時が来た！　むふー！」

「念には念を入れて、柴田さまに良晴さんを百度鞭むち打うたせて半殺しにするお芝しば居い──『三国志演義』より『苦肉の策』を使わせていただきました。良晴さん、すみませんすみません。謙信さまは大の源氏物語好き、三国志演義のような軍記物にはあまり興味がないと読みまして、どうやら幸運にも読みが当たったようです」

「なんでだ！　なんでシメオンの読みは常に微び妙みように外れるのに、半兵衛の読みはいつもずばずば当たるんだっ？」

「ひでえ芝居だったな。っていうか、勝家は芝居じゃねえし。あいつにこの策の全ぜん貌ぼうを教えたのは、鞭打たれて陣から放ほう逐ちくされる直前だぜ？」

「越後が誇ほこる軒のき猿ざるさんの情じよう報ほう網もうは強力です。丹羽さまたちとはあらかじめ口裏を合わせて軍法会議という名のお芝居ができましたが、いかにもお芝居が下へ手たそうな柴田さまに演技させれば軒猿さんにすぐにばれてしまいますから、柴田さまだけにはお芝居だと教えずに良晴さんにほんとうに夜這いされたと思わせて本気で激げき怒どさせる必要があったんです」

「俺さま一世一代の渾こん身しんの演技で勝家を怒おこらせすぎて、しかも途と中ちゆうで本気で勝家のおっぱいに興奮してついやりすぎちまって、マジで殺されるかと思った……勝家に鞭打たれた背中がしみるぜ。しかし一益ちゃんの唐とう突とつな鞭打ち参加はなんだったんだよ？　台本になかったぞ？」

「柴田さまが本気で百発も叩たたいたら良晴さんが死んじゃいますから、気を遣つかってくれたのでしょう」

「ほんとに？　そうかー。一益ちゃんには茶器をあげないとな」

「シメオンが見るに、ただ単に面白がってただけじゃないかなあ」

　川並衆をはじめとする野郎どもが、続々と船から上陸しながら再び怪かい気き炎えんを上げた。

「うわははは。ひっかかったな上杉謙信！」

「俺ら独り身の野郎どもが、可か憐れんな姫ひめ武将たちを見捨てるわけがねえだろ！」

「姫武将ってのはぎゃーぎゃー小うるさくて嫉しつ妬と深ぶかくて俺ら男たちに殴なぐる蹴けるの暴行を繰くり返す、まったくもってろくでもねえ面々だが！」

「わがまま勝手にあいつらに騒さわいでもらうために、生き続けてもらうためにはよ、こうして俺ら野郎どもが盾たてになってやらなきゃならねえのよ！」

「女の子がいなけりゃこの世は闇やみだ！　男しかいない世界なんざ、生きていても意味がねえ！」

「上杉謙信！　男って生き物の阿あ呆ほうさ加減を舐なめんじゃねえええ！　何千年、女の尻しりに敷しかれてきたと思ってやがる！」

「越後の男武者どもを従えていながら、なにもわかってねえな！　お前の家臣団も俺らもみな同じだああああ！」

「ましてやうちの大将はよう、天下一の女好きだぜえええ！　姫武将たちを捨てて戦場から離り脱だつするわけねえだろうが！」

　良晴を放逐したあの時──軒猿に気け取どられぬよう、良晴が去り際ぎわに囁ささやいた言葉の正確な意味を、勝家は読み違ちがえてはいなかった。

（勝家。俺は手取川を『墨俣』にする。造るものは城ではなく、『啄木鳥きつつき』だ。越軍を引きつける信玄役は、織田家最強の武将でなければ務まらない）

　越軍の背後にまわった別働隊を眺ながめながら、やりやがったなサル、と勝家は苦笑していた。

　ただし、そのあとの一言を、勝家は無視した。

（いいか。一騎討ちで時間を稼かせごうとするな。信奈からの命令だ）

　囮おとりになれと言っておきながら、情に流されて余計なことまで言うな。その命令を無視しなきゃあたしたちは全ぜん滅めつだったじゃないか馬ば鹿か、と勝家はまた笑った。

　勝家が戦場に踏みとどまりながら待ち続けていた最後の策──「手取川下り」の策は、成った。

　越軍二万は、前方を柴田勝家軍一万六千、後方を相良良晴軍四千に挟はさまれた形となった。

　川中島で山本勘助が啄木鳥の策を用いた際にも、謙信は武田軍に挟撃された。

　だが、あの時は謙信自身が事前に啄木鳥の策を見破り、別働隊に兵力を割さいた八幡原の武田信玄率いる本軍を敢あえて奇き襲しゆうしたのだ。妻さい女じよ山さんへ向かう武田の別働隊が八幡原へ舞まい戻もどるまでのわずかな時間のうちに、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負を賭かけて武田信玄を討とうとしたのだ。

　しかしこの戦は、違う。

　同じ挟撃でも、相良良晴の裏切りに激怒し、一騎討ちの際に自分を優しく抱だき寄よせてきた柴田勝家にさらに怒り、四人の姫武将の華か麗れいな連れん携けいの前に心を閉ざして目の前の敵を倒たおすことにのみ全神経を集中させていた上杉謙信の虚きよを突ついた、完全な奇襲成功である。

　越軍は、これまでこれほどの危地に陥おちいった経験がない。

　謙信がもしも勝家との一騎討ちに応じず、本ほん陣じんで悠ゆう然ぜんと構えていれば、たとえ手取川下りという奇き策さくを用いられてもその特異な感覚によって別働隊の接近を感知して見破っていたはずだった。

　が、謙信は柴田勝家との一騎討ちに全神経を集中し、ついには四人揃そろい踏ぶみした姫武将を討ち果たすために己の秘めたる武力のすべてを引き出さねばならなくなり、感情と思考を遮しや断だんしてしまった。

　この時、謙信の暴走を止められなかった自分の失敗に気づいた直江兼続は本陣に立ちすくみ、「増水した手取川の激流を奇襲に用いるとは!?　この挟撃を成功させるために、あの手この手で謙信さまのお心を揺ゆさぶり続けたというのか？　相良良晴に光源氏を気取らせ、ほんとうに半死半生にしてまで？　これが、織田家の結束力か！」とうなっていた。

「謙信の正面に立ちはだかって囮となる武田信玄役、よくぞ務めきってくれたな、勝家！　だが、あれだけ一いつ騎き討うちはするなと言ったのに、やりやがったのか？　それなのに生きてるだなんて、すげえじゃねえか！　やっぱりお前は織田家最強だ！」

　良晴が馬上で吠ほえれば、勝家も応こたえた。

「遅おそいんだよ、エロザルうううう！　お前こそ、あたしに鞭むちで打たれたことを恨うらんでわざと遅おくれただろう！　お互たがいに生き残ったら、鞭打ちあと百回追加してやるからなっ！」

「ふざけんな！　鞭打ち追加するなら、もう一度おっぱい揉もませろっ！」

「ううう、うるさい！　こんど触さわったら問答無用で殺すっ！」

「えへん。われらの芝居もなかなかのものじゃったろ、よっしー」

　宙を舞いながら背中に飛び乗ってきた一益の頭を撫なでながら、良晴は（運は織田家にある）と確信した。

「ご褒ほう美びに、茶器をやろう。いずれな」

　相良良晴軍、手取川下り！

　越軍、挟撃される！

　この混乱の間に、上杉謙信の姿は、勝家たちの前から忽然と消えていた。

　かろうじて一命を取り留めた前田犬千代と丹羽長秀が、「もう動けない。全身の血が抜ぬけたかのようだ」と馬から下りて喘あえいでいる勝家を抱き起こした。

「……おかしい。謙信が逃にげるはずはない……」

「おそろしい光景です。これほどの危地に立たされた越軍の兵たちが、まるで動どう揺ようしておりません。手取川下りの策は百点満点かと思われましたが、もしかすると最悪の戦せん況きようなのかも……」

　良晴も、すぐに異変に気づいた。

　越軍の陣じん形けいが、変わった。

　まるで巨きよ大だいな龍りゆうのように、漆しつ黒こくの越軍兵たちが一つの波となり、ゆっくりと回りはじめていた。

　その波の中央には、白い行ぎよう人にん包づつみを被かぶった毘び沙しや門もん天てん・上杉謙信が不動の姿勢で構えている。

　半兵衛が、小さな声をあげた。

「いけません！　あれは、越軍が死地に追おい詰つめられた時のみに用いる必殺の陣形『車くるま懸がかり』です。上杉謙信さまを中心に、巨大な渦うずを巻いて越軍兵たちが前後左右すべてを固め、接近した敵に打ちかかります。触ふれれば、たちどころに蹴け散ちらされます」

「川中島で一度だけ使ったという、あれか。巨大なマスゲームみてえだ。こんなふうに二万の軍勢が一つの生き物のように動けるものなのだろうか？」

「越軍の皆みなさんは、上杉謙信さまをまことの毘沙門天だと信じ切っています。彼らは自らの命を、謙信さまを守り抜くために捨てたのです。総勢二万の捨て石です。彼らに触れた敵も、容よう赦しやなく命を奪われます。敵味方のことごとくが、傷つき命を失います。戦国武将同士では本来はやってはならない、殲せん滅めつ戦です。このように兵がみな自分の命を捨ててかかる戦は、宗教戦争だけで行われてきたものです。ゆえに、ほんとうに追い詰められた時でなければ謙信さまは車懸りの陣形を用いられないのです。川中島で心ならずも一度だけ用いたのちに、永遠に封ふう印いんしたはずです」

　武将でありながら毘沙門天でもある上杉謙信さまのみが行える禁じ手です、とその大地に広がるどす黒い巨大な渦巻きを見つめながら半兵衛は震ふるえていた。

「むふー。来たぞ！　川中島でただ一度だけ用いられた車懸りだ！　謙信を追い詰めたぞ！　山本勘助と並んだ、山本勘助と並んだ！」

「官兵衛さん。鼻息を荒げている場合ではありません。川中島でこの車懸りを正面から受けた武田信玄軍は、越軍とともにほぼ壊かい滅めつしたんです。上杉謙信さまはご決意なされたのでしょう。車懸りの陣によって前後から挟撃してくる織田軍を打うち砕くだき、織田軍の大将と一騎討ちに及および、首を盗とると。川中島の時と同じです。あの時、武田信玄さまが生き延びたことじたい、奇き跡せきのようなものなのです。信玄さまご自身が謙信さまと並ぶ最強の武人であったからでしょうか、あるいは──どのみち、奇跡は二度も起きません」

「半兵衛。それじゃあ謙信は、柴田勝家の首を狙ねらうのか？」

「いえ。ただいまの織田軍の総大将は柴田さまですが、謙信さまが狙うものはただ一つ。ご自分をこれほどの窮きゆう地ちに陥おとしいれた大がかりな戦術の中心人物、良晴さんの首です。良晴さんは今、無敵無敗の謙信さまを戦術で破ろうとしています。破れれば、謙信さまは毘沙門天ではなくなります。ですから、謙信さまはどれほどの犠ぎ牲せいを払はらってでも、良晴さんを倒さねばなりません」

「わかる気がするぜ。それじゃ、俺のほうから突とつ撃げきして謙信のもとへ辿たどりつかねえとな」

「よ、良晴さん？　たしかに良晴さんご自身が最後の一手になる予定でした。ですが、車懸りの陣形を謙信さまが用いた今となっては、危険です！　良晴さんを待ち受けている者はもう良晴さんが知っている上杉謙信さまではなく、毘沙門天です！」

「このままじゃ越軍も織田軍も滅ほろびちまう。俺一人の首のために、そんな大勢の犠牲を払えるかよ。謙信だって、そんな戦いを望んじゃいねえ。川中島での戦で大被ひ害がいを出したことを、あの子はずっと後こう悔かいしていたんだぜ。これ以上、背負わせられるか」

「相良氏うじ。謙信には煙えん幕まくは効きませぬが、越軍の足軽どもには効きますな。しのびのじゅつとかわなみちゅうとで、さがらうぢのみちをひらくためにこうさくいたちまちょう」

「ふむ。姫も昔取ったキネヅカ、甲賀忍しのびの術を用いてこれでもかと煙幕を張ってやるのじゃ。お肌はだが荒あれちゃうけれど、よっしーのためじゃ。仕方ないの」

「サンキュー五右衛門、一益ちゃん。これから俺が走る道は、毘沙門堂へと連なるぜ！　武田信玄との一騎討ちの時には、謙信から信玄に会いに行った。信玄は、毘沙門堂の扉とびらをこじ開けられなかった。だから俺はその逆をやる！　俺のほうから、謙信に会いに行く！」

「言いだしたら聞かないやつだな、きみは！」

「くすんくすん。危険すぎます。いくら良晴さんでも、お勧すすめできません……」

　犬千代が馬を走らせ、良晴たちのもとへ瀕ひん死しの勝家を運んできた。

「サル。悪かったな。姫武将を愚ぐ弄ろうしているだなんて怒ど鳴なって……お前がそんなやつのわけがないのに、あたしってばほんと、単純でさ。けほ、けほ」

「おい勝家、だいじょうぶなのか？　お前、頭から足まで血まみれだぜ！」

「……それどころじゃない、サル。どうせお前はこれから上杉謙信に会いに行くつもりだろうが、やめろ」

「なんだって？」

　勝家が、涙なみだを目に浮うかべながら良晴の腕うでにしがみついていた。

「あいつはもう、上杉謙信じゃないんだ。身も心も、毘沙門天に乗っ取られちまった。なにを叫さけんでも、もう、上杉謙信の耳には届かないんだ」

「……そこまで彼女を追い詰めたのも、俺のサル知ぢ恵えが原因だからな。戦に勝つためとはいえ、あの手この手で謙信を怒おこらせ、傷つけちまった」

「違う。京で姫ひめさまに宣戦布告した時にはもう、毘沙門天にほとんど乗っ取られていたんだ、あいつは！　何年も一人きりで毘沙門堂に籠こもって、毘沙門天との対話という一人芝しば居いをずっと続けて……そうしなければ、戦えなかったんだ。自分がただの人間の女の子だと自覚してしまったら、大勢の人間の命を散らす合戦なんて、続けられない！　あたしにもやっとわかった。あたしには謙信の命を奪うばう機会があった。でも、ためらった。あの子を即そく座ざに殺せなかった……姫武将の半分は戦を生なり業わいとし運命として背負った武士だ。だが、残り半分は、女の子だ。なにも感じずなにも背負わずに戦い敵を殺すことなんて、できない。お前が言っていた通りだった……」

「勝家。お前」

「姫さまにはいつも、お前がいてくれた。だから、姫さまは魔ま王おうにはならなかった。お前がいてくれたからこそ、姫さまは無残な戦争を繰くり返しながらも人間の女の子であり続けることができた。だが、謙信には！」

「……ああ。謙信を支えてきた越後の男たちは、みんな、死んだからな。宇佐美定満も。直江大和も。宿敵だった長なが尾お政まさ景かげも。だが俺は生きてるんだぜ、勝家。生きている人間が、毘沙門天なんぞという幻まぼろしに負けるかよ。そんなカビ臭くさい旧時代の亡ぼう霊れいなんぞによ。上杉謙信と毘沙門天との戦いを、終わらせるんだよ。俺たちは信奈とともに、人間の時代を切り開くんだろう？」

　良晴は、勝家の腕をそっとふりほどいて、笑った。

「上杉謙信。あの子は、悲しい魔ま法ほうにかかっているんだ。毘沙門天という、終わらない夢を見ている。俺たちの生は、つかの間の夢みたいなもの。小早川さんいわく、『一生は夢の間なれば』さ。だからこそ俺たちは、悲しい夢を見続ける必要なんてないんだ」

「……わかった。行けよ。一つだけ、手がかりが見えた。謙信の体術は、攻せめ手の殺気・闘気をそのまま相手に返す独特のものだ。お前からあらかじめそう教えられていたあたしが、殺意を抱いだかずにそっと謙信の腰こしを抱き寄せた時──あいつは軍神とはまるで違ちがう、表情を見せた。まるで、子供のような……まるで、ああして人の手で抱かれることを、ずっと待ち望んでいたかのような。あたしが殺そうとすれば、きっと殺せていた。でも、殺せるはずがなかった。だって。たとえ、あたしの腕で抱きしめられて命を奪われたとしてもそれは幸福な死に方だと、謙信は口にした……殺せるはずが、ない」

「ありがとうな。道理で、幽ゆう霊れい屋や敷しきで俺みたいなへなちょこが謙信をお姫さま抱っこできたわけだ。それだけ手がかりを与あたえられれば、充じゆう分ぶんだ。勝家」

「良晴さん。こちらは防衛に徹てつした陣じん形けいを採とります。車懸りの陣を前にした武田信玄さまは防ぼう御ぎよに優すぐれた鶴かく翼よくの陣で応戦しましたが、それでもなお被害は甚じん大だいなものとなりました。ですが官兵衛さんは騎き馬ば隊を主力とした武田上杉に対たい抗こうするべく、南なん蛮ばん式の最新の防衛陣形を準備してこられました。半刻ときまでなら、車懸りの陣の猛もう攻こうに耐たえられます」

「むふー！　心配ご無用、このシメオンにお任せあれ！　別動隊の諸君、秘密訓練の成果を見せろ！　長なが槍やりを掲かかげろ！　弓兵部隊、種子島部隊、長槍隊を守れ！　全軍、イスパニア式方ほう陣じん『てるしお』の形へ移行！　本来は武田騎馬隊の突とつ進しんを阻はばむために隠かくしておいたとっておきだが、やむを得まい」

　官兵衛が堺さかいで仕入れた南蛮渡りの兵法書を読破していくうちに発見した、ヨーロッパで採用されている対重騎き兵へい用防衛陣、イスパニア式方陣テルシオ。

　騎兵の突撃速度と圧力に対抗するべく、対騎兵防ぼう御ぎよに特化した長槍兵が密集して方陣を組み、その方陣の四よ隅すみに配置された弓兵と銃じゆう火か器き兵が長槍兵を支し援えんする。

　当然ながら、この高度なテルシオの陣形を戦場で維い持じするためには、高い練度が必要となる。戦の折にのみ召集される半農の足軽たちには不可能である。

　長槍。

　種子島。

　そして織田信奈が「うつけ」と呼ばれながら日ノ本古来の風習に抗あらがい、土地に代わる茶器という新たな恩賞制度をもひねりだし、苦く心しん惨さん憺たんして土地と武士とを分ぶん離りして編制した「専門兵」を主体とする常備軍。常備軍は膨ぼう大だいな維持費を求められるために、貿易を拡大し続けねばならなかったが、信奈は堺を抑おさえることでこの困難な課題をも乗り越こえた。

　尾張の弱兵という圧あつ倒とう的てきな不利を有利とすべく、織田信奈はこの三つの条件を達成した。ここに日ノ本の陸軍部隊が、史上はじめて、ヨーロッパ式の巨きよ大だい防御方陣を可能とした。

「相良良晴。南蛮では数百年にわたって、圧倒的な速度と破は壊かい力を誇ほこる騎兵が最強の座を独どく占せんし続けてきた。この日ノ本で武田騎馬軍団が最強と呼ばれるのと同じ理由さ。しかし、銃火器の量産と、イスパニアが採用した対騎兵方陣『てるしお』によってすべてが変わった。今この日ノ本においててるしおを実戦で用いることができる部隊は、織田信奈の常備軍だけだ。戦国最強の武田騎馬隊や謙信の車懸りの陣に勝てるとまでは言えないが、最小限の被害にとどめながら一定の時間猛攻をしのぐことはできる。だが今日は長雨と霧きりで種子島が湿し気けている分、てるしお本来の圧倒的な防御力は期待できない。もって、半刻だ」

　勝つためなら躊ちゆう躇ちよせずに南蛮式を次々と採用する官兵衛の戦略思考は、信奈と完全に同調している。武田騎馬隊の突進を防ぐためにイスパニア式方陣テルシオに到とう達たつした官兵衛のひらめきは、源義よし経つね以来の騎兵最強説と土地至上主義という日ノ本の武士の常識を無視し、兵農分離・長槍・種子島にこだわり続けてきた信奈の先見の明とあきらめない努力から導き出された成果、最弱の尾張兵をもって天下布ふ武ぶを達成せねばならないという不利を背負っていた信奈がやっと辿りついた答えと言っていい。

「てるしおってなんだい？」

「俺たちが山中でこども軍師に尻しりを鞭むち打うたれながら習ってきた、あの押しくらまんじゅうみてえな妙みような陣形のことらしいぜ」

「ええ？　俺ら、筏いかだを造るついでに、南蛮式の陣形まで教え込まれていたのか？」

　川並衆の面々が、顔を見合わせている。

　良晴が、「頼たのむぜ官兵衛」とうなずいた。

「半刻だけ、堪たえ忍しのんでくれ。俺は上杉謙信に、会いに行く。誰だれかが自分を迎むかえに来てくれる日を、あの子は毘沙門堂の奥でずっと待っていた、そんな気がするんだ」

　良晴の背中を、ぽん、と叩たたいて送り出す姫がいた。

　増水した川を渡わたるためにやむを得ず十じゆう二に単ひとえを脱ぬぎ捨すて、甲かつ冑ちゆうを着込んでいたがゆえに、一いつ瞬しゆん誰だれだかわからなかったが──そのご陽気な声は、彼女以外のなにものも発することができない可か憐れんさに溢あふれていた。

「決して迷ってはなりませんわ、相良良晴。奪い取る瞬間に、信奈さんや光秀さん、わらわの顔を思い浮かべて躊躇すれば、あなたの負けですわ。後のことなどなにも考えない、ただ、落ちてくる実を拾うことにすべてを捧ささげる。それが相良良晴でしょう。惜おしみなく奪い取り、拾いあげるのですわ。あなたに実を拾われ命を与えられたそのあと、雪のお姫さまが幸福を摑つかめるかどうかは、あの子自身の人生、あの子自身の戦いなのですから」

「ああ。ありがとう、義元ちゃん。勝家は命を奪わねばならないからこそ、ためらった。だが俺は命を救いに行く、拾いに行くんだ。たとえその結果、未来になにがあっても、躊躇はしない。おかげで、迷わずに突つっ走ぱしれそうだ」

「まあまあ。感謝せずともよろしいのよ。これで信奈さんと相良良晴の仲がこじれて破局すれば、この恋こいの争いはわらわの完全勝利ですものね。おーほほほ！」

「俺は今、義元ちゃんにけっこう感激してたんだから、落とさなくていいんだよっ！」

　相良良晴は単たん騎き、車懸がかりの渦うずの中心を目指して、走りはじめていた。










「長槍部隊が長方形を成して密集している？　あのような奇き怪かいな陣形は見たことがない。軍学書にも載のっていない。鶴翼でも魚ぎよ鱗りんでもなく、方円ですらない。これが、織田信奈の戦──」

　車懸りの陣、その渦の中心。

　謙信の隣となりにただ一人だけ侍はべることを許されている直江兼続は、機動力をすべて放ほう棄きした織田軍の奇き天て烈れつな陣形を眺ながめながら、驚きよう愕がくしていた。

「謙信さま。これは、おそらく対騎兵防御に特化した新たな陣形です。機動力はありませんし攻こう撃げき力にも乏とぼしいですが、まるで動く要よう塞さいです。あるいは、南蛮式の陣形なのかもしれません」

　しかし長雨と霧で種子島が湿気っている分、あの陣形も完全な力は発揮できません。強きよう攻こうすれば勝利できるはずですが、しかし──兼続は、戸と惑まどっていた。

　謙信の表情から、声から、すべての感情がかき消されていたからだ。

　謙信は、川中島で敵味方に無残な損害を出した「車懸りの陣」は二度と使わないと誓ちかっていたはずだった。

　ならば、今、越軍に車懸りの陣を組ませて戦場のいっさいを破壊してしまおうとしているこの謙信は、謙信ではない。

　毘び沙しや門もん天てんが、謙信さまのお心を完全に奪い去ってしまったのだ、と兼続は震ふるえた。

「問題はない、直江兼続。毘沙門天は、敗やぶれない」

　毘沙門天は決して敗れないという「神の言葉」を噓うそにしてしまった瞬間、上杉謙信の心に憑ついていた毘沙門天の幻は霧む散さんするだろう。

　毘沙門天が、抵てい抗こうしているのだ。

　相良良晴が柴田勝家に夜よ這ばいをかけて唱えた、光源氏六条院の野望。勝家が良晴を鞭打ち追放した苦肉の策。川中島で山本勘助が越軍を挟きよう撃げき・殲せん滅めつしようとした「啄木鳥きつつきの策」の形を敢あえて再現してみせた相良良晴の別働隊による手取川下り。自ら囮おとりとなって謙信の知覚を自分に引きつけて時間を稼かせぎ、川下りを成功させた柴田勝家の胆たん力りよく。その勝家が、腕の中にそっと抱いた謙信に対して見せた憐れん憫びんの情。互たがいに互いの命を預け、信しん頼らいの絆きずなのもとに良晴の別働隊が到とう着ちやくするまで謙信の猛攻をしのぎきった織田の四姫武将の連れん携けい。そして、日ノ本にも唐から国にもこれまで存在しなかった、見たこともない大がかりな防御陣形。

　毘沙門天が、生しよう涯がい無敵無敗の軍神が、追おい詰つめられていた。

　心を、攻められていた。

　織田軍は、相良良晴は、まるで謙信さまのお心を封ふうじている毘沙門堂の扉とびらをこじ開けようとしているかのようだ、と兼続は息をのんでいた

　そして。

　織田軍による、いや相良良晴による最後の一手が、打たれた。

　おそらくは織田方の忍びが次々と巻き上げる煙えん幕まくの中──。

　相良良晴自身が、ただ一騎で、越軍の渦の中心へとまっしぐらに駆かけてきたのだ。

「俺は、上杉謙信に会いに来た！　今の織田軍には、ここまでが限界だ！　越軍は強い！　種子島は豪ごう雨うと霧で封じられた！　このまま手取川を背にして総力戦を続ければ、俺たちに逃にげ場はない。越軍が勝つ。だが、両軍合わせて一万を超える兵が死ぬ！　それは、上杉謙信が守り続けてきた義の精神に反する結末だろう！　だから俺は、救きゆう援えんに来た！」

　俺が救援したいのは、お前ら将兵たちの命だけではない。

　お前らに義と慈じ悲ひと希望を与え続けてきた者、上杉謙信を救援するんだ！

　良晴は、降りかかる矢の雨の中を一騎で進みながら、叫さけんでいた。

「出たぞ！　相良良晴が来た！」

「女たらしのサルめ！　正々堂々の戦では勝てぬとあきらめて、舌先三寸で謙信さまを籠ろう絡らくするつもりか！」

「待て！　手に、焙ほう烙ろくを持っているぞ！」

「謙信さまに接近して、爆ばく殺さつするつもりだ！」

「違う違う！　越後の衆！　俺が掲げているこいつは提灯ちようちんだ！　焙烙じゃねえ！」

　必殺の黒い渦。二万の死兵が構築し、脈動する車懸りの陣。

　その中に単騎で、良晴は突っ込んだ。

　無数の矢が良晴を襲おそう。

　良晴を守るために五右衛門たち乱らつ破ぱが放つ煙幕も、圧倒的な矢の数の前には、目くらましの意味をなさない。

　馬首を翻ひるがえし、矢の嵐あらしを避よけ、それでも良晴は前へと進んだ。

　こんなとんでもない無む謀ぼうな真ま似ね、英えい雄ゆうでも軍神でもない俺には無理すぎる、小便を漏もらしそうだ、と良晴は思った。

　北ほう条じよう軍三万に包囲された唐から沢さわ山やま城を救援するためにただ一騎で敵軍の中へと飛び込んだ謙信は、今の俺のように恐きよう怖ふを感じていただろうか？　死にたくない、と泣きたかっただろうか？　恐怖を克こく服ふくするために、勇気をみなぎらせるために、自分は毘沙門天の化身だという夢物語をかたくなに信じなければならなかったんだろうか？

　ぜんぶを避けきったつもりでいたが、気づけば二の腕うでに一本、矢が刺ささっていた。

　やっぱり奇き跡せきの毘沙門天とは違ちがうぜ、と良晴は自分の戦国武将としての平へい々へい凡ぼん々ぼんぶりに笑いたくなった。

　謙信に到達する前にハリネズミにされちまうな、と良晴は思った。

　だが、馬を駆る速度は緩ゆるめない。

「安土の夜は中ちゆう途と半はん端ぱな真似をしちまって、ほんとうに、ごめんな──もう、迷ったりしねえ。俺は、相良良晴の生き方を貫つらぬくぜ」

　良晴の呼びかけを耳にした謙信の表情は変わらない──だが、かすかに、頰ほおが紅潮していた。

　幼い頃ころから謙信に仕つかえてきた兼続だけが、気づくことができる程度の、小さな異変。

　直江兼続は、決断しなければならなかった。

（時間がない。このまま車懸りの陣じんをもって織田軍を粉ふん砕さいし越軍の半ばを失えば、謙信さまは永遠に毘沙門天のもとへと連れ去られる。もう誰も、毘沙門堂の扉を開けなくなる。私は、敵である相良良晴に賭かけるべきか）

　相良良晴と面識はない。

　しかし相良良晴は、あの梵天丸に希望を与あたえたという。

　そして謙信は、天岩戸開きを目もく撃げきした際、兼続が見たことのない表情を浮うかべていた。

　未来から来た少年に、自分が求めても得られなかったなにかを見いだしたかのように。

　自分の義将としての人生が正しかったのか、むなしかったのか、報むくわれたのか、未来から来た相良良晴はその問いの答えを知っている、謙信自身が地上に生きているうちは決して得られないはずだった答えを。

　謙信は、答えを「欲ほつした」。

　だからこそ、相良良晴を独占すると宣言した織田信奈に激げき怒どしたのだ。

　同性の姫ひめ武将だけでは、毘沙門堂の扉はこじ開けられないのだ、扉を開く鍵かぎはまだ一部しか手に入れられていない。武田信玄という名の鍵。柴田勝家も、鍵の一つとなったのかもしれない。しかしもう一つの鍵が、どうしても必要だ。ほんとうならば、宇佐美定満と直江大和が、その鍵になるはずだった。しかし二人はもう、この世の者ではない。

（謙信さまを安土に送り込んだのも、相良良晴との二度目の出会いに一いち縷るの望みを託たくしたため。しかし安土では、相良良晴は謙信さまの扉を開けなかった。でもこの戦場ならば、あるいは。いずれにせよ、これが謙信さまをお救いする最後の機会）

　相良良晴。

　もう一度だけ、そなたに謙信さまを託す。

「謙信さまは安土で『戦場で相まみえたら五十歩だけ軍をひく』と、相良良晴と約束したとおっしゃいました。戦場においても約束を守る、これこそは義です。約束を反ほ故ごにすれば、不義です。約束を履り行こうしてよろしいでしょうか？」

　謙信は、いや、毘沙門天は「義」という言葉に決して逆らえない。

　義こそが、毘沙門天の存在意義であり、行動原理のすべてなのだから。

　豪ごう胆たんにもただ一騎で謙信を奪うばいに来たおそるべき男と対たい峙じせねばならないと覚かく悟ごしながら、無言でうなずいていた。

　兼続が「今だ」と声をあげていた。

「者ども！　五十歩ひけ！　相良良晴の前に、道を開け！　本陣周辺に陣幕を張はり巡めぐらせろ！　謙信さまに、軍使・相良良晴の言葉を直接伝えさせる！」

　相良良晴は、海が割れたかのように一筋の道を開いた越軍将兵たちを見て、驚おどろいていた。

「これは？　そうか。あの安土での五十歩の約束を、覚えていてくれたのか？　だが毘沙門天は俺を、謙信を奪いに来る最大の敵だとみなしているはずだ。もしかして越軍の誰かが後押しをしてくれたのか？」

　考えている猶ゆう予よはなかった。

　進むならば、今しかない。

　良晴は五十歩分だけ開かれた一本の細い道を駆け抜ぬけ、急きゆう遽きよ設営された本陣へと入った。

　陣幕の内側に、上杉謙信と直江兼続。

　相良良晴。

　三人だけが、揃そろった。

　兼続は無言で三歩下がり、ひれ伏ふし、馬上で相対する者は二人となった。

「五十歩の約束を実行してくれるとは、さすが毘沙門天だな。会いに来たぜ。だが毘沙門天、俺はお前に会いに来たんじゃない。上杉謙信に、会いに来たんだ。謙信に会わせてくれ」

「お前が、相良良晴か？」

「俺だよ。忘れちまったのか？」

「日の光が、まぶしい。お前の顔が、よく見えない。昼の世界は、わたしにとって常にそうだった」

　いつしか空が、晴れていた。

　日が天高く昇のぼった今、謙信の視界は、ぼんやりと霞かすんでいる。

　相良良晴の顔も、良晴が手にしているなにものかも、はっきりと認識することはできない。

　認識できなければ、存在しないのも同じだった。

「そう。視界が塞ふさがれてしまえば、心を閉ざすことは容易。だからわたしは毘沙門天になることができた」

「わかった。どうやらこの手で触ふれなければ、扉はこじ開けられないようだな」

「生涯不ふ犯ぼんの軍神に男などが触れることは許されない」

「……ああもうやめようぜ、そういう小芝しば居いは。梵天丸はお子さまだけど、きみはもう立派な乙女おとめだろう？　いつまで毘沙門天になりきってるんだ、謙信？　もう、俺は安土できみの唇くちびるに口づけしたんだぜ？　きみはもはや、不犯の軍神でもなんでもない。俺にとっては、ただの、人間の女の子だ」

　謙信の背後で平へい伏ふくしていた兼続が、ぴくっ、と肩かたを揺ゆらした。

　謙信の眉まゆが、つり上がった。

　怒いかりの感情を、解き放っていた。

「不ふ埒らち者め。二度目はないぞ、相良良晴」

　相良良晴と名乗る者。お前は危険だ。そしてここは戦場だ。もう、五十歩の約束は果たした。容よう赦しやなく、お前を殺す。謙信は、いや毘沙門天は、抑よく揚ようのない声を発し、そして十文字槍やりを掲かかげていた。

「球避よけのヨシ」の異い名みようをとる良晴にも、避けられない攻こう撃げきはある。

　それは、あまりの速さと常識外の軌き道どうが相まって、肉眼で追うことができない攻撃だ。

　良晴は謙信が繰くり出す槍先を見ることができず、謙信は良晴の顔を見ることができない。

（ああ。二人は、再会できなかった。この突つき刺さるような日の光が、謙信さまの運命を決めた）

　兼続は、賭けに敗れた、すべては終わった、と絶望した。

　しかしこの時、天が、動いた。

　風が、吹ふいた。

　天空高く輝かがやいていた日にち輪りんを、不意に、白い雲が覆おおい隠かくしていた。

　謙信の目を塞いでいた日の光は、遮さえぎられた。

　槍先が良晴の喉のどを貫く寸前に、謙信の目は、良晴の顔を見つけだしていた。

　兼続は、息をのんでいた。

（この兼続にとっても計算外の事態が起きた。天と地とが、謙信さまを──救ってくださった）

　良晴がその手に掲げている提灯の優しい輝きが、小さな光が、不意に訪れた白い闇やみの中に良晴の顔を浮かび上がらせていた。

「安土城を飾かざった、盂う蘭ら盆ぼん会えの提灯だ。届け物だ」

「……相良、良晴」

「やっと毘沙門堂の奥から出てきたな。謙信。お前が隠れ続けるから、空が曇くもっちまっただろうが。まるで天あま照てらす大おお神みかみだな」

　謙信は紅あかい瞳ひとみを輝かせながら、槍を、寸止めしていた。

「とても優しい光。あなたの顔が、よく見える。未来から来た人。わたしの生涯のすべてを知っていてくれる人。あなたはほんとうに、わたしの外の世界に実在する人間なのね」

「ああ。俺は煩ぼん悩のうにまみれた、ただの人間だよ。だが、ちゃんと生きている。自分の意志と魂たましいを持って、自分の生を生きている。きみとは違う人間だから俺はきみの思い通りにはならないし、毘沙門天に身体からだを譲ゆずったりもしない」

「ほんとうに？」

「天岩戸開きの際に天空に映った俺は、たしかに幻まぼろしさ。毘沙門天の眷けん属ぞくに見えたかもしれねえ。男前度は百倍増しだったろうしな。でも、ほんものの俺はただの人間の男だよ。ちょっとサル顔だけどな。きみの武力が百とすれば、俺は三くらいだ。でも、きみに触れることはできる」

「……あ」

　槍をまっすぐに構えながら震ふるえる白い手を、良晴がそっと摑つかむ。

「つかまえたぜ。謙信。地上に降りよう。怖こわがらなくていい」

「こんな優しさ、無責任だわ。あなたは、織田信奈の想い人でしょう？」

「たしかに無責任だな。俺に救えるのは、人の命だけさ。魂までは、救えない。魂を救えるものは、自分自身だけだ」

「わたしは、あなたを手に入れられない。戦場で無敵無敗を貫いても、義将として後世に伝説を残しても、あなたは手に入れられない。あなたは、わたしを苦しめるつもり？」

「ああ。苦しめるつもりさ。地上に落ちて、人間として生きて、苦しめばいい。このまま『死に逃にげ』はさせない。俺も苦しむから、五分と五分だ」

「やめて。わたしがほんとうに欲しいものは、決して手に入らない。武田信玄は、わたしと同じ女だった。あなたは、織田信奈のもの。わたしには、奪い取れない。どうして。どうして、わたしはこんな寂さびしい生き方しか選べなかったの？　わたし、ほんとうは、神になんてなりたくなかった！」

「やっと本ほん音ねを聞けたぜ。ほんとうは、なにを望んでいたんだ。謙信？」

「わたし。人間として──人として、愛されたかった」

「きみは愛されているよ。勝千代ちゃんも。宇佐美定満も。直江大和も。長尾政景さえも。こうして車懸がかりの陣を組み、きみを守るために命を捧ささげている越軍の将兵たちも。きみとともに戦場を駆かけ続けてきた彼らがきみに寄せる感情は、偶ぐう像ぞうを崇すう拝はいする心を、信しん仰こうを超こえたものだ。きみが毘沙門天であることをやめても、人間になっても、誰だれもきみを見放したりはしない。きみが、見ようとしなかっただけだよ」

「違う。日輪がまぶしくて、見たくても、見えなかったの……やめて相良良晴。それ以上、わたしを抱だき寄よせないで。わたしに二度目の口づけをすれば、殺すわ」

「いいぜ。今回は五右衛門もいないし、そこの『愛』の兜かぶとを被かぶった姫武将は口が堅かたそうだしな。俺ももう、言い訳はなしだ」

「ひどい。やめて。こんな……わたし、あなたとは結ばれ得ないのに……相良……」

「……上杉謙信。これで二度、きみに口づけしたぜ」

　馬上で謙信は、良晴に抱き寄せられながらなにかを口走ろうとした。

「義だけでは足りないと兼続が掲げたもの。相良良晴、わたしは──」

　謙信は、織田信奈との戦で自分がなぜ死ぬのか、毘沙門天の予言の意味を理解した。

（わたしが、人間の殿との方がたに、恋こいをする運命だったから。運命は、成じよう就じゆした。毘沙門天とともに天に還かえる時が、来た。ああ。不思議だわ。後こう悔かいは、ない）

　その小さな心臓を、激痛が襲おそっていた。

　謙信の身体は、突とつ如じよ、糸が切れた繰り人形のように脱だつ力りよくし、落馬していた。




　良晴と兼続は、同時に謙信のもとへかけより、身体を抱き起こした。

「良晴さま。謙信さまの心の臓が、止まっています！」

「病やまいだったのか？」

「いえ。予言が成就した、と確信された瞬しゆん間かんに、謙信さまの精神力が──心の臓を止めたのです。毘沙門天の呪のろいはなおも、謙信さまの身体を縛しばっていたのです。もともとお身体の弱いお方でした。戦に次ぐ戦で、心身ともに限界だったのです！」

「だったらだいじょうぶだ直江兼続。だって謙信はまだ、俺に『愛している』って言ってねえぜ？　予言は、成就されていない」

「わ、私の名を？」

「知ってるに決まってるだろう。『愛』の前立てなんて酔すい狂きようなものを兜につけている武将は、世界にたった一人だ。車懸りの陣じんに閉じこもった毘沙門天を誘ゆう導どうして五十歩の約束を律りち儀ぎに守らせたのも、お前だな？」

「そうです。ほんとうは、謙信さまは車懸りの陣から自分を連れ出してくれるお方を心待ちにしている、そう信じたのです」

「それで、眠ねむっちまったお姫ひめさまを起こす役は、俺でいいんだな？」

「もちろんです。あなたのせいでこうなったのですから、あなたが起こすべきでしょう。織田信奈の恋こい人びとのくせに、謙信さまに三度も口づけをしようだなんて。いったいなにを考えて。他にも、謙信さまのお心をお救いするやり方だってあったはずです」

「あとのことはあとのことだ。命を拾ひろってから考えりゃいい！　頼たよりにしてるぜ、直江兼続。お前は、戦は絶望的に弱いけどな」

「私のことはいい！　謙信さまの運命を、変えていただきたい！　謙信さまは織田信奈の宿敵です。ここで生かせば、必ずや織田家と対決しどちらかが倒たおれるでしょう。ですが謙信さまはこれまで義将として、己おのれの敵を許し続けてこられました！　己を支えてきてくれた家臣たちが一人欠け二人欠け、ただ独りきりになっても、最後の最後まで義戦を貫つらぬき通しました！　どうか謙信さまの義に、義でお応こたえいただきたい！　謙信さまの慈じ悲ひに対して、慈悲を返していただきたい！」

「わかってるさ兼続。謙信が人間として生きられた日数が安土で過ごしたただの一日だなんて、そんな結末はありえない。それに、俺には確信がある。謙信はまだ死なない。なぜなら彼女の命を救うものは、俺一人の力じゃない──」

　良晴は、提灯を直江兼続に手て渡わたして「盂蘭盆会の続きだ。持っていろ」と告げた。

　未来から来た日本人を代表して、義を返させてもらうぜ、謙信。

　ついでに、いいかげんに気づけ。

　きみが求めてきたものはもう、きみの心の内側にある、ということに。










　謙信は、黒い闇の中に輝く青い星を眺ながめていた。

　あれは、わたしが生きていた、地だ。

　わたしは、まだ、生きていたかった、と謙信は思った。

　自分を地に引きずり下ろそうとした相良良晴への愛も憎にくしみも、織田信奈との対決も、武田信玄との決着も、なにもかも、地上に置いてきたままだ。

（かつてわたしは、この天上の世界にいざなわれたことがある。父を失い、親おや不知しらずの絶ぜつ壁ぺきから鯨けい海かいへと身を投げたわたしは、天上の世界で目覚め、毘び沙しや門もん天てんに邂かい逅こうした。毘沙門天として生きろ、戦場で剣けんを取って義を示せ、悪を慈悲の心で許せ、恋をすれば死ぬ──それらの予言の言葉を、毘沙門天からかけられた。だが、なぜだろう。予言はいまや成就し、わたしは天へ還ろうとしているというのに、毘沙門天の姿も気配もない）

　次の瞬間。

　謙信は、地上に、降りていた。

　果てしなく続く砂さ丘きゆうの上に、たたずんでいた。

（地に、落ちた？）

　砂すな嵐あらしの中に、二人の男の影かげが、ゆらり、と動いた。

　謙信はその二人の男の顔を、知っていた。

　宇佐美定満。

　直江大和。

　謙信を義将として育成し、謙信を越後国主の座につけ、謙信の義戦に生しよう涯がいを捧げて散っていった、軍師と宰さい相しよう。

　忘れがたき顔。

　失ってから、いちども夢で出会ったことがなかった、と謙信は気づいた。

「もういいんだよ虎とら千ち代よ。いや長尾景かげ虎とら。違ちがったか。今は、上杉謙信だったな。こいつはお前への褒ほう美びだ」

　兎うさぎのぬいぐるみを放り投げながら、宇佐美定満はだらなしなく笑った。

　謙信は、そのぬいぐるみを抱き留とめていた。

「ずっと独りで戦ってきて辛つらかったよな。悪かった。幼いお前にてめえの夢を押しつけたオレたちがよ、自分勝手だったんだ。もういいんだ。毘沙門天の夢は、終わった。これからは、人間の娘むすめに戻もどりな。自分自身の夢を見ろよ」

　自分勝手などではない、宇佐美、お前がわたしに生きる道を指し示してくれたのだ、だからわたしは全力で生きられた。

　そう、伝えた。

　言葉を発しなくても、宇佐美には、伝わっていた。

「ひひっ。なんかすっかり大人の女みてえな顔になったな、お前。いいさ。地上に降りて、綺き麗れいなべべでも着て踊おどりな」

　宇佐美の隣となりに静かに立っている瘦やせた男は、直江大和。

「お嬢じようさま。毘沙門堂の扉とびらを開く鍵かぎが集まり、扉は開かれました。あなたはもう、毘沙門天ではありません。呪いは、解けました。愛を、口にしなさい。訴うつたえなさい」

　ほんとうに、わたしは、許されたのだろうか直江大和。

　義戦の名のもとに、多くの命を、奪うばった。

「宇佐美。直江大和。わたしは、父上の罪をあがなうために、義将となった。そのはずだった。だが、わたしは兄上から越後守護代の座を奪った。主あるじ筋の上杉家から越後守護の職と上杉家の家か督とくと関東管かん領れいの職のすべてを手に入れた。姉上の夫・長尾政景と相あい争い、死に至らしめた。長尾政景の求愛についに応こたえず、死をもって報むくいた。自分の手で長尾政景を殺すこともできず、見かねた宇佐美にその手を汚よごさせ、宇佐美をも死なせた。二人とも、わたしは救えなかった。直江大和、そなたにまで生涯独身を貫かせた。川中島で武田信のぶ繁しげら大勢の将兵を死なせたのに、武田信玄を倒すこともわたし自身が武田信玄に討うち取られることもできなかった。他国を侵しん略りやくせずと誓ちかいながら、越中と能登を武力で奪い取った。最後にわたしは、織田信奈の想い人を、奪いたい、わたしの隣にいてほしい、と望んだ。相良良晴の口づけを望んだ」

　わたしは、許されていいのだろうか。

　砂の上にくずおれる謙信の頭に、二つの手が重ねられていた。

「もう、許されているさ。お前は戦で多くの将兵を死なせたが、義と慈悲を示し続けることでより多くの命を救い、魂を救う手助けをしてきた。生涯をかけて」

「はい。お嬢さまは、あらゆる悪に、義と慈悲をもって応え続けました。四百年後の未来へと、お嬢さまの志こころざしは伝わりました」

　宇佐美定満と直江大和。

　そうだ。わたしはこの二人に、ずっと愛されていた、たいせつに慈いつくしまれていた、と謙信はやっと気づいた。

　ずっと探していたものはもう、わたしの心のうちに、あった。

「兄から越後守護代の座を奪った罪を許す。主筋の上杉家から越後守護の職と上杉家の家督と関東管領の職のすべてを手に入れた罪を許す」

「姉上の夫・長尾政景と相争い、死に至らしめた罪を許す。長尾政景の求愛についに応えず、死をもって報いた罪を許す」

「宇佐美定満に手を汚させ、宇佐美定満をも死なせた罪を許す」

「直江大和に生涯独身を貫かせた罪を許す。川中島で武田信繁ら大勢の将兵を死なせた罪を許す」

「武田信玄を倒すことも自分自身が信玄に討ち取られることもできなかった罪を許す」

「他国を侵略せずと誓いながら、越中・能登を武力で奪い取った罪を許す」

「織田信奈の想い人を、奪いたい、わたしの隣にいてほしい、と望んだ罪を許す」

「相良良晴の口づけを望んだ罪を許す」

　見つけたくなかったのは、わたしが、宇佐美と直江大和を失った悲しみに向き合いたくなかったからだ。向き合ってしまえば、わたしの心は悲しみに引き裂さかれる。わたしは、毘沙門天ではいられなくなる。ただの人間の娘になる。

「それじゃあな。今日までほんとうにありがとうな。お前を育成し守ることにすべてを費やしたオレたちの生涯も、意味を与あたえられたってやつさ。盂う蘭ら盆ぼん会えの提灯も、そろそろ消える頃ころだ。時間切れ、だな」

「お別れです、お嬢さま。あなたの姉上を政景に嫁とつがせたのは、わたくしです。あなたではない。ゆえにわたくしは生涯独身を貫きました。お嬢さまには、生涯不ふ犯ぼんを貫かねばならない理由はありません。あなたはこの乱世に義を知らしめました。これからはどうか、あなたご自身の夢を、見てください。願わくは、幸せな夢を見られますように。それがこの直江大和の、お嬢さまへの最後の注文です」

　謙信が顔を上げた時にはもう、二人の姿はなかった。

「……あ……あ……ああ」

　逝いってしまった。

　消えてしまった。

　去ってしまった。

　宇佐美定満も。

　直江大和も。

　耐たえきれない悲しみが、襲ってきた。

　涙なみだが。

　宇佐美定満が死んだ、直江大和が死んだ、と聞いた時にも流れなかったはずの涙が、止まらなくなった。

「う……うわあああああああああ！」

　謙信は身体からだをくの字に折り曲げ、砂の丘おかの上をのたうち回りながら、二人の名を叫さけび続けた。

「あああ、ああああああああ！」

　謙信の感覚は、その感情は、常人よりもはるかに鋭えい敏びんだった。

　耐えがたい悲しみ。

　形容しがたい苦しみ。

　その悲しみに呼応し、謙信の壊こわれかけた心を守るために。

　永遠に消えたはずの毘沙門天の影が再び天空に現れ、地上をのたうち回り這はいずっている謙信に近づいていた。

　だが。




「もうお前の役割は終わった、毘沙門天。貴様は、俺が連れて行く。宇佐美の野や郎ろうが、船遊びと称しようして俺を連れて行ったようにな」




　いきなり謙信の背後に立ち、降りてきた毘沙門天の影を一刀両断し消し去った男のその黒く太い眉まゆ、鋭するどい眼光に、謙信は見覚えがあった。

　長尾政景。

　謙信の政敵。越後国主の座を奪い合った宿敵。姉上の夫でありながら、謙信を妻にするという欲よく望ぼうを決して隠かくそうとせず、死ぬまで謙信を求め続けていた野望の男。

　最後は越後の分ぶん裂れつを防ごうとした宇佐美定満によって、暗殺された。宇佐美もまた、政景とともに死んだ。

「長尾、政景？」

　なぜわたしの前にこの男が現れたのだろう、なぜこの男が毘沙門天の影を消し去ったのだろう、と謙信は思った。

　政景は、生前と同様に、傲ごう岸がん不ふ遜そんだった。

　白い歯を剝むき出しにして、笑った。

「どうだ謙信。お前は宇佐美を失い、直江大和を失い、武田信玄も相良良晴も手に入れられない。切ないか。苦しいか。悲しいか。それが、人間が生きるということだ。それが、愛だ。お前が人を愛したというのなら、俺は本望だ。俺はな、今のお前が浮うかべている、その泣き顔が見たかった。うすらみっともなく愛を乞こう娘の泣き顔だ。お前の魂たましいは今、地上に落ちた」

　しかし、悪あつ鬼きのような笑顔は、そこまでだった。

　笑い終えた政景は唇くちびるを嚙かみしめ、そして、謙信が今まで見たことのなかった寂さみしげな目で、謙信を見つめてきた。

「謙信。ほんとうに、長かったぞ。俺とお前との戦いは終わった。お前の勝ちだ。死んでしまった俺はもう、お前に触ふれられない。だが、お前は生きているからな。生きていれば、触れることも、手に入れようとあがくことも、できる──お前は、『人間』に、なった」










　謙信が再び目覚めた時、そこは天上の世界でもなければ、砂丘でもなかった。

　越軍本ほん陣じん。

　直江兼続が、謙信を膝ひざ枕まくらしながら、「よくぞお戻りくださいました」と目に涙を浮かべていた。

「……兼続。相良良晴は、生きているの」

「生きて、織田軍へ戻りました。取引を行いました。謙信さまが不意に倒たおれられて以後も、越軍の統制は一いつ糸し乱れぬまま、見事に車懸がかりの陣形を保ち続けました。機動力を捨てて方ほう陣じんを組んだ織田軍は攻せめ寄よせることができず、この戦は越軍の勝利です。越軍が相良良晴を返へん還かんする代わりに、織田軍は手取川北岸を放ほう棄きして越前へと退たい却きやくする。越軍は川を渡わたる織田軍を追つい撃げきしない。次の戦では織田信奈自身が指揮を執とる、堂々の決戦に及およぼう、と。敵方の軍師・竹中半兵衛と、そう約やく定じようを交わしました。こちらは謙信さま不在のままでの殲せん滅めつ戦は避さけたかったところで、向こうは織田信奈自身が率いる本軍と越前で合流したのちに再度決戦に臨のぞみたかった。両者の利害が一いつ致ちしたのです」

「……竹中半兵衛。越軍大勝利という面目を立たせておいて、わたしが倒れたと知るや否や相良良晴を奪い返したのね。しかも越軍は義軍、川を渡る無防備な織田軍を追撃できないと読み切って。胆たん力りよくのある軍師ね」

「越軍の将兵たちには、謙信さまは月にいちど来る大虫の病やまい（生理痛）をにわかに発されたが半月ほど安静にすれば問題ない、と触れ回っておきました。謙信さまの大虫の病のことはみなが知っていますので、疑う者はおりません。織田軍を越前へと退却させた越軍は、今もなお無敵無敗です」

　謙信さまが目覚めるまで相良良晴をこの陣中にとどめておきたかったのですが、それはなりませんでした、と兼続が頭を下げた。

「相良良晴は、目覚めた謙信さまを前にすれば謙信さまに魂をひかれて織田信奈のもとへ戻れなくなるかもしれず、だからこそ謙信さまが目覚める前に去ったのかもしれません」

　そう。悲しいけれどきっとそれは、とても喜ばしいことなのね、と謙信はつぶやいていた。

「織田軍は越軍に歯が立たず、加賀を捨てて敗走した、と世間には喧けん伝でんされる。でも土地は戦で奪い返せるし、越軍無敗の神話も次の戦で織田が勝ちさえすれば終わる。越軍の進しん撃げき速度が織田信奈の後ご詰づめを上回ったことで、柴田勝家軍と織田信奈軍は各個撃げき破はされる可能性があった。なによりも相良良晴を奪うばわれれば織田家の結束はあやうい。だから名を捨て実じつを採とった。竹中半兵衛という軍師は、末すえ恐おそろしいわね」

「あの奇き怪かいな防衛陣を構築させた者は、黒田なんとかというもう一人の軍師です。あれは武田騎き馬ば隊や越軍の突とつ進しんを阻はばむために採用した、南なん蛮ばん渡わたりの陣形なのだそうです」

「そう……南蛮渡りの……」

　竹中半兵衛と黒田なんとか。まさに阿あ吽うんの呼吸。織田家が誇ほこる二人軍師はあるいは次の一戦でわたしに生しよう涯がい初の黒星をつけるかもしれない、と謙信は思った。

「相良良晴は退たい陣じんする時、私に言い残していきました。謙信さまを頼たのむと」

「兼続。相良良晴はそんな淡たん々たんとしたしゃべり方はしないわ。物もの真ま似ねをして頂ちよう戴だい」

「物真似ですかっ？　しかもサル真似？」

「して頂戴」

　謙信がすねたようにねだるので、兼続は言われる通りにサル真似を演じさせられたのだった。

「……直江兼続、謙信を頼む。こんどこそ謙信を殺しておけば、次の戦はなかったかもしれない。だから、戦で兵が死ねば俺の罪だ。俺が背負う」

　へたくそな物真似ね、と謙信は苦笑いを浮かべていた。

　それでも兼続は、生き真ま面じ目めにサル真似を続けた。最後の一言一句まで、正確に。




「兼続。安土で謙信と一日過ごしているうちに、気づいたんだ。謙信は孤こ独どくなんかじゃない。謙信の心の中には、大勢の者がいた。謙信が求めていた救済も愛も、はじめからそこにあった。俺はただ最後に図々しくしゃしゃり出てきて扉とびらを開いただけだ。俺が知っている『未来』は、改変された。この先は自分の意志で決めろ。後こう悔かいのないように自分自身の人生を生ききってくれ、お前がその足で歩いた道が俺たちの未来になるんだ、と謙信に伝えてくれ」




　謙信は（ありがとう、相良良晴）とつぶやきながら、自分の前に現れ、そして地上から去って行った大勢の男たちの姿を思い浮かべていた──。




（さようなら。宇佐美。直江大和。政景。わたし、やっとわかったわ。わたしほど、天と地とそして人に、愛された者はいない）







　　　　※




「北の空に、流れ星か。一つ。二つ。三つ……」

　松まつ平だいら元もと康やす領の三み河かわへ侵しん攻こうし、長なが篠しの城攻こう略りやくに取りかかっていた武田信玄は、（天てん文もんを読む術に長たけていた山本勘助が生きていたら、この星をどう見ただろうか）とつぶやきながら、夜空に見入っていた。

　武田軍に包囲された長篠城に後詰めを入れるべく、松平元康は三河軍を率いて設楽したらが原はらへと進軍しているという。

（懲こりずに、あたしに野戦を挑いどむつもりか。あの眼鏡めがねだぬきめ。ひ弱かったはずが、ずいぶんと図太くなった。太たい原げん雪せつ斎さいが、自分なきあと今川義元の片かた腕うでにしようと目をつけただけのことはある）

　三み方かたが原はらで武田信玄に完敗してほうほうのていで敗走した時、松平元康は恐きよう怖ふのあまり馬上で絶賛脱だつ糞ぷんしたという不ふ名めい誉よな噂うわさ話ばなしが、東海地方を席巻していた時期である。

　こうして長篠城を囲んでいるうちにも、京の都や安土城下へ送り込んだ大量の乱らつ破ぱから、信玄のもとには多数の情報が入ってくる。

　織田信奈は、信玄に自分の動きをぎりぎりまで気け取どらせまいと、けんめいに情報を攪かく乱らんしていた。安土の賑にぎやかな祭りの裏では、忍しのび同士の暗あん闘とうや、武田の間かん諜ちようを逆に騙だまして罠わなにはめようとする策略など、数えきれぬほどの情報戦が繰くり広げられていた。

　しかし、武田の情報網もうは真さな田だ忍にん群ぐんを中心として周しゆう到とうに組織化されている。騙しきれない。

　武田四し天てん王のう中の「最強」、真しん紅くの鎧よろいを小こ柄がらな身にまとった姫ひめ武将・山やま県がた昌まさ景かげが、確定した重要事じ項こうを信玄へと伝える。

「信玄さま。手取川で上杉謙信と柴田勝家・相良良晴が激げき突とつ。合戦は越軍の勝利に終わり、織田は加賀から撤てつ退たい。越前まで押おし戻もどされたわ」

「相良良晴が柴田勝家と仲なか違たがいして戦場から撤退した騒そう動どうは、芝しば居いだったか。おおかた『苦肉の策』だろうとは思っていたが、よくぞやり通したものだ」

「上杉謙信は、案の定じよう騙されて手取川北岸までおびき寄せられ、挟きよう撃げきされたわ」

「そして、織田軍を撃破したか。だがいかに謙信とて、『啄木鳥きつつき』と同じ形にはめられては、ただではすまないだろう。車懸りの陣を用いさせられたか」

「用いれど、川中島の時のような殲滅戦には至らず。相良良晴が軍使として上杉謙信のもとへ向かい、その直後に、上杉謙信は大虫の病を発して昏こん倒とう。越軍の動きが止まった隙すきに織田軍は手取川を渡り全軍で逃とう走そう」

　信玄は、手にしていた軍配を落としていた。

「謙信が？　病？　無事なのかっ？」

「落ち着いて。半月の安静。それで回復するそうよ」

「そうか。天運は謙信に味方せず、か」

「くす。信玄さま。謙信が倒れたと聞いた時のその狼ろう狽ばいしたお顔。まるで恋こいする少女のよう。妬やけるわ」

「う、うるさい。これで武田が都みやこへ一番乗りだな。しかし妙みようだ。相良良晴にとっては、謙信を殺す千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だったはずだが。主君の窮きゆう地ちを救うためなら、命を惜おしむ男ではなかろう」

「相良良晴は、倒れた謙信を介かい護ごして、一命を取り留めさせたそうよ」

「……そうか。またあいつは、落ちてきた実を拾ったか。ならば謙信はもう、川中島の檻おりから解放されたのかもしれないな……本来ならばきっと謙信は、手取川の合戦を最後の戦として死ぬ運命だったはず。相良良晴が、またしても、未来を変えた」

「どういうことかしら？」

「川中島で止まっていた謙信の時間が、再び流れはじめたということさ。相良良晴に会えと自分で謙信に勧すすめておきながら、まるで相良良晴に謙信を奪われたような気分だ。胸が、苦しいな」

　軍神・謙信を地上に引きずり下ろすことができる者は、日ノ本最強の武将だけ。

　謙信に黒星をつけ、地上に落とすためには、人間の身でありながら毘び沙しや門もん天てんに匹ひつ敵てきしかつ乗り越こえるほどの強さを身につけた、古こ今こん無む双そうの名将にならなければならなかった。

　信玄は、なぜ自分が「名将・武田信玄」へ成長しなければならなかったのか、どうして一族郎ろう党とうや家臣団から多大な犠ぎ牲せい者しやを出してまで、無敵無敗の軍神・上杉謙信を打ち負かすためにあがき続けてきたのか、完全に理解できた気がした。

　五度に及ぶ川中島の合戦。長い苦く悩のうと戦いと犠牲の果てに、ついに「武田信玄」として完成した。こんどこそ上杉謙信を打ち破って地上へ引き下ろせる。その使命を果たす時が来た、約束を守る時が来た、そのはずだった。

　それなのに、この世界の時間軸じくの外側から訪れた、相良良晴が──。

　上杉謙信を、奪っていこうというのだろうか。

　自分が成し遂とげるべき使命を、相良良晴が、成し遂げてしまったのだろうか。

　あたしはあの少年に嫉しつ妬としている、と信玄は思った。

「あたしは女で、あいつは男。天岩戸開きによって謙信の前に現れ、最終的に毘沙門堂の扉を開いたのは相良良晴だが、どうにも条件が不公平だな。あたしは、戦で謙信を破る他はなかったというのに。ははっ」

「信玄さま。小こ娘むすめのように、あの少年に妬かないで頂戴。信玄さまはこれまで五度も、川中島で謙信と戦った。すべてを注ぎ込んで。最後の最後に、相良良晴が欠けていた破片を持ってきただけだわ」

「相良良晴は強い。槍やりを取らせれば負け戦ばかりだが、いつの間にか姫武将の心を奪ってしまう。織田信奈という鬼き神しんよりもおそろしい恋こい人びとがいながら、後先も考えない。天下一の人たらしというよりも、無双の女たらしだ。あたしだって年とし頃ごろの乙女おとめだ。あいつを、どうしても憎にくめない。まるで弟のようで。こんな甘いことを言っていて、勝てるだろうか？」

「ふふ。信玄さまは、勝つわ。勝って、勢せ多たに旗を揚あげるのでしょう？　地上に降りてきた謙信も、信玄さまを待っている。信玄さまと、天下を賭かけて戦うために。信玄さまと謙信との決着がついた時、二人の戦いの物語が終わる時、この戦国乱世も終わるのだわ」

「川中島では、しびれを切らした謙信があたしの本ほん陣じんへとただ一騎きで駆かけてきた。次こそは、あたしから行かなくてはならないな。相良良晴が、そうしたように」

「ええ。夢を、夢のまま終わらせてはいけないわ。奪い取るためには、手を伸のばさなければならなくてよ」

　信玄は、うなずいていた。

　今宵こよいは、謙信のために祝おう。

　川中島で散っていった者たちの魂たましいを、天へ還かえそう。

「昌景。軍議はこれまでだ。飲もう。四天王を全員呼べ。逍しよう遥よう軒けんも、真田も、猿さる飛とびも呼べ。赤あ小ず豆き粥がゆを炊たこう。今夜のつまみは、越後の塩だ。湿し気けてはいないな？」

　滅めつ多たに笑わない山県昌景が、にこりと、微笑ほほえんでいた。

「ええ。上杉謙信からのたいせつな贈おくり物だものね。湿気を吸わないよう、きちんと保存しているわ。だいじょうぶよ」







　　　巻ノ五　毛もう利り戦線異状あり







　越えち前ぜん、北きたノの庄しよう城。

　柴しば田た勝かつ家いえの居城。

　越軍の目の前で悠ゆう々ゆうと手て取とり川がわを越こえ、加か賀がからの撤退に成功した柴田勝家と相良さがら良よし晴はるたちは、安あ土づちから三万の兵を率いて進軍してきた信のぶ奈なと、この北ノ庄城で無事に合流した。

　すぐに、軍議が開かれた。

　軍事には口を出さない今いま川がわ義よし元もとも、「ひとまず、戦いくさは水入りですわね」と扇おうぎを広げて良晴の隣となりに座っている。

「六りく。良晴。万まん千ち代よも、犬いぬ千ち代よも、左さ近こんも無事ね。加賀を失い手取川北岸を敵に与あたえたとはいえ、全軍が無事に撤退できたのは大きいわ。生きて再会できたのは重ちよう畳じよう。加賀は合戦に勝てば取り戻もどせるけれど、あなたたちの命はいちど失われたら取り戻せないものね。たとえ、越軍に勝利したとしても」

　ういろうで犬千代を餌え付づけしながら、信奈は笑った。

　良晴が、そして勝家たち家臣団が無事に帰き還かんしたという安あん堵どと、ついに軍神率いる越軍と直接対決する時が来たという緊きん張ちよう。

　相反する二つの感情が入り交じった、泣き笑いのような表情で。

「姫ひめさま、申し訳ありません！　サルと半はん兵べ衛え官かん兵べ衛えとあたしとで練りに練って積み重ねた『苦肉の策』も『手取川下り』も、上うえ杉すぎ謙けん信しんには今一歩のところで及およびませんでした！」

　勝家はなにも練ってないだろ俺に騙だまされて本気で怒おこってただけだろ、と良晴が茶化したので、勝家は無言で良晴めがけて茶器を投げつけ、信奈に「もったいないからやめなさい」と𠮟しかられた。

「それにしても惜しかったのは一かず益ますの種たね子が島しまです。長雨と霧きりさえなければ、一発くらいは謙信の肩かたをかすめたかもしれません。敵ながら謙信はまるで、天と地とに祝福されているかのような……」

「それにしても傷だらけじゃない、六。織お田だ家最強の武将がこれほどの傷を負うなんて。上杉謙信は、それほど強かった？」

「はい。用兵の巧たくみさは言うまでもなく、一いつ騎き討うちにおいても底が見えぬほどに強いです。みなの助けがなければ、あたしはとっくに死んでいました。あやうく長なが秀ひでたちまで死なせるところでした。あたしはもっと精じよう進じんしなければ！　つい、戦場で敵の総大将の可か憐れんさに、心を揺ゆらしてしまい……」

　姫さまをお守りする力が欲しい！　上杉謙信を超こえる武を身につけるまでは恋などしませんっ！　婚こん期きを逃のがして九く鬼き嘉よし隆たかと間ま違ちがえられるようになっても構いません！　とやる気満々鋭えい気きりんりんの勝家に、信奈は「六は恋したほうが強くなると思うけど」と苦笑い。

「そ、そ、そうですかっ？　姫さまも、そう思いますっ？　じじじ実はあああたしももももしかしたらそそそそうかなって……」

「六はもう十二分に強いでしょう？　これからは武芸一いつ辺ぺん倒とうを貫つらぬくよりも、人の心のひだを感じ取れるような鋭えい敏びんな感性を磨みがいたほうがいいと思うの。相手の立場に立ってものを考えたり感じたりするって、一国一城の主あるじには必要なことよ？　サルは毛もう利り家に仕つかえたりしているうちにそういう感覚をいつの間にか身につけたみたいだけど、六は謙信に出会ってはじめて戦場で姫武将を討うつことに戸と惑まどった段階らしいもの。まだまだ強くなれるわ」

「姫さま、すっかり成長されましたね！　つい先日までは子供だったのに。あたしはうれしくて泣けます！　くうう！」

「わ、わたしのことはいいのよ。六自身のことよ。恋でもしなさいって！」

「そう言われましても、ええと、あたしと身分が釣つり合う織田家の重臣は姫武将ばかりで、殿との方がたに出会う機会がなく……信のぶ澄すみは妻子持ちですし、あとはサルくらいしか見当たりません」

　良晴にちょっかいかけたら切腹よと信奈がからかったので、勝家はすっと脇わき差ざしを抜ぬいて「うああああ。サルなんかとそんなことになったら終わりです！　あ、いえ、姫さまの男の趣しゆ味みをどうこう言っているわけでは！　すみません！　切腹します！」といつもの癖くせで騒さわぎはじめた。

「お待ちあれ。勝家どのは最後まで戦場に踏ふみとどまり、上杉謙信の神がかりの集中力をすべて引き受け、困難な挟きよう撃げき作戦を成功させ、そしてなによりも生せい還かんしました。生還して、姫さまと再会されました。越軍は倒たおせませんでしたが、北陸方面軍と姫さまが率いる本軍が越軍に各個撃げき破はされるという最悪の流れは回かい避ひされました。九十点です」

　丹に羽わ長秀が、そんな勝家の肩を叩たたきながら微笑した。

「ま、うっかり謙信は殺しそこねたが、どうせ姫には無理じゃったしの。みっちゃんならば見事に仕留めたと思うがの。これでよいのじゃ」

　一益も笑っている。

「六には祝しゆう言げんでもあげさせて家族を持たせれば、すぐに切腹したがる癖も直るかしら。でも良晴。車懸がかりの陣じんの奥であんたとの交こう渉しよう中に上杉謙信が突とつ然ぜん倒たおれるだなんて、なにがあったの？　まさか『光ひかる源げん氏じ六ろく条じよう院いん計画』の真の目的は、勝家に夜よ這ばいをかけてケンカする一連の芝しば居いではなく、上杉謙信を安土城の本丸御ご殿てんに……」

　ういろうをほおばりながら、犬千代が大きくうなずいて同意した。

「……あやしい。最近の良晴には、『女たらしのヨシ』という新たな通り名が……」

　どきり。

　良晴は冷や汗を流した。

「そ、それはだな。信奈、犬千代」

「ふふ。いいわよ。謙信を六条院に入れるって言いだしたら手打ちにしたところだけれど、越えてはならない一線は守ってるみたいだしね。まあせいぜい口づけを交わした程度かしら？　切腹させたいほどに妬やけるけれど、六たちみんなの命を救ってくれたのだから、お仕置きもできないわね」

「ええええ？　どどど、どうしてわかるんだっ？」

「だって。もしも他の女と一線を越えていたら、今いま頃ごろわたしを恐おそれてこんどこそ本気で脱だつ走そうして高こう野や山さんへ登っているはずでしょ？　一線を越えてまでわたしの前に顔を出せるほどあんたは馬ば鹿かじゃないでしょ？　口づけだけならば、片足を落とすくらいの折せつ檻かんですむものね。そうよね、良晴？」

　良晴は思わず震ふるえ上がった。

「なーんてね。冗じよう談だんよ。今回だけは大目に見てあげる。良晴には、『姫武将の命を救う』という好きこのんで勝手に背負った重大な使命があるものね。それも、無敵無敗の毘び沙しや門もん天てんを打うち倒すほどの強きよう烈れつな信念が。そこまで女の子好きを極きわめられると、もう文句も言えないわね」

「も、も、申し訳ない！」

「いいのよ。悪い夢にうなされていたお姫さまは、目を覚ました？」

「ああ。こうして謙信が生きているということは、覚ましたということだな」

「そう。それじゃあ、お姫さまにはもう良晴を貸してあげない。決着は、わたしと謙信とでつけるわ」

　良晴を見つめている信奈の表情が、優しかった。

　信奈は、ずっとずっと孤こ独どくだった謙信に、一種の共感を抱いだいているらしい。

　だがしかし次に他の姫武将相手に俺が同じことをすれば、その時こそは抜き差しならない修しゆ羅ら場ばになるかもしれないと良晴は思った。

　ましてや、一時の誘ゆう惑わくに負けて義元ちゃんに手を出したりしたら、問答無用で斬ざん首しゆだろうとも。

「──越軍の進しん撃げき速度には舌を巻く他はないわ。かつて越軍の第一次関東出兵の際、謙信の電でん撃げき的な猛もう攻こうの前に北ほう条じよう氏うじ康やすは上野こうずけも武む蔵さしもなにもかも捨てて小お田だ原わら城に籠ろう城じようする他はなかった。このままでは織田軍も北陸を放ほう棄きして安土城へ押し込められることになる。それでは、負けだわ。だって上じよう洛らく戦を開始している敵は越軍だけではない。武たけ田だ信しん玄げんと毛利がいるもの」

　信奈は「上杉謙信と和わ睦ぼくできる可能性は？　和睦は無理でも、せめて決戦を先延ばしにすることはできない？」と半兵衛と官兵衛に問うたが、半兵衛は首を横に振ふった。

「たとえ人間となっても、謙信さまは義ぎ将しようです。義将としての生き方を変えることは決してありません。ひとたび足利将軍に頼たよられ『承知』と請うけた以上、上洛戦を中断することはないでしょう。むしろ信奈さまが越前へ到とう着ちやくした今こそ、謙信さまは正々堂々の決戦を求めて全力で攻せめてきます。武田信玄さまや北条氏康さまとの和が破れない限り」

「デアルカ。新しい日ひノ本もとを造るためには、上杉謙信は足利将軍家とともに打ち倒さなければならないということね」

「もう一つあるよ。謙信はこの戦から、他国を奪うばい領国支配する戦国大名に変わった。変わるや否や、一いつ気き呵か成せいに越えつ中ちゆう、能の登と、加賀の三カ国を併へい吞どんし、その国力は武田信玄に匹ひつ敵てきする百四十万石ごくにふくれあがった。その上、謙信が不ふ得え手てな領国統治に関しても、若き軍師・直なお江え兼かね続つぐがいる。あいつは戦は下へ手ただが内政に関しては天才肌はだだ。今の上杉謙信は、以前のように長期戦に持ちこんで政治力と謀ぼう略りやくでごまかせる相手じゃないよ。速戦で勝利しないと、どんどん押されていく」

　官兵衛が「それにしても武田信玄はありえないよ、あんな戦の怪物を相手にえんえんと互ご角かくの戦いをして引き分け続けるとか」と愚ぐ痴ちりながら補足した。

「わかったわ、播はり磨ま。でも、手取川からの撤てつ退たいを条件に良晴を返へん還かんしてくれた謙信の義には義で返さないとね。謙信には、陣じん中ちゆう見み舞まいを送おくっておくわ。これで、貸し借りはなしよ」

「ふうん？　陣中見舞い？　塩でも送るのかい？」

「くすんくすん。もしかして安土から持ってきたんですか？」

「ええ。これからわたしたちが成そうとしている戦は、日ノ本が新しく生まれ変わるための戦よ。謙信とは私的な遺い恨こんなく、堂々と雌し雄ゆうを決したいの」

「しかし信奈。長なが篠しの城を包ほう囲いしている武田信玄はどうする。あの戦国の竜りゆう虎こを相手に、正々堂々の二方面同時決戦は無む謀ぼうだぜ。せめてどちらか一方の戦線は膠こう着ちやくさせなくちゃな」

「ですね、相良どの。手取川で織田軍が越軍に敗やぶれたという報しらせは全国に伝わっております。これを好機ととらえて西の毛利が本格的に進撃を開始すれば、織田家はこれ以上はないという四し面めん楚そ歌か状態に。二点です」

　これで第二次織田包囲網もうは完成してしまったな、戦を本業としていない本ほん猫びよう寺じが絡からんでいないのがむしろ厳きびしい、本猫寺がかんでいれば適当にやまと御ご所しよを動かして本猫寺を相手にしての時間稼かせぎも可能だったが、といつも楽天的な官兵衛は厳しい表情。

　半兵衛は逆に、本猫寺一いつ揆きを終わらせて武家と武家との決勝戦に持ちこめた今こそただいちどの総力決戦で天下を制する道筋が見えてきました、と前向きに事態をとらえ、打開策を考え続けている。

「全国に多数の門徒を持ち次々と各地で一揆を起こせる本猫寺込みの包囲網と、戦国最強の武田と上杉が共きよう闘とうする包囲網。どちらが厄やつ介かいか、難しいところだな。その上、俺が知っている歴史とは異なる形なだけに、未来知識を活かして先回りするという手が使えねえ」

　一揆を早期に終わらせたことで戦死者の数を減らすことはできたし、信奈を魔ま王おうにしてしまう道は回避できたが、俺が主たる原因とはいえこいつは難易度が高すぎる試練だぜ、と良晴はうなった。

　そこに津つ田だ信澄が、丹たん波ば戦線からの使者を連れてきた。

「お待ちください姉上。サルくん。光みつ秀ひでからの軍使が来たよ。火か急きゆうの用件だよ」

　明あけ智ち光秀は丹波戦線に戻もどり、丹波平定の戦いを再開していた。

　中国地方の覇は者しや・毛利家は、山さん陰いんの吉きつ川かわ元もと春はる軍と山さん陽ようの小こ早ばや川かわ隆たか景かげ軍の二大軍団からなる。

　山陽の小早川隆景は織田家との海戦に敗れ、次は陸路から播磨・摂せつ津つを攻こう略りやくしようと動いており、播磨の姫ひめ路じ城に入った山やま中なか鹿しか之の助すけがこれを防いでいる。小早川隆景は海戦で大敗を喫きつしたためか慎しん重ちようになっていて、しかも最前線にはよりにもよって宇う喜き多た直なお家いえという裏切りご免めんの驍ぎよう将しようを抱かかえている。「戦国三大悪人最後の一人」宇喜多直家に全幅の信しん頼らいを置けないがゆえに、どうしても小早川隆景の腰こしは重くなる。山陽戦線はかろうじて、膠着状態に近いと言っていい。

　問題は山陰の吉川元春軍だ。

　剛ごう将しよう・吉川元春は山陰の二国、但たじ馬ま・丹波を順番に奪って山陰道から上洛しようとしていた。

　但馬の国主・山やま名な祐すけ豊とよは弱小大名の悲ひ哀あいで、織田と毛利の間をこれまで揺れてきたが、吉川元春軍が押し寄せてくれば毛利に寝ね返がえる可能性が高い。

　但馬が落ちれば、次は山陰から京へと入る玄げん関かん口ぐちである丹波があやうい。丹波を吉川元春が盗とれば、毛利の大軍がいっせいに京の都へ進撃してくる。そして今、信奈は謙信と信玄を相手に東とう国ごくで戦っている。

　つまり毛利戦線における最終防衛拠きよ点てんにするべき要地こそ、丹波なのだ。

　しかし丹波の豪ごう族ぞく・波は多た野の家は、織田家に服従することをよしとせず、光秀軍に抵てい抗こうし続けている。

　信奈は光秀に棚たな上あげとなっていた「丹波攻こう略りやく」の大任を再度託たくし、吉川元春の上洛路に蓋ふたをしようとしていたのだが、その光秀から軍使が来たのだ。




『一大事です信奈さま。但馬の山名祐豊が、吉川元春に降こう伏ふくしたです』




　剛将・吉川元春の突とつ破ぱ力を、織田家の諸将は評価しきれていなかったのだ。

　吉川元春は、双ふた子ごの妹・小早川隆景とは真逆の性格を持ち、真逆の戦い方をする。

　小早川隆景が詰つめ将しよう棋ぎで国を盗るがごとき理知的な戦略家ならば、吉川元春はなにも考えずにただ一いち途ずに戦場で敵を打ち破る猛将。かつ、その胆たん力りよくは桁けた外はずれで規格外。

　理り詰づめで敵をじわじわと詰めていく戦い方をする光秀は、似た性質を持つ小早川隆景と戦わせれば相あい性しようがよく、「複数の敵を相手にした同時決戦を避さけるために各戦線を膠着に持ちこむ」という信奈の戦略を毛利戦線において完かん璧ぺきに成功させたはずだった。

　だがなにも考えないでただ突とつ進しんしてくる吉川元春は、光秀が策を練っているうちに敵地へと攻め込んで次々と城を落としてしまう。

　まして光秀は、山さん岳がくに隠かくれていわゆるゲリラ戦を展開する丹波の豪族を相手に苦戦していた。丹波戦線の維い持じで手て一いつ杯ぱいで、迫せまり来る元春の爆ばく発はつ的てきな突破力に対応できない。




『吉川元春の軍勢はすでに但馬から丹波へと向かいつつあるです。これを見た丹波の豪族国人どももいっせいに毛利方につき、十じゆう兵べ衛えは丹波で孤軍となっています。保もって、あと二週間。敗軍も討ち死にも武家の常。心残りはありませんが、このままでは丹波を吉川元春に盗られます。今ここで丹波を盗られれば、織田軍は京を追われ、今川幕府も瓦が解かいし、織田家は滅ほろびます』




　あの明智光秀が援えん軍ぐんを要よう請せいするなど、これまでに例がないことだと、一同は衝しよう撃げきを受けた。気位が高くかつ仲間想いの光秀は、自分の任務や手て柄がらを捨ててでも、常に自ら援軍を率いて織田家の仲間を救うために奔ほん走そうしてきた。その光秀がここまで追おい詰められるとは、吉川元春──！

　良晴は、（やっぱり俺はずっと十兵衛ちゃんに甘えてきたのかもしれない）と奥歯を嚙かみしめ、叫さけびたくなる衝しよう動どうに耐たえていた。

（十兵衛ちゃんは今まで、自分の仕事である丹波戦線を犠ぎ牲せいにして、あちこちに加勢として参戦してくれた。国持ち大名になり明智家を再興するという自分の夢を後回しにして、俺たちを助け続けた。金かねヶが崎さきから撤退する途と中ちゆうで意識を失って死にかけていた時も、播磨で追い詰められた時も、記き憶おくを失って毛利軍の一員として海戦に挑いどんで信奈に敗れて大おお坂さか湾わんに沈しずみかけた時も、いつも十兵衛ちゃんが俺を救ってくれた。その結果、彼女は今これほどの窮きゆう地ちに立たされている）

　だがしかし、すでに手取川北岸まで越軍は侵しん攻こうしてきている。

　信奈は越前から動けない。

「半兵衛。官兵衛。毛利の進撃を止める方法は？　このままでは、十兵衛が」

　信奈の問いかけに、半兵衛と官兵衛は、同時に答えた。

「くすんくすん。信奈さまご自身がすでに布ふ石せきを打っておられますが、包囲網には、さらなる大包囲網で対たい抗こうするしかありません。東国に対しては奥おう州しゆうの伊だ達て政まさ宗むねさまと同盟を締てい結けつし抗あらがいます。毛利に対しては──」

「九州には毛利家の仇きゆう敵てき・大おお友とも宗そう麟りんがいる。このシメオンは宗麟にツテがある！　シメオンが豊ぶん後ごへ行って、宗麟を動かそう！」

　キリシタン大名・大友宗麟か、と良晴は目が覚めたかのように顔をあげていた。

「そうだった。織田包囲網の外にも、まだ日ノ本は広がっているんだ！　奥羽、四国、そしてなによりも九州の存在をすっかり忘れていたぜ！」

　信奈が「あらあら～？　良晴～？　もしかして未来の日ノ本地図には、奥羽、四国、九州は載のってないの～？」と良晴をからかった。

「いや面めん目ぼくない。群ぐん馬ま以外は地図に記き載さいされていた。群馬だけは人じん跡せき未み踏とうの秘境なので白地図状態だったが」

「群馬ってどこよ？　ともあれ九州キリシタン大名たちとの友好関係を築くために、安土にセミナリオを建てて九州から留学生を集めておいたのは正解だったわね！」

「信奈さま。包囲網に大包囲網で対抗すれば、この戦いはもはや国と国との局地戦ではなくなり、全国規模の合戦となります。犠牲も増えます。ですが、もしもこの賭かけに勝つことができれば、ただ一戦で天下布武は成ります！　本来ならば何十年もかかる事業を、ただの一戦で。敗れればすべてを失い、勝てば天下を総取り。それこそが、信奈さまが描えがいておられた真の戦略だったんですね」

「むふー。修しゆ羅らの国・九州ならば博はか多たで暮らした経験があるこのシメオンにお任せ！　熱しやすく醒さめやすい宗麟はすっかり南なん蛮ばんにかぶれて、日ノ本をキリシタンの王国にしたがっている。『キリシタン布教同盟ならば締結する』という剣けん吞のんな条件を出されそうだが、この際やむを得まい！」

　しかし黒くろ田だどのは宇喜多直家の調略に失敗して地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされた前歴があります、単身で使者として送り出すのは不安です五十点、と長秀が渋しぶい点数をつけた。

　大友宗麟は姫ひめ武将だしシメオンのお友達だからだいじょうぶだよっと官兵衛が言い返すが、信奈も半兵衛も「播磨って後先考えずに突つっ走ぱしるし、口は軽いし、安やす請うけ合いするし」「大友宗麟さまは今、反南蛮軍団『島しま津づ家』と九州の覇は権けんを賭けて抗こう争そう中だと聞きます。うかつに毛利を攻めてくださいとお願いすると、重大な禍か根こんを生じる恐おそれがあります。くすんくすん」と心配顔。

「きみたちは、まるでこのシメオンにお友達がいないかのような言いぐさだなっ！　だいじょうぶだよっ、宗麟はたぶん……きっと……と、友達……じゃ、ないかも……うええええん！」

「この同盟交こう渉しよう、かけられる日数が短い上に万一にも失敗は許されない……ここは良晴。女たらしの達人であるあんたに託すわ！」

「ええ？　俺っ？」

「官兵衛を連れて、大友宗麟と同盟を締結してきて！　全権を託すわ！　領地の割かつ譲じようから官職の任命まで、なんでも好きにしちゃって！　いい？　期限は二週間よ。四面楚歌の戦局を打開して丹波に孤こ立りつした十兵衛を救うには、これしか方法がないの！」

「大友宗麟とは面識がないんだぜ、俺は？」

「この際、手段は問わないわ。宗麟を無断であんたの六条院に入れても怒おこらないから。他ならぬ十兵衛を救うためよ。十兵衛を失ったら、わたし……お願い！」

「……わかった。六条院はともかく、宗麟との同盟交渉、やってみよう。大友宗麟は熱ねつ烈れつなキリシタンだ。宣教師ガスパールってやつが顧こ問もんを務めているとも聞く。フロイスちゃんにも参加してもらえれば」

「いいわよ。でもフロイスと淫みだらな真ま似ねに及およんだら、その時は」

「お、及ばねえよ！」

　あらあら。それではわらわも夫とともに九州へ参りますわと今川義元が言いだしたので、信奈は勝家と犬千代に視線で合図し、義元を拉ら致ち。「なにをなさいますの～」とじたばた暴れる義元を問答無用で部屋から引きずり出させた。

「どんどん図ずう々ずうしくなってくるじゃないの。良晴との祝言話をお芝しば居いで終わらせるつもりがぜんぜんないみたいねあの女は！　そもそも同盟交渉の席に祝言相手を連れ込んだりしたら、心証最悪じゃないの！」

　信奈はこめかみをひきつらせながらかろうじて「今川義元に切腹を命ずるわ！」と怒ど鳴なりたくなる衝動を抑おさえている。

「でも九州に織田家が介かい入にゆうしたとなれば、九州統一を目指している薩さつ摩まの島津家が黙だまってはいないでしょうね。半兵衛、やはりあいつを薩摩へ投入するしかないかしら？　良晴と比べるとちょっと不安だけれど、あの尊大な島津家に言うことをきかせるためには、あの者でなければ」

「はい。島津家をしばしの間抑えることができれば、大友宗麟さまは対毛利戦に全力を注げましょう。毛利の進軍を阻はばむことが可能になります」

　半兵衛が、静かにうなずいた。




　　　　※




　中国の覇者・毛利家の山陽方面軍を率いる小早川隆景は、陸路を採とり播磨へと再進軍を開始していた。

　隆景の双子の姉・山陰方面軍を率いる吉川元春はすでに山陰を怒ど濤とうの勢いで進しん撃げきし、但馬を下し、早くも明智光秀が攻略中の丹波へと向かっていた。

　元春から『隆景もはよう進むんじゃけ。とっとと相良良晴を奪うばうんじゃ。織田信奈をしごうしたれ』と催さい促そくの手紙が次々に届けられている。

「加賀の手取川で織田軍が上杉謙信に大敗、敗走するも、上杉謙信が大虫の病やまいを発して越軍は一時停止、かよ。こいつは判断に迷うところだぜ。たしかに勝利したのは上杉謙信だが、病を発したってのは運がねえ。それによ、織田軍の逃にげっぷりのよさが気がかりだ」

　今回の軍ぐん役えきでも駆かり出された外と様ざま大名の宇喜多直家は、馬で隣となりを進む小早川隆景に「小早川のお嬢じようはどう見ますかい。吉川のお嬢はこのまま勢いだけで丹波を粉ふん砕さいできるかね？」と尋たずねた。

　うかつな返答をすれば、宇喜多直家は即そく座ざに織田家に寝返りかねない。

　宇喜多直家には毛利元就を彷ほう彿ふつとさせる謀ぼう略りやくの才も戦の才も家臣を束ねる器うつわもあるが、自分亡き後に幼い一人ひとり娘むすめの秀ひで家いえを託せる「勝者」が誰だれになるかを、常に嗅かぎまわっている。娘を守るためなら、直家はいつ何時であろうとも勝ちそうなほうに寝返るだろう。

　だが、この男を使いこなせないようではそもそも天下を賭けた合戦などやる資格がない、と小早川隆景はすでに腹をくくっていた。

「織田信奈は、織田家包ほう囲い網もうに対してさらなる大がかりな包囲網を構築してこの難局を打破しようとするだろう」

「大がかりな包囲網ですかい？」

「そうだ。織田信奈は今、われらを封ふうじ込こめるために全国規模の包囲網を造ろうとしているはずだ。上杉と武田をけん制するために奥州の伊達政宗と、そしてわれら毛利の進軍を止めるために九州の大友宗麟と手を組むだろう。大友宗麟はキリシタン大名にして、長年にわたり北九州を巡めぐり争ってきた毛利家の仇敵。織田信奈は、大友宗麟との同盟に全力を注ぐ」

「ほう。毛利家はなぜか大友宗麟を苦手にしてましたね。あの初代元もと就なりですら、北九州を捨てて命からがら撤てつ退たいしたそうで。まずいんじゃないですか？」

「中国では陰いん謀ぼうと策略がものを言うが、『熊くま襲そ』や『隼はや人と』の国である九州の地はよりすぐりの武ぶ闘とう派はが集結した修羅の世界だ、毛利流はそぐわない。三つ四つ五つと計略を成功させても、ただ一戦の全力戦においてすべてが覆くつがえされる。力こそが最強。武ぶ辺へんこそが正義。それが修羅の国・九州の掟おきてだ。だがその九州は今、空前のキリシタン熱にわいている。織田信奈が安土にセミナリオを建て、九州のキリシタン大名家から留学生を集めているのは、大友をはじめとする九州のキリシタン大名と友好を深め同盟に持ちこむためだ。また織田信奈は、大友宗麟の宿敵・薩摩の島津四姉妹に対しても動くだろう。九州統一を目指す島津に大友を攻せめさせぬよう、厳しい一手を打ってくる。島津を封じれば、大友は毛利に全力を注げるのだから」

「いやはやそいつは深しん慮りよ遠えん謀ぼうですな、お嬢。おそるべきは織田信奈。大友に背後をつかれちゃあ上じよう洛らくどころじゃねえ。毛利の怒濤の進撃もこれまでですかねえ？」

「……と、織田信奈は考えているが、私が一歩先んじた。すでに手は打ってある。島津は九州統一の野望を捨てず、宿敵大友宗麟と決戦する」

　小早川隆景はまぶたを閉じ、播磨灘なだから吹ふいてくる浜はま風かぜを感じながら、静かに微笑ほほえんでいた。

「これでついに織田信奈との戦は、奥州から九州まで、日ノ本すべての国を巻き込んだ全国規模の戦いとなる。紆う余よ曲きよく折せつはあろうが、両者の阿あ吽うんの呼吸が、織田信奈と私が構想している『戦』を実現させるだろう。百年に及んだ戦国乱世は、来たるべきこの『戦』で、終わる」

　宇喜多直家は、小早川隆景がこれほど迷いなく前へと突き進む姿を、これまで見たことがなかった。

「仇敵との間に、阿吽の呼吸、ですかい？　しかも、会ったこともない相手ですぜ。そんな芸当が可能なんですかね？」

　隆景は、誇ほこらしげにうなずいていた。

「なぜなら私と織田信奈は、今、同じ夢を見ているから」




　　　　※




　加賀・松まつ任とう城じよう。

　柴田勝家軍を手取川から敗走させ、越中、能登に続いて加賀全域をも平定した越軍の、最前線。

　本丸の奥おく座ざ敷しきに、琵び琶わの音が鳴なり響ひびく。

　静けさと孤こ独どくに満ちたかつての音ね色いろではなく、積み重ねてきた感情を爆ばく発はつさせるかのような情熱的な音色だった。

　ふと、謙信は手を止めた。

「不思議ね、兼続。今宵こよいの月は、妙みように紅あかい」

　物もの憂うげに、夜空を見上げた。

　直江兼続が、謙信の隣に立っている。

「越前入りした織田信奈から、謙信さまに陣じん中ちゆう見み舞まいの品が送られてきました」

「これから決戦する相手に、陣中見舞い？　もしかして、塩かしら？」

「一つは、『洛らく中ちゆう洛らく外がい図ず屛びよう風ぶ』です。先の将軍・足利義よし輝てるさまは義将・謙信さまが越軍を率いて上洛し、管かん領れいとなって乱れた天下を平定する日を夢見ておられました。この『洛中洛外図屛風』は謙信さまに上洛をうながすため、義輝さまが天才絵師狩か野のう永えい徳とくに発注していたものだそうです。狩野永徳はこの絵が謙信さまをつき動かし日ノ本の歴史を変えることになるだろうと予感して『畢ひつ生せいの大作にする』と日夜描かき込み続けましたが、絵が完成する前に義輝さまが都を追われたため、狩野永徳の手て許もとにずっと未完成のままでとどまっていたのです。その未完の大作を、織田信奈が再度発注して完成させたそうです」

　謙信が背後を振ふり返ると、すでに室内には黄おう金ごん色の洛中洛外図屛風が立て飾かざられていた。

　応おう仁にんの乱以来続く戦火によって壊かい滅めつしていた京の都が復興した姿を、永徳の放ほう胆たんな筆ひつ致ちと絢けん爛らんたる色使いが見事に描えがききっていた。

　右隻せきには、やまと御所、叡えい山ざん、清きよ水みず寺でら、五ご条じよう橋ばし、山やま鉾ほこの巡じゆん行こう。

　左隻には、鞍くら馬ま寺でら、金きん閣かく寺じ、御ご霊りよう会え、嵐あらし山やまの渡と月げつ橋きよう。

　金色に輝かがやく都に描かれた大勢の人々──町衆たち、貴族に武家、その総数はほとんど二千五百人に達していた。

　謙信は、その絢爛たる屛風絵を食い入るように見つめた。

「まるで、生きているかのよう」

　それらの人々の中には、巫み女こ姿の幼女や、南なん蛮ばん靴ぐつを履はいて短たん筒づつを構えているおでこの広い姫武将や、青い瞳ひとみの宣教師などもいた。

　そして、まるで雪の精のように真っ白い、小こ柄がらな姫武将の姿も。

　その手に青竹を握にぎりしめた姫武将は、輿こしに載のせられて家臣団に運ばれてはいない。

　自分の足で、京の地を踏ふみしめ、歩いている。

　南蛮帽ぼうと紅いマントを着た少女と、その少女の肩かたに乗っている小こ猿ざる、そして真っ赤な髪かみを伸のばした武者姿の大おお柄がらな乙女おとめが、盂う蘭ら盆ぼん会えの提灯ちようちんを掲かかげて白い姫武将を待っている。

「兼続。この、白い肌はだと紅い瞳を持つ娘は」

「謙信さまでしょう。織田信奈は、謙信さまに上洛をうながしているのです。堂々たる挑ちよう戦せんともとれますし、いつの日か戦の世が終わった時に武田信玄をも招いて友として都で会おう、という意志を伝えたいのかもしれません。あるいはそれらのすべてかもしれません」

「でも。この娘は、行ぎよう人にん包づつみを被かぶっていない。それにわたしは、こんな衣装は着ないわ。こんな派手な紅い胴どう服ふくなど。こんなに華はなやかな、鮮あざやかな、まるで恋こいする乙女のようなかわいい服は、わたしには似合わない」

「舌をかみそうですが『紅くれない地じ雪ゆき持もち柳やなぎ繡ぬいもの襟えり辻つじヶが花はな染ぞめ胴どう服ふく』と呼ぶそうです。ほんものが、送られています。こちらに」

　不意に障子が開かれ、謙信の目に、飛び込んできた。

　まばゆいばかりに、絢爛豪ごう華かな輝きを放つ、紅の胴服。

　紅い。

　驚おどろくほどに、紅い。

　その紅い生地にちりばめられた雪持柳の紋もん様ようは、越えち後ごの雪を表しているのだろうか。

　謙信は、このような乙女らしい服を、夢のように艶つややかな衣装を、着たことがなかった。

　毘び沙しや門もん天てんは生しよう涯がい不ふ犯ぼん。地上に降りることはない。艶やかな乙女の姿など。誰にも見せる必要もなく、その機会もない。

　そのはずだった──昨日までは。

　でも、今は。

　自分の内側で爆発しそうなほどに高まる感情に戸と惑まどっているうちに、背後に回った兼続が、真紅の胴服をそっと着せ終えていた。

「とても、似合います。『源氏物語』に登場する数々の姫ひめも、謙信さまの愛らしさには及およびません」

「ああ。兼続。わたしは、欲よくを抱いだいてしまったわ。武田信玄でさえ抱いたことのない、深い欲だわ。手に入れたいと思って、いいのかしら」

「はい。己の夢を手に入れるために、人は戦うのです」

「踊おどってもいいかしら。練習を、したいの。いつか、一人でではなく、あの人とともに踊るために」

「ええ。ご存分に。この兼続が琵琶を鳴らします」

　謙信は、踊った。口元にやわらかな微笑を浮かべながら。

　今こそわたしは地上に降りて、雌し雄ゆうを決しよう。

　お互たがいの夢を賭かけて、自らが欲ほつするものを賭けて、戦おう。

　毘沙門天と魔ま王おうとしてではなく、人と、人として。
















　　　あとがき




『織お田だ信のぶ奈なの野望　全国版』もおかげさまで十二巻です。

　この巻で織田家に立ちはだかる姫ひめ武将は、武たけ田だ信しん玄げんと並び戦国最強と呼ばれる軍神・上うえ杉すぎ謙けん信しんです。

　上杉謙信と直なお江え兼かね続つぐは、ずいぶん以前に書いた『織田信奈の野望外伝　邪じや気き眼がん竜りゆう政まさ宗むね』で初登場したのですが、巡めぐり合あわせもあって本編での本格参戦がなかなか実現せず、ついに！　と感かん慨がい深ぶかいです。

　ただ、本編内だけでわれらが主人公・相良さがら良よし晴はると絡からませながら上杉謙信と武田信玄の物語を描えがききるのは困難でした。そこで、良晴と出会う以前の謙信と信玄の川かわ中なか島じまでの決戦を描く外伝『天と地と姫と』を富士見書房さんの無料小説ｗｅｂサイト『ファンタジアＢｅｙｏｎｄビヨンド』（http://www.fujimishobo.co.jp/beyond/）で月つき一いち連れん載さいさせていただくという形で補完しています。

『天と地と姫と』抜ぬきでは本編のストーリーがわからないというふうには書いていませんので、本編だけ読んでいただいてもぜんぜん支障ありませんが、『ファンタジアＢｅｙｏｎｄ』は無料ですのでぜひアクセスしてみてください。幼女時代の上杉謙信が読めるのは『ファンタジアＢｅｙｏｎｄ』だけ！

　またこの巻で名前だけ出てくる相良妹軍団の大おお谷たに紀き之の介すけや天才絵師狩か野のう永えい徳とくは、『ドラゴンマガジン』連載中の外伝のほうに本人が登場していますので、気になる方はこちらもチェックしていただければ。ドラゴンマガジン版では、他にも構成の都合やページの関係でなかなか本編に出せないキャラクター、荒あら木き村むら重しげや石いし田だ佐さ吉きち、加か藤とう虎とら之の助すけ、福ふく島しま市いち松まつらを続々登場させて暴れてもらっています。その多くはいずれ本編に登場する予定のキャラたちですが、先行公開という形で暴れています。

　と、非常識にもほぼ外伝の話で二ページ埋うまってしまいましたが、十二巻は少々ページが厚くなりすぎたので今宵こよいはここまでに致いたしとうございまする。十二巻まで読み続けてきてくださいました読者の皆みなさん、「筆が進まぬ……！」と苦く悩のうする春日かすがをみかねて謙信のキャラ案を出してくださいましたみやま零ぜろさん、「謙信と良晴が安あ土づちでデートする『ローマの休日』が観たいんですよ！」「謙信の幸せそうな姿が見たいんですよ！」と何度も叫さけんで原げん稿こう完成まで追い込んでくださった担当さんたちに御おん礼れい申し上げます。





春日みかげ


















　説明しよう。

『織田信奈の野望』──それは、現代から戦国時代にタイムスリップしたわれらが主人公・相良良晴が、織田信長ならぬ織田信奈なる姫大名にお仕えして仲間とともに天下布武を目指す、戦国ラブコメディである。




　ある日突然のことだった。

　織田信奈は、武蔵の国にある富士見坂という土地を占領すると告知。

　そのまま富士見坂に家臣団を集結させて、会議を開いた。

「というわけで織田家は以後、この富士見坂に東国制覇のための拠点を構え、わたしの天下布武の偉業を後世にたたえるために編纂している歴史書『織田信奈の野望』も『織田信奈の野望全国版』と題名を改めることにしたわ！」

　われこそは天下一美少女と自負する信奈の鼻息は荒い。

　なぜいきなり武蔵に？　家臣団はみんな、唖然としているばかり。

「ちなみに全十五冊完結予定だったけど、これより天下布武の覇業を地球規模に広げるので二十五冊まで増やすつもりよ！」

「家臣団にも黙って突然決行する電撃作戦は姫の得意技ですが、今回はいきなりすぎます。家臣団も領民もみな戸惑っております、二十五点です」

　信奈のお姉さん役・万千代こと丹羽長秀が、微妙な点数をつけた。

「違うわよ万千代。これは『電撃』作戦じゃないわ。『富士見』坂占領作戦よ？」

「くすん。この武蔵だけで富士見坂という地名を持つ場所は二十五カ所以上あります。柴田勝家さまあたりは今頃、迷子になっておられます」

　幼い軍師・竹中半兵衛は「いったいなにがはじまるんですか」と半泣きになっていた。

「よいですね信奈さま！　ちなみに『織田信奈の野望』は十冊目までできているですが、十一冊目をいかがいたしますか？　『信奈さま二十五歳の巻』まで飛ばしますですか？」

　信奈の片腕・十兵衛こと明智光秀は、なぜか瞳を輝かせてウッキウキであった。

「『人間二十年』よ、十兵衛。飛ばす必要はないわ」

「わっかりましたです！」

「でも……二十五歳になったわたしって、どうなっているのかしら。少し気になるわ。ねえ、良晴？」

「お、おう。なんだ？」

　われらが相良良晴も「いきなり武蔵国に押し入って富士見坂を占領とは、信奈の思考回路っていったいどうなってるんだ」と青息吐息。

「わたしの未来をバラすのは禁止っていつも言っていたけど、ちょっとだけ教えてくれない？　二十五歳になったわたしの未来を。あ、天下布武については自力で成し遂げるから、家庭の話だけでいいわ」

「俺が歴史ゲームで覚えた織田信長は男で、お前は女だし。それにすでに俺が知ってる歴史とだいぶ違ってるからよくわからねーけど、まあ普通に考えて子供はいるだろうな」

「こ、こ、子供っ？　わ、わ、わたしにっ？」

　ざわ、ざわ……と家臣団がどよめいた。

「うん。途中でお前が第六天魔王になってバッドエンドを迎えなければの話だけど。奇妙丸、茶筅丸、三七あたりはもう産まれてるんじゃないかな？」

「……それって……父親は、まさか……!?　あの、その」

「織田信長には二十五人近い子供がいたという。子だくさんだよな」

「ひいっ？　多すぎい！　あんたって、どこまでサルなのよっ？　そそそそんなに産めるわけないでしょっ？」

「待て待て。なんで父親が俺と決めつけるんだよ？」

「良晴以外に誰がいるのよっ？　他の男の赤ちゃんなんて産むわけないでしょっ！」

「……お、おう。そ、そうか……」

「……そ、そ、そうよ……いちいち言わせないでよ、恥ずかしいんだから……」

　信奈と良晴の間に、そして家臣団の一部に、微妙な空気が流れた。

「相良先輩と祝言をあげるのはこの十兵衛です」とつぶやきながら光秀がいきなり単筒の手入れをはじめ、半兵衛が「あのう……お一人で二十五人は無理でしょうから、わたしも分担して……いえなんでもありませんすみませんすみません」としくしく泣き、長秀が「ごちそうさまです」とせきばらいしながら信奈と良晴の間に割って入った。

「姫、武蔵まで家臣団を呼びつけておいてそのようなデレデレぶりを見せつけるとは。ほどほどになさいませ。二十五点です」

「そ、そうね。まあでも、どうせなら二十五歳までには産んでおきたいわね。万千代？」

　日頃温厚な長秀が、くわっ！　とまなじりをつりあげた。

「私に年齢の話を絶対に振ってはなりません姫、絶対にです。二十五点です！」

「ひっ？　ご、ごめんなさい！」

「あーそういえば、長秀さんって何歳になるんだっけ？　二十五歳まではあと何年だ？」

「相良どのは、考えるより先に口を滑らせる悪癖を改めなさいませ。二十五点です！」

「ひいっ？　すみませんでしたあ、長秀さん！」

　第六天魔王と恐れられる信奈と怖い物知らずの良晴がそろって平謝りに謝らねばならぬほど、「二十五歳」という言葉に対する長秀の反応はまことにすさまじい気迫があった。

　この富士見坂会議の席で、「女性に年齢を聞いてはならない」と学習した良晴はまたひとつかしこくなったのであった。

　ちなみに竹中半兵衛は軍師の癖で思わず長秀の実年齢を推理しようとしたが、長秀にギロリとにらまれてお漏らししそうになったので考えるのをやめた。
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